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メタリ。

大人二於テハ對照ノ成績ハ殆ンド無朧セラルヽ

モ、乳

要入部チ孚L見ノ「ツ」反庖陽性判定二於テ。・ヽ良

赤ノ大小ノミニョラズ必ズ對照二比シテ判定フ、

ベキナリ。

以上ノ成績テ總括シ大阪市二於ケル中産階級ノ

健康孚L見｡ハ世界各國ノ健康孚し兌二於ケル成績二

比シ、反睨甘凹ﾐ卒特二高率ナリト認ｙ得ズ、カ

ヘツテ低率ナリト認メ得ル。コレ大人ノ「ツ」反

廳陽性命卜對比シテ、甚グ興味アリト考ヘラ

　　

67．

　

乳幼児結核二開スル１考察

熊谷謙二東北大
三紳

　

秋子(熊谷内科)

１６

－
６
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１
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１
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１
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１

－
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一一一一

39

　

2．75％!1417 100％

對照lヽシラ用ピクル濃縮｢ブ４９２｣皮内反憲二

　　

結核初感染問題べ斬ク明明７緒二就イ万来‾゛シ

ョリ、４粍以上ノ碓赤テ呈セル･モノ29名、４

　　

タ。此ノ問題ノ根本トナル孚L幼見結核二開シテ

粍以下２粍以上ノ賛赤ヲ呈セフレモ

　

ノ19名テ認

　　

モ更二躍盲ナル追求ノ手刊中バサネバけラナ･f

ト考へ私達ハ先ゾ對象トシテ仙豪市某基督教育

　　　　

第１表

　

乳幼児男女年齢別

年　齢 性　別 培　養　陽　性　者

［1歳＞でＫ

１-　２　　　　　４Ｕ

１

１

2バj　　9男

y　　　　　l

　　　　'-'-■' ≪脊髄液ョリ疏明1ﾝ

3一一4　∧?男卜　　　　　１
　　１　女11

4一一5　1　6でｊ
　　　－ ２

１

　　　　　　　　　　　̃－　　　一男３　　　　　　１･）－６　　゛）女２　　　　　　１

　　　̃̃－　===　==ｗ‾一心　　Ｗ̃
　　　　　｜　。　～男26-7　　　４女5
_.-一一　　　　　　　！　　　　　一一一一--－-　一一-一一-

　j一　　大詔¦　　　　　　　肋
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見院ノ乳幼見約40名テ選ビー・シタ。コヽニ牧

容或ハ委託セラレテヰル子供等ノ親達ハ結核二

弊レタ者或ハ臥林中ノ者が著シク多イカラデア

リ・フヽ。検査シタ乳幼見ノ性別年齢。・ヽ第１表ノ

通りデアリマフヽ。先ヅ子供達ノ「レントゲ≒」寫

填撮影刊斤ヒ、赤血球沈降逍度測定、千倍、百

倍「ツベルクリン」皮内反感及ビ對照トシテ10

分ノ１ニ濃縮シ４％「グリセリンブ’４ヨご」ノ百

倍液ノ皮内反感テ行ツテ24時間後二判定シヽ-

ｼ㈲更二胃液、咽頭粘液及ビ糞便ノ培養内幾

同1ヽナク繰返シー・シタ。ソノ結果40名中11 ･?;

ノ培養陽性者ヲ･脅見シー・シタ､、是等ノ孚L幼見ノ

- ヽ

【第18巻

生物學的諸反嘸ヲ示フ、ト第２表ノ様ニ11名ノ

培養陽性者中「ツベルクリン」皮内反嘸O－5粍

ノ者が６名アリマス。コレ等ノ「レン。トゲン」寫

薦ヲ･見ルト肺門腫脹或ハ涸濁テ示シテヰル者が

４剔肺浸潤ト見ベキ者が２名、浸潤様ノ疑問ノ

個所ガアル者が１名アリース。叉赤血球沈降速

度トノ開係ヲ･見－スト培養陽性者９名ノヽ21粍

以上ヲ示シ促進シテヰースガ２名丈ノヽ6―10粍

ノ間ニ゛リマス。「ツ・・゛ルクリン」皮内反慮陰性

者デ而モ培養二依ツテノミ澄明シ得ル微量ノ結

核菌ノ喀出者が斯クモ多敬二存在ソ、ノレトイフ驚

グ可キ事賓ハ従来ノ乳幼見結核ノ見解ヲ･以テシ

第２表

　

生物學的諸反.感、「レゾ1ヽゲソ」寫a?t所見ト’ツペルクリｙ」皮内反喉1ヽノ関係
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第３表

　

百倍及ビ千倍「ツベルクリｙJニーヨル「ツベルクリン」皮内反塵ノ開係

▽　「ッ」皮内反i

　　　ヽヽ塵百倍24
「ッ」皮　ヽ　時間　　O－5
内紅塵　　　　　丿
千倍24時間　　　１

6－10　１　11一部　　　　２１－
　　　　　ｊ

　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　／

計　　¦培養陽性者

O－5粍 　　　24培養陽性(４) 　　　10培養陽性（２）

－　－　　一一一一一一一一一一-一一‥-

０　　　　　　　　０

34 ６

6－10 ０ ０ ｏ　ｉ　　ｏ ０

11―20 ０ ０ ０
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計 24 10 ０ ６ 40

培養陽性者 ４ ２ ５ 11



第12號 】 練,會 演 説 要 旨 1183

第 表 「ツベ ル ク リン」皮 内 庇陰 陰 性 ニ シテ培 養 陽 性 者 ノレソベ ル ク リソ」皮 内反 唯 ノ経 過

」

姓 名 、性

別、 ・年齢1

一.
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千

百鱒
f 3×2 と='ア『旧一一一 一一 一ll
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一一

3叉一3x一 ・1「ガ レー苫蒲 一}冤 ×4一 一 一 一 「 一一一 一
6×1「}6× 「

3x3、4×44×311×1
ロ 　　 　 　 　コ　　　へ 　 　　 　 　

.三1(=)二 つ ×室.rづll_;→ …r一
;12×2…1×4

　　　 　ヘ ド

.15x5

4×12×2

}2`)×26R

i一 一一 ・一 ・一一l

l2×21

/千

倍日

倍 5/5

倍百
「
ヒ
」

"r

坑
口

f百

倍

倍百

遡■　黒

3×2

テ ハ説 明 出 水 ナ イ所 デ ア リマ へ。 ソ レデ ノ・百 倍

「ジ'ご,レク リ ン」ラ以 テ判 定 シタ場 合 ハ ドウカ ト

云 フ ト第3表 ノ様 二千 倍 、 百倍 共 二5粍 以 下 ノ

者 二4名 ノ培 養 陽 性者 ガ ア リ千 倍5粍 以 下 ヰ 百

倍 ガ で=1一川 粍 テ示 ス者 二2名 ノ培 養 陽 性 者 ガ ア

リマ へ.以 上6名 ノ「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 鷹 ノ

経 過 ラ追 フ テ 見 ル1・第4表 ノ様 二rl倍 「ツベ ル

〃 リン」二於 テ2名 ノ陽轄 者 テ 見 マ シタガ4名

月 依然 ト シテ陰 性 デ ア リマ 孔。 陽 軸 者 ノ第1例

ノ・現 在11ケ 月 ノ乳 児 デ1!1三年9月El日 二考莞熱i不

機 嫌 斗訴 へ、胸 部 二 気 管 枝 呼 吸音 テ聞 キ マ シ タ。

ソ ・5日 前 ・検査 デ「レ ン トゲ ン」爲 眞 ニ ハ肺 門

腫 脹 及 ビ浸 潤 ガ ア リ、 赤 沈7粍 、 「ツ」皮 内反 慮

1×5咽 頭 粘 液 ヨ リ結核 菌 培 養 陽 性 デ「'ソ」皮 内

反 感 ・・其 後 依 然 陰 ・1乏1三ナ ル ニ拘 ・・ラズ 胃液 ノ培 養

・・陽性 デ ア リマ シタ が 本 年3目14日 ノ検 査 デ

ノ・「ツ」皮 内反 感 ・・IEIx11ト 陽轄 シ ーfシタ が 赤

沈 ・・41粍 トナ リマ シ タ。

第2例 ・・3年11ケ 月.ノ男 見 デ昨年11111日1咽

頭 粘 液 ヨ リ菌 ラ培 養 シマ シタnソ ノ時 「ツ」皮 内

反鷹 ノ・全 ケ陰 性 、 赤 沈 ノ・5粍 、 「し ン トゲ ン」窮

眞 デノ・肺 門 淋 巴 腺 ノ腫 脹 テ示 ス丈 デ ア リ マ シテ

特 別 ナ故障 ノ・ナ イ が風 邪 ヲ引 キ 易 イ子f共 テ ア リ

マ へ。 本 年3月14日 ノ「ツ」皮 内 反 癒 ノ・25×20

ト著 シ ク陽性 ラ示 シテ奪 リマ シタ。叉!一し ン トゲ

ン」爲 眞 デ ・・肺 門 淋 巴腺 腫 脹 ノ・多少 縮 少 シテ居

りマ ㍉、 赤 沈 ノ・15粍 デ シ タ6

以上 述 べ タ様 ナ事 實 カラ シテ結 核 感 染 幼 児 更 二

叉成 人 ノ場 合 二於 テ モ 「ツベ ル ク リ ン」反 鷹 等 二

關 スル 従来 ・考 へ 庁・・改 メ テ検 討 ラ要 フ・ル ノ デ

ノ・ナ ィカ ト思 フ ノデ'r'リ マ ス。

追 加 西 川 爲雄(阪 大)

孚L幼 児結 核 ノ研:究 三際 シテ、 ソ ノ感 染 源 ノ簡 明

及 董 感 染 防1ヒノ要 ・・重 大 ナ ル問 題 ナ リ。 此 ノ問

題 二封 シ_一_、保 育感 染 ナ ル語 テ以 テ向後 研 究 セ

う し度 シ、 成 人 ・家 族 感 染 二封 シ テ保 育 感 染 ナ

・し語 テ呈 『なル ニ非 ズ、 乳 幼 児結 核 感 染1原 ラ今 日

迄 臨 休 的 経験 ニ ョ リ テ、 結 核 乳 児 テ我 見 シ、 ソ

ノ家 庭 二結核 感 染 源 テ求 メ得 ザ ル 時、 頻 々 ソ ノ

家 庭 二出 入 スル者 ニ テ孚L見ヲ・抱 キ、 哺 乳 サ ス モ

ノー見 出 ス喜 多 キ故 ナ リ
。

68.結 核乳幼児1年 間 ノ観察

和泉 武順 殼 羅)

昭和14年1月 以 来 京 都市 見 童 院 小見 科 外 来 二

於 テ、京 都市 在 住 ノ 中産 階 級 以 下 ノ 家 庭 二44

例 ノ満2歳 以 下 ノ結 核 感 染 乳 幼 児 テ登 見 シ、 ソ

レ等 二就 キ経 過 ラ追 ヒ1ケ 年 間 観 察 斗行 ヒ、 爾

後 二於 テ モ尚 ホ観 察 ラ練 行 シツ ・ ア リ.男1俵 二
　

示 セ ル如 ク満1年 以 下 ノ 孚L見12例 、 満1年 ヨ
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リ満２年迄32例ニシテ、男見17例、女見27

例ナリ。死亡敷ハ満１年以下ノ者ニアリテハ12

例中６、印]千50.％、１年以上２年ノ者ニアリテ

ノヽS2例中７例、郎チ約22判二シテ、全能トシ

テ約30T･ヘノ死亡率テ示七リ。死亡者ノヽ13例中

６例・ヽ貨見後２週間以内ニ、３例ハ１ヶ月以内

ニ‾死亡へ

　

３グ月以内二北亡セル者13例中11

例ナリ。他ノ２例ハ６ヶ月以内二死亡セル者ニ

うテ、 址等．・ヽ何レモ粟粒結核症、結核性脳膜炎

ニテ叱亡ゼルモノナリ。附]チ孚L幼見ノ結核性脳

膜炎ハ總テ結核初感染ニ･績冊フヽト謂フタ得・、ご

シ。叉孚L幼見ニアリテハ感染一冊病一死亡ノ紆

過々取･レ者全敷ノ30％ここヲ見、且ツ夫等ノ大

部分ハ３夕川以内二死亡ヤル狸ナル事ハ余ノ例

叙尚ホ少キモ昨年度二於ケルSoderling･或ハ

Sigrid Holm 淳ノ報;いヽ一致テ見ル者デーi'リ、

且叉乳幼見結核モ我見後６ｙ月尹経過卜丿レ時ハ

橡後比較的良好ナリIヽ云フヅ得。次二結核感染

見ノ我見ニハヒ∇ル々一氏反庖、千倍稀狸篤｢ツベ

ルクリン｣(傅研製)O.ii毛皮内注射ニ1衣リ、辻ノ

陽性者ニハ約３ヶ月後、１年後二再度十萬倍稀

憚蕉(ヽｿｰヽこ）レグリン｣入川､テ皮内反庖サ行ヒ、維

過ヲ･迫ヒ、初ノ‘６ヶ月以内ハ１ヶ月乃至２ヶ月

ノ間隔ナ以刊J1後３ヶ月毎ニ･'レントゲン｣撮影

ヲ行ヒツヽアリ。｢ツベルクリン｣試験結果ノ判

定ハ種々ノ議論アル･處ナレド、余ハ48時間後

二於テ、ピルケー氏反嘸ハ呉赤、浸潤ノ長短径

　　　　

-

確盲ニ５粍以上、皮内反吃・ヽ「･ソペルクリン」稀

稗度二開セズ10粍以上ツ以テ陽性トナセリ.．

コノ限度以下ニシヘ尚ホ疑シキ時ハ濃峻人ナ

則

リ．、斯クシテ夫等諸維過拉二感染源等二就キ精

査シツヽアルガ、感染源ノ問題二就キテハ尚ホ

ー一暦精査ノ上他日一良表ノ像定ナリ．余ハ死亡セ

【第18巻

「レ」線上何等カノ所見アル者、及ビ「し」線上著

愛認・･難キ者等二分チ、ノ

「ツｇルクリンフ皮内反咆尹行ヒタルニ、48時間

後鍵赤、浸潤ノ大サ、大多数ハ10－20粍以内

二仁シ、僅カニ「レ」線上一次性浸潤ノ像尹示セ

ル者ニシ入現在一般状態良好ナル者２例二於

テ・£20耗以上ナリシヲ認ノ･タリ。勿論10粍

以下ノ者存セズ。郎チ址等ノ間ニ「ツベルクリ

ン」感受性二對スル特別ナル開係認ノ･ラレズ。

要之、址等ノ事賓ヲ･以テシテモ、簡軍ニ「ヽｿ・ヽご

ルクリヽ・」感受性テ以テ結核ノ活動性ノ有無、

感価帑ノ大小、結核病機進展ノ程度テ云｡々ン、ﾉ1

コトノ不常ナル事明カナリ。更二叉孚L幼見結核

特見－ヒうレケー氏反嘸ノミヲ川フル事ノ可否ﾆ

　　　　　

-i-=

　

i-

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●就キヘピ･しケー氏反忠ニテモ相常程度ノ陽性

者テ鍵見シ得ルモ、倚ホーi’ンヽソー氏反庶二比ス

ル時・ヽ、暇令孚L兄が結核二罹患スルモ陽性二現

ノゝし難キモノノ如シ。従ツテ夫等ノ検診ニヒル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一一一

ケー氏反忠ノミテ用フル事ハ意義少キモノト認

ﾉ･ラル。最後二余。・ヽ6ヶ月以下ノ乳児二百倍稀

秤｢ツベルクリン｣０．１托皮下注射ヲ行フモ泣憾

乍う末グ陽性者乃至疑陽利:芹二遭邁セズ。５グ

月女児ニ｢ヽフベルクリ≒反臆陰性ユテ粟粒結核

症ニテ死亡セシ１例アリシモ、ソレ以外ニハ賛

見シ得ずリキ。飢チ余ハ現在迄二新生児及ビ６

ヶ月以下ノ孚L氾ニシテ家族歴二少クトモ結核症

ナちいヽシムル：者アル時、拉二何等カノ結核症類

似ノ疾患二罹患セル者一百倍稀稗｢ツペ'ノしクリ

≒皮内反庖ラ行ヒツヽアリ。卸チ新生見130

例、トグ月以下ノ孚L幼見約200例二施行シタヽ

モ末ゲ１例川湯性者？モ見ズ。此事賞ノヽ該月齢

以下-ﾐ･'リう｀ハ感染者少キ事モ常然ナルカ、感

染源二接ソ､ル機會モ非常二少々、尚ホ叉感染ス

しバ急速二負病死亡ノ維過チ取リ、巌見迄二到

ザリシ感染乳幼見二於テ賛見以東何等病的症状

　　

ラデルカ、或。・ヽ「ツ・ヽごルクリン」感受性低クシテ

モ現パレス全クー見健康Iヽ見コ､ﾉﾚ者、叉一時熱

　　

其ノ反庶陰性二終ルモノこ非ルヤlヽモ思考セラ

賛、咳楸等テ家シ、≒」線上著明ナル結核病愛

　　

ル。余ハ址等６ヶ月以下ノ孚L見ニシテ「ヽソペシル

ク’りと、現在ハ小康サ保チ、一般状態軽快セノL

　

’クリン」反庖陰性、尚ホ且ツ諸種検索上結核疑

がヽ良好ナル者、枝ビ現在熱賛、咳楸等行こ、

　　

シキ片二就キヽ胃液中ノ結核菌検査ヲ行ヒヽヽ･ヽ
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アルが、ンこハ未ダ麿表フ､ル迄二到ラズ。要こ、

感染特病者ノ444例中死亡セル13例、肺浸潤像

り呈セル４例、慢性粟粒結核見１例、肋膜炎・

２例、計20例ニシや他ハ菌検査テ行ハザリシ

鴉俄カユとヲばジ難キモ、少クトモ孚L幼見結核

ノ牛敬八鍵病シ、持病片ノ70％及感染孚L幼児ノ

30ツレハ６ケ川以内二元ノ韓蹄テ取ル者lヽ謂フ

ヲ･得。而シテ叉、涵１年以上ノ結核感染児ノ像

後ハ１年以下ノ夫レニ比う良好ナリト謂フプ得
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ぬごにごﾆこ(罷ふか

昨年度結核學介二於テ、私・ヽ初感染症患省二於

ケル「ツペ｀ルクリン」皮内探庖ノ特現状態二就申

述べ犬シタガ､今同ノヽ初感染症忠行及ビＢ．Ｃ．Ｇ･

接種者ノ「ツ」探庖ノ殼現状態テ未感染健康者テ

對照トシテ注射後12時間以内ハ２時間毎ニソ

ノ後ハ24時間毎二冊赤硬結ヲ観察シ約１ヶ月

ノ間隔ラオ４テ反復検査シ、「ツイば麹が陽性糖

化迄追究シ、ソノ陽糖時及ビ陽糖後ノば脆ノ稜

赤最高値ノ出現フ､ル時間的開係二就キ検索シタ

ノデ、ココこj限告イタシ９ス．

「ツ」液ハ傅研製篤「ツ」鳳夜テ0．5聡下炭酸加生

理的食胎水デ稀即シタ千供廠〇.Ice･ヲ用ヒ、對

照用ニ､ハ10分ノ１ニ濃縮濾過シタ４％「グリセ

リンブ･fヨン」ラ原液トシ0．5ｽﾉづfi炭酸加生理

的食盛水デ稀杵シタ千倍液ヲ･用ヒ、反庖ノ判定

ハ「ツ」千松液O.lccニョル24時間測定ノ貨赤

縦横径平均ｎ粍以上列場性トシてシタ．、

（1）自然感染ニョル初感染症患者12例山:脳ﾚｰ

24巌）何レモ微熱、固怠、胸痛ノ㈲瞰言ノ主訴

アル者デフヽが第１表ノ如キ陽糖時ニハ24時間

及ビソレ以前二最高値テ有スル行が９伊F75％）

１ヶ月乃ヤ２ヶ月後ニグ48時間二最高値ノモ

第１夫
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表

　　

B.C.G.接

　

種

　

者

　

27

　

例

ノ６例ぶ0几、12例中Ｘ線寫兵デ肺門淋巴腺

腫大八(1)(2バ句（６）ノ４例（３）ｄ２トハ血行

性撒布ノ像テ呈シテヰー・シタ。こ等６例ハ陽韓

時何レモ喀痰或ハ胃液ヨリ結核菌が培養讃明サ

しフシタ。

（２ﾉＢ．Ｃ.Ｇ．接種ニョル陽性轄化者27汐L17歳

一20混「｡ヽリえ礁陰性ノ看護婦生徒49 ?;ニ對シ

25 f, -ハＢ．Ｃ．Ｇ．ヲ0．03mg、24砂トノ’ヽ0．01

mg列ぷ稀シ夫カ14例及ビ13例ノ陽韓者サ得

～’シタ第２表二示-:･､如夕陽輯時ハ12時間最高

【第18巻

陽　　轄　　時　　最　　高　　値 陽轄後ａ週乃至４週後ノ最高値

＼時
番x､間ﾚ4’4､t

　彼＼　　ｌ
6st 8st　　　lOst　

i　
12st　｀　2↓4　48st

　　　　　　　！

2st　4st　6st　

l　

8st lOst 12st 24st 　48st

－‥－
1　　1，　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　22×15 １ 25×23

2　　　　　　　　1　　　　　　　　22×22 28×191

3　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　20×17

１

１ 　 　 　 　 　 　 　 １

｜

18×15

4　，　　1　　1　　　　　　　　　　　24×17
　　1　　　　　　　　　・ 1　　　　118×18

５　！ 1　　　　14×14
．　　！　　　１ 118×15

6　1　　　2　　　i　　　1　　　　　　　　　　　　　:37×35
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１！
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　　　　１’　‾‾‾‾‾‾／
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17×10
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一一一一一一一一‥一一一　‥-一一--一一
　23　i　　　f　　　1　　　1　　　　　　　　　　16×12

　==㎜』̃一一一一--　　　　　-一一　　　　　　　　　　　　一一一　---一一一一一一　-－
　24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20×18

　　　　l　　　　　　　j

‾　　　　=　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i23×18

　　　　　　　　　-
－ －

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 一

31×25
‾ ‾ ‾ ‾ ‾ ‾ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｜

21×20
！
ｉ

一一
　　　　　　　　　　　　17×15

　　　　　　　－一一一一-一一一一一

1　　　　　　　　　　　　　1　　　　　122×22
　　　　　　　　l　　　i

l?5　　　i

　　　　　1　●　　　｜
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O1　0　3.4％,4.?％
　2　　17　　　2　　2

7A%m.O°ぶ７．４％７．４％

値ノ者最モ多ク18例(66．7％)デアリース。直

チー48時間最高値尹示ス様二陽糖シタモノノヽ

アリーｉ’センデシタ。２週乃至４週後ニ48時間

内二最高値ヲ有フ、ル様二進展シタモノ２例(7.4

が)アリー・ス。之等27肺ハ陽韓前後ヲ通ジテ喀

痰結核菌培養陰性デ叉Ｘ線寫其デモ殆ンド異状

が認メラレマセンデシタ､、

(３)健康ナ看護婦生徒二於ケル自然ノ陽性糖化

者15例(17歳－20歳)、コノ15例ハ殆ンド自

曼症状子有フ､ルコトガリー夕陽糖前後チ通ジヤ勒
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０
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０
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務シテヰタ者デアリて'て7､が第３表二示ス如夕陽

韓時ニ,・ヽ24時間以後二最高値ヲ有スル者13例

(86.7が)更ニ１ヶ月乃至２ヶ月後ニ,ハ24時間

及ビソレ以前二最高値？有スル者14例(93.4

％)デアリー瓦，Ｘ線寫具デハ(2)(10)(12)ニ

肺門琳巴腺ノ腫大ヲ見皿レ｀左肺下部二洞濁テ

ｌルノミデフヽ。(５)ハ含瞰粘液ヨリ(６バヽ胃液

１

０

　

０

　　　　

０

　

ｉ

　　

ｏ

----一一

　

52

　　　　

49

　　　　

1
忿↓.0％

　

22.7％

　

0.5％

ヨリ（11卜ヽ胃液ヨリ剖）チ３例が結核菌培養陽性

デアリマフ、。

（４）對照液ニョル皮内反謝

(1)(2)(3) /各例二於う｀對照トシラ用ヒり４

％「グリセリンブイヨン」10分ノ１濃縮濾過シ

タモノテ0．5％石炭酸加生理的食盛水デ稀秤う

タ千倍液O.lccニョル反謝・ヽ第４表二示’､如ヶ



1188

一 一

-

總會演浅要 ヒj
日
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4 st
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　　　　i　　　　‥___　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　__‥_
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１０　　　　　　２９　　　　　　　６

　６　　　　１４　　１　　１

０ 　9
8.3％

16－20 ０ ０　　　　０ ５
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ぶ

！
108

最高値が8､10、12時間ニアルノガ大多敬デアリ

ベ’ﾉヽ。而シや24時間以前二最高値ラ有フヽル様ナ

「ツ」陽性ば嘸ハ第５表二見ル様子ソノ最高値が

對照液ノソレヨリ大デアルト４フ相違アルノミ

デアリマソヽ。以上ヲ･總括シテ考察ブヽルト「ツ」反

嘸ノ陽性轄化時二於テ48時間最高値テ有フ､ﾌﾚ

様二急激二韓化ソヽル少敬ラ除キ、白促症状ナク

緩慢二陽性轄化シテ行ク者ハ24時間及ビソレ

以前二最高値ヲ有スル所ノ弱イ「アレルギー」ノ

時期テ経過こりレ。而シテ斯カル弱「アレルギー」

ノ時期ノ者ノ図睨測定ニハ錐赤が涙二消腿二近

ヅク48時間ヨリモ對照液ノ反忠ヲ･參考ご

ツ24時胤用定ノ方が逢カニ有利デｊりーフ､。

　　

70．

　

石川懸下全中等學校生徒ノ「ツベ

　　　　

ルクリン」反唐検査成績並ニ「ツベ

　　　　

ルクリン」反感二於ケル反感竃ノ

　　　　

大サニ闘スル生物學的観察

皿Ｊ(Ｌ?嬰)
前回報告二於テ、石川螺二於ケル一般結核感染

期･ヽ青春期ニシテ特二村部出身者ノ都市移動二

嫁リテソノ感染度が特殊的二顕著ナル上昇ヲ示

フヽ事サ述ベタリ。而シｆ前報告二於ケル観察例

ノヽ--般二緋行二働ケルモノーシテ、學生生活サ

曼ハレモノノ例ニ､ハ乏シカリシヲ･以テ、本調査

二於テハ該生活期二該常セル中等學校生徒二就

テ結核感染度テバ観察シ、特二村部出身生徒二

観察ノ主鮎テ置ケ勉調査｀シタル學校ダヽ33校

－シテ観察例ハ12102 f.ナリ。「ツベルクリン」

注射;1しヽ2000倍稀憚液０．１堰ナリ。尚反嘸竃

ノ大サユ就テ観察シタル成績ヲ併セ述べこト欲

成績概括

Ａ．中等學校生徒ノ結核感染度

L

　

fﾃﾞi川懸中等學校

　

男子45.2±0．587％、女

子38.2±0.672ズナリ。

　　

´

２．

　

部別

　

男子

　

市部49.3±0.772乞

　

郡部

39.4±0.895%、女子

　

rioS[S43.5±0．986％、

郁部33.5±1.084% (4年制几

３．出身地別

公滞市中等學校

　

分厚市出身例

　

男子51.5±

0．975％、女子43.8±1．101χＪヽシテ、感染度ハ

男子生徒二於テ高シ。

郡部中等學校

　

學校所在地町部出身例

　

男子

43.6±1．771％、1年乃至４年級テ平均ソヽレバ

42.7±1.908％、女子41.3±1．880χ Γ4年制）

一シテ、雨性二於ケル感染度ハ略ζ等シ。

村部出身例

　　

分厚市中等學校

　

男子43.0士
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1.841％、女子35.9土2.742兇、１年級乃示４年

級ヲ“平均ﾌヽレバ34,1士2.969略、郡部中等學

校ﾘj子36.2士1.208χ、1年級乃ヤ４年級ラ

゛)F均ｸヽl/バ33.9士1.271％、女子26.6ｹﾌﾞ士

1.466％ニシテ感染度ハ.男性二於テ高シ。

4.

　

分滞市出身例ト郡鵠學校所在地町部出身例

トノ感染度ラ比較ﾌヽルニ、感染度ハ女性二於テ

'ヽ雨者略ｔ等シク、劣性二於テハ市出身例二於

テ高シ。

5･

　

市部及郡部中等學按二於ケル什鵠出身圭徒

ノ感染度ぺ男性二於テハ市部中等學校生徒二於

テ郡部中等學校生徒二於ケ゛で比シテ高キ゛ヽ

女性二於テハ雨者二有意ナル差ラ示せ万。

Ｂ．

　

年級ト感染度トノ間係

１．

　

結核感白曼ﾉ'ゝ-‘般二市・郡ノ如河二間セで

年級ノ進ムニ従ツテ噌大犬。然レ共ソノ噌犬程

度.･ヽ(1)市・郡ノ如何二抹リ、(２)地方別ノ如

何二條リ、(３)男女ノ性如何二辣リ、(４)生徒

ノ出身地如何二嫁リテ各趣テ異－セリ。

2･

　

市郡部別二嫁ル感浚度ノ年級的許長

(ａ)市部中乖校二於テハ感染度ハ３年級以後ニ

顧著ナル噌大テ示シ、郡部中學校二於テ.ハ３午

級以前二額著ナル堆大ラ示ﾌ､。

(ｂ)女學校二於テモ感染胞ト年級トノ闘係ハ中

等學校二於ケルト等シキ状態ラ示ぺ。

卸年級ノ逢級二伴フ感染度ノ消長ハ市部Iヽ郡部

トニ於テ異ナリ、感染度ノ額著ナル堆大ハ市部

ニ於テハ後牛學年朋二在リテ、郡部二於テハこ

レ二九シ前宇學年朋ニflミリ。

C.

　

出身地別二嫁ル感染度ノ年級的詐長

１．市中亭校二於ケル市出身例ノ感染度.ハ後半

単年期二於ぅ｀著明二噌大ｼ、前牛學年二於テハ

略ｔ等シキ状態ニアリ。斯ル闘係ハ女學校二於

ラモ略ｔ同槌ナリｏ

２．郡鵠中等學校ニ於ケル學校所在

ヒj

日
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ノ如何二開セズ共二等シク年級ノ進ムニ従ヒ著

明二漸進性増大サ示シ、初學年二於テノヽ市部出

身例(郡部ニテ。･ヽ學校所在地町部出身川ヽ有意ナ

ル差尹示シ刊氏キモ、漸次雨者ノ差ハ縮少セラ

レ、５年級二至りテ一致ソ､。(市中學校５年級二

於テ市出身75．0％、村部出身70．0％)。

４。女學校二於ケル村部出身例ノ感染度ハ前牛

學年期二於テ著明ナル漸進性噌大テ示フ､鮎ノヽ中

學校生徒二於ケルト全ク等シキモ、後半學年期

二於テハ噌大サ示サズシテ略ｌ同一状態テ保ケ

リ。

　

、

印郡部中等堅校ご於テ感染峻が前牛限年期二於

テ急激ナル上昇ヲ示･､所以ハ村部出身例二於ケ

ル感染度ノ急激ナ･レ上昇二由来ノヽルモノナルラ

知｡ル

Ｄ．中等限枝生徒二於夕ル村部出身者ノ占ムル

比竿

１．市部中等學校ヤ於テハ什昌出身例ハ生徒ノ

14.3がＪ占ム。

２．

　

郡部中等學校ユ於テハ村部出身例ハ生徒ノ

51．7.％即過乍敷Ｊ占ム。こテ地方別一見ルニ、

能登地方二於テ52.9%、加賀地方二於テ50．4％

ナリ。

３．

　

村部出身例ノ大部ハ汽車通學テナセルモノ

十几

要こ、中等學校生徒ノ特殊的ナ～結核感染曝露

ノ磯介・ヽ市部二於テハ後牛學年期ご在リテ、郡

部二於テハ前牛限年期二在り而シテ後者二於テ

ハソノ特殊的ナル感染機介ニハ什部出身例が主

トシテ之しニ逢邁ノ、ルモノナルテ知ル。

Ｅ．

　

１年間二於ケ･し陽性轄化

Ｌ年間二於ケル陽性轄化テーd玲ls女學校二就-尹

観察セ几

１．

　

陽性轄化ハ401例中56例ID 13.6ズユ於テ

こ'７テ認ヽム。
り

㎞Ｊ● 陽性轄1ﾋ率ノ年級的沁長テ出身地別二恢リ

テ比較リ､ルー、

･.ａ)陽性轄化率ハ市出身例二於テー八年級ノ進ム

ニ従｀フテ一定ノ噌大ラ示サズシテ一定ノ状態テ



1190 總會演説要旨

保チ最終學年二於テ急激ナル増大ヲナフヽ。

(ｂ)村及町出身例二於テハ陽性韓化布ハ第３學

年迄著明ナル漸進性増大テ示二､、以後急激二減

少シ最終學年二至リテ之しノ認ノズ。

郎陽性糖化布ノ消長ハ市出身ト村町出身トニ於

テ趣テ異ニシ、各陽性糖化布ノ年級的府長ハ感

染度ノ消長ト仝ク軌テ一二ソ、。

Ｆ．陽性韓化例二於タル理學的検査所見

１．

　

肺門部淋巴腺結核ト診ばゼラレタルモノ51

例中15例IP 29.4が、初期憂化群ノ認ｙラレ≒

ルモノ６例卸11．7％ナリ、。此ノ６例中５例ノ･ヽ３

年級以下ナリキ。

２．赤血球沈降速度ノ促進t:ルモノ３例郎５．８

ガアリテ、之等ハ何レモ３年級以下例ナリキ。

３．赤血球沈降速度ノ促進セル３例二於ケル白

血球分布二於テ酸嗜好性白血球ノ減少セルモノ

無ク、２例二於テ軽度ノ噌加が認ノ･ラレ、淋巴

球・ヽ何レモ307ぢ:j皇二在リテレ白血球ノ左方移動

ノ（1例グユ之レヲ認メズ。

４．

　

肺門部淋巴腺結核15例中13例卸86．6％。･ヽ

3年級以下例ナリ。

郎市部女學校二於テハ、感染度ノヽ後牛學年二於

テ顕著ナル噌大尹示ノ、モ、初期感染竃｡八一般二

比較的軽微ナル傾向顕著ナリ、、斯ル事責ぺ主目

二値ン'､。

Ｇ．

　

中學校生徒ノ死亡率ノ年級的消長

生徒ノ死亡原因｡・ヽ主トシテ結核性ナリIヽセラル

ルテ以テ、最近10年間二於ケル死亡敬二就テ

１．

　

中堅校二於テ。・ヽ死亡卒ノヽ市・郡ノ如何二開

セズ第４學年二於テ最大二達シ以後減少≒

２．

　

女學政二於テハ死亡率ハ市・郡ノ如何二開

セズ第３祭年二於テ最大二達シ、以後市部ご

テハ減少ソヽルモ、ソノ穐度ハ低シ。

３．

　

市・郡雨部中等學校ノ死亡テ比較スルニ、

一般二市部二於テ死亡率ハ高キモ、郡部中祭校

３學年、郡芯女學校第１學年二於ケル死亡率ノヽ

市部ノ夫等二於ケルニ比シテ高シ。

以上ノ諸成績ヨリシテ中等學校生徒二於テ結核

【第18巻

像防ノ焦黙。・ヽ初學年二置クベキモノーシテ。特

二初學年二於テ村部出身ノ交通機開利用通學煮

ノ感染址二遠距緞通學二由ル疲秀二開シテ最大

ノ開心テ沸フ可キヲ主張セントノ、。

Ｈ．

　

反塵竃ノ大サエ開スル生物學的観察(観察

例16541例ﾉ

(ツペ）レクリン｣紅塵二於タル反塵竃ノ大せ刊生

別二嫁リテ観察フ、ルニ、各生活期二於タル大せ

ノ下均値テ比較ソヽレバ、

１．

　

小見期二於テ大サノ｀ヽ性別二差異ナシ。

２．

　

青春期二於テ女性二於タル大サノヽ男性二於

ケルニ比シテ大ナリ。

3・

　

:壮年期二於テノヽ男性二於タル大サハ女性二

於ケルニ比シテ人ナリ。

4．老年期二於テハ敬的ニハ男性二於テ大ナル

モ有意ナノL養ヲ示サズ。

５．

　

青春期二於テ比較的同一状件二佃レ中等學

校生徒二就テ性別二反忠竃ノ大サテ比較ペル･

-ﾆｰ、涵15歳及16歳二於テ、女性二於ケル大サ

ハ男性二於ケルニ比シテ大ニシテソノズハ有意

ナリ。

6・

　

中等學校生徒二於テ、淋巴管炎及紫斑性出

血ノ殺生頻度ハ男性二於テ女性二於ヤルニ比ごJ

プ･高キモ、濁り水胞形成ノ殺生頻度ノミハ女性

二於テ高シ。卸チ水胞形成ノ病理殺生ニハ前２

者ノ殺生要約以外ノ他ノ要約ノ附加セラルルモ

ノナルヲ推知シ得ラル。

尚ホ詳細ナル成績､ハ原著二譲ル。

　　

71．紡績工場女工手二於ケル｢ヽyベルク

　　　　　

リン｣反感二就テ

堀

　

三津夫
浮田堅太郎（

竹

　　　

尾

結核研究所

ｊ

余等・ヽ昭和13年８月以来結核像防ノ目的ラ以う｀

各種集團(主トシテ紡績工場女工手バ3420名ニ

｢ツ｣反恵ヲ･検シ其ノ陰性者ノ略ｔ牛数ニＢ．Ｃ．Ｇ･

接種テ行ヘリ。而シテ陽性阜49．8％ザ得タリ。

今同・ヽＢ．Ｃ．Ｇ．ニ開スル事ヲ除キ特二紡績工場

女工手二於ケル｢ツ｣反恵二就キ報告セント≒

１ 「ツ」反庶検査方法
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第１表「･ソ」.皮内反昿判定基準

　大　　我

　分　　煩

㎜㎜-

　判　　定

　　陰　　　　性　　　　　　　　陽　　　　　　　　　　　　　　　性

陰　性１疑陽性」刹陽性中等度陽性強陽性　　最　僅　陽　性

　　－　　　±　ｊ　＋　１　++　　　･･+　ｉ　冊　ｌ　ｎ
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　　0　　　　2-4　　　　5‘10　1　11 ﾆ?0　　21-　30　　31以上 水泡形成
我赤ノ狸

　(粍)

-
＋

－

第２表紡績會此46工場女工于二於ケルｊヽソ」反嘸分布

　

「ツ」反喉検査年月：昭和12年10月一昭和1十年11月

　

「９」反吐検査方法:A.T. 1:2000、O.lcc皮内、48 St 判定

陰性計｜

　

十

　

ｉ

　

十十 併
一 一 一 一 －

14.494 ，

柵 Ｂ

7.387

　

21.881

　　

4.830

　　

3.259

　　

2.817

　　

6.083

　　

j ｡231

- ・ ・ ’ ． - ・ 〃 = " ・ ﾐ 〃

　

・ - 〃 － ・ 〃 － － ・ ＝ － ミ ‾ 皿 皿 - W W - - - - ･ -

36.1作土

　

18.･↓％

　　

54.6%'

　　

12.0％

　　　

8．1％

　　　

7.0％

　　

15.2%

　　　

3.1％

使用「ツベルクリン」ハ傅研製鳶「ツベルクリン」

テ用ヒ之ヲ生理的食晰水ヲ以テ2000倍二稀秤

シソノ０．１托ヲ上勝屈側皮内二注射シ48時間

後二局所二登赤ノ有無力士意シテ検シソノ径ヲ

計測セリ,。而シテ水泡テ形成セルモノハ特ニコ

ノ旨ヲ附記セリ。其ノ判定基準ハ第１表ノ如

シ。第２表ノ｀ゝコ

　

ノ判定基準ニョル紡績會財46

工場女工手40101名ノ「ツ」反咆分布ラ示セリ。

働
笑
だ

刀
硲
勿

　

″
刊

み

　
　

Ｊ

ﾉ2ｸ

第３表

　

紡績工場女工手・年齢卜「ツ」反吐陽性率

「ツ」反喉検査年月：昭和13年２月一昭和14年11月

「ツ.1反暗､検査T方法:AT. 1:2000、O.lcc皮内、48 St 判定

皿 ． Ｊ ･ ｌ ・ ・ Ｗ

/

ﾉ?

／

バ

－－ｙｙ

̃、／

＼

/’／゛‾

峰 － － ・ － ㎜

一 一

一 ● 一

四 ● ● -

/

戸

　　

／

い

　　　

／

ヽヽｙ一一

→・

- - 一

一 一 一 一

づ黙）

４３Ｕ
μ5゛
μｊ

6.05

蜘･埓性年

22　23　24が‾2疹

年

齢

陽性計 總訂

18.220
1
40.101

一 一

?。

一 一
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45.4 100％

2。紡績工場女工手ノ年齢ト「ヽ勺反嘸

余等ハ紡績工場ノ所在地ニョリとヲ近畿地方17

工場12965名、中京地方10工場11941名、中

國、四國地方10工場4394名、北陸地方６工場

4930名及是等４地方俘計43工場33960名ノ５

群二分チ且年齢ハ總テ叡へ年テ取りテ観察セ

リ。

第３表二示こ･､が如ク地方的ニハ曲線一多少ノ動

揺ｦ一見ルモ年齢ノ増加二件ヒテ陽

性命ハ上昇一祐且近畿地方二於ケ

ル陽性命上昇曲線ノヽ他地方ノ夫レ

ニ比シ幾分急角度－シう噌加卒梢

大ナルテ思ノヽシム。更二各地方二

於ケル紡績工場女エドノ年齢別人

員分布ニノゝ大差ナキモ今試ミ二四

地方合計33960名ノ年齢別人員分

布テ標準トシテ各地方ノ訂正陽性

駆斗算出セバ近畿地方49.0%ニ

こ。テ最高リ･占へ中國、四國地方

48．5≒ニシテ之二次ギ、以下中京

地方43.6%、北陸地方40．5％川噴

ナリ。而シテ４地方合計ハ46．1％

－シテ何レモ17歳ヨリ18歳ノ間

二於テ是等訂正陽性命二達セリ。

更-･こ叉陽性者ノ中ノ最強陽性者、

匹で

/̃･ヽ．

ﾉ6 77躍

- -

ぷ

χ ･･

ユ

ぶ
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第４表

　

紡績工場女工手ノ年齢ト「９」反吐最強陽性者ノ％

　　

「ツ」反吐機査年月：昭和13年２月一昭和14年11月

　　

「勺反吐検査方法:A.T. 1:2000、O.lcc皮内、48 St 判定

…-一一之弧光方　/2.695^
一一申京ｔ

一一中國四mt^ 4394名
¬‥－づばVtヵ

　

ｊ夕ｊβ名
一四拗合４りjしりβｊ，

一 一

゛ ｀ ヽ ̃

-

ﾀﾞダシ

最強陽鯖

　

j 537ゐ

　

こ?324も

　　

ｱ戸戸ゐ

　　

jj/ゐ

　

6576h

Ｘ

＼／

/

ぷ〃

　

＼

　

／
／

／

仝外
ﾉ夕９
タぶ
クＭ
/抑j
I9.3T

/,一
卜

ゝ

- -

　　　

／
-づｰ

ソ

皐

【第18巻

考ヘラル者ニツキ前項同様５群二

分チ、印近畿地方10工場17] 9名

中京地方８工場3325名、中國、四

國地方７工場957名、北陸地方６

工場1574名、４地方合計31工場

7575名－ツキ勤績年限ト「ツ」反

塵陽性卒トノ開係サ見タルニ第５

表二示スガ如ク地方的ニハ例倣少

ナキ篤曲線二動揺ヲ･免レザルモ４

地方合計二見ルガ如ク勤績年限ノ

噌加二件ヒテ陽性卒ハ上昇ス。而

シテ４地方合計7575名ノ勤績年

限－ヨル人員分布ヲ標準トシテ算

出セル各地方ノ是等入計時年齢14

歳未満ノ者ノ訂正陽性卒ダヽ近畿地

方41.0%、中京地方36．2％、中國

入此時年齢12歳－14歳ノ者7.575名

……･･･入社時年齢12歳－16歳ノ者16.020名

ヤ
ダ
タ

ｒ”

ン″￥

ｊ
禾
角

必Ｚろ･

　

’乙多

四國地方35．3％、北陸地方32．4χニシテ何レ

モ12ヶ月乃至36ヶ月ノ間－ソノ訂正陽性率二

達セリ、、

叉第５表ト同一工場二於テ入杜時年齢16歳未

満ノ者16020名ノ勤績年限ト「ツ」反慮陽性卒

　　

第６表

　

紡績工場女工手ノ勤績年限ト「ツ」

　　　　　　

反塵最強陽性者ノ％

慰
竹
鎖

註:第５表及第６表二示セル繩過年月ハ３

ヶ月未満、３ヶ月以上６ヶ月未滞‥‥‥48

ヶ月以上ヲ示フ､モノナリ

ﾉj　U4　ﾉj　昂　ノ.ｱﾉ’yノ’ﾀ溜ごﾉ刀刀ぶ2jぶJJ7づ励まヽ

自]登亦ノ径31粍以上及水泡形成ヲ伴フ者ノガ

モ年齢ノ噌加二従ヒテ上昇フ､ﾉﾚ事・ヽ第４表二見

ルガ如シ。

３．紡績工場女工手ノ勤梢年限ト｢ツ｣反嘸

コヽニ云フ勤績年限トハ余等が｢ツ｣反妻ヲ施行

セシ常時常該女工手ガソノエ場二入針シテ既二

何ケ月ヲ経過シ居リシヤヲ調査シ之ｦ一勤績年限

1ヽナセルモノナリ。紡績工場女工手ノ勤績年限

ノヽ比較的短カク平均２ヶ年内外テ常トシ且入祗

時年齢ノ多キ者・ヽ他工場ヲ･経過シ来レ､ﾉﾚ所謂･哩

験工多ク殊二大都會ノエ場二於テ然リ。カヽル

故二余等｡・ヽ入計時年齢14歳未満ノ者部小學校

卒業後直二或ハ遅クモ１夕年以内二入杜セリト

　　

第５表

　

紡績工場女工手ノ動績年限ト｢ツ｣

　　

反喉陽性串(入祀時年齢12歳－14歳ノ折)

超　　超（

　　　

塁
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トノ開係ヲ見タルニ同ジク勤績年限ノ噌加二従

1==「ツ」反嘸陽性率丿上昇ス。

　

唯入祗時年齢14

歳未満ノ者ノ夫レニ比シテ陽性卒ノ絹對値川

高シ。然ルニ同一工場二於ケル入計時年齢17

歳ヨリ25歳二至ル者9496名ニツキテノヽ勤績年

限ノ噌加ト「ツ」反嘸陽性率ノ上昇ハ必ズシモ平

行セデルヲ･認メタリ、、

次二入杜時年齢141歳未満ノ者及16歳未満ノ者

ノ陽性者中最強陽性者ノ％モ勤梢年限ノ増加二

従ヒ叉陽性率ノ上昇二略ｌ平行シテ上昇セノレノヽ

第６表二示フ､が如シ。

４．

　

紡績工場女工手ノ陽性糖化

前述セル如ク余等ハＢ．Ｃ．Ｇ．接種二際シ陰性者

ノ略ｌ牛数ハ對照トシテ放置セルガ是等ノ考ニ

ツキ所4･ノエ場二於テ約１ヶ月ヨリ19ヶ月二

至ル間二種カナル期間サオキ陽性糖化尹見タル

ニ糖化率ハ各工場ニョリテ相常ノ差尹示スモ大

一約20％ヨリ60％ノ間テ動揺セリ。而シテ陽性糖

化者ニハ「ツ」反嘸弱陽性テ呈セル者最モ多シ。

　　

72．青少年ノ「ツベルクリン」皮内反感

　　　　　

二就テ

寺岡

　

正(茨城駆内原
片岡

　

タヶ訓練所病院)

全國各府瓢ヨリ選抜セラレ、内原訓練所二入所

セル青少年ノ｢ヽソペ｀ルクリン｣反恵二開フヽル昭和

'13年度調査成績ノヽ涙二太田學士が昨年度本墨會

デ報告シタ。

余等､ハ昭和14年度入所者二就キ同様ノ調査ヲ

施行シタノデ、之ヲ･追加報告スル。

昭和14年度入所者検査總員9511名中、陽性率

26.5±0．45％13年度及14年度累計統計デハ、

總員24, 248名中、陽性率26.4±0．28χデアル。

府瓢別陽性率ノヽ最高大阪府63.6±3．27％。最低

'山形新10．6±1．43％。大阪府二次・1デ共庫瓢

､51.7±3．27％、東京府51.5±3．48％、紳奈川新

44.2±6.88ズガ比較的高率デアル。岩手M16.6

±3．32％、宮城瓢17．7±2．98％、秋田瓢11．1

±3．49％、山形邸10．6±1.43%、禰島M19.1

±2.38%、茨城!?¦14.1±1.97が、栃木瓢18．6

1193

±2．19％、千葉1114.7±3．38％、長野部17．0

±1.45が、山梨IS 17.8±4.03巻、佐賀M12.2

±4．19％が全國中最低卒デアル。此ノ中、山梨

佐賀ノ諸部ハ検査人員過少ナル篤、平均誤差過

大デアルガ、昭和13年度トノ累計デ・ヽ夫。々

24.2±2．62％、22.1±1．74％デ平均値ヨリ低イ。

東北地方ノ｀ゝ一一般二前記ノ如ク著シク低率デアル

ガ、北毎道33.5±3．00ヅト地理的二相對シタ

青森部ノミノヽ30.9±4．41％。開東地方ニテノヽ前

記東京府、紳奈川照FJ､外ノ諸照ハ下均値叉ハソ

1／以下ノ低卒テ示ス。中部地方デハ前記長野新

一著シク低率デ、北陸諸部中、富山M31.6±

3．10ｙ、石川部32．1±2.69匹Tハ前年度同様デア

ルガ、福井m26.6±33．6％ハ前年度z 40.2±

4．54％ヨリ低値。但シ前年度ト｡ノ累計デハ32.3

±2．70％。東海道膳部ハ前年度同様平均値二近

イ。近畿地於デノ･ヽ前記大阪府、兵庫部が高率テ

示ソ､が他ノ諸部デーハ和歌山部33．1±4.17㈲以

外ハ何レモ平均値前後ノ低値テ示ス鮎、前年度

成績ト異ル。累計デハ滋賀部テ除キ何レモ30％

以上デアル。中國地方デ川I｣陽地方ダヽ山陰地方

ヨリ梢ｌ高率ナル黙、前年度同様デアルガ、廣

島my 35.9±2.47%以外ハ何レモ平均値＝1リ

低イ。四國地方ニテノヽ前年度成績､ハた平洋沿岸

ノ高知ヨリモ、瀬戸内海沿岸ノ徳島、香川、愛媛

が高率デアルガ、14年度デハ香川、愛媛ハ下均

値前後デ、高知部37．1±5 。12％ ノヽ却ツテ高率デ

アル。但シ高知部ノヽ検査人員過少ニシテ累計デ

ハ徳島1134.9士2.37、香川M34.0±2.34^・ヽ高

知牒30.4土3.07、愛媛iF>28.8±1.61ヨリ利μ

高率。一般二四國地方ハ中國地方ヨリ高率デア

ル。九州デハ長崎部33．9±1．77％が最高率サ

示シ、他ノ諸部ハ大膿平均値前後デ累計二於テ

モ略ｔ同様デアル。沖繩部｡ハ36.1±5.27%累計

40.4±3．20％ニテ九州諸部ヨリ高率デアル。

次二年齢別｢ツ｣反嘸陽性卒ハ15晟20．2±1.07

％、16な20．2±0．67凪17歳28.7±1.14秀､18

歳36.7±1.25%、19歳34.4±1．28匹、20歳

38．0±3．62％ニシテ15歳及16歳・ヽ同率デアル
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が17歳及18なニテ急二陽性命ハ上昇シ、爾後

略ｌ同卒ヲ持績二’ヽﾉﾚ。、年齢別「ヽ片勺レクリン」反

廳陽性率丿２月及３月入所者lヽ6月、８月、10

月及12月入所者トノ２群二分チテ比較フヽルニ前

者デハ15歳19.1±1．16％I、16混18．0±0.72］（、

17;ii;27.0±1．66勿、18 & 35.3±1．88％、19混

33.2±19．6χ、20歳39．1±5．0杉ブナルニ對シ後

者デノ’ｄ５混25．5士2.70㈲､16巌28．3土1．66.％、

17歳30.1±1.58%、18 & 37.4±1.68㈲、19歳

35.3±1．69X、20歳36．8±5．16％ニシテ、17

歳－20歳デハ特二雨群二差異テ認ノ難イガ、15

歳及16歳デハ、カナリ著明ノ懸隔ヲ示ス。２、

３月入所者中、15、6な少年ノ96．89らハ尋常高

等小學校卒業叉ハ中途退學者－シヘ

　

ソノ職歴

統計チ見ルニ、ソノ2．5χが有職者二過ギナイ。

之二對シ６月以降入所者中、15、6混少年ノ70．5

％が尋常高等小學校卒業叉ハ中途退學者ニシ

テ、84．4χが有職者デアリ、其ノ職業別テ見ル

1ヽ、農業53.7%、工業21．6χ、商業16.5が其

ノ他デアル。之ヨリ見レバ前記15、6巌「ツ」反

恚陽性卒ノ入所時期ニョル差違ハ學業終了後ノ

生活瓊境ノ撥化殊二就職ノ狐ノ･ノ結核感染機會

ノ噌加二由来スルモノデアラウ。「ツ」反庶高率

ナル東京府、大阪府、兵庫照乱汁ノ年齢別陽性

卒・ヽ15歳39．4±8．50χ、16,::i;41.4±4.35%、

17 ui;57.3±4．35％、18歳58.8±3.77%、TL9歳

64.0±3．52％ナルニ對シ、「ツ」反腔20㈲以下ナ

ル岩手、宮城、秋田、山形、禰島、茨城、栃木、

千気山梨、長野ノ諸部ノ合計デ。・ヽ15な12．0

±1.51%、16な11．0±0.95%、17歳16．0±1.99

％､18混22．5±2．31ｙ、19歳24.0±2.59%二シ

テ、15、6混ノ時期二既二著明ノ差異ヲ認ノ･ル

ノミナラズ17な以後ノ「ツ」反謝陽性率ノ上昇

度ハ前者二於テョリ急激デアノL。市町村別「ツ」

反恚陽性命統計ニョレバ市出身:者49.0±1.38

％、町出身者31.7±1.18が、村出身者21.9±

0．56ズデアル。

　　　　　　　　

宿

　　

題

　　

73．

　

結核二闘スル集團検診

【第18巷

　　　　　　　　　　

今村

　

荒男(阪大教授)

　　

74．

　

學童検診ノ結果ヨリ観タル胸部｢レ

　　　　

ントゲン｣所見卜｢ツベルクリン｣反

　　　　

慮トノ関係二就テ

　　　　　　　　　　

小池

　

定雄

　　　　　　　　　　

田逡

　

元(杉並健相)

　　　　　　　　　　

鶏凄(姦れ)ヽ

1．調査ノ目的

本調査ノ目的ノヽ學童集團検診ノ機會ヲ利用シ胸

部｢レントゲン｣所見ノ有無ト｢ツベ｀ルクリン｣反

庖ノ開係テ知ラントスルニ在リ､、印チ肺門陰影

ノ耐大若シク､ハ結核性疾患ノ存在位二其治癒竃

テ有フ､ル者二於テ｢ツ｣反塵が如何ナル率二陽性

尹示スモノナルヤ探究セントセルモノナリ､、

2．對象及調査方法

本調査ノ對象トナリタルモノハ市内某小學校･６

校)見童173名叫794名女939名一尋常科1474し

名、高等科259名ト・シテ、文部省年齢7―13

歳ノモノナリ。調査方法ハ被調査全見童二就キ

理學的検査位ニ｢レ｣線検査(透覗位二寫具撮影)

テ施行シ、其結果全見童ヲ次ノ如ク大別セリ､、

郎チ(１)胸部二異常ヲ･認。･･ヂルモノ(Ａバ２)肺

門陰影ノ軽度ノ耐大ザ見タルモノ(Ｂ)位二肺門

部二軽度ノ廠痕状陰影ヲ認ノ･タルモノ(Ｂ勺(３)

肺門部淋巴腺結核ヲ思ハシムルニ充分ナルモノ

(Ｃ)肺賓質内二活動性病竃うり

位二肋膜癒著石灰沈著其他ノ治癒竃テ有フ､ルモ

ノ(Ｅ)ノ３部二分類セリ。

次デ全見童二對シ傅研製萬｢ツベ｀ルクリン｣2000･

倍液0．1c(ヽヲ･以テ皮内探塵ヲ施行シ、48時間後

浸潤若シクハ殼赤ノ径５ｍｍ以上尹陽性トシ反

映ノ大サハ5―9f十･、10―19 (朴)、20mm以上

ヲ(州･)ノ記彼ヲ以テ表ハノ、コトヽセリ。而シテ

(２)及(３)部ノ見童ニテ陰性ナリシモノー・ハ更

ニ100倍液O.lccテ以テ再検査ヲ施行シ、｢ブイ

ヨンゴ其他ニョル非特異性反塵ニョル誤差チ出

来ル丈夕少ナカラシｊンガ認ノ･72時間後判定

ヲ探用セリ。(72時間判定ノ有利ナル鮎二就キ

テハ余等・ヽ第17同日木結核病學會總會一於テ
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演説セリ戸回定ノ規準ハ200叫配夜ノ場合卜全然

同一ナリ。
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6詣oつア］

１ 195

- ら

（１）「レ」線検査ノ結牝町嶮各部二凪ソ､・ヽごキ見童

ノ割合八次人ノ如シ。

　　　　　　　

然シＣＱ童。､ヽ鳥等科ニテ｡･ヽ女児ニ１名、ＤＱ童・ヽ高等科ニテ､ハ認メザ1･キ。

　　　　　　　　　　　　　

址高等科ノ被検児童戦・ヽ少ナいJシ尚行ナラー

(２)被検全見ヤノ｢万万座陽性率ハ男31．738％

　

(９)肋膜癒若ノ暇痕ハ惚ノタルモノニテハ男13

女31.416 ゛へ、'トt勺31.5開巻二－シテ、其率ハ高學　　か川剔生10名･I内１名再検査ニテ陽性輯示)陰

年ニヤルニ従ヒ上昇ヲ示セリ。

　　　　　　　　　　

性３ ?;ナリキ。女10名中８名ノり皆目ミュシテ他

(:l)Ａ見童二於ケル陽性命ハリ3 23.390凪　女‘　　・ヽ陰性ナリキ。

24.297-;:、平均23.902町二シテ、學年lヽ共二陽

　　

1申石灰化恣ヲ･認ノ得ルモノニ於テハ男44名

性命ノ上昇テ認ノタリ。而シブ全児童ノ陽性命

　　

中陽目五29名、限¦上15乙女45名中陽性36名(内

一比シ揺カニ低率ナルユ･見タリ､、

　　　　　　　　

２名再検介ニテ陽性韓示)陰性９名ナリキ。

(４)Ｂ．及ｙ見朕ヲ雨者總括シテ其陽川率ムバと

　

(11)2000倍陽性者二於テ反脚ノ大サ内見ルニ、

ルヘツj 39．ぶ〕)3％、久･35.496%√平均37.452%　　男ニテハ(十)38．805匹、(4f) 38.432^、･､桝)

ニシテ(内100供液再検かノ結果陽性ラ示セシ

　　

22．761％－テ(併)ノ者梢い少ナキテ見タノしモ、

モノーハ男６飛 女３名計９名ナ川。之ヲ全見竜　　女二於う゛。・ヽ(十)32.907が、(丑) 33.865%、(併)

　

り剔生命勺七ノ､ルニキシタ高率ナルテ見タリ。

　　

33.226胤二テ各部略；同倣ナルハとタリ。而シ

而シテ陽性率ノ上昇ハ學年ト共二明ラカナル拉

　　

ｆ胸部所りとトμ吃・大サト・間ニハ一定ノ開係

行状態ハ示せヽツシモ學年ト共二幾分上昇り頃

　　

ナキガ如ク思惟セラル。

向尹示セリ。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

叉100供液一∃｡ﾉﾚ再検査ノ結柴陽性ラ示セシモ

(５)Ｃ児章二於テハリ州名中陽性５名(内２名

　　

ノラ見ルニぐ十八男７名女６名、t朴)男２名ノミ

再検査ニテ陽性韓示川剣1ﾓ３名ナリ、、久-８名中

　　

十九

陽性６名陰性２名ナリ、、

　　　　　　　　　　　　

４．呼吸器系疾患ノ既往症若シクハ風邪傾向ヲ

哺)肺野二活飴牛自恣ヲ･認ノレモノ(Ｄドヽリロ

　　

有ﾉヽル児童ノ胸部｢レ｣線所地

行女‘１ノ名ニシ八其病竃ノ性質ハ全部浸潤性

　　

本調査ハ非結核性呼吸器系疾患ノ叫往症Iヽ胸部

病歿ナリキ。而シテ｢ヽｿ｣反庶ハ2000供液ニテ

　　

｢レ｣線所見トノ附係及ビ所謂風邪傾向テ有フ､ル

全振暢性ヲ示セリ。

　　　　　　　　　　　　　　　

甘4り胸部｢レ｣線所見大知ラントシテ行ヘルモ

(７)肺門部二著明ナル廠痕状陰影ヲ･呈セルモノ

　　　

'－シヘ呼吸器系疾患ノ内肺炎ノイf日咳二就

ニう｀ノヽﾘ八名巾陽性１乙陰性３名。女15 ?;中　　キ調査ハいｆセリ。本調査二於や’ヽ既往症拉二

陽性12名(内トZ再検査二列笏I生輪示ブナリキ。

　　

風邪傾向ノ明白二判明シ得々ltモノノミ？1巽ど

(恥肺野二停IL性病竃サ認ムル者二於テハリj6

　　

テ検査サけへ≒

名中牛倣７３も７｀陰性ニシテヽ他’り昌行ナリ

　　

(１／先丿肺炎二就に7｀地ルニー被検見童、が33

キ。女９名中８Ｚぺ斗¦唯酒1 ?1ハ再検杏ニテ　　悍↓IA児礎T16飛Ｂ拉ニＦ見童16名ニシやＢ

陽性轄示卜'示セリ。

　　　　　　　　　　　　　

拉ニIEｒ兜屁16名中｢ツ｣反則魯叫モラ示セルモノ
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10 ?で;ニシｊ･、陽性者｡ハ６名ナリキ。尚明カニ気

管枝腺ノ腫脹ヲ･示セルモノ１名アリ、該見童ハ

ト勺反嘸陰性ナリキ。上述33名中膿胸ノ認ｙ

肋骨切除テ受ケタルモノ２名アリ、内１名ハ胸

部二何等ノ異常ヲ認ノ･ズ(Ａ)他ノ１名ハ右側肺

門部二廠痕状陰影ヲ認ノ･タ几(Ｂ勺ノ該見童｡ハ

右側膿胸ヲ経過セシモノナリ､、｢ツ｣反忠・ヽ陽性

ヲ･示セリ。女33名中Ａ見童20名、Ｂ拉ニＦ見

童13Zナリキ。後者ノ内９名ノヽ｢ツ｣μ忠陰性

ナリ。

(２)次二百日咳二就キテ見ルニ、男23名中Ａ

見童16名ニシテ大部分ヲ･占ノ、Ｂ拉ニｙ見童

６名－シテ其牛数ノ３名ルツ｣反忠陰性尹示セ

リ。Ｃ見童｡ハ１名アリ該見童ハ｢ツ｣反忠陽性ナ

リシ鮎ヨリシテ気管枝腺結核ト考フルヲ至常ナ

リIヽ信で。女23名中Ａ見童ハ全数ノ約弘印チ

16名ナリ。

　

Ｂ拉ニＦ見童ハ７名ニシテ内「ヽソ」

反忠陰性者ハ３名ナリ。

（３）風邪傾向ヲ有ソ､ル見童ノ胸部「レ」線所見ヲ

観ルニ、男53名中37名。・ヽＡ見童、Ｂ拉ニIF見

童ハ15名ニシテ、内８名ハ「ツ」反忠陰性ナリ。

Ｃ見童。･ヽ1名ニシテ該見童。・ヽ「ツ」反忠陰性ナリ

キ。

女56名中40名ハＡ見童、16名ハＢ拉ニｙ見

童ニシテ内９名ハ「ツ」反忠陰性ヲ示セリ。男女

見計109名中Ｃ見童１名ニシテＤ見童ノヽ認ノザ

リキ。

５．總括址二結論

余等ノ行ヘル小學見童1733名ノ検診ノ結果二

就イテ之ラ總括的二観ルニ其全数ノ約ﾂ3ノヽ「レ」

線上胸部二異常ヲ･認ｙズ。肺門部陰影ノ秤八噌

加セリト思惟セラルヽ見童ハ全駈ノ約1ムユ相常

ノヽ陳罵性病竃ヲ･認ノ･タルモノ。・ヽ約６％ニシテ

活動性病竃ｦｰ巌見シ得タルモノノヽ約1．2％ナ

リ。而シテ「レ」線上胸部二異常ヲ･認ノヂルモノ

ノ「ツ」反朋帽t率が全見童ノ其ヨリモ低ク肺門

部陰ぶノ幾分附加セリド号ヘラルヽ見童ノ「ツ」

μ恚陽性率が全見童ノ其ヨリモ高率尹示セル事

賓ヨリ考フルニ、肺門部陰影ノ軽度ノ増加若う

ﾋj
日 【第18巻

クハ軽度ノ肺門部廠痕等が結核感染ト何等カノ

開係アルヲ･推察セシムルニ充分ナルベシ。著明

ナル肺門部淋巴腺腫脹、肋膜癒着特ニ、石灰化

竃其他結核テ疑ハシムルニ充分ナル病竃テ有ス

ル者ノ中ニ｢ツ｣反息陰性ナルモノ相常倣存－ス

ルテ見ル。是一面｢ツ｣反座ノ非絶對性拉二反意

出現二種カナルＰｈａsｅノ存スル事賓列勿語ル

ト共二叉他面石灰化竃二就キテハ暫ク措クモ

｢レ｣線上吾人が通常結核性病憂ナリト考ヘツヽ

アル病受ノ中或一部ノヽ非結核性ノモノヽ存入ル

　　　

一
コトヲボフヽモノナラン。

叉反恚ノ大サト病竃ノ大サ新荊等トノ間ニ。・ヽ何

等相互開係ナキモ｡'ト認ノラル。｡百日咳ノ既往

症テ有ペルモノヽ胸部｢レ｣線所見ハ既往症テ有

セザルモノト何等異ルコトナシ。肺炎ノ既往症

テ有スルモノニテハ既往症テ有セずルモノニ比

シ肺門部陰影ノ軽度二増加セルノ梢ｔ多キラ思

ノゝシムｏ

風邪傾向ヲ有スルモノヽ胸部所兄､ハ然ラデルモ

ノ・其ト異ルコトナシ。然レドモ前３者ノ場合

､ハ被検見童歌少ナキ篤ｙ更二詳細ナル調査テ侯

ツテ後始ｙテ確言シ得ベシ。

　　

75．｢ツベルクリン｣反感陽性韓化見童

　　　　

ノ経過観察

　　　　　　　　　　

ｌｊＪ東京市特

　　　　　　　　　　

認
罫ｍ認)

｢ツベ｀ルクリン｣反忠陽性斡化・ヽ初期結核ノ研究

拉二結核ノ殺病二開シテ重大ナ意義ガアルト考

ヘラレテいレ。東京市特別衛生地匯保健館二於

テハ昭和11年ヨリ京橋匯内全學童１萬５千絵

人二就キ仙今橋禎的ニ｢kツ｣反息｢レ｣線検査赤沈

測定等ノ精密健康調査テ行ツテヰル。昭和13

年度二於クルー般學童ノ結核罹病率ダヽ3．8ｘ、

昭和12年及ビ13年度二於タル｢ツ｣陽斬率ハ７

及８％、陽斬者中ノ結核殺病卒ハ11及16％デ

アツタ。此等陽韓見童ノ中陽斬殺死後}－1年

牛べ’デ其ノ経過ヲ観=察シ得タ695例二就イテ述

べ｀更二此ノ中陽轄殺見後１年牛－２年牛・デ観
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察シ得タ277例二就キ其ノ径過ヲ･追加報告ス

ノ1・。嗇｢ツ｣反恵ハ傅研２千倍液溶0．1耗皮内注

射ニ３リ48時間後殼赤叉・ヽ硬結ノ直経５粍以

上ヲ陽性Iヽシタ。

(１)陽韓疲見後1－1年牛・デノ観察二於テハ

陽韓登見時著明ナ所見ノ認ｙラレタルモ≒ハ

113例(16％)デアッテ肺門淋巴腺結核ト認ノラ

レタ52例中１例｡ハ引キ績キ肋膜炎ヲ、10ヶ月

後著明ナル肺結核ラ起シ１年１ヶ月後死亡シ

タ。肋膜炎29例中３例・ヽ肺結核ヲ併登シ中２

例ハ１年以内二死亡シタ。肺浸潤ト認ノラレタ

32例二於テ､ハ前２者二較・ヽご其ノ後ノ経過二於

テ著明ナル受化ノ認ノラレナカッタモノ幾分多

ク、３例・ヽ肺結核ヲ起シ中１例二於テ。・ヽ1年後

著明ナル空洞ヲ･認ｙ１年３ヶ月後死亡シテヰ

ル。而シテ以上述ベタ是等ノ例テ除シタ大部分

ノモノノヽ何レモ軽快叉ノヽ治癒シテヰル。叉陽韓

登見時大凡正常ト思。・ヽレタ582例中1－1年牛

後マデュ始ｙテ所見ノ登見サレタモノ｡・ヽ32例

デ中６例二於テハ石灰沈著(陽韓登見後何レモ

涵１年)テ認へ

　

３例ハ肺結核テ起シ２例・ヽ結

核性旛膜炎デ死亡(陽韓登見後４夕月及５ｸ一月)

シテヰル。

(２)陽韓稜兄後１年牛－２年牛-１・デノ観察二於

テノヽ陽韓我見時著明ナ所見ノ認ノ･ラレタモノノヽ

55例デ肺門淋巴腺結核ト認ノラレタ24例中２

例二肺結核ヲ起シ１例二於テハ１ヶ月後肋膜炎

ヲ起シ軽快シタガ２年６ヶ月後著明ナ肺結核ノ

症状ヲ･認メ２年９ヶ月空洞テ登見シタ。肋膜炎

18例中１年以内二肺結核テ起シタ１例二於テ

ハ引績キ同様ナル症状テ認ノ、肺浸潤ト認ノラ

レタ14例中３例ハ陽韓我見時ト較・ヽご著明ナ綬

化ナク、]年牛以内二既二肺結核テ起シテヰタ

２例中１例二於テハ２年後著明ナ空洞テ認ノ

タ。而シテ以上述ベタ是等ノ例ラ除イタ大部分

ノモノノヽ何レモ軽快叉ノヽ治癒シテヰル。叉陽韓

賛見時大凡正常ト思ハレタ222例中１年牛以内

二肺結核テ起シタ１例ハ１年８ヶ月後死亡シ１

年牛－２年牛後二始ノや所見ノ見出サレタモノ

ﾋ．

日 1197

.・ヽ6例デ而カモ此ノ中５例・ヽ何レモ石灰沈著侈

示シテヰタ、、

ぐ３)全膿Iヽシテ経過テ總括シ比較シやしレト陽

韓登見時著明ナ所見ノ認ｙラレタ113例中１年

－１年生－デュ病類叉ハ病側ノ分化ノ示シタモ

ノ・ヽ17例(15％)デ中８例ぐ7．1％)・ヽ著明ナ悪化

ヲ･示シ此ノ中４砂しヽ死亡シテキル。叉陽転登随

時大凡正常ト思ハレタ582例中１年－１年牛後

マデエ始メテ所見ノ見出サレ･タモノーハ32例

(5．5％)デ中５例(0．9％レヽ悪化シ中２例ノヽ死亡

シテヰル。之ラ一般｢ツ｣陽性者中初検査時著明

ナ所見ヲ･認メナカツタ303例中1－1年牛後始

７‘テ所見ノ見出サレタモノ８例ぐ2．7％)、中悪

化４例(1．4％)死亡ｏデアツタノユ較ベルト陽

韓者ヨリ登病シタモノヽ方が建二不良ノ転蹄テ

トルモノ多イ様二思ノヽレル。次二陽転稜見時著

明ナ所見ノ認メラレタ55例中１年牛一２年牛

後二病類叉・ヽ病例ノ受化テ示シタモノ､ハ６例

ｄ.0．9％)、中悪化２例(3．6X)デ２年牛以内二

悪化シタモノヽ總敬ハ５例(9.1が)デ之テ一般

｢ツ｣陽性者中初検査時著明ナ所見が認ノ･ラレ而

カモ病類ノ同ジデアツタ75例中ノ其後３年以

内二於ケル悪化３例(４％)ニ較・ヽご高値ヲ示シテ

ヰル。叉陽韓登見時大几正常ト思ダヽレタ222例

中１年牛－２年牛後始ノ･テ所見ノ認ノラl／タモ

ノーハ６例(2．7％)デ特二悪化予示シタモノペ

ノ'ラレナカツタ。、而シテ陽韓見童277例中著明

ナ悪化尹示シタモノヽ總数ノジ陽転登見後１年－

１年牛－デエ。･ヽ7例2．5％±0.93ルデ１年牛－

２年牛後ニハ２例0．7％±0．45％デアツタ、、

(４)以上ノ成績カラ結論シテしレト｢ツ｣陽転貨

見後１年一１年牛ヽ'デーハ１年牛－２年牛後二

較べ陽転見童中殼病ハレ者ノ数二於テモ登病シ

著明ナ悪化ラ示人モノヽ敷二於テモ多イ様二思

ノゝレ ｣陽翰見童中農病シ著明ナ悪化テ示スモ

／ヽ倣率ハ全般的ニミレバー般「ツ」陽性者中ノ

ソレニ比較シ多イ様二思ノヽレル。而シテ此ノ事

ハ學童二對ソ､ﾉﾚ結核橡防對策トシテ同一

槙柏的二而カモ最モ救果的二検診丿行ハント･、
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ル場合ヽニi主目ソヽ・^ヽごキニ】トヽ考ヘラレル。

　　

76.傷痍軍人療養所看護婦ノ｢ツベルク

　　　　　

リン｣反感卜結核罹患ノ臨琳的観察

　　　　　　　　　　　

中村

　

健治(忖松晴嵐荘ﾚ

昭和10年11月以来、國立結核療養所村松晴嵐

荘二於テ!－4ヶ年間、ソノ看護婦154名ノにツ

ベルクリン｣反嘸？検査シタ處、入介時二於テノヽ

陽性者87名mA%)、陰性者67 ?1(43．6％)デ

アツタ。

夫々ノ入舎時ノ年齢、赤沈、及｢しンにノン｣寫

真二就テ述・ヽごタ。、入舎時トッハルクリン｣反嘸陰

性デアッタ者ノ｢レントゲン｡l寫真ハ總うト正常ノ

像テ示シ、入舎時に片りレクリン｣反庶陽性デア

ツタ87名ノにレントゲン｣寫填へ第１群、正常

ナル像サ示ス者48名(55≒)、第２群、結核性

愛化乃至ソノ痕跡アル者39名(45判デアッタ、

次デ1－4夕年間ノ観察二於う｀陰性者ノ中、現

在迄ニ、陽性輯化シタ者ハ45名(陰引ﾐ者ノ67．1

％)デ、約牛撒ハ６ヶ月以上１年以内-こ陽韓シ

タ、、

｢ツ゛ルクリン｣反息陽轄時ノ良赤ハ、全部11粍

以上デアツタ、、尚陽韓時ノ、赤沈、｢レントゲ

ン｣寫具、白受症状ヲうかヽごタ。

入舎シタ看護婦ノ中、結核性疾患二罹患シタ者

^＼ 入舎以来、ヘソベノLクリン｣反庖ノ陽轄シタ

45名ノ中、12名(陽韓者・28.5≒肺門淋巴腺

結核３例、肋膜炎４例、肺結核５例)卜入舎時

｢ツベルクリン｣反恚陽性デ、ニレントゲ≒二Jyぷ薦

ニ、結核性愛化乃至ソノ痕跡ヲ認ノタ39名ノ

中、６名(15．4≒、肺結核２例、脊椎(カリエ勺

２例、肋膜炎１例、結節性紅斑！例)Iヽデアヽソ

タ。而シテ入介時｢ヽソペ｀ルクリン｣反嘸陽性デ、

へ

病シナカツタ､、

　　

77．｢ワクナール｣接種二依ル｢ツベルク

　　　　　

リン｣皮内反感陽性蒋化二就テ

　　　　　

(附)｢ツベルクリン｣皮内反感陽性

　　　　　

判定二開スル考察

ヒ．

日 【第18巻

　　　　　　　　　　　

請ﾎ’聾雛（下谷健㈲

近時「ツベルクリン」反礁ノ陽性糖化ト云フ事が

重視セうレ此學會ニモ2、3報告アリシモ診断

學的、免疫學的意義二就テ､ハ諸學者ノぷ見種々

ニシテ殊ニ「ツJJ丈感卜県疫トハ或者ハ開係アル

トシ或行ノ｀ヽ無¦剔トノ､ル。然シ吾人ハピルケーノ

･ニアレルギー」ハ特異性ニシテ過敏症モ免疫現象

モ含有スル生物學的現象ナリトノ廣義ノ解秤二

同意ソリレ者ニシテ、此故ニ「ツ」反施陽性韓化ラ

重視ノ､ﾉﾚ者ナリ。人工感染免疫ヲ目的トセル「カ

ルメ」ヽ」ノＢ．Ｃ．Ｇ.ノ｀ヽ「ツ」反施陰性者ノミニ

用フ可キモノヽ如ｙレドこが接種二因ドヽソ」反

恚陽性轄化サ来シレ其レヲ･以テ免疫達成ノ一目

標トモ鎬シテヰルノデアル。賓際生菌、死菌何

しニセヨ結核菌ノ適常輦ノ接種二因リ「ツ」反施

ノ陽轄こいレハコバドノ現象ヲ見ル迄モ無ク諸氏

　　　　　　

一一一‥－

ノ認ムル所デアル。

我北研渡逡博士ノヽ「ワクナール」トテ人型結核菌

テ特種培養シソ。ヱツベルクリン」様物質テ加

へｆ作レルモノヲ大慌二接種シ結核登病誘起ノ

危瞼無キ限局性結核病腱ヲ作りＢ．Ｃ．Ｇ．ノ生菌

免疫二對シ死菌免疫法テ考ヘラレタ。而シテ之

が治療的底用。・ヽ多クノ追試報告アリテ其政果ラ

認ノテヰルガ余等ハ今同先二細菌學雑誌二登表

流ナレド「ワクナール」ニ因子「ヽｿ」反施陽性糖化

lヽシテ詳細報告スルナリ、、

一腰｢ワクナール｣接種中｢ツ｣反座陽糖フ、ル・ヽ果

シテ｢ワクナール｣ニ因ルナランカ自然感染二因

ルモノニ非ずルヤ。此疑問八次二述デル報告二

依り満足ナル解答が得ラレルト信ズ。

(１)余等ハ140名ノ｢ツ｣反施陰性者ラ選ビ｢ワ

クナール｣ヲ接種セルニ其中99名印71χノ多倣

ノ陽性轄化者ヲ見タリ。

(２)陽性糖化迄ノ期間

之ハ自然感染時期が確定ｊ-ﾚ難イモノ故正確ナ

ル事ハ知レズトモ大胎自然感染ノ場合ノヽ早クト

モ2－4ヶ月迪常９ヶ月乃jヤ１テ年、時ニノｙ敷

年ヲ要'いレドtレ殊二若年者ニテハ陽糖煮少キ
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モノナル゛-「ワクナール」ニ因ルノぐi－15幄學童

期二最モ多ク、99名ノ陽輯者中46名が既ニ10

週以内二陽轄セリ。印チＢ．Ｃ．Ｇ．ノ場合ノ大艦

３ヶ月以内二陽韓ノ、ルト云フ成績二近似フ､。

（３）叉陽韓「ヽノJJえ睨ノ強サモ「ワクナール」ニ因

フレ

　

ノ｀ゝ大部分99例中75例迄が10×15粍以下ノ

弱反庖ニシテＢ．Ｃ．Ｇ．ノ場合ト同ク其色モ淡桃

色デ自然感染ノトハ断然匯別シ得ル程度－シス

「ツベルクリン」夜モ200倍溶液ニテ判定時間モ

24時間後検査ニテ愈ｌ識り得ル反恚ナリ。然シ

陰性輯化例ハ見ラレザリキ。

（４）赤沈反咆、「レントゲン」所見ハ「ワクナー

ル」ノ場合ハＢ．Ｃ．Ｇ．ノ陽輯ト同夕影響テ認ノ･ラ

レズ、自然感染ノ場合ハ影響ノアル可キハ常然

ナリ。

（５）「ワクナール」ノ接種局所反嘸ハ人工感染免

疫作製上最モ主眼しいレ所ニシテ接種時期、容

'I''ニ注意シテ適常ナル硬結サ作ル事が望－レ

心之ハ動物賓験ノ結核菌注射後、注射局所ニ

硬

　

接種ｉ

　

･一一--一一一一一一
＼
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＼
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１

１

見●･･ニ硬結・･ヽ大抵牛ケ年位ニテ吸収サレルガ

「ツ」反庶ノヽ更二永一夕残存スルモノヽ如シ、。叉硬

結ノ消失セル場合ハ再度「ワクナール」接種二依

り容易二再成生セシノ得ラル。

ヒｊ

口
1199

現ハし

　

ﾉﾚ硬結印チ限昨日ﾐ結核結節二相常こいレナ

リご余等ハ此作製度1ヽ｢ツ｣反感陽斡度トテ比較

シタルニ陽輪者㈲名中38名(43'愉ノ硬結作成

ヲ見タノにこ對シ不陽轄者ハ41名中僅力6Z(15

％)ノ硬結作成アルノミ、卸チ硬結テ作成シ易

キ者ハ｢ツ｣反感モぶ轄シ易キ者ナルラ知ル。叉

陽輪者99名中硬結不作成行61名モアリシがこ

ノヽ接種絹行スル事ニョリヤガテ成生し'､可キ者ニ

シテこニヽヨリ完全硬結ヲ作シズトモ｢ツ｣反感陽

性糖化ハ起り得ル。叉｢ヽｿ｣岐噫陽轄が硬結作成

ノ前二起ル場合が｡多イト云フ事テ意味-いLナ

リ。接種容量ハ陽縛迄ニ4―6ccヲ･要七ル者大

部分ニシテ前述ノ如ク之等が殆ド10一一15週間

以内ニ１週間置キェ噌量シテ行キ｢ヽｿ｣ば感吊轄

二次イデ硬結作成二至ラシノ･得タ。尚｢ツ｣反感

陽糖者､ハ硬結作成率モ少キハ郎チ｢ツ・ヽごルクリ

ン過敏性ニナリ得ナイ者ハ硬結モ生ジ難ク免疫

獲得モ難キ事ヲ裏書二いレナリ。

(６八如上ノ陽輪｢ツ｣反感拉二硬結ノ賤に状態ラ

ツ｣反慰不陽絡者41例ｽ29ｙ)
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(7j最侈二此人工的｢ヽｸ｣反樹陽韓観察上注意ス

可キハ

(旬陽性輯示、郎チ一般｢ツ｣ぱ嘸判定時ニ必娶
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テノヽ｢ツベルクリン｣液ノ2000倍溶液ニテ陰性

ノ者ハ更ニ200倍，100倍溶液ニラ検スル必要

アリ。2000倍ニテ陰性－シテ200倍ニテ陽性

ノ場合アレバナリ。

(ロ)次二判定時間モ前述ノ如ク寧ロ24時間判

定ヲ･必要トスル。 48時間後－ハ既二陰性ナル

者多カリキ。

(ハ)接種局所ノ皮膚過差二就テ検七ルニ上陣部

－テモ大腿部内側二行ツテモ結果ニ,ハ疑リ｡ハ見

ラレズ。然シ之。・ヽ症例少キ故断言シ得タ所ナ

リ。

(９)結語トシテ余等,ハ如上ノ事二因リ｢ワクナ

ール｣ニ因ル｢ツ｣反息陽性韓化ノ可能ナル事ヲ

理論上ノミナラズ賓際上認ノ･デルタ得ズ。唯余

等ノ賓験例中陰性｢アネルギー｣ノ如キ疑性｢ア

ネルギー｣ノ者モ含一・レテヰル可キ事ハ赴會生

活ヲ管ム人間二就キテノ賓験故絶對的｢ツ｣反庶

性者ヲ選揮スル事ノ困難ナル篤止ムテ得ナイ事

ナラン。

倚余等ノ｢ツ｣反息陽糖者が免疫獲得ノ疏明トシ

テ結核登病ノ如何ヲ追求観察中ナリ。

　　

質

　

問

　　　　　

相滞

　

秀雄(東京療養所)

｢ワクナール｣接種前二於ケル｢ツベルクリン｣陰

性者二對フヽル｢ツベルクリン｣検査ハ何同繰り返

ヘサレ叉其ノ際二於ケル判定､ハ何時間テ以テセ

ラレタリヤ。

　　

答辨

　　　　　

田中

　

邦雄∩八谷健相)

接種前陰性者選揮二際シ最初2000倍溶液ニテ

１回、200倍溶液､こテ１回計２同検査施行セリ。

判定時間ノヽ48時間ナ剔

　　

質

　

問

　　　　　　　

近

　

膝

　

廣

　

二

演説抄録夕拝見ノ、ルニ、第４耳ト、小児結核特

二結核感染ノ危瞼二曝露七ラレツヽアル者二對

シ一悍峻ノ特病防止的價値々レサ認ノタリトア

ルニ對シ、只今ノ御演説二於テノ4

　

ト良病防止的

政果ニツイテハ後二報陛スル考ナリ｣ト述ベラ

レー・シタガ、こ､ハ何時頃御特長ニナル御俘定デ

アリーｉ’スカ。御特長ノ時ニ。･ヽソノ内容テ具煎的

二明瞭二御取扱ヒ願ヒ度イト存ｼﾞ≒'ス。

【第18巻

=〃｢･｀-｀

　

-･--

　　

近藤博士ノ質問二對シテ

　　　　　　　　　

座長

　

三

　

石

　

勝

　

雄

橋本君ノ演説要旨抄録中ノ第４項ノ解憚二就イ

テ座長トシテノ小生ノ所見テ御尋ネエナリー・シ

タガ、抄録中二記載セラレタＪレ第四項ノ斟句二

就４テノヽ、只今演者白身が「此鮎二就イテノヽ楢

十分ナル研究ラ逡ゲテ他日登表シタ４」トノ追

加的訂正ガアリーシタカラ、他日ノ橋本氏ノ登

表論文上ニテノヽ此鮎が明示セラルヽ事ト考ヘマ

スカラ、公人タル演者が本演檀上二於イテ言明

セラレタル處・ヽ之テ信ズルノ他ナク、暫クノ時

日テ待ツテ、他日ノ橋本氏論文二就４テ重ネテ

近藤博士ノ御検討ヲ願フ事一致シ度イト考ヘ

マス。右様二御諒承ヲ願ツテ良イカト考へー

ス。

　　

追

　

加 高島

　

彪雄(大連簡易
水沼

　

牛保瞼相談所)

浦人ニ｡・ヽ結核症が多イト聞カサルヽが文献二乏

シ、私。・ヽ満人青少年17歳ヨリ24歳迄40名ノ

膿格検査ヲ行フ。

其ノ際－氏反意陽性者32名80％陰性者８名20

　　　

一一
ｶﾞﾃ得タリ先年九大戸田教授等ノ登表サレタ九

州地方ノ同年配男子平均値二相似値ナリ。（北

研奮「ツベルクリン」1000倍液テ用フ）私ノヽ全例

Ｘ線寫具ヲ撮影セリ特二陰性者８名ノ寫具像テ

見ルニ大儒結核菌感染ヲ思ハシム。要スノlムーマ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
氏反庖陰性ナル者ノヽ更二追求ヲ要フヽ。

　　

78．旅結核｢レントゲン｣立雅像ノ研究

　　　　　

(第１報)

大里

　

俊吾金洋大學
田中

　

溥之(大里内科)

余等ハ肺結核空洞ノ「レントゲン」所見ノ研究

中レ惶迪ノ「レントゲン」寫昇二不満ヲ受ヱ、之

が立膿寫具ノ研究二思立ツタ。肺核核「レント

ゲン」立醒像ノ概念-j得ル篤二今日迄約130名

二就テ１回乃至叡同立膿寫其月址り観察シタ。

其ノ大凡ソノ「レントゲン」立偕像所見二基ク分

類ハ表二示フ､様デアル。之ハ素ヨリ便宜上ノ暫

定的分類デアル。本報告二於テ。・ヽ總括的二各分

付口主ナノl・型二就テノ立僣寫具所見才述ベムト
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１。

　

肺門腺結核

余等ハ肺門陰祭ノ噌僅ヲ主ナ～所見トセルモノ

ヲ･比ノ部類二入レタ。其中ニ｡ハ初感染竃ト思ハ

ル｀陰影ヲ肺野ノ一部二有セルモノモアル。此

ノ肺門陰影カラ肺野ノ上方叉｡ハ下方、若シクハ

凡テノ方向二或ベ

ノ出テヰルノズヽ普通ノ「レ」線寫其上二見ル所デ

アルガ、此ノモノト肺門陰影トノ開係が立値寫

其上デダヽ誠二鮮カユ判ル。細カナ綿繊維二無倣

ノ微細ナル結節ヲ付ケタ様ナ陰影が極ノテ繊細

ナル有様デ肺門陰影カラ出テ居ル。夫等／ヽ多ク

感染後比較的早期ノ者デ赤沈値モ大デ、且多少

１

9

FW

１

Ｉ

1201

微熱ガアツタリフヽル者が多イ。こニ反シ普通寫

具デハ似タ様一見セテモ、繊維二結節モ紗ナク

平滑ナ感テ奥ヘルモノハ既二陳蕉ナルモノデ赤

沈ノ加速モ無ク白促症モ無イ者が多イ。

余等一心臓辨膜症患者デ肺紋理ノ甚グ増彊シテ

見セル者二就テ立僣寫其像テ観察シ、肺門ヨリ

走レル繊維ノ粗ク人ク、且平滑デアリ、全ク別

個ノ印像ヲ･貨ヘノレ事ヲ知ツタ、、叉肺門部ノ原登

性気管支癌患者ノ１例二就テモ、普通｢レ｣線寫

前デハ腫瘍型ノ肺門結核ノこし｣線所見二似テ居

ルガ立膿寫具デ・ヽ矢張り組大ナ幅射状線が肺門

カラ肺野二出テ、結核ノ場合ト､ハ諦程異ナ･レコ

1ヽヲ･知ツタ。

結

　

核

　

性

　

胸

　

部

　

疾

　

患（129名J･

肺

　

結

　

核

　

ri2i名）

Ａ.空洞ヲ有jスルモノ

Ｂ.空洞ヲ有セザルモノ

　

1）晩期肺結核

　

2）早期肺結核

　　

（1）肺門部陰影ノ壇強ヲ認ムルモノ

　　

（2）肺門淋巴腺ノ腫脹ヲ認ムルモノ

　

・

　　

（3ﾌﾞ肺門部ヨり市野二線状陰影ノ放散著明ナルモノ

　　

（4ﾑ）肺野二比較的新鮮ナル病竃ヲ認ムルモノ

　　　

ａ.肺門陰影ト関係著明ナルモノ

　　　

b.肺門陰影1ヽ開係著明ナラザルgモノ

　　

ブ5）血行性播種性結核

肋

　

膜

　

炎

　

（８名）

Ａ.惨出性肋膜炎

Ｂ.肋膜炎ト結核性病竃トノ合併アルモノ

　

1）初期結核性病竃アルモノ

２

　

比較的進行性ノ結核病竃アルモノ

肺内疾患

2｡心臓疾患

(↓

ｎ <
Ｍ

I

Ｔ
Ｔ
Ｖ

　

結

　

核

　　

-←

　　　　　

－

ト肺

　

壌

ど肺

　

腫

３

　

石

　

丁

・
性
一
疸
瘍

肺

－

１

’

‐

″
ｎ
ｙ

　

・
‘
、
ｄ

Ｃ
Ｏ
　
　
　
　
　
Ｘ

Ｉ

　

｀

疾

　

患（６礼）

↓ﾌ大動脈辨閉鎖不全症
）

－

ａ Ｌ 嗇

　

炎

－ 一 一 一

７

　

８

２

　

・
に
ｆ
ｔ

、
ソ
ヽ

　

１

Ｉ

Ｉ

１

　

１

１

２。

　

粟粒結核二至ツ々ノヽ全肺野二披ツタ樹枝ニ

ー面二綿ノ花ヲ･吠カシタトデモ形容ス可キ極ノ･

テ鮮麗ナノレ像が観５レル。

３．初期髪化群ノ新鮮ナモノデ．・ヽ初感染崖ト局

部性淋巴腺陰影トノ開係が極ノテ密接二綿引廣

ゲタ様ナ陰影デ連絡せレテ居ル状態号認ｙル事
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が出｡ﾐ漸ル。

立醵寫前デ・ヽ前後・深サノ開係テ或程度-ヽ’デ識

別こいレ事が出来ルノデ、普通｢レ｣線寫具デ一見

肺円全ぶニ連絡セリト思バレル肺野ノ小サナ陰

影が、別ノ深サユ位シ、宣際ハ開係ノ密デ無イ

腿ナ場合テ確ノ得ル事ガアル。

４．肺野二於ケル浸潤デ所謂｢クローバー｣型ノ

陰影ラ生ズルモノ､ハ特二立偕寫前が有利トモ思

ノヽレナ・1が、一様ナ禰蔓性ノ陰影ヲ･作ルモノ

デ、普通｢レ｣線寫其デ・ヽ同ジ様二見エル軟イ陰

影が立膿寫其デハ一々下等二見エ、或ハ斑雲形

ノ斑鮎ノ集リト見エ、叉綿ノ繊維ノ集りト見セ

ルモノヽ種類が分タレル。こ等ノ意義尚就テハ

大凡ソ推察ハ可能デアルガ、今日茲デ明瞭二申

述・りレノノ'ヽ早計ノ様二思フカラ他日二譲ル。

５．

　

肺結核空洞ハ｢レ｣線寫具ノ上デハ顕著ナル

所見トシテ甚ダ容易二判ルノモ斟ナクナイガ、

}え對二叉之が果シテ空洞デアルカ否ヤノ制断二

応ジムモノガ紗ナクナイ。之等ハ立胎官前デ相

常、ヨリ識別シ得ルモノデアル。叉普通｢レ｣線

寫前デ殆ド空洞ト見エナイモノデ立膿寫兵デ明

ラカユー中空ノ球状ノ陰影タルコトラ知ルノモ時

1ヽシテアル。

　

２個以上一なノ肺二隣接シテ存在

-いレ空洞ハレ惶通｢レ｣線寫前デハ素ヨリ一半面

二見セルガ、立感寫前デハ散々之が異ナル平面

二位シ、其ノ前後ノ位置ノ開係サ相常明確ニシ

得ル事ガアノレ。

ｚとﾅ]lgllﾉ、ノレニ

ｔ１)｢レントゲン｣立感寫填ハ病竃ノ良化サ普通

｢レ｣線宮填二於ケルヨリハ、モヽソト如賞二示フ、

場合が､多イ。

(２)肺門部二於ケヽ病良相互ノ開係ヲヨクヨク

把握セシメル。

(３ﾉ胸廓内部立質的構造こ於ケル全膿ノ開係ラ

明ラカナラシメル。

ヽ(４)印チ所謂｢レントゲン｣生感解剖ノ意味デハ

普通ノ｢レ｣線寫昇二浅カニ優ルモノガアル。

方式二就テハ今日ノ處デハＭａｒie-Ｒｉｂａｎtノ式

ヨリ算出シタ撮影法デ相常満足ナ寫前ヲ得々居

【第18巻

ル。叉之が観察ノヽSiemens-Reiniger-Veifa針

fl / Stereo-Betrachtungskasten　ラ用ヒ原書

二就テ直接行フ事－シテ居ル。

爾立値寫翁ノ２枚ノ原書ヲ比較シテ肺野ノ僅カ

ナ陰ぶが僅カノ管球ノ位置ノ相常ニョリ、時ト

シテ甚グ異ナツタ所見テ呈シテヰルノニ驚ク事

が屡ｌアル。印普通「レ」線寫直二於テ撮影二甚

ゲ細心ノ注意ず要フ、ル事テ附言スル。

　　

79．「ブロマ４ド」ニヨル胸部Ｘ線寫員

　　　　

二就テ

志村

　

達夫(摩村内jな)

第17同結核病學會二於テ登表セル「レントゲン

バピール」ノ利用一於テ「パピール」ノ代用トシ

テ「ブロロ１ド」テ用ヒ、大膿肺結核ノ診断二役

立テ得ルlヽ述ベタリご今同ノヽソノ追加トシ、昭

和13年９月ヨリ今村内科外爽二於テ「ブロ－１

心Ｘ線胸部寫具ノ所見及ビ理學的所見ヨリ、

活動性肺結核二非ズト診陶沁シ患者中ヨリ、診

断後満１年４ｸｰ月乃至９ヶ月テ経タル者ノ其後

ノ状態ヲ･検セリ。該常セル患者144名中引績キ

醤療テ受タヂルモレ来診常時ト大差ナキ自惚的

症状ニアル者４名（約2．9恂j、来診常時ヨリ悪

化ノ傾向アリト認メラレシ者６名（約4．2％）ニ

シヘ他ハ来診常時ヨリ悪化セデル事テ知リタ

リ。カヽル成績ヨリ見テ犬膿にブロマイド」胸部

Ｘ線寫前ハ肺結核ノ否定的診断ノ參考トナシ得

ルモノト思惟セラル。

一般こ「レントゲし、バピール」ト栃スルモノ｡ハ

「レン1ヽデンフリレム」ノ代用トテ特二製作セラ

レテ吋ルモノナルガ、資ﾐ’ノ述゛ントスルモノブ

一般寫前川二製作販壹サレ、臭素紙（「デロベ・１

ド」）卜云ハレ居ル物ヲ･以刊りこ=目セノレモノトソ、。

「レントゲンバヒール」モ「ブロ‾゛４ド」ノー’種ナ

ルモ、特ニ「レントゲン」寫兵二適スル孚L剤ヲ以

テ製造シアルモノナリ。「レントゲンバピール」

卜普通「ブロ－４ﾄ≒ト。・ヽ價格ノ鮎二於テ、前者

ハ後者ノ２．５倍ニシテ、且ツ目下大量二後者ヲ･

入手ノヽル事容易ナリ。にレントゲンパビール」が
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大量ニ、安價二入手シ得ル暁ニ｡ハ、勿論=イロ

マ４ド」プ以テ代用フヽル必要ナシ。

今村内科二於テハ、「レントゲン」寫翁テョリ多

ク利用フ、ル意味ヨリ、）ﾉ゛ローフィドヅ撮影サ賓施

シッヽアリ。外来診ヅノミナラズ集團検診二用

ヒタルモ、検診上大シタル差支ナカリキ。集團

検診二於テーハ、全員二大型「フドレム」撮影ラ行

フノヽ理想的ナルモ、費川ノ黙ニテ賞行シ得ずル

事多シ、故ニ「ツリ丈咆、赤沈、理學的検診サ行

1203

ヒ、ソノ一部約10≒ニ大こフリレム」撮影ｦ一行

フ事多カリシガ、「ブロ・イド」ニテ同額ノ費用

ヽニ・や行ノヽンIヽセバ、約全員ノ5（トレユＸ朽噴;片撮

影一列子ヒ得ルナリ。

叉タ個人診療二際シ、維過等ヲ･検ソヽル上ニモ、

安價ナ鮎ヨリ、数多ク、度々撮影可能ナリ。

「ブロー・イド」撮影､ハ左圖ノ如キ條件こｰﾃ行ヒ叫

レリ。

前同特表セ･レハ、「オリエント・介靴製ナリ二

1711tﾚﾉｺﾞﾅ'柴養指徴 1.70　1,朗　1.９ド2.00
　　　　　i　　l

2.10 2.20 2.30

管　　球　　電　　晰　（kPvｯ 63.0　　63.0　　63　S　　63.563.5 63.5　1　64.0

露出ぐ秒｀）普通「ブロ’ｆド」ハヤ壇懸紙使用１．０' 1.1　べ1.15く１．２
　　　　　ｊ　　ｌ

1.27

　　　一一--

０．８

1.3 １．」

,，　芦L町ク昌江。万考感祇，　　　　　　ィ

,，7゛ﾓﾁﾞ町ここに仁
ﾄJ感a

　　－　　　‾j-ﾐﾐ=･-
電　　　　　流　　　’mAj

０．６　　０．７　　０．７0.8 0. ^!^)　0.9

０．４　　０．５　　０．５　　０．６　　０．６　　0.65ｊ０．７

　　　　　　　　　　　　９０

　　　　　　．____　　　　　　＿

　　　　　　　　　　　　１管球、「カセ　，テ」間距離（Ｍ）

モ、冨士「ブロマ４ド」ニテモ同様ノ成績ｦ一得タ

リ。、倚、冨士會赴ノ電燈1/こn「ブロー・イド」ヲ≒用ヒ

タルこｰ、露出時間割減少可能ナリ。但シ價格ハ

１割高價ナリ。普通「デロー･fド」電燈用「ブロ

マイド」ニテ撮影セル賓物列共覧セリ。

倚、冊生装置。・ヽ4種型式テ用ヒ、管球ハ「シー

レ、ク’ヽ」10KV（水冷式）ニテ、管球一本連絞

使用中－シテ、現在迄ニ4000鹸枚撮影セ几

狗引槙キ使用中－シテ、１時間ニ60枚連絹撮

影セルモ管球二差支ナカリシ経験゛･’リ。

　　

80．微熱看護婦ノ「ツベルクリン」反感

　　　　

赤沈値測定蛙ニＸ線検査成績

有馬

　

良夫..
偏尹轟(‰ぶ)

近来結核二開スル集團検診ノ働行セラルヽ-・従

l=ﾆ、總ユル祀陛厨ヨリ、何等白畳症サ訴ヘズ全

ク健康ト信ジツヽ生活七ル勤聾者中ニモ尚相常

数ノ活動性結核患者ノ混在セル事が｀確認セラノ1･

ルニ至レリ。而シテ初期、乃至軽症結核二件フ

自愛的、及他受的症状トシテ多数ノ臨休症状ノ

指摘セラレ居ル中ニアリテ特二微熱ハ従来ヨク

廣ク世人ノ注目セシ所ナレド、如何ナル温度テ

以テ健康人膿温トシ、何度以上ナヤバ辱4的ナリ

ト見倣スヤノ肝要ノ問題未ゲ決定サレ居ラズ、

健康人値温モ其測定部位、測定方法、測定時間

叉被測定者二及ボフ、周園ノ影響印チ對熱其他精

紳的影響ノ極ｙテ大ナル物ナル事饒二本邦二於

テモ曾我、鍼、渡這、高野、大西氏等ノ述トラ

しペダル所ナリ．、然レドモ今同ノヽ是等ノ問題ニノ'ヽ

鯛レズ、に

レ叫ル方法､卯チ膿下５分間検温－ヨリ37度以

上ノ醵温丿示丿･､時．・ヽ微熱者Iヽ樽スト・方法二従

ヒ、何等白豆症状ラ有セデル健康者中ヨリ登見

ゼル所謂微熱者ノ健康診断テ施行シ、其中ヨリ

散兄セル結核患者数及其等ノ勤務状況等こツキ

報告セリ．被検集團ハ平常健康二勤務セル202

名ノ阪大病院看護婦生徒ニシテ昭和14年６月

下旬以降９月二至ル間ニ45日間機緬シテ午前６
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時、午後３時及午後９時ノ１日３同臍下二於テ

５分間検温セシｊ此45日ノ中10日以上郎チ平

均約４日ノ中１日以上二於テ37度以上ノ剪温

テ示セル者テ以テ微熱者ト見倣シタルニ其数

202名中57名(27.9豹ナリ。此57名ニツキ

「ツ」反嘸、赤沈値測定及胸部Ｘ線撮影ニョリ検

診ヲ行へ几尚「ツ」反庶、赤沈値測定法等｡ハ集

團検診二際シ吾教室二於テ一般二行ヒ居ル方法

ト同一ナルヲ以テ省略フヽ。其成績ハ第１表二示

:りnク「ツ」ぼ樹陰性者５名ぐ8．8％）陽性者52名

　　　

第１表

　

微熱看護婦ニトヶル赤沈ト

　　　　　　　

「ツ」反塵検査成績

　　　　ッμ些

　　　　　　　　　陰　性　陽　性　　計

赤池疵　　　　　　　　　　　　　..____　　_-　　.　　　　___

　　　1―20　　　　4　　　35　/68貨％）

21以上　　　　1　　　17　　18

一　　　！　　5　　　52 7r｀f計　　（’8.8％ィ91 2%　ｊ

第２表

　

微熱看誕川：ノ胸部「レ」線像分類

¦第Ⅲ度第ｕ度 第１度 計

肺門腺腫脹 　　１８　　２７_．　　　__
　　ｌ　１　　　１
　　　　　ｉ

35

肺門周回浸潤 ２

主浸出性浸潤 　１　　　　　　１＿＿___　‥___．

　１　１　　　１　１主壇殖性浸潤

肋膜炎乃至肥厚 ﾆt １

所　見　ナ　ジ ｜ 17

･(91．2％)－シテ赤沈１時間値20以下ノモノ39

名(68．4％)叉21以上ノ者18名(31．5％)ナリ。

叉胸部｢レ｣線像ノ分類ハ第２表二示ス如ク17

名。・ヽ何等所見無ク主トシテ軽度二肺門淋巴腺腫

脹セル者35名肺門周園二浸潤ヲ認ムル者２名、

主惨出性及主噌殖性浸潤立二肋膜肥厚チ認ムル

者各１名ナリ。以上ノ諸検査ニョリ徴熱者ヨリ

ノ結核患者散見率拉ニ２ヶ月後二於ケル其勤務

状況ハ第３表二示セル如ク活動性結核患者ノヽ２

名(3．5χにシテ２ヶ月後－ノヽ２名トモ入院加

療ノ身ト成レ几今以上ノ諸成績チ昭和14年

11月吾教室野村、内野が同様検査方法ニョリ阪

大病院全看護婦379名ニツキ施行セル成績叉該

ヒ,1

日

【第18巻

Ｊ･=･･

　

-㎜----

第３表

　

微熱看護婦中ノ結核患者検出率及

　　　

２ヶ月後二於ケル其勤務状況

　　　　　　　　活動性毅活動貴注意

　　　　ｚ　　･結　核性結核葱核翌

一一一一　一._　　　　　　　　　　　∇.　‥　
染　_煮

　入院受療中　　２　　０　　０

健康者 　計

-･-　　　-･-

　　２０

峡勤多シ１　０ 　　ｉ２　　　　　１

　　１

２ ５

異常ナヅ ０ ３　　’;!， 　　　！40　　　　50

計 　23.5％
8ぶ腎14.t妬734Jj％.57

第４表微熱者及無熱者バッj反感及赤沈値

微熱

一

無熱

‐

’

‐

‐

Ｉ

陽

ツ」

四

　

性

一一

　

－
５

8｡77％
-

　

14

10．0％

瓜

　

鹿
一 丿 ‾ - - ゛ － ‘

　 　

｜

赤

陰

　

性1 20以下

　

52

91.22％
-

　

131

　

90．0％

39

6SA2%
-

　

116

　

80.0％

　

沈

　

｜

　　　

1

21以耳

　

18

31.57^
-

　

29

20.0％

第５表

　

微熱及無熱看護婦生徒址ニ仝

　　

看護婦ヨIJノ結核患者検出率

計

57

-

145

微　　　熱
看節婦生徒

活動性疑活動要注　　

=j=.　　　4..

結　核性結核念者　
健康名　副

　　皿〃j　　　・　－　　　-W〃･　l〃----　=-　　　　-=W1-－　－　〃〃WJ
　　2　’5　　　8　1　42　　　57

　3.5‰8.8％14.0％74.7％　100％

無　　　熱
看護婦生徒 　2　　　2　　11　　130　　1151.6％1.6％72％1 89.6％　100％

仝看護婦
　　　4　　　　10　　　　28

1.05％2,63％7.38％
　337　・ 379
88.91％ド100％

379名ノ中ニテ看護婦生徒202名中無熱ナリシ

者145名ニツキテノ成績テ比較スルニ｢ツ｣反塵

及赤沈値ノヽ第４表二示ス如ク、叉結核患者数見

率ノヽ第５表二示ス如夕微熱看護婦生徒中ヨリノ

結核患者数見卒ダヽ無熱看護婦生徒乃至全看護婦

中ヨリハ

嗇上記57名ノ微熱者中52名ニツキ寒冷時卸チ

昭和14年12月以降45日間前同同様ノ方法ニ

ョリ検温セシノ･タルニ有熱者､ハ52名中17名

(32．6％)ニシテ残鈴ノ35名。ハ無熱ナリキ。以上

ノ成績ヨリ値温二及ボス気温拉二漁度ノ影響ノ

大ナル事サ推シ得ルト共二紋下５分間検温ニョ

リテ37度以上ノ劈温子示フ、者ヲ･直チニ初期乃

至軽症ノ結核患者ナリト云フ能ノヽずルノ｀ゝ言ヲ侯

タデル所ナルガ、夏期鯵熱時槙柏シテ検温テナ
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シ頻繁ニ37度以上ノ膿温ヲ･示ノ、集團中ヨリノ

結核患者稜見阜・ヽ然ラザル集團中ヨリノソレニ

比シ著シク高率ナル事ハ今後所謂健康者ノ集團

検診施行二常り注目フヽ“゛キ事項ナリト信ズ。

追

　

加 回攻叫即に）
私ハ先程慢性微熱、特二結核性微熱ノ診断二就

４テ述ベー・シタガ、微熱患者100例中、病竃感

染34例テ診断シテヰマヘ而シテ病竃感染例

デモ「レン1ヽゲン」線所見り一調ベテサリマフヽが、

ソノ中ニハ肺門腺ノ腫脹、不規則ナルモノモア

リーシタ。従ツテ此種微熱患者ノ診断二就テ

ハ、病竃感染ト

ノ検査が是非トモ必要デアルト思ヒマス。コノ

鮎ヲ･參考迄二追加申上-●　－タ。

追

　

加 熊

　

谷

　

岱

　

蔵

只今御話－ナツタ様ナ微熱患者デ｢ツペ:ルクリ

ン｣反慮陰性或ノヽ陽性、赤沈速度正常ナモノヽ

中二喀痰中結核菌ノ澄明セラルヽモノガ屡ｌア

リマス。７ツーりレクリン｣反恵が陽韓シテ後ソノ

ー・ヽ微熱ノ緬ク場合モアリーフ、が微熱ガナクナ

ル事ガアリマス、叉進ンデ｢ツペ｀ルクリン｣反恵

が陽韓ソヽルペナラズ更二進展シテ肺結核ニｆ

ルモノモアリー･・フ、此ノ様ナ次第デスカラ只今御

話ノ様ナ患者ニツイテハ喀痰ノ結核菌培養ラ試

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第

試験管番擦ト

　

１

「グロールカ

　

ル

シウム」濃度
１。０％

　　

凝

　

固

　

一一
Ｏ（

゛
Ｆ
｀

ヒ．

日
1205

ラレタナラバヨ４カト考テマス。

　

81．肺結核二於ケル血清診断學的研究

　　　

r第１報)Weltmann氏反感二就テ

四皺(耘谷aL)
１。

　

緒

　

ﾑ‘

結核ノ血清診断學的検査法ニハ、既知ノ如ク特

異性及非特異性ノ２反憲アリ。余。・ヽ其等ノ谷反

憲ト臨休的諸症状及「レニトゲン」所見及赤血球

沈降速度トノ開係址ビニ其ノ診断學的價値ヲ･検

討セント志シ、第１報トシテ々エルトマン氏血

　　　　　　　　　　　

一一

清凝固反憲二付キ報告七ン。

１．

　

宣験方法

ウェル’ン氏原法ノ５分ノ１量ラ以テ賓施セ

リ。印チ「タルク」製ノ純「クロールカルシウム」

ノ1．0％、0．9％、0．8％、0．7％、0．6％、0．5％、

0．45％、0．4％、0．35％、0．3％、0.2%、0．1％ノ

12種ノ水溶液サ作リ、各液J l.Occヲウィグー

１

ル試験管12本二夫々入レ、各液二血清0.02CC

宛テ振�混合フ、。コノ混合液列弗騰セル湯ノ中

ニ12分間入レテ後、取出シ、血清ノ完全凝固

ト不完全凝固ノ境界テ肉眼的二判定スルノデア

ル。即チ血清ノ白キ凝固ガアツテ其ノ上澄ノ透

明ナルヲ完全凝固トシ、上澄ノ白濁セルテ不完

全凝固トナハ。

　　　

表

帯

　

短

　

縮←正

　

常→凝

IV

1・

　

賓験成績

昭和14年11月ヨリ本年３月迄ノ間、禰岡新某

療養所患者205例及小野寺内科醤局員(男子)10

名、マッツー氏反嘸陰性ノ看護10名、入院患者

９名二付キ、賓施セリ。

ａ．正常健康人二於りレWeltmann氏反息

　　

(20例)

コノ中啓局員全部VT―VⅢ(0．5％－0．4％)ノ値

-ﾁ示シ、看護婦２例・ヽV(0．6％)、2例・ヽIX (0.35

Ｏ VI

　

i

　

vn

固

　

帯

　

延

　

長

VIフX

第

0.35。

㎜

　　　　

２

　

ｌ

　

XI

・

　　

－

　

－

０．３レ０．２。

表

正

　

常

　

値』6例－80％（VI－VI）

凝固帯延長1

　

2

　

－1(叫(ｖ)

一一一一

凝固帯短縮1

　

2

　

－109．(IX)

　

n

0．1％０。9,.' 0.8.,; 0.7。ＩＩ０．６。I0.5り0.45 。:0.4 。

％）川直ラ示‘tこリ。故二對照トシテ正常健康人

二於テハWeltmann J云フ如ク、正常値ハVI

－VⅢ７間二置グ゛キデ、特ニＶ以下ノ短縮及

IX以上タ延長二意義ラ見倣ズキデアル。
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b｡各症肺結核j Weltmann氏反廃成績

　　

(205例)

軽

　

症…･軽キ作業可能ノ者及比較的大十ル屋

　　　　　

外散ルサ許可セルモノ

中等症‥‥屋内散ホト比較的安静ラ要フ､ルモノ

重

　

症‥‥絹對的安静や要スルモノ

　　　　　　

第

　　　

３

　　　

表

＼型･軽症(46例)

正常

中等症(r83例)j重症ﾀﾞ76例〉

25f/il(54.3^ぶy45例(54.2-り22例(29.0悦)

延長Ｈ（30.4ぢ）13（15．6?ぶ）6（7.8％）

一一一一一一一一一一

短縮

　

7（15.3％）節

　

j30.2ち）48（63 。2?彩

コノ表ニョンバ軽症ナル程凝固帯延長シ、囚］チ

「レごIヽゲ≒所見ノヽ硬化性及酎殖性叉ダヽ乾性肋

膜炎が多クテ、重症ナル程凝固帯短縮多クナリ

テ惨出性、空洞性ノモノ多ク、病竃廣クナリ叉

惨出性肋膜炎多シ。

ｃ.

　

Weltmann氏反慟ト閉鎖性及開放性肺結核

　　　　　　　

第

　　　

４

　　　

表

　　　　閉鎖性(139例∧開放性で66例)

正　常　63例-45.3･ぶ　　29例－44.0?。

延　長　32 ,,－23.(ドぶ　　２,,－３．０ぢ

短　縮j　44., ―31‘7?゜
1　35.,―53.0%'

コノ表ニョレバ雨方トモ約牛倣一正常値ヲ示

シ、開放性肺結核デハ凝固帯短縮非常二多ク、

延長非常二少シ。従ツテ像後モ悪シ。

d. Weltmann氏反忠1ヽ血液沈降速度lヽノ開係

　　　　　　

第

　　　

５

　　　

表

＼血
凝＼沈
固帚＼

　1

0－10

Ⅱ 　　Ⅲ

26－40

　IV

41-55

Ｖ VI

11―25 56－70 71以上

正常 51 14 1 10 ５ ６　１　６

延長 19 10 １ ２ １ ０

短縮 16 12 11　，9 11 21

計 86　１　36 22 16 18 27

平行スルモノモアルガ必ズシモ平行セズ．

μ
万
ぢ
刀
刀
な

一 一 一 一 一 一

ヤ

Ｎ ｊ

Ｎ
心･4- 舞が
七 /

心●●～･.、

-

・ 4 . & = 之 Ｊ

r 11 17 V Wh'.
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e.

　

Weltmann氏反嘸卜出血傾向アル肺結核

　　　

ぐ11例）

　　　　　　　　

第

　　　

６

　　　

表

正　　　　　　常 ４例―36.4ふ

延　　　　長 ０　　　　０

７例－63.(沁短　　　縮

凝固帚短縮ノ傾向彊シ。

f. Welmann氏反恚ト惨出性肋膜炎(９例)

　　　　　　

第

　　　

７

　　　

表

正　　　　常　　１例－11.Dぶ

延　　　　長　！　１例－11.1ち

短　　　　縮　：　７例―77.8?。

凝固帯短縮ノ傾向弧シ。

ｇ.

　

Weltmann氏反咆1ヽ検査後死亡セシ例

　　　

（６例）

　　　　　　　　

第

　　　

８

　　　

表

正　　　　　常 １例－16.7‰

延　　　　長 ０　　　　　０

短　　　縮 ５例―83.3%'

備後不良ナル肺結核ニテ・ヽ殆こ．ド凝固帯短縮セ

リ。

h. Weltmann氏反庖ト結核外疾患トノ開係

Weltmann氏.ハ肥嚢炎、黄疸、肝硬腱、心臓機

能障碍及肺炎二施行シ、肺炎ノ外凝固帯延長セ

リ

　

し

小野寺内秤ニテ員田助教授外敷氏ノヽ肺炎及癌及

肺結核二就キ施行サしーシテ肺炎及癌共二凝固
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帯雁縮ヲ来セJレヲ･報告サレタリ。余・･ヽ例散が少

イノデ明瞭二云ヘナイガ表ノ如キ疾患ニテノヽ凝

固帯短縮ラ来セルモノ無シト思惟せル。

　　　　　　

第

　　

９

　　

表

｜　例

試験管

番　妓

－　　　゜-

　＜ﾑ

判定

正常黄疸’ヵ･タル」性 ２

「サノにバ1レサｙ」黄疸 １　：　　７　，同

営粗描機能不全

「ロイ゛;Q･’チクヽ」性関節炎
１　　　９ 延長

肘帽聯狭窄症、糖尿病 ｌ　ｉ　８正常

大動脈聯狭窄症 １　’７　バE常

　ｉ　　　　　　ｌ

大動脈中腹炎胃炎
　　！１　　　９ 延長

大動脈硬化症
大　鵬　硬　化　症

レｙネ.。ダ氏肝硬受

胃　　　　潰　　　　瘍

１　　７ 正常

１　’７　１延長

１。

　

結

　

論

（Ｕ正常健康人/ Weltmann氏反忠一於りレ

血清凝固帯ノヽVI―VⅢ（0．5－0．4％）ノ間－アル

ト認ム。

ぐ２）肺結核ノ軽症印チ硬化性及噌殖性ナル程、

叉治癒二傾ケル程、凝固帯延長シ、重症郎チ溶

出性ナル程叉病竃廣キ程凝固帯短縮セ几

にい閉鎖性及開放性肺結核ニテ｡ハ約牛敬ノヽ正常

値サ示スモ、開放性ニテーハ凝固帯延長甚グ少ク

短縮50％以上ニテ、従ツテ禄後悪キモノ多キ

ザ示セリ。

トり血沈沈降速度トウ氏反忠トハ必ズシモ半行

セズ。

（５）出血傾向アルモノ及進行性ノ惨出性肋膜炎

八死期二近ヅケルモノハ凝固帯短縮ノ傾向弧

（６）結核外疾患デハ肺炎及癌ノ外正常叉川

ヲ示シ、凝固帯ノ短縮Ｊ｀示スモノナシト思ハル。

( 7 )Weltmann氏丿丈忠ハ診断上及像後判定土價

値多～－レド、尚他ノ診断法ト併用シ完璧り期丿ヽ

べ゛キナリ。

以上釦青診断學的研究ノ第１報トシう一報告二｡･､。

ヒ．

日
1207 -

82.

　

見玉氏結核反感ノ臨琳的並二賞験

　　　

的研究

　　　

岡

　

誠哉

　　　

篠原

　

･1ﾓ斡

第1 ･y　緒　ぶ

(乱ｍぶl)

1937年兄ｋ氏ノ特表七ル肺結核血il≒ぷ断法ハ

先キニ我教室二於テ吉田博十ノ追試アリ、其後

シエしバヽ｀氏ノ特表アリ。副者玖二相常ノ成績
- - - 一 一 -

ｦ･畢ゲ居ルニ鑑ｉ余等ノi

　

-方其臨休的こ義ヲ･間

明センlヽ欲シ、他方勁物賓験的二本ば｡吟ハ如何

ナル､な義-゛有ソヽルカヲjaぶL七り。

　　　　　　

第２章

　

臨休賓験

抗原トシヶハ胆汁酸加培養髪形結核菌几上池株

付11ヒタリ。該菌株ヲ３％哨酸加尚･'･Lコーヽ｣

内ニ２乃ヤ３日間放置シ、然･し後共迪濾紙－テ

濾過･､、而シテ濾紙二附着七･し菌株ヲ･史二滅菌

生理的食哨水→テ反覆濾過洗訃べ広前・略ｔ中

性二至りテ止ム、斯クシテ得タル菌ｦｰ忙燥磨碑

シ、然ル後菌重量ノ100倍容量ノ0.5.浹プカル4ご

ー≒加生理的食堕水二入レ約１週間氷号二貯

へ置ク時ハ其上澄液が郎チ診断液ナリ。盲験方

法ハ細小試験管二被検血清0．1托テ人レ、几上

二血漆卜略ｌ同量ノ診断液サ重慌シ３時間口迄

二接鯛面二白輪ヲ生ズルモノヲ陽性トナセ≒

胆汁酸加培養菌及コヨ-

其個々・成績二於テモ、亦同一血族二於ケj1成

績こ於う‘モ殆ンド相｡-致七ル結果サ示七ルサFJ、

ツテ、此處ニ

　

ノゝ一一､‘括シテ記ノヽルコトヽノヽ。

卯チ其成績・ヽ肺結核及其他・結核性疾患例二於

ヤ1．2％陽性ナ･レガ、健康者及非結核性疾辻」州

伊け於テノヽ92頻剣今ナリキ、然シ乍ラ之テ肺結

Fい芥病型二就イテ観察フ､レバ其成績八一柾－

アラズ。即チ潟出性及噌殖性ノモノニ於テノヽ陽

性座高キーベシ早期型硬化性ノモノハ陽性率晨

モ低カリキ、肋腹膜炎二於うｰﾓ肺所見アJレモノ

ハ陽性率高キュ反シ肺所!にナキモノハ陽性冷低

シ。叉肺結核以外ノ結核性疾患二於テハ例敷ハ

齢少ナヽ･シ陽性卒ハ高率サ示七リ、

余涼ハ尼tﾐ氏ぽ吃ト同時ニーヽ･ン１一皮内反映堤
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¦え嘸陰性ニシテ見玉氏反礁陽性二出Ｊレモノア

リ、反こーントー皮内反嘸僅陽性ナルモ見玉氏

　　　　

--

　　　　　

-･-■㎜･
反廳陰性二終ルモノアリごｰ方結核性疾患サ有

’いレ限りヽ赤血球沈降速度正常ナルモ児玉氏反

嘸ハ陽性トナリ。反之非結核怜吹患ニテハ如何

二赤血球沈降速度が促進りしトモ見玉氏反雁ノヽ

陰性二終ル。次二重症肺結核二於テ本反息ハ如

何ナル態度テ示スカユ就イテハ相常重症ナル

肺結核二於テモ陽性卒低キバとザリキ、唯１例

二於デノミ今迄本反息陰性ナリシ患者二於テ死

亡約10日前ニ『ツベごルクリン』丈息陰性二轄化

　

リレト共二本反息モ亦陰性lヽナレル例二遭遇セ

　

リ。最後二見玉氏反庶ト結核ノ活動性ノ問題ナ

　

ルガ之レハ軽4・シク論断ノヽルニハ鹸リュ重大ナ

　

ル問題ナリ、、吉田ハ既院症中確盲二結核性疾患

　

ヲ･経過セルモ、現在臨休上全治セリト認メラレ

　

タル者17名二就４テ見玉氏反臆ハ僅力２例二

　

陽性ヲ示シ15例ノ多クニ陰性ヲ二

　

ヨリ見玉氏反息ハ活動性結核ニハ高率ノ陽性ヲ

示スモ治癒フ、ルIヽキーハ陰性ニ44ズルこ非ズヤlヽ

想像セリ。余等ノ少数ノ経験二依レバ非結核患

者二於テモ結核ノ既往症ア､･1モ、!尼玉氏反息陰

性ノ者多ク、叉見］に氏μ咆陽性ナリシ早期浸潤

及肺門淋巴腺結核患者が臨林上全治セリト思ハ

ルヽ時二本反息陰性トナリタル例ヲ経験セ勉

　　　　　　　

第３硲

　

･動物宵験

抗原トシテハ

リ。

コ，ネ菌・用ヒ上記ノ如ク調製セ

賓験動物lヽシテ醵重約２千乃至３千瓦ノ健康家

兎サ用ヒ盲験二先立チーヽ'ントー皮内反池(10倍

汚｢ツベルクリン川面見｣ﾐ氏反撫陰性ナヽテ確

ノ列釘目セリ。多敬ノ健康家嘔ノ中11mハ見

玉氏反嘸陽性ナリシカ’、他ハ凡手反嘸陰性ナリ

キ。抗原注射後１週･-ﾄこ剪弔、ヽ・ントー皮内反

嘸及見玉氏反恚y検ふ々リ。探血ハ空腹時二於

テ行ヒ出来得ル限り耳採血－ヨレリ。其成績

,ハ大腸閑及連鎖状球菌７抗原トシテ注射セルモ

【第18巷

ノニ於テハ生菌死菌共二見玉氏反唐ハ陰性二終

りタルガ、コ、ホ菌ヲ注射セル場合ハ生菌ノ皮

笥[I?

11

q{JAii(有馬研究所)

下位二静脈内注射二於テ見玉氏反廳ノヽ殆ンド凡

テ陽性二糖化セリ。唯２例二於テ陰性二終りシ

ハ未グ抗幄ノ産生ナキ内二死亡セルタｙト考ヘ

ラル。

　

コッホ死菌ノ注射二於テノヽ余等ノ朋殖ニ

j｀ノヽ遂二陽性二糖化'りレニ至ラザリキ。

菌二於テハ生菌１旺皮下注射二於テ陰性ナルモ

ノ及-時陽性ナルモ後陰性二糖ズルラ見ル。脱

脂Ｂ．Ｃ．Ｇ．菌二於テハ大量注射二依リー一時陽性

ノモノアルモ直チヽニ陰他Eこ糖ゼリ。

以上動物賓験ヲ･考察スルニ見玉氏反庶陽性糖化

ノ時期ハ抗原注射後大膿４週以内・-ｼや｢ヽｿ・ヽご

ルクリンJJ丈廳陽性糖化ヨリ早ク現ノリレヽコト

ｊ'リ、同時ノコトアリ、叉之ヨリ週レテ出現ス

ｔ

　

Tコ

　

トアリ。死菌注射ニテノヽ大量ヲ用ヒテ初ノ･

犬反嘸陽性トナルガ如シ。

　　　　　　　

第４'収

　

結

　

論

以上臨休資験及動物賓験チ考察スルニ、児玉氏

反咆・ヽ結核感染後比較的早期二陽性トナルモノ

ノ如ク、叉｢ツ・りレクリン｣反嘸及赤血球沈降速

度トノ間ニ^^- -定セル開係テ有セズ。余等が抗

原トシテ使用セルコ。ホ菌及胆汁酸加培養宛形

結核菌ハ殆ンド同様ノ成績テ畢グ活動性結核二

於テ高キ陽性卒テ示シ臨休上其診断ヲ助クルコ

ト大ナル反嘸ト考ヘラル。且其操作簡便ニシテ

特殊ノ器具ヲ･必要トセデルコトハ賓地施用上大

ナル矛り剽iト考ヘラノレ。

唯活動性診断二巌格ナル意味二於テ利用セラレ

得ルカノ問題二開シテハ済来多数ノ治癒例テ検

査シｆ始メテ断定セラレ得ベシ。

　　

83．肺結核患者ノ吉田氏反感卜胸部

　　　　　

「レントゲン」像

最近有馬研究所附唱醤院二於テＸ像トＹ-Ｒトヲ

共二観察セル肺結咳患者、肋膜炎患者總iSc225

例二於テＹ-ＲトＸ像トノ開係ザ比較シテー1ヽ一

報告セントフヽ。
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加

1209

ク、Ｙ‐Ｒｒ―）こしニ次ゲ。硬

回１:叫び％）
只今興味ｉ'ﾉﾚ報告二接シーシタガ、私ノ微熱患

膏デ観察シタレlロト、殆ドー･致ごタ成績デア

　　　　

成

　

績

ir-Ｒ陰性及ど陽性ヲ各々Ｘ像所見二由ル匯別二

階ツテ別ゲ観ルニ、Ｙ-Ｒ陰性者ノ大部分ハＸ

後正常ナルモノニシテ肺門腺腫脹-りLモじこレ/

二次ゲ。

コノＹ-Ｒ陰性者中二惨出性、粟粒結核､'各ピ1

㈲宛ヲ見;t ^aY-R ;結核活動性ノ診断二朗鮨ラ

来ス如キナルモ、コノ２例・ヽ末期患者ニシテ

Ｙ-Ｒ検査後敬司サ出デズシテ死亡セル鮎ヨリ考

フレバ所謂陰性｢アネルギー｣ニ陥り居リタルモ

　

j´トモ思丿ヽレ、カヽル陰性｢アわレギー｣患者こ

　

テ’｀モ亦陰性トナルこ非ラずルヤト思考'､。

　

Y-R(十)ニハ肺門腺腫脹最モ多ク、硬化性之レ

　

二次ギ、Ｙ-Ｒ(丑)ニハ惨出性最モ多ク、肺門腺

　

腫脹之t／二次ギ、噌殖性、空洞形成ロレモノ各

６例アリキ。 Ｙ-Ｒ(佃･)ニ於テハ惨出性最モ多

ク、空洞形成之レ二次ギ噌殖性、肺門腺腫脹ノ

1唄トナルｃ

次ギェ種･を父像所見ヲＹ-Ｒ別ニシテ観察ソ､?レニ

１．χ線正常ナルモノハＹ-Ｒ陰性二大部分、

Ｙ-Ｒ(十)が７例

２．肺門腺腫脹グ示プ、モノニ於テ｡ハY-R(十)ガ

ノ最モ多ク、Y-R(-H-卜ヽＹ-Ｒ(→１ヽが略ｌ同数、

--Ｒ(朴レハ４例ナリキ。

而シやＸ像二由ル肺門腺腫脹ノミサ以テ肺門腺

結核ノ診断困難ナルコいヽ一般二認メ５･レヽト

コロナリ。故ニコノ肺門腺腫脹例77例丿熱ノ

有無二由リテ大幄ノ活動性う･覗´ゝン／ニ肺門腺腫

､脹ニシペＹ-Ｒ(－)ノ17例中14例(82．0琴レハ無

熱患者十リシＪ-、肺門腺腫脹例二於テモY-R

(十)十八掛けナルニ及ンデ有熱患者噌りHシテ

活動性傾向ヲ示ﾉヽモノ多キサ明示¨ヽ。

:即チＸ線像ノミーテハ診断シ難キ肺門部陰影ノ

意味ヲ号ヘル1ヽキュＹ-Ｒダ｀有カナル判定法タリ

得ルモノト湿

３．

　

早期浸潤、肺尖結核ヲ含ム初期結核二於テ

・ヽＹ-Ｒ(十)ニ唱ハレモノ殼モ多、Ｙ-Ｒ(･－)ニ属

スルモノハ皆無ナリキ。

４．硬化性ノモノニ於ゲハＹ-Ｒ(十)カ｀最モ多
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リ乙ス。私ノ観察シタ微熱患者デ「しこトゲン」

所見が極ノタ軽微デ之カラ貪熱フヽルカ否カ診断

二困却フ､ノしトキ、本ぼ座ラ賓施シ刊場性二出タ

症例デハ長々観察シテヰル1ヽ肋膜炎、肺ノ浸潤

が妓大シタ来比

　

T1

　

1｀が）’リフス。従ツテ倒濡S症t

者デ吉田氏反庖陽性者デベ主意シ几診療フヽル必

要が｀アリ、就中結核／活動性せ号へi･バナラタ

ト思ヒマペ。私卜同様ノ成績デアリマ’ノデ追

力nシマソヽ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

。

　　

84．

　

糞便濾液ノ人血清沈降反感二就テ

中谷

　

信之Ct村内14141）

糞便池夜・人血清沈降反座ノ賞施二際シールヽ、

可及的新鮮ナル糞便ラ被検材料トシ、之う生理

的食螢水サ適宜加へ擁柿シづ一乳豪状1ヽナセルモ

ノヲ濾紙-ｱ･濾過ンテ透明ナル濾液７得、こ1ヽ

抗人血清免疫家兎血清ン沈降價重暦法ニう・約

i6000倍ナルモりヽ、術式ハ同ジク重層法ニョ

リ沈降以庶勺Ｅヒ、30分乃ヤ１時間後二判定七

リ

　

、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

゛

屎 庶

　　

別

--一一

　

-

　

------一

　

陽性叫版

36 例

人 血 清 沈 降

,

反 鮑 l
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腸結核患名75 [bM査于於ヶ几３反吃成績比較
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、

一

「ト
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＋
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－
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－
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－
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腸結核患者36名二就キ75同格査二

　　　　

於ヶ４陽性徴

反吃別
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人血清沈降J

一 一

潜

　

血

　

反

m.
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庶

13n

－

Ｈ

51
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24

　　

50
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1．
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腸結核
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咆

１

３

－

１

－

３

―

―

―

―
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－

４

１
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ｉ
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ｇ
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１
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２
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／
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リ
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収
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９
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一
１

Ｉ
レ
１
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一

／
　
　
／

一 一
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’
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1

1

1

1

1
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Ｚ
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２
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ノ
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４

－

　

ｔ

フ

ﾚ｣丈庖ヲ併セ行ヒ、以上３反胞ノ成績Ｊｑ七較報

今同・ヽ木丿又ﾚ胆ヂ各種疾患々者二就キ、同時二潜

　　

腸結核患者36名二就キ75同検査゛几

　

ソフ成

血反他ｏべこ､ｆ＝=r≒几丿反卵づ土トシテナシ、陽性

　　

績ハ第1，n表二示ロ､如'･人血清沈降反唐ハ潜血

　　　　　　　　　　　　　

m．腸結核患者ユ於ヶル検査囲敷別陽性症例

庶

=－

叩

　

／

／

－
／

－

　

３

－
３

症

　

例

検査１抑けルj5症例中

mi:2＼＼i]ナノL/8症例中

楡査３回ナル８症例中

検査４回ナル５症例中1

反庶二比シ浅二陽性徴多々、叉陰性ナル６例ハ

第皿尺ニこヨレバ何レモ１同検査いレ症例ニヘ

反復検森一犬レバ或ノヽ陽剌ブ几事）ランカト思惟

セラルナリ。

潜血反嘸陽性ナルモ人血清沈降反廳陰性ナル場

合ハ、腸管内二溢出セル血清が分解作用テ受ク

ル機會多いタメト考へうレ、こ､ヽハ溢出スル局

所及ビ溢出ヨリ排便迄ノ時間、史二其他ノ諸要

因が阻叫・ベヘ依ツやり皿肴沈降反庶ノヽい所

／

ノ腸管下部－アリ、且ヽｿ下痢ノ傾向アル症例二

賓施フ､･し.が最適/－リト思ハル、

疑腸結核

腺結核二合併症1ヽシテ腸結核ノ存在ヲ臨詠的二

認ｙ得ル敬二比ぺ剖検例ニョレバ著ンタ:多敬

ナルハ諸家ノ報告ニョリ明カナリ。故二重症肺

結核患者ノ多少1ヽモ腹部症状リ･訴へごモノ26

もニ就＋139回検査シ、ソノ結果潜血反唐13

例陽性ナルー－比ぺ。句削青沈降反胞ハ32例・
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IV.疑腸砧核患者139叫瞼]査ニいヶル

　　　　　

３反喉成績比較
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血．ｉ
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－
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－
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査１同ナル45症例qり
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[33症例中
一 一 一 一
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- - 一 一 一
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陽性-yy得、本反感陽刊ンヽ斯カル時腸結核ノ合併

７疑ヲ９ヨリ濃厚ニナしい

反嘸ハ陽性倣二於々第Ｖ表.'示'り『.'擾ルト雖

ﾓ、

こシ

ソ．ﾉ本態こ開シーテハ幾多ノ疑義万j.･･' )l χ lヽ.」ロ

テ、後述ソヽル如夕腸「カタル」ヽご一子り陽性ナ

ル事アリテ、

併ノ疑・特

1ヽリブレhO肘’「いレトモ暢砧咳今

-m" '■'レトノヽ号フルリ得スこ

楡

　

た時期

　

ｉ症例戦

我病ヨ川
１週迄
一一
極期第２週ヨリ
恢復期第１週迄
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--一一-

叩

　

ノ

／

－
／

－
１

１

「トリ

　

７’レ」反咆

りレヶル楡査同斂肺皆け症例

lU

／

３．腸「チフｙJ、赤痢及ビ疫痢

腸粘膜二潰瘍行17ヽハレ定型的疾患トシテ腸「」

フ勺、赤痢々ビ疫痢患者二就キ検査セ貼

　

腸

「Tチフ勺患者・ヽ22名二就キ31同検査セシＩコ

ロ第VU表二示ﾉ、如帆

　

り皿清沈降反吃及ビ贋

¦旧え吃川貴褐りドいレト号ヘラル極期節２迦ヨ

リ恢復期吊１迦迄.･間ニ・臼帽生ニシｊ一面礼ハ

VU.腸ｒ４フ勺患折二於゛じいがtl:成紙比転

-

- ‥

＋

-

-

-

－ -

ぺ第VⅢ表ｚ如ク潜血反礁・ヽ肉眼的血便消失

後第１週ニノミ陽性ナルニ、人血清沈降反恚ハ

更二第２週ヽこヽ於クモ陽性ナル事アリ。叉赤暇及

ビ疫痢ニラ・ヽい所腸管下部ニー･'リ排便回数多キ

22

邁二後者ヨリ陽性数多々、未グ潰瘍ノ生セザ孔

或ｔハ潰瘍ノ治癒セリトサレ得ル他ノ時期ユハ

陰4生ナルハ1甚ﾀﾍ興味アリレ黒I!iナリ。

赤痢及ビ疫痢患者52 ?;ヽこ就キ64回検査セル
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總､會演説要
ﾋ．
日

赤痢及ビ疫痢患者二於ケル三陳咆成績比較

橡査時期　！症例傲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　　ｌ　潜　　血　’　　十　　　ｌ　　　－

　　　　　ｉ　　　　　　　　　　　　，-‥－　　　　　．一一一一一一・
撞査問敬白　　　トリブレ　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　、　　　　　　　　十　　　’一　　　　十　　　　－

　　　　　¦沈降｀｀｀ヽへＪ　　　Ｉ　　　Ｉ　　　Ｉ

I^IRBAhtfnJfiSi^　　！Q7　　　　　　‘4q 十　　　　　３　１　　３　　１　　８　１　　４
rヽjりKU'J JIJJ.Iタヽtw　　　　　　－　　　　　　　“’’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
失後第１週　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　ｌ 13　　1　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜肉啄的雅博哨　　
19　　　ﾘ0　　　　　　　

＋　　　　　　　　　　　i ３ ２

　犬掻弟Ｚ週　　　　　　　　　　　　　　　＿

肉眼的血便消失後　　゛　　　　　５　　　　　　　＋
第３週及ソレ以後’　゛1　　　’　　　　　＿

６ ９

３ ２

沿･　　　　　　　　　　52　　　　　　64＋　　　　　　3　1　3 ，11 ６

●●●

22 19

故、潜血反庖陽性ナル時・･ヽ常こ人血清沈降反唐

モ陽性ナリ。

４．種々ナル疾患及ビ健康者

第IX表二示ス如キ諸疾患々者及ビ健康者二於

九胃疾患ノ場合ンヽ血清ノ消化、吸牧サ受クル

病

胃

胃

名

潰 瘍

癌

肝臓腫瘍

腹

　

膜

- ・

炎

【第18巷こ

機會多4･タノリ

ェテ陽･lｔいレハ或ノヽ腸結核ノ存在-Ｑレヤサ疑ノヽ

シムルモ´ナリ。1ヽリデレ反庶｡ハ腸「カタル」,ニ

IX．種々ナ４疾患患者及ビ健康者二於ケル３μ庭成績比較

　　　　　　　　　

潜

症例敷嶮査同敷、、､、

　　　　　　　

沈

　

降

-

３

り

s-

11

「アメーバ2赤痢

● Ｗ

　

参

　 　

ゝ

　 　

１

　 　 　

麟 貧

健

"

１

↓

１

１

４

”

, ‘ )

４

Ｉ１、
ソ
ゝ

-
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･ 四
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_∠

　

１１

６
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一一-
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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満洲｢チフ

血

フ、

診断不明高熱病

計

5k

１

１

－
１

＋
一 一 一 一

一 一 一

　　

１

一心・

　　

１

10
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第１ ２銃】 總會演謨要

Ｘ。

　

總計366回検査二於ヶル３反塵成績比較

XT. 366同根査／３反吐成績

　犬八戒　績

反鹿別　　へ、
＋ -

人血精沈降紅塵！　127 239

潜　血　反　咀レ　　46　　320

「トリブレ」反昿　　178 188

指示リ'ナスモノナリ。

5．總括

終りニ以上各種疾患力者及ビ健康者總計234名

二就キ366 [B]検査セル成績テ總括スレバ　X、XI

表ノ如ク人血清沈降反憲､ハ潜血反憲二比シ著シ

ク陽性散多シ。叉免疫血清テ用フル鮎ヨリシテ

種特異性ナル黙二於テトリブレ反恵二優ルモノ

ナリ。

正常値

男O→5.0
女O→10.5

戮倣｜

％

　

４

一一一一

１

．

７

tニ．

日
1213

にＬ述ベシト:]11ニョリ、溶化管二麿爛或ヒノヽ

潰瘍サ生ズリ

下部ニアリト思考セラレ、叉ハ下痢テ件フ時二

人血清沈降反廳ハ試えｊ一甚グ興味アリト言ヒ得

ベシ

　　

85．赤血球沈降速度ト肺結核ノ経過

　　　　　　　　　　

川上立太郎

　　　　　　　　　　

混［H幸苦ぐ傅

　　

恥

　　　　　　　　　　

重箱

　

太郎

我カハ昭和14年度東京帝國大學傅染病研究所

附属醤院二入院セル肺結核患者二就キ、赤血球

沈降漉度似後赤沈ト略ス）テ目標トシ、種｡々臨

鉢的検査ヲ系統的二賓施シ、次ノ統計的観察う

行t=タリ。

赤沈ハWestergren氏中等價テ取リ、温度ハ

恒温装置テ用ヒ、或ハ室温ヨリ吾が醤局ノ温度

補正表二依り囁氏20゜ニ換算セル値匹ヽリ、誤

差範園ノバ10九＋1）トフ､。

先ヅ入院常時ノ赤沈値ブ程度別ニセ

　

ノレニ･/第１

表）全敷232例中正常値及移行値ハ3．8％ニシ

テ軽度促進ノヽ9．7;％、中等度促進ハ31．4％、高

度促進ハ55．3吻ｊ゛占ム。

第１表

　

入院時赤沈價程度別

移行値

　

-，7．5

　

→13.0

-

－

.->

第

２．１

２表

　

入院時赤沈値卜病型

軽度促進

　

→24.5

22

９．５

　　　　病型　　　　　　ｉ
　　　　　　謬出型混か型潜航賢硬化騏　計

赤沈組　へ√　　　　　　｜　　　　　　；

正　常　値
　　１　ｊ　ｌ　ｌ　１　　　１　　　１

〃－　　　Ｓ　　　　　　　-一一　　　　　　　　　-__-_
　　１　１　１　Ｊ　　　　　　　２

　　１１　１　　８　１　　２　　　　３ ２･↓

移　行　綴

朽度促進

中等度促進
　24　1　15　　13　　112　　64

-..-.-〃　　　　　　　　　　　　　‾‾‾　－　　---__-ﾐ←
　57　、33　！　12　，　7　　109

→－←〃l-==-　＝-
　94　　1　　58　　　　28　　1　　23　　1　203

高度促進

計

赤沈値ト病型に'開係ハ(第２表)惨出型二於う゛

．・ヽ高度促進テ示スモノ最モ多ク、増殖、硬化型

中等度促進ト訥混進

　　　　　　

１
→49.0

　

1

　　　

－

　　　　

1

　

73

　

一一一一

31
.1

１

　

１

-

128

- -

55．3

ニテ．・ヽ中等度促進多キモ、赤沈ノ程度別ヨリ見

・時ハ軽度促進者二於ラソ､ラ惨出型が約牛数チ

占ノ、赤沈値ヨリ辰型サ推定プ、ル事ハ不可能ナ

リ、、次ニ｢レ｣線像ニョリ病竃ノ妓ガリせ５ツニ

大別シテ比較七ヽニ(第３か初期ニヤハ軽度促

進子示一人モハ多ぺ病竃ノ披大ス･1,ニ従ヒ高度

促進尹示スモい附加ソ､ルテ見ルモ、逆二赤沈

値リ.y,度ヨリ病竃ノ妓ガリヲ･推測ス～四ヲ得

入院時赤沈値ト３ヶ川後ノ病勢轄ｈれづ開係テ
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第３表

總會演訊要

入院時赤沈値ト病竃ノ福由〕

＼　病斟　上

　　ヘヘ　撮ギリドリ
赤沈値　　　、、1期

第Ｉ

期

第

11
期

第
Ⅲ

期

第

IV
期

計

dﾓ　常　値 （ １ １．‘　６

移　行　疵 ２ ﾆ1/　　　3

軽度促進 ４ ２ ９ ６１　4 25

中度等促進 ２ 14 28 17 ６ 67

高度促進 １ 16 41 39　1　14111

計 ７ 38 78 1 64 25 212

見ルニ(第４表)高度促進者ノ約1ノバヽ入院後３

ヶ月以内二死亡へ赤沈値が軽度ﾆｰ･リレニ従‘ヒ

死亡率ハ減少フ、。此處二正常値テ示ソ、者４例中

３ヶ月内二死亡セル２例ノヽ死亡前赤沈剋延尹呈

シラ入院セル死戦期ノ者ナリ。軽快退院セルモ

ノ。･ヽ程度促進者/18.2几ｲjご、赤沈附加ト共二

減少セルモ、高度促進者二於テ尚７．２≒ハ３ヶ

月内二軽快退院フヽ。６夕月後ノ病勢斡蹄二於ｆ

・申第５表)死亡者、軽快退院者ハ３ヶ月後ノ者

二拉行シう一考加フ､。高度促進者ノ少ナクモ48％

・ヽ６ヶ月以内二死にシ、軽度促進者ノ4卯シヽ軽

快退院ス。

　

第４表

　

へ院時赤沈値ト3ヶJj後ノ病勢轄蹄

　　　　　　　　

(括弧内｡・ヽ％)

へ　病勢

　＼O

赤沈値　尚＼

死亡

退　　院‘　　　：

　　　　　・１　哨かrh　　　-r.i.

軽快
　　　　　’／ゝドフL,’‾l　　　n

不礎；

正　常　疵 ２ １ １　　　４

移　行　疵 ３ ２ 〃;｀）

軽度促進
　　3
(13.6)

　　4
(18.2) 　　1( 4.6)

　14
(63.6)

22

中等度促進
　15
(20.5)

　12
(16.4) 　2（2.8）

　44
(60.3)

73

高度促進
　41
(32.8)

　　9
（7.2） 　　4（3.2） 　71(56.8ﾝ

125

計
　61
(26.6 　29r12 7）　7( 3 1)

　132

ぐ'57.6)

229

２週間前後二赤沈値20mm以上増減セルモノ

ト病勢トノ開係サ観察スルニ(第６表、第１圖)

赤沈減少乍ルモノ68例中死亡前赤沈遅延25例

ラ除ケバ、軽快65．1％、増悪20．9％ニシテ、赤

沈増加セルモノ38例中噌悪71．0凪軽快５．３

ﾋ1
日 【第18巻

－

　　

㎜

　　　

一一一‥･--

　

'●-

　　

=･-･．　　　--　=･･．　　･-=--．　　　--- -=--．〃"-

第５表

　

入院時赤沈値1ヽ6ヶ月後ノ病勢紡帰

　　　　　　　　　　　　

(括弧内・ヽ％)

｀　　病勢
　　　　轄掃

赤沈値　　＼

死亡

迢　院｜

　　　1 ■≫*rfi 計

軽快 不礎

/＼.VJし’ｌ

正　常　値 ２ ２ ４

移　行　繊 ５ ５

軽度促進
　　4
(20.0ｯ

　　8
(40.0)

　3
(15.0)

　５

ぐ25.0)
20

中等度促進
　19
(27.0)

　21
(30.0) 　　7(10.0)

　23
(33.0)

70

高度促進
　57
(48.0)

　21
(17.7) 　　6（5.0）

　35
29.3)

119

計 　82r37.6)

　57

ご26.2｀）
　16r 7 3）

　63
(28.9)

218

Ｘリ示シ、大多数病勢ト址行セルモ、一部逆行

セルモバアリ。熱型トノ開係予見ルニ（第７表、

第２圖）減少例中62．8％ノヽ熱下降シ、増加例中

63.5ガハ熱上昇ヲ示ス。１月内外二赤沈値20

　

第６表

　

２週間前後二赤沈値20 mm 以上堵減

　　　　　　

セルモノト病勢ノ硯化

　　　

（死亡前赤沈遅延25桐ヲ除ケルモノ）

｀｀＼病勢

よぺ 輯　快

　　－　--　28
(65.1)

不　礎 堵　悪 計

滅　少
　　6
(14､O)

　　9
(20.9)

43

堵　加 　2(5.3) 　9C23.7）
　27
C7t.O)

38

第
１

圖

が
ア
ダ
タ
即

１
　
Ｊ

７
ｙ

戴
慌

j:i心
も

一 一

ﾐ｀゛ｽ

歿ヅ匹

回
一一

一万一

犬

回

言一不一

漢

増

一匙-
言

言 漱
失

⑤
□①

-

言
□ 言 言

一一一

匹

ｍｍ以上増鍼セル177例ニテモ略ｌ同様ニシ

テ(第８表、第３圖)、死亡前赤沈遅延34例テ

除ケバ、減少86例中軽快80．3％、堵加57例中

檜悪59.6ガヲ示シ、熱型トノ開係.・ヽ(第９表、
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２週間前i妾二亦沈眼!:!() mm ＪＪ､上暦t咸

　

セルモノト熱型ノ礎化

≒し亡前亦沈遅延Z5例ブ除ケルモノ）

熱駝
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り
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／
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降
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(62.8ｸﾞ
-

　

5

(13.3:.
-

　

第

不

　

植

　

14
(32.6,

　　

9
r23.2
-

　　

2

昇｜

　

,il

　　

２

「」，６

一一一-

　

2t

63.5

圖
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］
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人
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表 １ヶ月内外二赤沈岨20mm以上町成

セルモ・ト病勢ノ樋化
いし亡前赤沈遅延3判列ヲ除句

　　

病勢
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軽度促進者ノ約20ゾ鮭存シ、高度促進者二最モ

著シク、帷唆ニナルごご･レ減少八病状ノ噌悪

ト共二中性嗜好白血球核形左受が高度こーナノレノゝ

　　　　　

第10表

　

蔀沈値ト白血球敷

　。　　白血球敏9000 9000― 5000 1　.
ぬ緊沈岨　　　レ以上　5000; A f i　計

-‥　一一一一　一一一一　正常咀ｉ　　３　　　　　　　３

移　　行　疵 １　　　ｔ　　　　　　５

軽度促進 　5　　　　14　　　　　3　　　　22

　　　　　　　　一一9　　　　31　　　　　6　　　　46

　　　　　一一一46　　　　61　　　　　7　　　114

中等度促進

高　度　促　進

‘計　　1 61 lU　16　　190

第11八
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第12表

　

赤沈値ト淋巴球数

總會演説要旨
一 一 一

ヘヘ､、‘淋巴球'
35%

傾

赤岫にぺぷ上

　　　　　J一一　7’-W-- -　　　　-･-　J
　正　常　儀　１　２

34―21

　　　°ぶ

　　‥一一　　１

20％　f
以下丿　計

--　-－　==　－
　　　１　３

移　行　値 ３ ２ ５

軽度促進 ５　１　９　・８ 22

中等度促進 12 21　１　13 46

高度促進 10 47　　57 114

計 32 80 78 190

第13表

　

赤沈値卜「エオジｙ」嗜好白血球数

　　　｢ﾆ1:･.ォジｙ｣

　　　入嗜好白　4.5%'4-1.5
入賢覧疵　宋やﾋﾟ??以上　　％

　.正　常　値　１　２　　‾レ

1－O％ 計

----一一
　３

移　行　値 ２ ３ ５

軽度促進 2　J　13 ７ 22

中等度促進 ８ 20 18 46

高度促進 10　・45 59 114

計 24 82 84 190

一般二認ノ･ラレタル處ニシテ第11表二示ス如

ク、核左受ト赤沈値ノ促進ノ度トハ大鰐拉行開

係ニアリ。叉第12,13表ご一見ルガ如ク、淋巴球

散、「エオジン」嗜好白血球散ノ噌加ト共二赤沈

値・ヽ:d三常値二近ゾクコトヲ知ル。

最後二死亡前赤沈値ノ爰化テ見ルニ(第14表、

第５圖)83例中不憂r=t=誤差範園)25．5㈲、噌加

12．0χ、明ラカユ遅延ノ傾向チ持ツモノ62．5％

ノ多キュえ示シ、ソノ中移行値(男7．5、女13)以

下二下レルモノ14例d6．8χ)ヲ認メタリ。此

ノ遅延者52名中遅延開始ヨリ死亡迄ノ期間ニ

テ・ヽ(第15表、第６圖)牛月=ヨリ１月乍ノ間二

大多数(78．8χ)死亡シ、２月以上ノモハヽ極少

数ナリ(5．8χ)。ソノ病型1ヽノ開係ヲ･見・ニ･饒

16表)死亡前二於テモ高度二止ルモノ・ヽ惨出型、

混合型二多ク、遅延スルモノハ靖犀型、硬化型

二高率ナル事ヲ･認メタリ､、

結

　

論

以上ヲ･總括スノレニ赤沈ハ病勢、熱型、血液像等

ト略ｌ拉行開係テ有シ、従ツテ病床経過、像後

判定ヽこモ役立チ、爾牛月或ハ１月間二赤沈値20

mm以上噌滅セルトキハ多りノ場合病状二曝化

一 一

【第18
－ 一 一

第14表

　

死亡前赤沈ノ硬化

赤沈ノ硬化 賓　敬 9ぶ

考　　　　加 10 (12.0j)

不　　　　礎 21 (25.5)

渥　　　　延

移行値以下ニ（下t/ルモノ　）

52

14

(62.5)

(16.8)
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死亡前赤沈蓮延者52名中

　　

遅延開始ヨリ死亡迄ノ期間

淮延期間 賓　撒 ％

1/2 II 以内 ２ (3.8)

1/2－　1　月 20 (38.2)
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1　lVo - 2 月 ６ ill.6)

２月以上 ３ (5.8)
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アルコトテ諜想スルコトヲ得。叉重症患者が噌

悪シテ而モ赤沈値ノ急激二減少セル場合ノヽ死期

１月牛内二迫レルモノト見テ大過ナシト思考

　　

86．

　

血液所見ヨリ観タル肺結核患者ノ

　　　　

病勢＝･就テ（績報ﾉ

　　　　　　　　　　　

岡村’秀清（刀根山病院ｯ

血液所見ヨリ肺結核患者ノ病勢テ察知セこト’、

ル従来ノ多クノ研究ハ病期、病型、Ｘ像及ビ臨

休所見等テ標準ニシテ篤サレタリ。余ハ赤沈ヲ

標準ニシう゛血液検査成績テ分類シ而シテコノ各

血液所見ヨリ患者ノ病勢ヲ軽症、中等症、重症

等二大分シ、之が接後判定及ビ治療上ノ標識1ヽ

ナ廿ごトノヽ。

肺結核患者男子100 ?;ノ血液像赤沈及ビ血墜サ

検査シ、先ゾ最初赤沈値ヲ３階級郎チ、3―29、

30―59、60―106ニ大別シ、各階級二於ケル血

液所見刊統括シ、とヲ･軽症、中等症、重症;ヽ暇

　　　　　　　

第

　　　

１

　　　

表

赤沈速度(中間値) 3―29 30―59 60-106

赤　　血　　球　　敷　1　62卵　577　493

｢ヘ　モ　グロ　ビ　ｙ｣
(ザ　ー　り　－)(％)

106 101　　　　85

「ヘモヂロビｙ｣指数 0.85 0.88 1 0.90

白　血　球　總　徽　ﾄﾞ7848 9774 10294

白丿謄基性嗜好細胞 ０．９ ０．４　　０．８

●･-一喝
血

球

ノ

分

類

酸性嗜好細胞 ４．３ ３．８　２．７

中性嗜好細胞 56　1　64　　69

淋　　　巴　　　球 31 25　　　　20

早　核　細　飽ﾊﾞ　７　７．５　　７

淋巴球絶計数 2433 2295　　2110

平均核分業敷 ２．４ 2.2　　2.0

淋巴球単核細胞比, 4.8 ３．４　　２．８

ｌ　自　血　球　指　敷 １．８ ３．６　　３．９

　　　　　ﾐｰ〃　φ-%
　119　　108

　　77　　　　76ｔ　眠ＬＮ　‰

ﾑﾚtt=汚　徽
　　　　　　9　　　　26

0　グ）6・’･　72ク｀

号

訟，退　院　者．徽（4Aうし）（23ｻﾍﾞ）
　　3（8％）

　一一

赤沈ヲ標準ニセノl/病勢
軽症

(29名)
中等症
(35名)

重症
('36名)

ヒ，

日

--

　

Ｊ一四一一--←－Ｗ
一 一 一

1217

一 一 一 一 ・

定シ１ヶ年後ノ輯蹄チ観察ス。

今度・ヽ同一患者ノ血液検査成績ヲソノ輯蹄郎チ

退院、在院、死亡等テ標準ニシ判統括分類セハ

第２表ノ如シ。

　　　　　　　

第

　　　

２

　　　

表

接査後１ヶ年換タ

韓隊ニヨ　ノレ分類

退院者

(24名)

在院者

(41名)

死亡者C35名）

6ヶ月－
１ヶ年

(17名)

６ヶ月

末　満
(18名)

赤　血　球　敷1　604 584 525　　　481

「ヘ　モ　グロ　ヒ　ソ」

（ず－　リ　ーj（％）
108

1　100
・　89　　83

「ヘモリ゛ロビン」指徽 0.89　　0.87　　0.88　1　0.89

白血球總撒 8464 1，9375 ，89妬 11082

白ｉ嵯基性嗜好細胞 ０．４　０．８１　１．０　０．５
　　　　　ト_．　　　_＿．。

４．０　3.5 , 3.0　２．６r-9
血

球

ノ
分

類

酸性嗜好細胞

中性嗜好細胞 56　　　　61　　　　68　　　　74

淋　　巴　　球 30　1　28　　21　　17

単核細胞！　８；　７ ７　　　６

淋巴球絶對徽 2539 I 2625 ，1879　1884

平均核分業徴 ２．３ ２．３ ２．０１ ２．０

淋巴球旱核細胞比 4.2 I 4.0 3.0 2.9

白　血　球　指　徴 ２．４ ２．４ 4.昿　５．０

　　j夭最大蹟血　璋最小鎚
126 1　118 1　113
80:　　79；　　76

107
　72

赤沈速度(中間値) 31，　39J　68　72

然ルトキ・・ヽ赤沈ヲ標準ニシテ分類セル血液所見

ト韓昧ヲ標準ニセルモノトテ比較フヽレバ略ｔ一

致セル成績テ示セリ。故二赤沈テ標準ニシテ得

タル血液所見。・ヽ大醵二於テ患者ノ病勢が軽症ナ

リヤ

メ、

シ得

、中等症ナリヤ、重症ナリヤテ察知セシ

引テノヽ備後判定ノ良否、治療上ノ標識ト・

87．「コレステリンJ性肋膜炎10例二於

　　　

ケル観察

高橋久太郎●'・I●'Ｊ／` "゛'゜●゛　-一齢記(長‰素

富田

　

好夫

私共・・ヽ熊谷内科教室二於テ昭和７年ヨ’同13

年迄ノ７年間ニ「コ」性肋膜炎10例４が’シタ

ノデ、ソノ穿刺液ノ性状及ビ脂肪ヽび臨林的終

皿ニ結核トノ開係二就テ観察ンシタ。

脂肪及類脂肪膿量ノ測定ハキ1、ｊ山ヽ田鳥氏微

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

f

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

r゛「
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總、會演説要旨

量滴定定;l;:法二依ツタ。、肋膜穿刺液ハ探取後直

チニ３ク振服混和シツヽ、「メハビペ→ゾニテ

其ノ1．０ＣＣｍサトリ、血1漿ハ早期字腹時二肘Iト

中静脈ヨリ血液約３ ccm テ拘麻酸･ナトリウム」

少量（約２ｍｇ）ラ入レタ試験管＝一採取シ混和凝

固テ防ギ之サ約10分間遠心うｰ’血｡漿サ分離其

ノ1．０ＣＣｍラ使用シタ･。

１．「コ」性肋膜炎肋膜穿刺液ノ性状

先ゾ第１同目穿刺ノ穿刺液二就学観ヽツ、ト弟１

表二示ソ､如ク全10例中９例ハ川レモ強ク涸濁

シ多クハ白色乃至帯黄白色り呈シ黄緑色或ハ黄

褐色ヲ･呈ﾉヽルモノモアツタ、残ル１例ノヽ軽度涸

濁テ呈シ黄色油状デアツタ、液性ハ祠こいレカ

リ」性乃至中性反感サ呈シ、比収ハ川レモ人デ

1022乃至1035､蛋白ハ4．5乃至8．0へ繊維素ハ

析出シナイモノ多ク析出セルモノモ弱繊細デア

ツタ。検鏡シテ見ル1ヽ9例二於テーハ定型的ノ阪

状乃至針状ノ「コレフヽテリン」結晶、１例二於テ

ハLiebermann-Burchard氏ば恚陽性ヅ･呈ス

ル構造不明ノ結晶何レモ多数二兄うレ、細胞成

分ハ見ラレナイカ或ハ僅少デ淋巴球、･多形核白

血球及赤血球が見ラレタ、染色標本址二普迪寒

天培養デ細菌ハ澄明サレズ結核菌ハ培養上３例

二於テ陽’匪デアツタ。

2．「コ」性肋膜炎肋膜穿刺液ノ脂肪及類脂肪酸

　　

璽

７例二於テ肋膜穿刺液脂肪量列則定シタ結果ハ

第２表二示スヤウェ漿液性肋膜惨出液ノソレト

比較シ脂肪及類脂肪各成分何しモ噌Ｑサ示シ就

中「コレ’7ヽテリン」殊ニミmm.「コレステリン」ノ噌

量特二著シイノデアリマハ、而シテ總脂肪輦ハ

最高ヲ示スモノアリース（第５例几

次ニ３例二於テ血漿脂肪量列則定シペ’シタが何

レモ正常ノ範園内こフリマシタ。

３．「コ」性肋膜炎ノ経過

全10例中９例二於テ其ノ経過テ観余シ得’ヽ’ご

タ、其ノ中７例二於や｡ハ１乃至数同ノ穿刺二依

り短期間二肋水ノ瀦溜ヲ見ナクナヽソタガ２例二

於や。・ヽ共ニ１年散々月二渉り数↑澗穿刺ヲ繰り

　　

追

　

加

只今ノ御演説中、

1221

回心(喬賢台)
肋膜穿刺液中二特二遊離｢l=ﾆ

∃l／フヽテリン」ノ噌量が著シカ゛゛タト申サレテ

居｀リ‾゛フヽが、ニ1レ>'>私共ノ晨モ興味テ惹ク鮎デ

アリペ≒≒私共モ角尾内科デ「ヒョレフ､テリン」

性肋膜炎ヲ５例観察シ、既二昭和12年ノ日本

生化學會總介デ報告イタシテ居リーハヤウヘ

ソノ肋腔穿刺液中ノ「ヒョに’ヽテリン」含TII;トハ大

小種々デアリマ犬’ヽが、=1ノ際、精細二分析こテ

見ヽ’-･.’、1ヽ、..･1･IJレノ例二於テモ、析出結晶ハ全部

遊離削=･ヨレりヽテリン」デ、析出結晶や除去シタ

濾液中こノヽ遊離拉ビこ「エ９ヽテノレーヒョレ人テリ

ン」が共二斤在シテ居リ７ °’ヽ．而シテ、ソノ各ｔ

ノ含有量ハ特貨性肋膜炎ノソレlヽ著シ・1差異ハ

ナ４

　

７デー･’リマフ､､、

恂叉、「ヒョしペデリン」性肋膜炎ノ穿刺液ニハ

凝固性ラ訣如シラ居リマ乙

返ヘシテ刊衣然肋水ノ瀦溜ヤヽ’ズ、此ノ中ノ１

例ハ目下尚ホ穿刺サ禎ケテ居リマフ、。

穿刺ハ重jヽラ始・･瀦溜セル肋膜腔液ラ除クト涸

濁セル液八次第二透明トナリ｢コレフヽテリン｣結

晶消火シ脂肪フレモ=漿液性肋膜惨出液ノ値レデ低

下シタ。

４．[ﾆ]｣性肋膜炎ト結核トノ開係

第３表二示犬如ク10例中８例､ハ２乃至12年前

二肋膜炎ノ既往症ラ有シ、叉10例中５例二於

テ喀痰中ヨリ結核菌ラ澄明シタ、叉前述ノ如ク

３例二於テ培養上肋膜穿刺液ヨリ結核菌テ疏明

シタ。

肋膜穿刺示渦ンヽ喀痰中ヨリ結核菌サ護明シ得ナ

カツタモノハ1り例中第2、第４及ビ第９ノ３例

二過ギナイ、而シ子比ノ３例中第９例ハ骨結核

テ有シ叉Ｘ線寫異上右肺炎二陰影サ認ノ･、第４

例ハ肋膜炎ノ既往症テ有シＸ線寫真上肺二石灰

化竃ヲ認片ｉ’シタ、残ル第２例二於テ・ヽ肋膜炎

ノ既往症ヲ有ハ･､ノそデ結核性愛化ヲ臨休的二

疏明シ得ナカ｀フタノデレ･､。

依テ私共ハ[==]｣性肋膜炎ハ結核性ノモノト考ヘ

ルノデ｀アリｙ／ヽ。
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コノ雨者ノ特性・ヽ、コレ等ノ患者ニ。・ヽ陳篤肋膜

炎ノ既往症ｆ有ソ、ルト云フコトヽ間連ご･テ「ヒ

ヨレベｆリン」性肋膜炎ノ殺生原因チ考フル上

二何等カノ暗示サ貨ヘルモノデ・ヽナ１カト存ジ

テ居ル次第デブリ‾゛フヽ。

　　

答辨

高橋.久人:郎
直

　

谷

　

正

　

ﾉぐ
富

　

田

　

好

　

夫

御説全ク同感デアリマ八私共モソノ鮎二開シ

テハ今日時間ノ都合上申上ゲマセンデシタ追ツ

テ紙上二詳細二冊表スル所存デアリー几

　　

88.

　

肺結核ノ病型分類ニヨル経過ノ

　　　　

観察

　　　　　　　　　

-Ｌ-．．-,-●．μ●
９４一(談謡¦)

肺結核患者ノ経過ハ極ノｆ複雑デアツテ、症輯

極マリナイト言フモ過言デ｡ハアリマゼン。従ツ

テ患者が将家如何ナル経過ザトルカ、皮ハ谷シ

悪化ソ､ル場合ハ如何ナル形ダ悪化りしカヲ･像知

プヽル事ノヽ甚グ困難デアリマ'が、とﾊｰ方臨休

家トシテ最モ知リタイ事ノ１デアリマ≒

私ハ先年ヨリ肺結核ノ静態的分類1ヽ動態的分類

トノ２考チ用ヒテ患者丿観察シテ居ル者デアリ

ヽ'シプー、先二之等ニョル肺結核ノ備後及合併症

検索ノ結果テ碓表致ｙi'シタガ、今ヽ同ハ患者ノ

入所時二判定テ下シタ動態的分類肺結核ノ特生

及殺展二基ク分類ニョル病やト入所後ノ経過ト

ノ開係ｆ追求シタ成績テ述ぺ肺結核ノ経過り

備知シヨ゛ノト･りレ企圖二對シ寄典シタイト思フ

ノデアリマ｀丿'ヽ。

第一二療養所二入ツタ患者ハー般二如何ナル維

過ヲトルカト言フ事テ調・ヽごテ見-i・シタ處、入所

後症り隻行シテ短日月ノ間二死亡いレ者テ除ク

ト大孵二於テ平穏無事二経過スル者1ヽ躍進一平

紐一躍進ト重ナリ行ク者トノりレ事が敬字的二

明カニナリマシタ。次二躍進ト言ツテモ色々ノ

形ガアリヴフ、が、こ列力膜炎ノ曇生、脳膜炎ノ

殺生、喀m1ノ惹起、喀血｡チ作ハズ慨熱ザ作ツタ

肺症状ノ悪化、及以上ノ躍進ナク他ノ削芹症ニ

【第18巻

・ル悪化Iヽ細分Ｑレ事が出来ルト考ヘーご夕。

其處デと等ノ経過ノ諸相ヲ分類各病型二就テ検

索シタ｡´デアリ'゛７ヽ。オ陶fリシテ居力jヽバナリ

マセ

　

ンガ昨年度報告二於刊

ケペ'シタ病型ヲ肺門限局殺生性結核ト疑史致シ

ーヽ'ソヽ、、例倣ノ零或､ハ少ナル病型ヲ･省キマ

　

I人ト、

肺門硬噫、1凱行性散在軍純性肺結核、惨出性肋

膜炎及肋膜炎後泣癒着症ハ大多倣が平稔無事ヽこ

経過シｆ居リご≒肺内門結核、血行性散在性

錯雑性肺結核、血行性播種性錯雑性肺結核、肋

膜炎後泣非撒布性肺結核、肺内限局殺生性結核

ﾉｔ稜生様式不明肺結核二於テ､ハ各ｌ髪ヽソタ頻皮

二於マ躍進ヲ来シテ居ルノデアリース。

次二躍進ノ形式テ見－ノ、ト、肋膜炎或。・ヽ脳膜炎

ヲ･惹起シタ例ハ大部分が血｡行性撒布型肺結核及

肋膜炎後遺非撒布性肺結核二属シテ居ルニ對

シ、肺内限局殺生¦生結核二垢スル者－ヽ１例モナ

イノデアリマソ、。

喀血ヲ来人場合ト、喀血ナシニ毅熱－ノリキッマ肺

症状ヲ･悪化いレ場合トノヽ其頻度二於刊Mに柄型

トノ間二或程度ノ開係則

ヲ･期っ'ヽﾉﾚ篤二肺病竃ノ性状及披ガリヅ等シクス

ル症例ノミニ就テ病型テ分ケテ見マ　タト、1凱行

性撒布型肺結核、肋膜炎後遺非撒布性肺結核二

於テハ喀血ヲ伴・ヽズ毅熱悪化フ、ル事が比較的多

ク、肺内限局殺生性結核デ・ヽ喀血ヲ来タヤ事が

比較的多イノデアリーノ、。

以上ノ成績カラ明カナ様二肺結核ノ維過ハ或程

度・デ病型卜開係ガアリーマ　ソ、。殊二血行性脈布

型肺結核lヽ肋膜炎後泣非撒布性肺結核トガ其躍

進ノ形式二於テ一致シ肺内限局稜生性肺結核卜

相反シ相對シテ居ル事・ヽ興味深４事責デー･'ル1ヽ

思ヒ｀、’７，ヽ。敢ヘテ此處二報告シタ所以デアリーこｰ

分類項[1ト其症例敬

活動性初期轄化群

非活動性初期噫化群

気竹枝淋巴腺結核

梢特生肺門浸潤

(2

(ナ

(ナ

(ナ

シJ

シ）

シ）
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..-●--J皿

肺門硬噫

肺内肺門結核

血行性撒布型肺結核

１
１ 血行性散在性軍純性肺結核

血行性散在性錨雑性肺結核

血行性播種性軍純性肺結核

血行性播種性鯖雑性肺結眩

急性全身粟粒結核

惨出性肋膜炎

肋膜炎後遺非撒布性肺結核

肋膜炎後泣癒著症

肺内限い殺生性結核

碓生様式不明肺結核

ぐ９）

（８）

(16･

(16)

(1)

(194)

けシ

(5)

(27)

(18)

(29)

(188)

總會演説要

　　　　　

VII.治

　

療

89．喀血ノ止血剤ヲ用ヒザル止血成績

長井

　

盛至(聊か川孫立
浚羽

　

武雄浩

　

風

　

園)

ヒj
日

1223

者499名中、在園中二血液喀出シタ者．・ヽ77名

アリー･‥ヽが、此内血痰程廳ノ小喀血テ除ク所謂

喀ILじ者ハ59 ?1 デアリマシタ、、コレ筈八行け

弔］症二砺’ヽ几モノ･多ク、同一7、デ２同以上喀血

ヲ’シタモノガアリマペノデ、ソフ延喀血敬ハ90

同デアリーフヽよ然此内５同．・ヽ喀血死デアツタノ

デこテ除外シタ邱俘85同ノ喀血二就キーヽ’シテ、

帽飢剤テ使川シタ場台ヽ卜使用セタ場r丿ヽノ止血

成仏ノ比較子乱いタノデアリーご‰

茲二中シマ’ヽ止血剤トノヽ、「クロナトール」、こク

ラ’｀ノデン」、「ドン･バーゲン」、「ネ才トロンデ

リン」、「ケラチン」、「メゾランバlyノ注射八叉

.ハソレ悍ノ内服薬等其ノ他極一般二用ヒラレしゃ

サルモノ許デアリマフ､．

私共ハ約２年前迄ハ喀血ノ處置トシテハ成書ノ

教ヘル處二従ヒ必ズ止血剤テアレこ卜懸命二使

用シタノデアリマ

　

リ､が、扨比ノ畝果二就テ．・ヽ賓

ノＹ牛信牛疑デアヽソタノデアリマノ､．コノ黙ノヽ恐

紳奈川部立浩風園患者ニシテ、最短１ヶ月最長

　　

ラク皆様方ニオカレテモ定・･シ御同感デアラウ

２タ年齢、ソノ経過ラ観察シ得タ各種肺結核患

　　

ト存ジマ

　

ハが、サリトテこテ立鐙'い･ヽごキ文献干

　　　　　　　　　　　

第１表

　

止血剤使用群並二無止血剤群ノ喀血止血賓敷

犬止血目倣

群別‘｀、
3 4　5 6 7　8 9 10 11 12 D 11 15 16 17 18 19 20 21 22 21.び33 :灯60

無止血剤群 46同47424622　　　２２１　　１２ｊ　　２　　１　１　　１

３９同１　１　　3424 5 342　１　　　１　　　　　　６　　　１　　１止血剤使用群

第２表

　

止血剤使用群址二無止血剤群ノ止血所用日徴比較

　

皿１血剤使用群

　

l湿l無止血剤群

μ

　

μ

　

だ

　

裁

ｊ

ぶ

４

つ
乙

　
　

ジ
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－

ハ再ど元ノ幄温二戻りマス。ソノ他喀痰量雄二

咳楸ノ消長等二就テノヽ雨群トモ略ｌ同様ニシテ

敦レモ喀血時ヲ除ケバソノ後二於テ・ヽ大シタ受

化テ認メヌノデアリマス。

私共､ハ以上ノ成績二兆シ、特二刻下ノ戦時下二

於テダヽ物資節約ノ見地ヨリシテ、喀血二對シテ

。・ヽ止血剤無用論ヲ･唱へ、以テ醤療報國ノ一助ト

致シタ４ト思フノデアリマソ、。

　　

90．

　

余ノ補駿吸牧反感卜結核療法ノ

　　　　　

開係

　　　　　　　　　　　

徳森徳二(鹿見島)

血清ニヘ抗元抗幄補幄ノ結合開係以外二補値

ヲ吸収作用ガアル。此反恵・ヽ試験管内二於テ寅

験セラレ細菌血清學上非特異性反恵ト将セラレ

特異免疫反恵ト・ヽ別個ノ性質及意義ヲ有スルモ

ノデアノレ。

本反恵ハ前操作トシテ、非働性血清ト補賛トヲ

混合シテ、6(ｙ孵卵器中二處理シ、後操作二於

テ血球液ト溶血素血清トヲ加へ、血球ノ溶解度

サ以テ補値が吸牧サレテ居ルカ否ヲ･検スル。即

チ前操作二於テ補僥が全然吸収サレナイ時ニ。・ヽ

血球ハ完全、ニ溶解シ、多量二吸収サレタ時ニ

ハ、血球溶解が軽度二現・ヽレ、反之少量吸牧サ

ンタ時ニハ之ト反對二溶血度が強ク登現スルモ

ノデアル。本反恵二就テ。・ヽ既二昭和12年11月

岡山醤學會及同誌13年７月彼。昭和14年４月

鹿見島新醤學會及宮崎新雨醤學會。昭和14年

11月第40同九州醤學會。本年２月岡山替學會

二於テ追加登表セルトコロデアル。

補膿ヲ吸収スル使用ノ強弱ノヽヽ、結核性疾患二如

何ナル開係ガアルカヲ漑述シテ後、療法ノ開係

テ述べ度イト思フ。

健康者ニアリテノ'ヽ、健康度優秀ナルモノ程吸牧

度が僅ク、劣弱ナルモノ程弱イノデアル。是等

ノ開係チ表示スレバ、Ａ－Ｂノヽ健康度ノ開係サ

示フ｀。Ｂニ於テ登病反恵此時生埋學的手術状態

。・ヽ失調サレテ、病理學的状態二移行スル。従是

Ｂ－ｙノ鮎二停滞シテ治癒二向フニ従ヒ更二低

下シテＣ鮎二達シ、此處二達ソヽレバ

ナク甚グ空漠ヲ･感ジテ居ツタ次第デアリマフヽ。

タマタ可客血患者ノ慌験談カラ止ムチ得ずル事

情ノ篤二止血剤テ用フル事が出来ナカツタ大喀

血が至極簡軍二止血シタイトイフ事ザ1、2聞キ

マシテ、私共ハ追試的二賓験致シーシタ處果セ

ル哉非常ニヨ４成績デアリーシタノデ、爾束私

共り喀血ノ處置トシテハ、タヽ゛患部二氷嚢二常

テルコトト、少量ノ廠酔剤テ注射フヽル事二留ノ･

テ他ハ専ラ患者ノ精紳不安除去二努ノテ參リー

シタ。ソレデ患者ニ､ハ喀血時二止血剤ヲ用ヒタ

理由テョク説明シテオクコトニョリ格別不平モ

アリマセンデシタ。

サテ本賓験・ヽ、止血剤使用群39同ト、無止血剤

群46同二就テ、夫カ止血二要シタ日教テソノ

マヽ罹列シテい・スト第１表二示ス如クデアリ

マシテ、止血剤使用群｡・ヽ最短３日目、最長60日

目ノ止血デアリーフ、ニ反シテ無止剤群､ハ最短３

日目、最長37日目デ止血シテヲリマス。短時日

二於テ止血シテテルモノ。・ヽ不思議ニモ止血剤使

用群ノ方が妙ク、無止血剤群ノ方が多イトイフ

逆ナ現象トナリマシタ、、然元々雨群ノ賓数が異

リマスノデ、夫カ百分卒二換算シテ更二比較ヲ

試ミマフヽレバ自]チ第２表ノ如クデアリマシテ、

明二無止血剤群ノ方が少日数ニテ止血シテヲリレ

ノヲ認メマフヽ。今試ミニ５日目ノ線二於テカツ

トシ観レバ、喀血後５日以内二於テ無止血剤群

ノヽ約45％完全二止血シテヲルニ反シテ、止血

剤使用群ハ高カ約５χノ止血テいレニ過ギーセ

タ。叉８日目ノ線二於テ切ツテミレバ前者。･ヽ59

が後者ノ｀ヽ僅ニ28％止血ノリレニ過ギマセメ。、

之ヲ要フヽル二本成績ザ割引シテ考ヘテモ、喀血

ノ･ヽ止血剤テ用ヒズトモ自然二止血ソリレモノデア

ツテ、喀血ノ過牛数ハ約８日間以内二完全二止

血スルモノヽ様デアルト４フ事ト、叉逆二止血

剤サ用ヒタ方が止血が遅レル傾向ガアルト言フ

事チ申シテモ過言デハ無カラウIヽ存ジマス。

其他止直1剤使用ノ場合ト使用セタ場合トノ喀血

後ノ経過二對フヽル影響テ£マシタガ、喀血時ハ

雨群同様二梢ｌ醵温ノ上昇テミマスガ、IL血後
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一異常例再ビ上昇シテＤ鮎二

　　　　

這シ疸ニ(Ｄ－Ｅ)＝

　　　　

(Ａ－Ｂ)ノ健康反塵

　　　　

二復蹄ヌル。故ニ(Ｂ

　　　　

－Ｂ勺ヲ平衡失調反

　　　　

庶ト命名シ(Ｂ－Ｃ)

　　　　

(Ｃ－Ｄ)ヲ整調反喉

ト命名スル所以デアル。

本反恵ト一致シナ１トコロノ異常例ノヽ混合感染

・－シテ且ツ臨休上明カニ進行性ヲ示ス例二於テ

吸牧度ハ(Ａ－Ｅ)線卜同等ノ吸牧度テ示フ、モノ

ガ余ノ検査成績デーハ14．8χデアル。

本反恵ハ、結核病竃ノ廣狭二開フヽルコトナク健

康反恵二移行おレ鮎ヨリ見レバ、病竃細胞及組

織が強固トナルニ従ヒ、菌及菌醵毒素ノ吸牧が

少ナクナル状態印チ治癒二近付クユ従ヒ同一程

度ノ吸収反恵二移行スルコトラ示リ、モノデア

此反憲二準條シテ既往及現在ノ療法サ省察シテ
ミルト

1）登病常時及此ノ後二来ル期間（Ｂ－Ｂ勺

2）異常例ノ如キ進行性結核二於ケル保存的、消

極療法デアル。本反嘸卜對比シテしレト１ハ平

衡失調状態デアリ、2）ノ異常例ニアリテ。・ヽ雑

菌ノ登育旺盛ナル時期デアツテ結核對症療法ト

Strept, Staphyloニ對ソ､ﾉﾚ特異療法モ考ヘラ

ノレベキモノデ｀アノレ。

上記二反シ積極療法へ臨林上病状良輯尹示セ

ル時開始サルベ｀キモノトサレテ居ル。本反意ヨ

リ見レバ整調反意（ｙ－Ｃ）（Ｃ－Ｄ）及健康反意

（Ｄ－Ｅ）ノ時期デアル。積極療法1ヽシテ使用サ

レルモノヲ寧;ゲレバ

第1、抗元性過敏元－「ヽソベルクリン」剤

第2、非抗元性過敏元－1）重金属剤

　　　　　　　　　　　

2）各種「ホルモン」剤

　　　　　　　　　　　

3）､異種蛋白膿

　　　　　　　　　　　

4）放射線療法等デア

ラウ。

是等々恵用フ、ﾉﾚ適恵二就テノヽ訟リュ漠然タルモ

ノデハナカツタカ。其ノ量二於テモ同様ノ感が

ヒj
日

アノレ

　　　

ｅ
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－

故二余｡･ヽ本反施1ヽ對比シテ積極療法ヲ･進ノ･タル

トコロ臨林上賓二興味アル成績ヲ得タルサ以

子、本席ヲ汚ノヽ所以デアル。

本反施ニョリ積極療法チ施ノ､可キ時期､ハ（Ｂ－

Ｂ勺ザ僅カニ隔リタル時期卸チ第２試験管内二

僅カー血球溶解サ示シ赤色サ呈シタル時デアル

ガ最モ安全ヲ期フヽルナラバＣ鮎ヨリ以後デア

ル。時期｡・ヽ上述ノ如ク確定ソ､ルガ更二次ノ重大

ナル２個ノ條件テ必要にいレ。

Ｉ．

　

適量ノ問題

Ｕ．病竃廣狭問題

適量二就テ。・ヽ健康第一度（Ａ‥‥Ｅ）ノ吸収度テ

示シ結核病竃ｌｃｃニ薬液１ｃｃヲ施用シテ過不足

ナキ量ノ確定デアル。更二各種ノ反施テ４段二

分類シテ稀樺法ヲ施ソヽコト次表ノ如シ。

Ａ
ぴ

　
　

Ｉ

Ｃ

　

ぶ

第４段楷(原液)

Ｃ

第3段楷(讐)

こな回(需)

第1段楷(昌)

卯チ第１段楷ノ原液､ハ

　　

第２段楷二於テハ1/10

　　

第３段楷二於テハ1/100

　　

第４段楷二於テハ1/1000

次二残サレタル問題ノヽ病竃廣狭ノ問題デアル。

｢l／四ヽゲン｣寫真或ハ臨林測定法ニョツテ、肺

臓うアリテハ球或ハ圓塘債債積1ヽシテ(2γ2ｘ

0.785、2rx 0.785)ニョリ得タル債積二薬量サ

反比例シテ稀稗スルコ1ヽデアル。

　　　

臨休例

　

幻

　　　

臨休例

　

2)

上述ノ方法ニョリ使用セルモノ・ヽ床ラ非抗元性

過敏元(非特異性免疫元)サ嘸用シタノデアル。

特異免疫元二對フ、ﾉﾚ経験ハ有シナイガ、非特異

性免疫元ノ場合二於テモ結核菌抗膿産生テ来ス

゛ノデアルカラ、嘸用二際シテ､ハ7―10日ノ間
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隔ヲ･以テ３同、次月。･ヽ休止、更二同方法ヲ繰り

返７ヽノデアル。濫用ノヽ惜シムペ｀キデアル。コノ

終りノ部分ハ蛇足デアルガ、本反慾ノ段階二一

致シ、廣サ印チ容積二反比例シ、更､こ原液ノ巌

密ナル測定法ノ３條件。・ヽ不可訣デアル。

慄防方面二於テモ、本反胞子參酌シ、潜伏結核

病竃ノ大小ニJ対ﾋ例フ、ル必要ガアル。

　　

質問

　　　　

加藤喜雄

原液トノヽ如何ナノレMittelラ使ｍサレシヤ。

　　

答燧

本席上本間二答ヘルコトハ、余ノ不本立ナレド

概略テ申述テ答ヘルコトーフヽル、余ハ抄録中ニ

アル如ク非抗元性過敏元トシテ非特異性免疫元

刊吏用シタノデアル。不飽和炭素族中｢バルサ

ム｣類ノ夫レノヘ臨休上百日咳二對シテ漿川サル

’ヽ゛キモノデ、結核ノ非特異性免疫元トシテハ、

肝油及大風子油ノ夫レガ最適デアル。非特異性

反庖ノ見地カラフ、レヘ址レノヽ更ニ１歩ノ研究

^>1Z>5トスノレ。

次二肝要ナ黙ノヽ木報告中量ノ確定、反塵ノ部位

孵積ノ３者ヨリ何レノ例ニョリーモ特救的有攻

尹期待スルコトガ出来ル。余一ハカヽル期待ト庖

用ノ説明ヲ本反座二求ノ･既ニ５ヶ年ノ研究テ禎

ケテヰル。幸ヒ前車覆轍トモナラバ幸tニデア

　　

91．

　

脳下垂謄、間脳系統卜肺結核トノ

　　　　

開係(第１報)基礎代謝ノ問題

吉村

　

英一滋賀賑立
西條

　

澄子(比

　

良

　

園)

皿彩出賜Ａ濠)

比良園二入院セル肺結核患者(限局性群20名、

片側性群15名、雨肺性拉ビュ全肺性群26礼

肋膜尖群４名一内濠氏ノ分類法參照)計65名拉

ビエ健康者10 ?1ニ就テ吉村ハド゛－グラフヽ氏法
-

及ど弊研式｢ガス｣分析装置テ使用シテ各群ノ基

礎代謝列則定セリ。

被験者ハ試験前日。・ヽ可及的安静テ維持シ、蛋白

質及ビ脂肪少ナキタ食播取後(午後５時)翌日ノ

試験時(午前９時)迄林上安静ヲ保チ、其ノ開巌

【第18巻

ニ優食チ禁ゼラレタリ。尚呼気採集。・ヽ床上仰臥

状態ニシテ行ハレタリ。

其ノ試験成績ヲ要約スレバ攻ノ如シ。

１．健康者二於テハ其ノＲ．Ｑバ呼吸商いヽ凡テ

0.820以上ノ價ラ示シ、且其ノ基礎代謝｡ハ±10

％以内ノ噌減令サ示セリ。

２．限y副咋址二片側性群二於テハ其ノＲ．Ｑ.・ヽ

大多敬0．800以上ノ價尹示シ、且少敬例二於テ

其・基礎代謝･ハ±10％以上ノ噌減率子示セリ。、

３．

　

雨肺性拉ビニ全肺性群二於ラー・ヽ其/ R.Q.

ハ0.653―0.697 / ＼nり示ノヽ者７名、0.705―

0.793 /價テ示フ、モノ13名、0.834-0.859 /

價サ示ス者４名、0.911―0.912

　

價予示フ、モノ

２名・－シヘ大多敬二於テ１分間、鱈表面積ノ

平方米二就テノ酸素消費量ハ健康者群ヨリ男女

共約20cc諦高値り示シ且其ノ基礎代謝ハ10％

以上ノ噌加率ヲ示セリ。

　　　　　　　　　

。

斯クノ如キ異常代誘ド来セル者ハ何レモ食慾不。

良(空腹感、食思拉二美味感不振若シク。・ヽ訣乏

状態)ニシテ其ノ病勢ノ進行性且活動性サ呈セ

リ。呼吸商ノ0．6－ノ價せ示ス事二開シテ。・ヽ重

症糖尿病或ハ蛋白質食優取時二来ルコトハDu

Bois等ヽニ依り報告セラレタルモ肺結核患者二

開シテハ未グ之尹見ズ。

次ニ、食慾不良一シテＲ．Ｑ．ノ値0.799以下ノ

者サ第１群トナシ、食慾良好ナルモ其ノＲ．Ｑ．

ノ値0.799以下ノ者ヲ第２群トナシ、叉食慾良

好ニシテ其ノＲ．Ｑ．ノ値0．800以上ノ者テ第３

群トナシ、之等二就キテ次ノ如キ賓験り施行セ

リ。

１．

　

午前９時

　

呼気採集一基礎代謝測定

　　

吸気探集後試験食(Eiw―85 Cal, Fett―26

　　

Cal, K.H.―696 Cal 計807 Cal)ヲ掻取セ

　　

シムル。後安静ラ保ツ。

２．

　

午前10時半

　

吸気探養―瓦斯代謝測定。

　　

雨面ノ瓦斯代謝ノ成好け比較フヽレ八次表ノ

　　

如シ。

郎チ試験食優取二依り各群共二其ノ酸素消費量

ハ基礎代謝時ヨリ男女共約20cc噌加シ、新陳代
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一

皿

謝・ヽ約19χ飴り上昇セリ。而ルニ各群ノＲ．Ｑ．

テ見ルニ第１群ノ噌加ハ僅少ニシテ第２群及ど

第３群ハ著ルシキ増加テ示セリ。如上ノ成績テ

考察スルニ、食慾不良ニシテR.Q.(基礎代謝時)

ノ著ルシキ低値尹示セル者ハ含水炭素ノ利用率

著ルシク障碍サタルテ示セルナリ。此ノ含水炭

素ノ利旧障碍ハ値内糖燃焼ノ不完全ナル篤力或

／ヽ含水炭素ノ消化、吸牧ノ障碍セラレシ土基ク

モノナルカノ｀ヽ尚研究中ナリ。

更二吉村・ヽ如上食慾不良ニシテＲ．Ｑ．ノ低値テ

示セル者二對シテ脳下垂膿前葉｢ホルモン｣(塩

義一｢プレホルモン｣)テ１日lfBjlO R．Ｅ．Ｈ．テ

連鎖注射シテ20日－30日二及ベルニ其ノＲ．Ｑ．

ノ値八次第二上昇スルト共二最初基礎代謝ノ充

進ヲ示セル者・ヽ次第二其ノ價ノ降下ごりレ傾向テ

示シ叉異常二低下セル者ハ其ノ價上昇ノヽル傾向

ヲ･示セリ、其ノ注射開始及ビ終了時ノ成績(平

均)尹示セ八次ノ如シ。

一 　 ・ 　 　 - - - - 一 一

　 　 　 　 . J 4
　 　 汪 則

性　ﾚ起債 R.Q　　　ｏり宵質量｀’゜R.Q.M.M.C.C.

舎
弟

14　　　.　　　　147.5　‾
　3　　1　0°陥71　　　　　　152.2

汪後 古
平

14・　　　！　　　136.6
　3.j O‘864‘ 145.5

次二西條ハ病勢活動性拉ビニ進行性群ノ中・嗜

白血球ノ核移動テ測定シテ其ノ左方核移動テ示

セルコトヲ一明カーシ後是等ノ患者ニ「プレホル

モン」１日lfBllO R．Ｅ．Ｈ．連鎖注射シテ30日

後二更二核移動ヲ検査シテ注射前後ノ成績ヲ比

較セ几（健康者一平均核15:2.65) II］チ20名ノ

0.731

一一
0.771

-

0.769

0.875

0.873

0.925

140.0

116.8
一一
165.6

140.7
一一
117.2

146.9
--
133.9

168.1
一一
132.2

127.0
一一
153.5

162.0

＋

　　

22.1

＋ 19.0

＋

　　

18.1

1227

患者ノ中15名｡ハ右方移動ヲ示セリ(2.29―2.42

平均)前川ハ撒年前ヨリSchiff J所謂間脳一脳

下垂賛系統ノ研究二着手シ､脳下垂腰前葉｢ホル

モンジヽ間脳二作用フ、ル事ヲ･験謐セリ、更ニ｢肺

結核二於ケル中毒現象ノ中ノ一部分ハ恐ラク間

脳一脳下垂値系統ノ機能障碍二原因スルモノナ

ラン｣トノ構想ヲ樹立セルガ、此ノ構想二對シ

既報及ど如上ノ賓験成績ハ其ノ梢ｌ賓讃性ノア

ル事テ暗示スルモノナラント思惟ス。

倚此ノ構想二賞讃性拉ビエ合理性テ呉フルニハ

更二詳細ナル賓験、観察ヲ･必要トスル故我等嗇

研究中ナリ。

92．｢チモフォーゲン｣ノ肺結核二及ボス

　　　

作用ノ賞験的研究(第3)

小原啓三郎(昔馬内森)

私ハ叙ニ「チモフ。－ゲン」溶液ヲ結核家兎ノ気

管内二注入シ、叉同剤テ重感染セル結核家兎ノ

静脈二注射シテ、こサ肉眼的拉二顕微鏡的二観

察シ・シタ處、試験群二於テハ結核病愛ノ形成

。・｀ヽ阻止セラレ、結核結節倣ハ少ク、乾酪性愛化

ノ程度ノヽ軽少デアツテ、悩心ノ結核菌叡モ少ク

叉結締織ノ噌殖モ多少促進セラルヽテ認ノマシ

タノデ既二報告致シーシタ。

簒二第16同本學會總會二於テ池田氏ノヽ、元来

結核ノ如キ比較的慢性ノ経過テトル疾患二對シ

テ。･ヽ到底短期間内ノ賓験ニテハ具ノ成績テ明こ・

フ､ノレコトハ不適常ナリトシ、160日間ノ長期間

二亙ツテ貨験テ試ミ、短期間ト異ツタ誠二興味
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１

表

＼蚕 生　　巷　　　日　　軋
M ?fl ＼i All卵ぶ7迦硲卯旅7 ZZ∂Z刀ﾉjびμ∂75∂M Iり7砂

玖

喰

坪

｜　ｌ　ｌ　ｌ・　｜ ｜　¶　１　¶

／ブノ皿
一一

皿μ双

Ｅ皿M萩

皿弑

㎜/μ日座右

惣瓦箆７回弼隙支

匹満殺

心 皿
-

/μ 一一 一回

Z万 ㎜

∠趾皿ぐ匹、 一回

7JZ 優ぐぐうぐ｀へ＼ごふ､Ｘご硲こやふN叉優ぐぐら 皿ｙｙｘｙ

TJB 匹｀次ぐ匹｀　気張ぺ旅
応ぐy歿べ応ＮぐＮ久､へ､ｙ　＼こヽぐぐぐ々ぐぐぐ今

四民

/ｺﾞﾀﾞ冷々そうＮ､ヽＸＮヽ　尺寸ＮＮ叉＼二 ぺ、ぺぐべ以ぐベベｙ政優々1潟Ｎぐ mmlmJ剔

函皿３試

㎜/J^e(tfO

un ぐこでぐぐぐ‥ヽ．　　　　　｀ 一回-

匹 －　-－－
㎜

対

照

群

岬日(変死

匹匹匹ｺﾞ㈲

日(艶洵

■4E(ftk.)

ｔ死)

㎜/碑駄

jl(隻句

J

μｙ
＆ぐ箭ぐごぐ ､｀政ぐ?吻こそ硲Ｘ皿Ｎ励

四

回Zja(発尨

㎜/j

㎜かJI(

㎜99a厦瓦)

㎜

㎜///日(艶瓦)

㎜/.

匹

ヱ

㎜

召７

涅Z -

心

可

刀

了ｎ

四㎜

㎜

アル成績ヲ報告セラレーシタ。

私モ「チモフォーゲン」ノ結核家兎二及ボス影響

テ長期間二亙り観察スル必要刺

核菌接種後60日間放置飼養シテ其結核病愛ノ

衰育スノレテ待チ、其後同剤ノ少量注射ヲ１ヶ月

間宛交亙二断禎シテ、其生存日敷及ビ臓器ノ結

核病憂度等ヲ180日間二亙ツテ観察シーシタ

處、興味アル結果ヲ得マシタノデ、此處二御報

告申上ゲル次第デアリース。

賓験動物ニハ雄性ノ醒重約2kgノ白色健康家兎

24頭ヲ撰ビ、傅研株ノ牛型菌ｌｍｇテ各家兎ノ

右肺中野二接種シマシ久其後60日間ニ４頭

飴死シーシタノデ都合20頭テ試験對照ノ雨群

二分チ、試験群ニハ61日目ヨリ最初ノ１ヶ月

ノヽ0.05gノ「チモフオーゲン」サ隔日ニ15同注

射シ、次ノ１夕月ハ中止シ、次ノ１ヶ月ニ｡ハ同

剤ヲ0.1g同様二注射致シーシ久

賓験成績トシーシテ雨群各家兎ノ生存日数ヲ比

【第18巻
一 一

較對照シースト第１表ノ如クデアリマス。自]チ

試験群デ・ヽ180日間生存セルモノハ10頭中８

頭デアリマシテ、而モ其間発死セル２頭モ150

日以上モ生存シテオリー･'シタ。然ルニ對照群二

於テハ180日間生存セ､ルモノ｡・ヽ10頭中僅力１

頭二過ギズ他ノ９頭･･ヽ悉夕霞死シテオリマス。

均勢死セル家兎９頭ノ生存日数ヲ見マスト其内

８頭ハ70日ヨリ140日ノ間二悉ク霞死シテオ

ルコトモ興味アルコトデアリマス。

次二両群家兎ノ各種臓器ノ結核病受度ヲ詳細二

記載シｆ比較對照シマスト第２表ノ如クデアリ

マ乙叉雨群ノ肺結核罹患皮ヲ比較對照シテ圓

示シースト其下国ノ如クデアリ、シテ、斜線グ

引キーシタ所ノ試験群｡・ヽ明二對照群ヨリモ病吏

が阻LLセラレテ居リマス。

叉醵重ト結核病受トノ開係尹見マスト、値重宿

加著明ナルモノ必ズシモ結核病吏･ハ僅少デナ

ク、醇重ノ増減ト結核病慶ノ軽重ト・ヽ必ズシモ
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以上試験群・ヽ｢チモフ、－ゲン｣注射二因リマシ

テ、一方ニハ病竃ノ結核菌が分解セル｢4・クロ

ールチモール｣ノ作用二因ツテ其結核病受ノ'ヽ阻

止的乃至治癒的二導カレ、叉一方ニ､ハ加地氏ノ

説ノ如ク個鱈ノ結核菌登育阻止作用が噌強セラ

レテ経過刈
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一 一 一 一 -

合ニ｡・'ヽ大滞氏ノ説ノ如ク其病源菌モ同時二刹菌

セラレラ、以テ個値ノ一般状態ハ盆ｌ良好トナ

ル故、ヨク長期間ノ生存ヲ全ウシ、且其結核病

綬度モ一般二軽少トナル所似デアラウト思惟ス

ル次第デアリマス。

追

　

加 ａ田

　

９(μｎ)

余ハ「チモ」ノ作用如何二開シ生幄内防衛機能二

及ボフ、影響テ観察セルニ、網状織内被細胞系統

ノ臓器肺臓二於ケル主トシテ肺胞上皮細胞及ビ

腹水中二於ケル組織球等が結核菌喰食機能ヲ著

明二充進セラルヽヲ･認メタリ。之等ノヽ何レモ

「チモ」ノ作用トシう｀主要ナル役割テ演こ心レモ

ノナラン。故二敢々一言追加セリ。

　　

93．

　

結核ノ「テルペン」油膿瘍療法ノ賓

　　　　

験的研究

　　　　　　　　　　　

苅部

　

一衛（刀根山病院）

賛泡、腐蝕､焼灼、串線等ニョル人工的膿潰瘍形

成印チ所謂打膿法へ炎症性、腫瘍性、代謝障
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碍性、官能症性等ノ種々ナ疾患二對シテ、古代

ヨリ近世二至ルーデ、洋ノ東西ザ通ジテ行ハ

レ、治療法中重要ナ地位ヲ占ノ･、他ノ治療法･ノ

達シ得ナイ治政ヲ･奏フヽル場合ノ少クナイコトガ

認メラレテ居タ。19世紀中葉ヨリ次第二醤術

ノ世界カラ影テ没シテ行ツタガ、併シ其ノ後モ

民間拉二聾界ノ一部二多少｡ハ傅統的二残ツテ居

ルヤウデアリ、叉ｖｏｃｋｉｅｒ以来Terpentinab-

szessトシテ主二敗l凱症等二嘸用セラレ現在二

至ツテヰル。

打膿法ノ肺結核ヘノ憲用ハ矢張り古代ヨリ近世

二及ビ現代二於テモ世界ノ諸方二民間療法トシ

テ行ハンデ居ル。ヒポクラテフヽノヽ凡百ノ治療手

段ノ盗キタ難治重症ノ肺結核ヲモコノ焼灼術ヲ

以テ治癒セシメ得タト傅ヘラレル。近クノヽHu-

feland f Euchiridion medicum ナドこモ肺

結核ヘノ打膿法ノ指示が記サレテ居ル。

余ハ敬年前、偶登シタ膿潰瘍ニョツテ明カー･病

機好韓ノ徴ノ認ノ･ラレタ肺結核テ２例経験シ

タ。叉文献中結核動物或ダヽ結核患者二對シ所謂

特殊療法テ試ムルウチー、個膿ニョリ注射局所

二硬結乃至膿瘍ヲ作ルコトガアリ、叉注射ヲ･反

復スルウチ硬結乃至膿瘍ヲ作り易クナル、而モ

硬結乃至膿瘍テ形成スルモノニ於テソノ治療破

果が最モ顕著デアリ、叉コレラ形成スルニ至ツ

テ初ノ･テ破果が現ノペレノレ等ノ記録二遭遇スル。

以上ノ材料カラ余ハ肺結核ヲ人工膿瘍ヲ･以テ治

療シ得ルノデハナカラウカトイフ考ヘヲ･抱クニ

至リ、昭和12年ヨリ「テルペン」油膿瘍療法ノ

動物賓験二着手シタノデアルガ、最近二至り一

定ノ成績二達シタノデ茲二報告スルコトニシ

タ。

１．

　

結核家兎生存期間二對スル「テルペン」油膿

瘍療法ノ影響（其ノ第１次賓験）

結核菌0．01 mg 宛静脈内接種テ行ツタ家兎10

頭デ５頭宛２群二分チ、一方ヲ對照群トナシ他

方ヲ處置群トスル。處置群ハ接種前約３ヶ月卜

接種後約４ヶ月Iヽノ２同二亙リ「テルペン」油

1.0 cc宛テ大腿皮下二注射シタ。ソノ生存期間

ヒj
日

一 一 一 一 一 一

　

－ 一 一 一 一 - 一 一 一 －

【第18巻

ヲ見ルニ、對照群二在ツテ｡・ヽ5頭中４頭。・ヽ接種

後約１ヶ月牛乃至６ヶ月ノ間二艶死シタノニ對

シ、處置群ハ５頭中僅カニ１頭が11ヶ月12日

目二艶死シタ。處置群残存４頭ト對照群残存１

頭トハ翌日屠殺シタ。、自]チ本賓験ノ成績テ見ル

ニ、對照群二比シ處置群ダヽソノ艶死卒極メテ低

ク且ツソノ生存期間ハ著明二延長シテ居ル。

2．

　

結核家兎生存期間二對スル｢テルペン｣油膿

瘍療法ノ影響(其ノ第２次賓験)

人型結核菌0．02mg宛静脈内接種テ行ツタ家兎

24頭テ６頭宛４群二分チ、ソノ１ツテ對照群

(甲)トナシ、他サ處置群(乙丙丁)トスル。處置

群乙ハ接種前７日ニ｢テルペン｣油1．０ｃｃテ大腿

皮下二接種、處置群丙ハ接種ト同時ニ｢テルペ

ン｣油0.5cc列主射、處置群丁ハ接種後約１ヶ

月拉ニ６夕月ノ２同二亙リ｢テルペン｣油l.Occ

宛列主射シタ。カクシテ各群ノ経過ヲ見ルニ、

偶登症二因ル艶死ト受シキモノヲ除外スレバ、

對照群甲ハ５頭中４頭が66日乃至132日ノ間

二艶死シテ１頭が残存シ、處置群乙ハ５頭中２

頭が夫｡を198日及ビ230日デ艶死シテ３頭が残

存シ、處置群丙ハ５頭中３頭が63日乃至209

日ノ間二艶死シテ２頭が残存シ、處置群丁ノヽ６

頭中１頭が245日デ艶死シタ。ソコデ翌日各群

ノ残存シタモノヲ屠残シタ。印チ本賓験ノ成績

テ見ルヘ對照群二比シ處置群ノヽソノ発死率低

ク、従ツテ叉ソノ生存期間ノヽ延長サレテヰル。

而シテ叉處置群中デモ｢テルペン｣油量ノ大ナル

群ノ方ガカヽル結果ガヨク著明デアル。

３．賓験的家兎角膜結核二對スル｢テルペン｣油

膿瘍療法ノ影響

両眼角膜内一人型結核菌乾燥輦１萬分１ｍｇ宛

ヲ･接種シタ家兎９頭テ３頭宛３群トナシ、一ツ

ヲ･對照群(甲)トナシ他テ處置群(乙・丙)トフヽル。

處置群乙｡ハ接種後409日ニ｢テルペン｣油l.Occ

テ大腿皮下二注射シ、處置群丙ハ40日目ト72

日目卜131日目トノ３同二亙ツテ｢｀テルペン｣

油各l.Occ宛注射シタ。カクテ各群ノ角膜ノ結

核性愛化ノ経過グ追フテ観察スルニ、對照群
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(甲)ニ在ツテハ、ソノ角膜病歿ハ進行シテ速カ

ニ極度二達シテ葡萄腫乃至眼球瘍ノ状態トナ

リ、約５ヶ月テ経過シテ尚ホ依然トシテ治癒傾

向ヲ･現ハサナ･f。こニ反シ處置群二在ヽソテノヽ、

ソノ角膜病愛ノ進行ハ抑制セラレ、軽ぼノ葡萄

腫ニマデナルモノモアルガ、３ヶ月目前後ヨリ

ソノ進行・ヽ停止シ、４ヶ月目頃ヨリ治癒傾向二

韓ジ、4－5ヶ月目頃ニハ肉芽組織モ漸次吸牧

サレ出シテ来ル。處置群中｢テルペン｣油テ反復

注射シタ雨群二於テ治療的救果が一層著明二見

フレノレ

″

　　　　　

○

４。

　

家兎二對ス･レ｢テルペン｣油膿瘍ノ有害性二

對フヽル肖験

健康家兎６頭ニ｢テルペン｣油1.0(ヽｃ宛約１ヶ月

ノ間隔テ以テJえ復２同二亙り大腿皮下二注射シ

タ。ソノウチ１ｍハ最初ノ注射後81日目二不

明ノ原因ニテ艶死シタ。他ノ５頭ハ元気デ生存

シタ。246日目二皆之テ屠殺シ剖検シれ解剖

學的所見トシテ、早ク弊死シタ５頭デハ｢テル

ペン｣油膿瘍尚ホ著明デ、肝臓が約１倍牛二腫

大シテヰタ。他ノ屠役シタ５頭デーハ｢テルペン｣

油膿瘍軽度二残存シ、内臓ニペ港ムベ｀牛肉眼的

拉二顕微鏡的宛化ガナカツタ。

總括スルニ、以上ノ盲験ニョツテ、｢テルペン｣

油膿瘍ハ家兎ノ賓験的結核二對シテ明カニ治療

的作用テ呈スルモノデアリ、而モ｢テルペン｣油

ノ用量が0.5ccヨリモl.Occ 1 同注射ヨリ３同反

復注射ノ方ガヨリ以上有妓デアルトイフコト、

且ツ此ノ程度ノ用いﾆn法デハ酉要臓器二對シ有

害作用ラ現ハサナイト４フコトテ知ツタ。

　　

94.支那産植物卜結核二闘スル研究

　　　　　

(第１報)

　　　　　　　　　　　

貝田

　

勝美九

　　

大

　　　　　　　　　　　

林

　

伯輝(小野寺内科)

結核死亡率が民族、國[こ、或ハ風習二依ツテ左

右サレルコトノヽ既二周知ノ事賓デアツテ、

　

ソノ

原因二就テハ色々ノ方面ヨリ考慮サレネバナラ

私支那大陸下暦民衆聯働者階級)ノ日常生活

様式ハ比較的不衛生ノ生活テ致シテ居ルニモ拘

ヒj
日

1231

ラズ結核罹患率ゲ

ガ日本ヨリ確カニ少ナイ様ナ気ガレ”フヽ。万等

｡ハ結核ト民族嗜好的食物トノ間二如何ナル阻係

ヲ･持ツカニ就イテ聊力研究ノ歩ヲ進メテ見タイ

ト思ヒマシタ。

　

コノ号ヘノモトエ私等八日本民

衆ヨリモ支那民衆ノ方が一種特別臭気テ放ツ食

物テ嗜好品トシテ愛用シテ居ルコトエ注目シ、

印]チ北瓦二八百合科例ヘバ大蒜、生ノ葱ラヨク

嗇牧シ、中支・ヽ臭ツタ豆腐、蕃檄、南支ニハ大

蒜ノ外二韮、豆絲(味噌類ノモノ)、胡楸、生疆

等ノ臭気テ有スル印チ揮登性物質チ含ム副食物

テ好ンデ常食シテ居ル鮎ヨリコレラ植物。・ヽ結核

菌自身叉ハ結核患者二何等力役割テ演ズルノデ

・ヽナカラウカトノ考ヘカラ本研究テ開始シタモ

ノテフヽ。

従ツテ、子ト々ノ･ヽ先ゾ、こ等ノ植物二含マレル揮

登性物質二就テ研究ノ歩ヲ進メ、先ヅ百合科ノ

大蒜テ中心トシテ第１歩ノ研究ヲシタイ。

思フ二百合科ノ大蒜ノ殺菌カテ有スルコトハ敷

多ノ學見-・シタ。ソノ成征レヽ第３表ノ如シ。

第４表寒天ニ(34時間培養)時間的間隔別二蒜、

韮瓦斯醵テ作用セシノ其ノ成績－ヽ表示ノ如シ。

　　　

第１表

　

ペトラユアニー氏培地

　　　　Fアノl/ ゜,「7一一テ　　　　ニ
可楡物－ル」抽うﾚ」抽出私抽出液對　照

　　　　出液　　丿夜

W-=　＝　　=-㎜　==　　香菜　一　　　十　　　十　　　十　　____　　　　　　　＿　　　　　_______
天に１－＋　　　　＋　　　　＋

　　　　　　　　｜
津¦芹　　一　　　十　　　十　　　十

恣
韮　一　　十　　十　　十

'‾し大蒜　－ ＋　　，　＋　　　　＋

可横物

(一)ハ晋育阻止作用ヲ有.ス

　　

第

　　　

２

　　　

表

て
,ノレこ」「エーテノ1／」

－ル」抽
出液

蕃淑i!

　

一

庶

大

　

蒜

一

一

一

一

-

液]押ドよ水抽出液

＋

一一

集落
-- - - -

I十集落7－8 ・併周逡

一

一一

-

　 　

ノ

ｰ -

｛
－
Ｊ
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第３表24時間培養

總會演説要旨

可　　桧　　物
瓦斯直接
接隅面

周泌部

葬　水　抽　出　液　　－ 升

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申
●９

＋

蓋「アノ1/コーノ1/」抽出液　　一 -

蒜　水　拍　出　液　．　一　　　十

ｙタ　　　　　　　・　　-　・　　+

蒜「エーテノl/」抽出液　　一　　　一

-　　　-

蒜「アル==l－ル」１　－　１　－

　　　　　　　

第

　　　

４

　　　

表

寒天培地二於ケノl／白色葡萄状球菌二對.フヽル作用

30秒
　１

時間

　2　1　3　」8 1 24　48

時間打開時間時間時間
－　　　一一一

　併　升　＋　－Ｉ一　大　　蒜
水抽出(２倍) 冊 併

　　　五

水抽水(２倍)
　　ｉ冊ｉ併 併　十十　十ｉ‾　‾

者が認ノ･テ居ルシ、叉最近糧食研究二北川氏ノ'ヽ

大蒜ノ試験管内及動物消化管内二於テ大蒜ノ大

腸菌属二對スル殺菌カヲ賓験的二疏明シタト報

告シテヰルガ然ラバ大蒜中二含マ､レ'ﾉﾚ揮稜性物

質､ハ瓦斯膿トシテ結核菌二對シ如何ナル影響テ

及ボスカニ就テ・ヽ次ノ賓験成績二見ル通りデア

寅験方法等ハ略シマス。

寅験成績

Ａ．第１表(材料ハ天津産植物)ニ示スガ如ク

｢アルコール｣抽出液ノ他菌稜育阻止作用ハ殆ン

ド之ヲ認メナイ。

Ｂ．第２表

Ｃ．

　

第３表

　

結核菌二就ｆノ賓験八時日ヲ要ス

ル篤ノ･、先ゾ見常ラツケルタノニ、白色葡萄状

球菌ニテ賓験シテ

斜面培養ノ成績。蒜・ヽ韮ヨリモ菌ノ登育阻1レヽ

強度二認メル、郎チ韮ヨリ強ク、｢アルコール｣

抽出液。・ヽ最モ強シ。對照ノ方ハ疲育佳良デアツ

タ。斯クノ如ク、之等ノ植物二含有サレタル揮

冊性物質が一程度ノ登育阻止作用ヲ有スルコト

。・ヽ明デアルガ、更二結核菌二就テノ詳細ナル賓

験ハ目下施行中デアルカラ次ノ機會二報告シタ

【第18巻

４。

以上ノ一部成績ニョルト揮登性物質ヲ含有セル

植物ノヽ瓦斯幄トシテ殺菌作用テ呈スルコト・ヽ遠

藤、オート(ostt)氏ノ賓験成績ト一致スルモノ

ニシテ然ラバ以上ノ物質ノ有数成分ハ果シテ如

何ナルモノデアルカ、叉動物トノ間ノ開係モ只

今賓験中デアルカラソノ成績ハ後日御報告シタ

イト､Ｓヒマス。

此ノ意味二於テ以上ノ揮登性物質テ含有セル植

物一膿内殺菌剤トシテ理想的ナルモノト云フ可

ク、大陸支那二於テ廣ク各層民間二利用サレ居

ルコトハ天賦ノ自然配剤ト云フ可クモノデアル

ト強調シタ４ト思ヒマフヽ。

　　

追

　

加

　　　　　　　

小田部

　

荘三郎

欧洲特二英國二於テ｡ハ、ニこニクサ用ヒルモノ

｡ハア'i・リアリマセンデシタガ、生ノ玉葱ヲ健康

噌進及ビ肺結核治療上二用ヒルモノ､ハ少クアリ

マセンデシタ。、下層祗會二多ク、上層赦會ニモ

コノ愛用者が少クアリマセンデシタ。

　

ソレデ玉

葱カラ作ツタ結核治療剤モ販資サレ、マタコレ

ガ可ナリ廣ク使用サレタモノデシタ。コ

　

レノ｀ゝ今

カラ18.9年前ノコトデアリマス。

　　

追

　

加

　　　　　　　

姦

　

谷

　　

巍

余ハ｢－ンニク｣等ノ結核性疾患二對シテ或程度

有数ナルハ｢－ンニク｣｢ニラ｣等ノ輝賛性成分ニ

ョルニアラズシテ、該物質ニョル溶血作用ガア

ツカツテカアル方ナルヲ･信ゼントス。

其事。’｀宿｢フエ｡二一一ルヒドラチン｣投奥ニヨノレ賓

験的結核動物二有数ナル事賓ニモアテハマリ得

ル事ナルヲ信ゼントス。然シテ溶血成分中何物

が結核二有数ナルヤニ就テハ未グ判明セデリシ

モ恐ラク肝細胞ニョリテ鵬汁成分トナルモノノ

内こ存スルモノナラム。

　　

追

　

加

　　　　　

戸田

　

忠雄(九

　　

大)

九大農學部ノ北川博士ハ｢ニンニク｣ノ成分テ抽

出シ揮登性物質テ除イタ成分デ鼠｢チフス｣ノ登

病、発死ヲ防止スルコトノ賓験ヲ稜表シテ居

ル。興味アル賓験卜考ヘルノデ追加スル。

　　

答辨

　　　　　　　

林
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的活性問題二就テ

本日､ハbiochemikalischニaktiv J Squalene

卸チ優秀ナ生化學的性能ヲ備ヘタSｑｕalinザ

索丿出ス篤ノ一ツノ方法Iヽシテ其ノ蒸溜沸聡テ

基調1ヽスルコI・ニ就テ聊カ開陳シテ見タイト思

ヒマT人〇

「スクアレン」ノ物理學的恒数、就中其ノ蒸溜沸

鮎二就キー・シテヘ賓験者二依ツテ多少ノ相異

ガアリマフヽが大鰐第１表二掲ゲタ通リデアリマ

スｏ

私共ハ過去多年二亙ツテ、Squalene f含有ス

ル様カナ鮫肝油二就テ賓験ヲ･経タ結果カラ観ル

ト、可及的酸化機構ヲ防歴シタ状態デ磯密二鮫

肝臓カラ抽出サレタ鮫肝油刊

シー’スト、大鰐何レノ場合二於テモ、辻本博士

ノ報告サレタ沸鮎恒散ト一致シテ５ｍｍノ減陽

デ250―254°Ｃ前後ヲ･示シマス。

沸聡恒敷が責験者二依ツテ、多少相異ソヽルコト

ハ、恐ラク賓験取材二酸化工程ノ加ヘラルヽ多

寡二因ツテ招来サレタモノト惟ハレマフ、。

次ニ、私共ノ唱ヘルSqualin J沸鮎デアリマス

ガ、表示シタ先進諸化學者>' Squaleneニ對ス

ノ1・洗鮎恒散卜比較シテ著明ナ上昇テ示シーフ、。

郎チ減歴3 mm 258°Ｃデ前後デアリマスカラ、

辻本博士ノSqｕａｌｅｎｅ沸鮎恒敬二比較シテ約

10°Ｃグタ昂騰シテ居リマベ

而カ｡´ミナラズ、Squalin j沸聡ハSqualene

　　　

第１表

　

Squalene /蒸傾沸髭二開ス

　　　　　　

ル諸化學者ノ貨験成績

賓駿者 沸　勁≒成

辻本博士 252―245°C （５ｒ

同　　1 262―264°C (10｢

久保田博士　　205°C (0.17r

同 235-237°C I’(0.55「

同 284―285°C‘　(25r

Chapman 260°C　i　（9「

Heilbron 240-242°C （２「

同 248―250°C (４ｒ

同 261―262でｉ　（９ｒ

同 270―275°C I　C15r

鴻上慶治郎

　　　　

_。。
混

｣

7談(Ｌｄ)

只今戸田教授ヨリ大蒜ノ殺菌作用｡・ヽ恐ラク瓦斯

醵ノ作用ニョルモノデナ４ト思フトノ御説デア

リーシタガ吾吾ハ大蒜が食用後呼気－ヨリ絶エ

ズ大蒜臭気ヲ･放出シソノ臭気が何ラカノ殺菌作

用ヲ持ツノデ・ヽナ・1カト考ヘノ下二本研究ヲ企

テタノデアツテ、倚之二就テ。・ヽ今後モ些カ賓験

シタイト考ヘル。

　　

追加

　　　　

遠藤繁清

私モ嘗テ大韮、玉葱、韮等ノ揮殺性物質ノ結核

菌ノ生命乃至襲育二對スル作用テ検査シタ事ガ

アリマス、夫｡ハ現二簡軍二報告シテアリマスガ

此機會二一言追加致シマフヽ、、

最初ノヽ大籤葱、韮等ノ「アルコール」叉ハ「エ

ーテル」ノ抽出液カラ揮殺スル瓦斯膿テ以テ検

シタ處、其結核菌二對スル殺菌作用乃至殺育阻

止作用が非常二弼カツタノデアリーフ、、然シ、

之等ノ植物ヲ･唯儒リツデシタノミノ状態カラ殺

生スル瓦斯煎デ・ヽ其作用が甚グ微弱デアル事ヲ

知ツタノデアリマス。

ソシテ結局「アルコール」、「エーテル」等薬物ノ

作用が僅イノデアルトイフ事が判明シタノデア

リマス。

　　

遠藤博士ノ御追加二對シテ

　　　　　　　　　　　　　　　

貝

　　

田

遠藤博士ノ云ハレタコトハ吾々モ経験シテヰ

ルｏ然シ乍ラ。「アルコ‾ル」抽出ノミナラズ、

水抽出二於テモ之等が瓦斯慌トシテ結核菌、葡

萄状菌二對シテ殺育阻止作用ヲ有スルコトヘ

矢張り、之等ノ植物中ノ揮稜性物質が或程度有

妓ナノデアラウト考ヘル。

今後、倚吾カヘ本賓験ｦ一拍ケテ行斗度イト考

ヘルガ例ヘバ「アルコール」性飲料二之等ノ植物

ヲ浸出サシテ飲ムコト等モ考ヘラレルノデノ､ヽナ

仁カト思ツテヰル。

　　

95―97.「スクアリン」(C30H50)ニ開ス

　　　　　

ル小知見

(Ａ)蒸溜沸鮎ヨリ観タル｢スクアリン｣ノ生化學

245X i　( 5 mmj

̃!-一一一一
264°C i　　（10mm）

----
5°C

　

I (0.17mm)

－一一
237°C

I
(0.55mm)

一一-
２８５°ＣＩ　（２５ｍｍ）

̃-一一

’Ｏ°Ｃ

　　

ｉ

　　

(9mm)ｓ．ノａａｔ４１／ａ黒幕６ｓｌ暴 らりVXノ (. ≫ mm J

Heilbron 240-242°C ( 2 mm)

同 248―250°C (４ｍｍ)

同 261―262で！　（９ｍｍ）

同 270―275°C ': (15mm) I
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第２表

　

Squalin ・活性度1ヽ沸勁ノ

　　　　

関係ヲ示ス曲線

　 　 　 　 　 　

・

　 　 　 　 　 　

１

Ｎ

　 　 　

Ｉ

　

＼

＼

　 　 　

＼

，

ｉ

Ｉ

暑

－

－

4

1

1

1

／ j几

フ¬･/?？

げこ

乙今

乃政T

タだ

皿

　　　

蒸溜沸監（３ｍｍ）

ノ夫レニ較ベテ、沸鮎ノ幅員が甚グ廣イ。

ａｌｅｎｅノ沸鮎範園ノヽ約2°Ｃデアリマフ、が、

alin J夫レノヽ約100 Cテ去爽イタシマス。

alinノ沸黙幅員ノ廣４コトモSqualin

Squ-

Squ-

Squ-
ニノ｀ゝ

ノ鐙左ト､Ｓハレマス。

次ニ、Sqｕalinノ沸鮎が生化學的活性度lヽ如何

ナル開係テ示スカニ就テ述ベマス。

其ノ要動ノヽ、第２表二示ス通りデ、鮫肝油或ハ

Squalen及ビ其ノ減歴蒸溜手技二様々ナ操作、

手段處理テ施スコトニ依ツテ、減歴３ｍｍデ沸

黙240°Ｃカラ280°Ｃ迄ノモノテ分別蒸溜デ採取

シテ、其ノ各分溜部二就テ生化學的性能月

４タジシタ。

240°Ｃ前後二溜出スル物へ

　

生化學的二殆ド｀無

作用デ、ソレヨリ沸動が昂－ルニ従ツテ、次第

二徐々ニ生化學的活性度テ増強シテ爽ル。

258°Ｃカラ260°Ｃ前後二及ンデ活性度が急激二

優秀ニナル。更ニ、260⌒Ｃカラ高沸動二溜出ス

ルモノノヽ、次第二活性度テ徐々ニ減耗シテ、沸

動270で前後ノ活性度へ略帽弗鮎252°Ｃ前後

ノモノニ匹敵フヽル。沸鮎280°Ｃニ及デモノヽ活

性度ノヽ、梢ｌ沸m 24rc前後ノモノ酷似スル。

次ニ、沸動ト生化學的活性能トノ開係二就テ賓

Sｑｕａｌｅｎｅノ異性膿が混在シテ居ルト云ブーツ

　　

験上ノ2、3ノ賞例テ掲ゲテ具値的二申セバ、第

　　　　　　　　　

第３表

　

Sqｕａｈｎノ沸監ト生化學的活性二既スル２、３ノ賓験

沸雪（３ｍｍ） 240―250°C 251―255　　　256-260 261―270 271―280

生

化

學

的

活

性

試

験

「　　　　　　主トシテ抗酸性言昌昔ぶにで品

タ尿　　　夥菌

多形多様ノ非抗
酸性青染髪異性
結核菌ヲ主トシ
其他抗酸性乃至
色素髪態ヲ示７

顧粒或･ヽ雙球菌
乃至肥大楯状菌

非抗酸性青集積
粒、雙球菌少敷
色素壁態ヲ示７
積粒梢ｔ多数

多様形青集壁異
性結核菌多敏、
抗酸性額粒及肥
大悍菌梢４多数

抗酸性薄弱ナル
弱毒乃至死滅セ
ル結核梓菌ヲ主

トヅ青染ｸ,ﾉl/多
様形髪異性結核
菌少数

　同　上普通寒天血
液平板培養

各種ノ無毒性貸
異性結核菌ノ培
養梢；良好

相宿良好 比較的良好 頗ル良好 相宿良好

賓辞的結

核ノ結果
對照獣二比ジ
稽；良 頗ル良好

絹針乃至殆ﾄﾞ絹

針二近ク優秀
頗ル良好 梢ｔ良好

３衣二示スヤウナ圖係が窺ノヽ1ノテマス。

以上、私共ノ行ツタ賓験ノ結果カラ蹄納シテ、

活性化ノ最モ優秀ナSqualin f-得ルニハ､減歴

３ｍｍデ沸鮎258－260°Ｃ前後ラ示フ、モノトナ

リマフ、。

斯様ナ沸動恒叡グ示ﾉ、Sqｕalinサ分取ルルニ

ー・ヽSqｕａｌｅｎｅサ含有フヽル鮫肝油或ハ既二分取シ

タSqualeneニ適切ナ酸化工種ラ施スコトガ第

１ニ必要ナ條件グガ、其他蒸溜二使用スル容器

ノ形態、加熱ノ速度、加減、無作用瓦斯導入ノ

按配、蒸溜ノ液輦、油浴ノ量及新荊等二對シテ

綿密、周到ナ注意ヲ要スルコトノヽ勿論デアリマ

フ｀。

以上巾シ上ゲタ賓験ノ結果ノヽ、凡テ橡ｙ Squa-

leneニ對シテ適営ナ酸化工程テ加ヘタモノニ

就テヽヽアリース。同ジク３ｍｍ減歴下デ沸鮎
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(2)

總會演膜要旨

第４表Squalene /構造式トFarnesoト’立若異性形

CH,

CH.

　

｜
Ｆｉｉ゛＞Ｃ＝ＣＨ・ＯＨ。・ＣＨ。・Ｃ＝ＣＨ・ＣＨ。・ＣＨ。・

　　

３

　　　　　　　　　　　　　

″

　　　

″

　　　　　　　　　　　

″

　　　

’

CH.,

１

Ｃ＝ＣＨ・Ｃ Ｈ。

ＣＨ３＞Ｃ＝ＣＨ・ＣＨ。・ＣＨ。・Ｃ＝ＣＨ・ＣＨ。・ＣＨ。・Ｃニ＝ＣＨ・

CH.

　　　　　　　　

－

　　　

″１

　　　　　　

“

　　

″Ｉ

CH,

Farnesaげ1 5H260)ノ立渋形(４種)

　　　　　　　　

(３)

　　　

Ｈ－Ｃ＝ＣＨ。OH

　　　　　　

Ｈ

　　

CH3―C―CHo・ＧＨ２一C―H

　　　　　　　　　　　　　　

II

(ＣＨ３)２Ｃ＝ＣＨ・ＣＨ２・ＣＨうＣ－ＣＨ３

　　

ヅクヽ、ジヌ(Cis, Cis)形

　

ＨＯＨ、C―C―H

　　　　　　

II

　　　

ＣＨ３－Ｃ－ＣＨ。・ＣＨ。一一C―H

　　　　　　　　　　　　　　

11

　

(ＣＨ３)２Ｃ＝ＣＨ・ＣＨ２・CHo―C―CHs

　

ジス、トラｙべCi5, trans形

250°Ｃラ示フ、場合ニテモ、殆ド酸化工程ラ経ナ

4 Squaleneト適常ナ酸化工程テ施せレタモノ

カラ得タモノトノ開ニハ、生化學的活性度ハ著

明二相異スル。前者ハ殆ド活性サ示せタガ後者

ノ'ヽ相宿二活性ラ現シース。

以上述ベタ通リ、Squaleneニハ生化學的二活

性卜非活性ノ有ルコトノヽ確賓デアリー・スガ、サ

テ然ラバ、生化根的二活性テ示フヽSqualene IP

チ私共ノ唱ヘルSqua】inトノヽ化學上カラドン

ナ物テ意味シテ４ルカニ就テ一寸附言致シヽ・

スo

SqualeneトSqualinトハ化學的組成が同一デ

其ノ生化學的性能が相異スルモノグカラ、化學

上カラ云へべSqualinハSqualene J異性膿

(Jsomer)デアリマス。

近時Karrer /行ツタ　Squalene　ノ合成カラ

観テ、Squaleneニハ異ナル平面的、構造式上

ノ異性幄ハ存在セタガ、幾何學的立膿異性慌ノ

存在ハ肯定出来ル。

Karrerが２ツノ｢フバレネソール｣残基ラ結合セ

シメルコトニ依ツテ、｢フヽクァレン｣ノ合成予行

ツタノグガヅ｢フバヽソールバC15H260｣ニタ｀第４

表二示ノヽが如キ４種類ノ立値異性醵が考‘｀ラレ

ル。従ツテ、Squaleneニヘ理論上10個ノ立

　

Ｈ

１
１
Ｃ

一 一

1235

　　　　

ＨＯＨ。C-C―H

　　　　　　　　　

１１
H―C―CHo・CH.―C―CH.,

　　

Ｈ
(ＣＨ辿Ｃ＝ＣＨ・ＣＨ２・CHo―C―CH3

　　　　　　

シ.ス、1ヽランク･(Cis,transで)形

(４)

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｈ－Ｃ一CHoOH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

　　　　　　　　　　　

Ｈ-Ｃ-ＣＨ２・CHo―C―CHa

　　　　　　　　　　　　　

¦¦
(CH3)oC = CH・ＣＨ２・CHo―C―CH3

　　　　

ｌヽランプフ､、

　

トランヘス(trans,trans)形

　

醵異性償が生ジ得ル･譚デアいこフヽが、果シテ如

　

何ナル立筒異性形ノ組ミ自ヽゼガ生化學的二最モ

　

優秀ナ性能テ示フ、モノカニ就テハ、純化學上カ

　

ラズヽ目下未知不明二唱ンテ居リマフヽ。此ノ黙二

　

到ツテハ、今後モ恐ラク生化學的立場カラ解決

　

フ、ルヨリ外二途ガナ･1デアラウト惟フガ、私共

　

醤人ノ立場カラ観レバ、斯ウシタ立賛異性僣ノ

　

構造形が純化學的二確定サレナクlヽモ、生化學

　

的二最モ優秀ナSqualin >'分取法が確樹サル

　

レバ、賓際醤學上ニハソレデ充分グト思ヒマ

ｽ。

只、今後強イテ化學的二斯ウシタ立醵異性醒ノ

形テ索メヨウドフヽルナラベ私共ノ従来ノ賞験

カラ観テ、最モ迅浬ニシケ且ツ強大ナ還元能力

ヲ･馥揮シ得ル構造形、或ノヽ換言スレバ、酸化ノ

誘導動（lndｕktｉｏｎｓPunkt)ニ在ルヨウナ立幄

形サ追究スレバヨイト思ヒマフヽ。夫レガ「シス、

シス」形ノ組合セデアルカ、「シス、トランス」

ノ組合セデアルカ、或ハ「トラ１ト、トランス」

ノ組合セデアルカ八分明セＪが、是等様片ﾉ組

合セノ何レカニ該常幻レコ1ヽが確賓グト思lニマ

（Ｂ）種属ヲ異ニスル種々ナル鮫肝油ヨリ其ノ蒸

溜沸鮎テ均等トナシタル場合ノ賓験的家兎結核
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ノ標本供寛

前二述ベタ通り、沸鮎ヲ･均一トスlノバ、Squalin

ノ生學的活性能ズヽ大儒均等トナリース。デ私共

ノヽ、宮城瓢産霞鮫(黒子鮫バCentroscyllium ri-

tteri、Jordan and Fowleri) (Squalene含量約

13％)、相州産烏鮫(｢ボウズ｣鮫) (Etmopterus

Pusillus、Lowe) (Squalene含量約25χ)及駿河

潜産相鮫(Centroporus GranulosusバSqualene

含量約80χ)ノ3種カラ沸艶240－260°Ｃ(３ｍｍ)

ヲ･示スSqualinテ得テ家兎二就テ賓験的結核

テ行ツタノデアリマスガ、其ノ結果ハ茲二供覧

ノ通りデアリフス。

感染結核菌｡ハ北研牛型株デ、之サ｢アルカリ｣卵

黄水培養ザ行ヒ、約１ヶ月後ノモノヲ･各々耳静

脈道カラ/loooo mg 接種シ、接種ト同時ニ、試獣

二前述シタSｑｕalinテ･各々0.2cc宛耳静脈カラ

注射テ行ヒ、其後10日間、毎日0.2cc宛同様二

耳静脈カラ注射シタ、従ツテ、注射サレタSou-

alin y全量ハ2.0CCデアリマス。撲殺ハ接種感

染後31日目二行ヒマシタ。

Nr. 310及311ハ霞鮫Squall n、Nr. 312 及313

ノヽ烏鮫Sxualin、Nr. 314及315 ､ハ相鮫Squall n

試獣デNr. 316及31いヽ對照獣デアリマス。

此ノ賓験ノ結果二條ルト、御覧ノ通リ、對照獣

ニハ各臓器二肉眼的ニモ組織學的ニモ、相常著

明ナ定型的ナ結核病愛テ族生シテ居リマスガ、

試獣ニハ何レノ臓器、琳巴腺等ニモ殆ド特殊ナ

結核病受ハ肉眼的ニモ頴微鏡的ニモ認ノラレマ

セン。

唯肉眼的二試猷Ｎr．310ノ左肺下葉二強靭ナ繊

維性弧在結節１個及Nr. 312 J上葉二同様ノ結

節１個テ認ムルノミデ、顕微鏡的二詳シク観察

スルト、試飲ダヽ全ク健康ナ動物ノ夫レニ比較フヽ

レバ、臓器ノ處々ニ梢ｌ充血ノ程度が多ク、静

脈道力列主射サレタSqualinが永ク血管ノ末

梢.ニ滞留シタト思バレル場所こハ、Squalinこ

因ル非特異性ノ炎症が認メラレルガ、ソレ以外

ニ､ハ試獣Nr. 310、312及314ナドユ稀二擬結

節乃至結節様或ハGranulom様病受ラ観ルニ

【第18巻

過ギフセン。

以上ノ賓験カラ観テ、真二優秀ナ活性ヲ保ッ

Squalinナラベ鮫ノ種属ノ如何ニョラズ、殆ド

常二均等ナ優秀ナ結果が得ラしリレト云フ結論ト

ナリース。従来、賓験的結核上二於テ、諸學者

ノ行ハレタ成績ハ殆ド悉ク、病愛ノ多寡、良否

等テ比較的二考察サレタノデアルガ、只今供覧

仁タスヤウナ私共ノ動物賓験ノ結果ハ、手緩

４、曖昧ナrelatin J域サ邁二究破シテabsalut

或ハabsalutニ近イモノデ賓験的結核ノ成績

トシテダヽ、最早ヨリ以上二燦然トシタ結果テ待

望スルコトハ殆ド不可能デアルト信ジマス。

　

ト

同時ニ、若シ動物賓験ノ結果テ基調トシテ結核

病ノ治療剤ノ妓果が云カ出来ルナラバ、恐ラク

是レ以上二優秀ナモノゲ得ルコトモ亦甚グ出来

難４コト｀､Ｓダ｀レフス。

願ハクハ、今後吾が聾界ノ権威者が廣大無遍ノ

心境、不扁、不滅ノ襟懐テ持タレテ私共ノ業績

二對シテ真摯ニシテ正鵠ナ追試テナサレン●コト

テ切望イタシマス。

(C)Squalin治療二依ル肺結核患者ノ｢レント

ゲン｣寫具供覧

過去十叡年間二亙ッテ、私共が肺結核患者二行

ッタSqualin治療ノ数ハ、相常多イガ、是等

ノ内、特二興味アリト思ハレタモノ、例ヘバ極

ク短期間ノ治療デ相営廣汎ナ肺臓ノ浸潤が消失

シタモノ｢l／｣線上カラモ臨休上カラモ、全ク絶

望覗サレタモノガ、次第二好韓シテ治癒シタ者、

或｡ハ気管道乃至血行性韓移二因ル播種性病竃が

比較的短時期二消失治癒二到ッタモノナドデア

リマスガ、Squalin治療二依ル｢レ｣線寫真像影

ノー般二就イテ概括的二申シマスト、

Squalin治療二依ッテハ、特二廠痕形成ザ助長

スルトカ、石灰沈著テ催進スルト云ッタヤウナ

形跡ハ認ノ･ラレナイデ、病竃ノ大部ハ吸収作用

ニョッテ前失スル。此ノ現象ハ、病竃が新鮮デ

アレバアル程顕著デ且ッ迅速二登現イタシー

スｏ

尚ネSqｕalin治療二就テ茲二一言附ケ加ヘテ
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置キ‾゛｀スガ、

Squalin

　

ノ｀ゝ前述ノ通り、賓験的家兎結核ノ成績

デハ、賓二絶對的乃至ソレニ近イ優秀ナ燦然ト

シタ結果ヲ示スガ、自然感染二由ツテ、徐カニ

罹患、進展スル人類ノ慢性肺結核ナドユ對シテ

ノ｀ゝ

ソレ程悉クテキパキトシタ賓績テ上ゲラレ

ナイ。雨者間二斯カル相異テ生ズル所以へ動

物資験デヘ感染ト同時二治療テ開始スルガ、

人類ノ肺結核デハ晋病以来既二幾星霜サ経テ、

此ノ間二病竃部ハ種々、様々ニ頑張ナ防衛工作

ヲ'施シタ堅幄テ構築シテ其ノ内二病原膿が幡居

シテ虎視耽カ、宛モ安二居テ努テ待ツガ如キ態

勢デアリマス。

斯ウシタ状態二在ル病竃部乃至病原値テ一奉二

木葉微塵二剰滅セシわレト云ツタ殲滅戦ノ展開

へ如何二優秀ナ方法、治療剤ヲ･以テフヽルモ企

及出来ナイコトデ、ソンナコトテ夢想スルサヘ

愚ノ骨項デアリマス。

サレバ、Squalinニ依ル人類ノ肺結核ノ治療モ

其ノ時期が早タレバ早イ程、欲果が迅逍且ツ顕

著二現レテ、宛モ動物賓験ノ結果二類似シタ成

績が上ゲラレルガ、時期が遅レルト、次第二欲

果モ鈍リ、終イェヘ殆ド無價値、無欲トモナ

リマス。

人類ノ慢性肺結核ノ治療ハ仮令、如何二優秀、

卓抜ナ治療法二依ルモ、可及的早期二治療テ開

始シナケレバ、到底光彩陸離タル治療成績ハ望

マレナイ。蓋シ、斯カユ開係ハ、徽毒症二於ケ

ル｢サルバルサン｣ノ如キ特欲剤テ以テスルモ亦

同様デ、進行性廠擲症ヤ脊髄修患者二對シテ

｢サルバルサン｣が如何二無價値、無敗ノモノデ

アルカハ周知ノ事賓デアリ’ス。慢性肺瘍ノ末

悄､ハ病理學上カラ観テ、丁度、徽毒バ隻行性寂

槨症ヤ脊髄修二匹敵フヽルモノグカヘ斯カル時

期二在ル肺結核患者ノミテ挿’｀テ治救ヲ是非云

。々スルコlヽハ、ソレハ肺結核ノ病理テ無覗シタ

恐t=1シク見常違イ

　

ノ妄断1ヽ云ハネバナリマセ

ン。私共ハ多年二亙ツテヽ多敬二行ツタ賓験的

根像及ど経験カラ観テ、結核二對７ヽ)^ Squalin

ヒj
日
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療法｡・ヽ決シテ軍ナル刺戟療法、憂調療法ナドニ

類シタ間接的ニnosotropicナ結果テ示スモノ

デダヽナクテ、其ノ主作用ハ、仝ク直接aetiotr-

opic乃至bacteriotropicニ働クモノデ、此ノ

鮎、徽毒症二於ケル「サルバルサン」ノ作用一比

肩フヽ可キモノト信ジマヘ

若シ、早期登見ト治療トガ今後各方面二亙ツテ

徹底サレタナラバ、恐ラクSqualiu療法二依

ツテ、結核治療界二一大光明が資ラサレ、箇テ

結核黎明ノ光芒が東亜ノ１角カラ現レ爽ルモノ

ト深ク信ジテ疑‘ヒマシ。

以上ノヤウナ言辞サ弄スルコトハ、斯界ノ「ア

ウトール」テ前ニシテ聊力噴慢、不遜二亙ルモ

ノト叱責サレルカモ知レマセンガ、私共ノ心境

ニハ矯慢トカ不遜トカ或ハ叉、我田引水、手前

味噌、色眼鏡卜云ツタモノ｡ハ微塵モアリマセ

ン。只永年行ツタ賓験上ノ事賓カラ割り出サン

タ真意ラ有態ニ、卒直ニ、克明・-、吐露披渥シ

タエ過ギーセン。此ノ鮎幾重ニモ御諒承テ願ヒ

マス。

私共ノ行ツタ賓験二對シテ、若シ私共ト同等ノ

気迫1ヽ熱心ト時トテ費サレテ追試ナサレタナラ

バ、私共ノ行ツタ賓験ノ結果ダヽ其ノ根幹トスル

真髄二於テ、毛頭虚構誤謬ノナイコトヘ何人

ニモ明白トナリ、首肯出来ルト信ジマス。只、

軽卒ナ追試賓験ヤ徒ラナ穴探シ的誹誘ヤ、机上

ノ空論ナドユヨリテ、私共ノ業績ヲ･批議フヽル者

ガアレバ、ソレハ斟クトモ、學究者こ對スル敬

虔、貧崇ノ念二麿癖シタ學問ノ冒涜者デアリマ

ス。私共ハ断ジテ斯カル冒治者ノ言斟テ許容出

来マセン。

最後ニ、生化學的二優秀化サレタSqualin ・ヽ

肺壊疸或ハ其他ノ部二貨生シタ壊疸性疾患肝臓

ノ機能障碍、新陣代謝異状二基ク所謂hepato-

gene Diabetes及皮膚疾患、創傷、潰瘍性疾患

ノ大部二著敗ラ奏シースガ、是等ノ疾患二奏敗

著明デアレバ、叉ソレ・ヽ結核性疾患二對シテモ

活性優秀ナSqualinト断定“シテョロシイ。反

對ニ、如上ノ疾患二對シテ、無能無数デアレ
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バ、 結 核 性疾 患 二野 シテ モ亦 活 性 二鋏 乏 シタ モ

ノ ト認 メ テ誤 りガ ア リマ セ} 。

追 加 戸 田 忠 雄

貴 下 ノ「ス タ ア リ ン」チ投 與 シタ場 合 刺戟 症 状 ハ

全 然 ア リマ セ ンカ。

答 辮

刺 戟 症 状 ノ・認 メ ラ レマ セ ン。

98.「 ヒ ノキ チ オ ー ル」左 旋 性 「ロヂ ン」

酸 其 他2,3物 質 ノ試 験 管 内 結 核 菌

ノ殺 菌 作 用 卜結 核 患 者 二封 ス ル鷹

用

杜 重 鴻 田村 和 夫

縷本誌 黙諾雛 齢)
林 茂

野副 剛 性 重 雄(塁北大學理農有機化學)

武 藤 幸 治 大 久 保 轡 一(垂 北大病理)

「ヒ ノキ チ オー ル」ノ、演 者 等 ノ1人 ナ ル野 副 が毫

溝 福相(ChamecyparistaiwanensisMasam-

uneetSuzuki)ノ 精 油 ヨ リ新 二 発 見 セ ル七角 形

ノ環 テ有 ス ル物 質 ニ シテ、 従 来 ノ記 載 二・ノ・全 ク

存 セ ザ ル モ ノナ リ。:左旋 性 「ロ ヂ ン」酷 似 下 車

壷 「ロ ヂ ン」酸 ト稠iス)ノ・天 然 物 ト シテ1 、2ノ

記 載 ノ・ア,しモ、 上 述 ノ精 油 中 二 「ヒ ノキ チ オ ー

ル」ト共 二含 マ ル ・コ トテ野 副 が螢 見 シ、ソ ノ純

粋 分 離 二成 功 セ,し物 質 ナ リ。 以 下 實 験 二使 用 セ

ル 「ロヂ ン」酸 ノ・、 大 器 二於 テ右 旋 性 「シ トロ ネ

ラ」酸(以 下 輩 二「シ 」`ロネ ラ」酸 ト稻 ス)ノ 光 學

的 異 性 罷iト看 ル コ トテ得 。

桂 ハ教 室 員 ト共 二・此 等 物 質 ノ結 核 菌 殺 菌 力 テ従

来 知 う レ タ ル2、3脂 酸 ノ結 核 菌 殺 菌 力 ト比較 測

定 セ ン コ トテ試 ミタ リ。 其 成 績 ニ ヨvバ 、「ヒ ノ

キ チ オー ル 」ノ・「カ プ リ ン」酸 「ラ ウ リン」酸 、 「ウ

⊃デ チ レ ソ」酸 等 二 比 シ3-10倍 ノ結 核 菌 殺 菌

力 テ有 シ、 「ロ ヂ}」 酸 ノ結 核 菌殺 菌 力 ノ・上 記 脂

酸 類 ノ殺 菌 カ ノ ン3乃 至 ワ1。二・過 ギ ズ、 「シ トロ

ネ ラ」酸 ノ・「ロ ヂ ン」酸 ノ約2倍 ノ殺 菌 力 テ有 ス。

次 二桂 等 ノ・是 等物 質 ノ肺 結 患 者 二封 スル慮 用 テ

試 ミタ リ。 即 チ虚 脱 療 法 施 行 患 者 テ原 則 的 二除

外 シ、 一 般 所 見 ノ外.特 二喀 疾 結 核 菌 テ毎 日検

査 シ,激 ケ月 ノ経 過 二於 テ菌 ノ減 少 セザ ル者 テ

選 ビ テ 観 察 材料 ト シ、 「レ」線 像 憂 化廣 汎 ナ ル

者 、 肺 活 量減 少高 度 ナ ル者 、 白血 球 増 多拉 淋 巴

球 減 少 ヲ・示 ス者 、 陰 性 「アネ ノしギー 」二階 レル者

等 ノ・努 メ テ實 験 二資 シ、 引綱 キ毎 日喀 疲 結 核 菌

ラ計:算 シ タ リ。 但 力 ・ル重 篤 ナ ル者 二於 テ ノ・数

ケ月 ノ準 備 観 察 テ ナ ス コ ト困難 ナ ル テ以 テ、 偉

力1週 間 位 ノ準 備観 察 後 實 験 テ開始 シ タ ル場 合

モ ア リ.「 ロ ヂ ン」酸 及 其 他 ノ物 質 ノ・主 トシテ経

口的 二投 與 セ リ.但 本 實 験:二使 用 シ タ「ロ ヂ ン」

酸 ノ・1%内 外 ノ「ヒ ノキ チ オーール」テ含 有 セ ルモ

ノナ リ。 爾 「ロ ヂ ン」酸 ノ還 元 ニ ョ ツテ得 タ ル左

旋 性 「ヂ ヒ ドロ ロ ヂ ン」酸 テモ使 用 シ タ レ ド、 結

果 二相 違 テ認 メ ザ リシ テ以 テ、 コ ・一 ノ・「ロ ヂ

ン」酸 ノ名 テ以 テ代 表 セ シム ル コ ト ・ナ ス。

コ ・ニ ア グル27症 例 中、 次 ノ16例 ノ・「ロゲ ン」

酸 テ軍 規 二叉 ノ・・『シ トロ ネ ラ」酸 ト併 セ テ投 與 セ

ル後 喀疾 結 核 菌 が 非 常 二又 ノ・相 當 著 明 二減 少

シ,且 喀 液 量 減 少 、 赤 沈 遅 延 、 艦 重 増 加 、 「レ」

線 像 陰 影 ノ吸 牧 等 テ観 タル者 ナ リ。

第1例 ■29男 、 毎 視 野2-8程 度 ノ結 核

菌 ガ「ロ ヂ ン」酸 投 與 後2ケ 月 ニ テ100視 野1-

5程 度 トナ リ。 次 デ軍 純 塗 抹 標 本 ニ テ全 ク謹 明

シ得 ザ ル 日多 クナ リ、ソ2年ニ テ田 材 集 菌 法 テ以

テ菌 陰 性 トナ レ リ。 之 ト同 時 ニ カナ リ廣 汎 ナ ル

両 側 肺 陰=影 ノ・殆 ドli塁r失シ、1時 間80mmノ 赤

沈 ノ・10前 後 迄 下 降 シタ リ。 本 例 ノ観 察 期 間 中 、

菌 減 少 後 「ロ ヂ ン」酸 ノ投 與 テ中 止 スル モ菌 ノ・再

士曾加 セ ザ リキ。

第2例 ■31女 、 之 モ1視 野30-100程 度

ノ結 核 菌 ガ「ロ ヂ ン」酸 投 興 復1'/,ケ 月 頃 ヨ リ歯

数 ノ動 揺 ヲ・起 シ、3'/.,月 ニ テ100睨 野 中2-100

トナ リ其 以 後 増 加 セ ズ、1ん年 テ経 タ ル現 在 ノ・集

菌法 陰 性 ニ テ右 側 肺 ノ陰 影 が顯 著 二吸 牧 セ ラ レ

タル テ見 ル。

第3例 ■24女 、 数 月 間3gL410ノ 熱 縫 績

シ.毎 視 野数 十 乃 至敷 百 ノ菌 テ謹 明 シ、 赤 沈1

時 間130mm、 尿1ヂ ア ツ ク」反 鷹 陽 性 、1ツ ベ ル

ク リン」皮 内反 慮 陰 性 ノ状 態 ニ ア リ シ者 ナ リ。



第12號 】 総 會 演 説 要 旨 1239

「ロ ヂ ン」酸 投 興 復 凡1ケ 月 ニ テ菌 ノ・100T
ry野 中

数 十 程 度 二減 ジ、 艦 温 下 降 シ、 「ヂ アツ オ」反 鷹

陰 性 「ツ!ごル ク リ ン」反 慮 陽 性 ド ノーレ リ。 然 ノし

二投 與 ラ中 」ヒス レバ菌 再 ビ増 加 シ
、 再 投 與 後 軍

純 塗 抹 ニ テ殆 ド常 二陰 性五 金 クi.温 トナ リ、 赤

沈 ノ・30代 トナ レ リ。

第4例 ■23歳:、 男、 毎 視 野15-150程 度 ノ

菌 が投興 復 凡 ソ2週 間 ニ シテ100硯 野 中0-10

二減 ジ中 止 、 「シ.L一ブ」ヲ・起 シ菌 再 ビ 増 加 シ1

視 野10以 上 ナ リ。再 投與 後 再 減 少 シ テ現 在 ニ テ

ノ、集 菌 陰 性 トナ レ リ。

第5例 ■32歳 、男 、毎 視 野 数 十 ノ菌 ラ誇 明

シタル が 自然 的 二減 少 シテ視 野 程 度 二至 リ夫 レ

以 上 減 少 セ ズ。 之 二 「ロ ヂ ン」酸 ヲ與 ヘ タ ルニ約

3週 間 ニ シテ100睨 野 中1-5ト ナ リ、4ケ 月 一

テ集 菌 陰 性 トナ レ リ。 赤 沈 ノ・40ヨ リ10以 下 迄

二降 下 セ リ。 尚 本 例 ニ テノ・右 肺 上 部 二鶏 卵 大 ノ

室 洞 像 ア リ タル モ、 後 其 輪 廓 不 著 明 トナ レ リ。

第6例 ■25歳 、 女、右 肺 二大 ナル 滲 出性

浸 潤 像 ア リ、100祓 、野40-50ノ 菌 テ讃 ス。「ロ ヂ

}」酸 投 興 復 数 週 一ん シテ100視 野0-2-3程 度

トナ リ、4ケ 月 ニ テ集 菌 陰 性 トナ リ、「レ」線 陰 影

が殆 消 ワミシ、 赤 沈 ノ・60ヨ リ20二 降 下 シ タ リ。

第7例 ■32歳 、男 、毎 日 各税、野3-100ノ

苗 印 客出 土ル モ ノナ ル ガ、 「ロ ヂ ー」酸 投 與 後1

1ん月 ニ テ菌 テ讃 セザ ル ニ 至 リ
、3ケ 月 二於 テノ・

集 菌 陰 性 ナル ノ ミナ ラズ培 養 法 ニ チ モ陰 性 トナ

レ リ.右 肺 上 部 二値 ノ陰 影 ア リ シ者殆 全 ク消 失

セ リ 。

第8例 ■23嵐 女、「ロヂ}」酸投與各視

野10以 上 ノ菌 ガ100視 野50内 外二減少セ1しか、

癒著性腹膜炎ニ ヨル腸閉塞症状テ起 シ、手術奏
の

数 セ ズ死 亡 セ リ。 死 前 」ノ・菌 ノ・_Sノ 如 ウf曾加 セ

リ^

第9例 ■25菰 女 、師 兄野1一 一2ノ 菌 が ・

ヂ ン」酸 投 興 復1ケ 月 一 シテ100視 野2-5程 度

二減 少 ス。

第10例 ■45歳 ～男 ・1視 野10以 上 ノ菌

が 凡 ソ2ケ 月 間 「シ ト・ ネ ラ」酸 君 受與 セ ル モ影

響 セ ラ レズ 、 之 二「ロ ヂ ン」酸 そ併 用'ヘル 三毛 リ

テ後 十数 日 ニ シテ 菌 ・・100-200覗 野 中0ナ ル

日相 當 多 クナ リ「レ」線 陰 影 モ撒 ケ月 ニ テ著 シク

吸 牧 セ ラ レタ リ。 時 二爆 焚 的 二1GO覗 野 中100

-500程 度 ノ菌 う弔 客出 スル コ トア ル ハ別 題 二述

ブル気 候 的影 響 ノ結 果 ナ リ.

第11例 ■36歳 、 男 、 「ウ ンデ チ し 一一1酸テ

與 フノLモ1視 野10-100ノ 菌 ・・影 響 七 う しズ、

之 二 「ロ ヂ 拍 酸 ト「シ トロ ネ ラ」酸 テ與 フル ニ1

週 後 ヨ リ100視 野100程 度 二減 少 シ、3・r月 ニ

テ右 肺 門 周 園 ノ浸 潤 が著 明 二吸 牧 セ ラ レタ リ。

第12例 ■25歳 、 男 、1親 野5-80ノ 菌 ガ

「・17ニテ ケ レ ニ」酸 ニ ヨ リ:影響 セ ラ レズ
、「シ トロ

ネ ラ」酸 ト「ロ ヂ ン」酸 テ 與 ヘ テ2週 間後 ヨ リ著

シク減 少 シテ概 ネ100視 野0、 時 二100視 野100

等 トナ ノし。

第13例 ■27歳 、 男 、 之 モ 「ロ ヂ ニ」酸 ト

「シ トロ ネ ラ」酸 斗同 時 二與 ヘ タル例 ナ ル ガ
、1

視 野 撒 ノ菌 が約3週 間 ニ シテ100視 野25ノ

程 度 二減 少 シタ リ。 右 肺 上部 ノ陰=影ノ・数 ケ月 ニ

テ著 シ ク吸 収 セ ラ レ タ リ。

第14例 ■45歳 、女 、1祓,野1-10程 度 ノ

菌 ガ「ロ ヂ ン」酸 チ與 ヘ テ ヨ リ約2ケ 月 ニ テ視 野

1程 度 二減 少 シ、 之 ト共 二 中 耳結 核 ニ ヨ ノ・分 泌

減 少 セ リ。

第15例 ■19歳 女 、左 肺 上 部 二滲 出性
'

ノ陰影 ア リテ100視 野4-10、 時=一50位 ノ結 核

菌 己・喀 出 セ ル例 ナ ル ガ、 「ロ ヂ ン」酸 投 與 後1ケ

月以 内 二多 ク ノ日二 八0ト ナ リ、6ケ 月後 ニノ・
＼

培 養 モ無 常 陰 性 トナ レ リ。

第16例 ■25歳 、女 、肺 一 面 二:撒布 結 核 像 ヲ・

見 、 毎視 野1-50ノ 菌 テ謹 ス。1ロ ヂ}」 酸 投 與

後1ケ 月 ニ シテ100視 野0-100ト ナル。但 シ其

後 再増 加 シ呼吸 困難 ヲ'起シテ死 亡 セ リ。 剖 検 二

附 句 レコ トテ得 ザ リキ。

次 ニ ノ・菌 ノ減 少著 明 ナ ラザ ル モ、 他J諸 症 状 ノ

好 韓 土ノし若 干 例 ラ示 ス。

第17例 ■43歳 、リ}、38-39ノ 熱 数 ケ月

間緬 キ、菌 ハ符 視 野 数 十 乃至 激 百 、「レ」線 像 攣 化
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南 側共 廣 汎 デ殊 二方 肺 上 部 二室 洞 ・・有 シ、 肺 活

量:一32%、 膿:テ静 二横 雲 スル程 度 ノ運 動 ニ ヨ リ

テ呼 吸 困 難 、 咳 漱 激 甚 トナ リ、 尿 「ヂ ア ツオ」反

磨 陽 性 、 「ツベ ル ク リ ン」皮 内 反 慮 陰 性 、 淋 巴球

減 少 ア リ。 之 一 「ロ ヂ ン」酸t與 ヘ テ5ケ 月 三及

ブ モ菌 減 少 セ ズ、 サ レ ド「ヂ ア ツ オ」反 慮 ノ・間 モ

ナ ク消失 シ、3ケ 月 二・テ「ツベ ル ク リ ン」反 慮 陽

性 二軸 ジ、4ケ 月 頃 ヨ リ結 核 性 中 耳 炎 ニ ヨル分

泌 大 二減 少 セ リ。

第18例 ■22歳1、 男 、之 モ前 例 ノ如 ク廣 汎

ナ ル陰 影 室 洞 像 ア リ、肺 活 量 一84%、 安 静 時 呼 吸

困難 ア リ。 毎 日39。一39.5℃ ノ瑳熱 ア リ、「ヂ ァ

ツ オ」反 鷹 陽性 、 「ツベ ル ク リ ン」皮 内反 慮 陰 性 、

、赤 沈1時 間120,菌 ノ・毎 視 野100以 上 テ誇 ス。

「ロ ヂ ン」酸 投 與 テ5ケ 月 間 行 フ モ 菌 ノ・減 少 セ

ズ、 サ レ ド2ケ 月 ニ テZF温 、 且 「ツベル ク リ ン」

反 慮 陽 性 」`ナリ、 赤 沈 ノ・漸 減 シテ4ケ 月後 ニ ノ・

29二 下 リ、 肺 活 量 ノー67%迄 増 加 シ タ リ。

第19例 ■24歳 、 女 、 薮 ケ月 二五 リ38。一

39℃ ノ熱 上 昇 ア リ、 廣 汎 ナ ル滲 出性 陰 影 拉 二室

洞 像 ラ有 シ、毎 視 野 数 十乃 至 数 百 ノ菌 プ謹 明 シ、

赤 沈 ノ・1時 間135テ 算 ス。 此 例 二 於 テ モ 「ロヂ

ン」酸 テ與 ヘ デ/2年 二及 ブ モ菌 減 少 セ ズ、サ レ ド

赤沈 ノ・4ケ 月 後 二39迄 下 降 シ、 牛年 後 ニノ・19

トナ リ、 叉 投 與2ケ 月後 ヨ リ結 核 性 中耳 炎 ニ ヨ

ル分 泌 が減 少 シノ・ジ メ、投 與5ケ 月 後 ヨ リ鼓膜

殆 ド乾 燥 シ、 其3ケ 月 後 ニ ノ・穿 孔 縮 小聴 力大 二

恢 復 ス。

第20例 ■29:歳 、女、之 モ廣 汎 ナ ル陰:影 卜

多 ク ノ空 洞 像 テ有 シ、肺 活 量 一80%、 脈.110一 一

130、 菌 ノ・1視 野10-50、 赤 沈 ノ・1時 間74ナ

リ。 叉 重 症 ノ喉 頭結 核 テ合 併 シ畿 聲 困難 ナ リ。

「ロ ヂ ン」酸 投 與6ケ 月 二及 ンデ菌 尚 減 少 セザ ル

モ、 赤 沈 ノ・2ケ 月 後 二40、4ケ 月 後 二30 、6

ケ月 後 ニ ノ・18ト ナ リ、 脈 搏 ノ・90.以下 トナ リ、

投 與3ケ 月 頃 ヨ リ喉 頭1貴瘍 ノ癩痕 化 が次 第 二著

明 二認 メ ラ レル ニ 至 リ、 之 ト共 二惨 痛 ノ、全 ク消

失 シタ リ。

以 上 ノ4例 二於 テハ 「レ」線 像 ・阿 レモ甚 廣 汎 、 殊

二明 ナ ル室 洞 像 テ有 スル モ ノナ ル ガ、 カ ・ル例

一 テ ノ・菌 ハ容 易 二減 少 セ ズ。 サ レ ドカ ・ル者 ニ

チ モ 「ロ ヂ ン」酸 投 與 後 一 般 状 態 ノ好 轄 ト共 二、

結 核 性 中耳 炎 叉 ノ・喉 頭 結 核 テ合 併 スル者 二 於 テ

ハ ソ レラ ノ合併 症 ニ ヨル 症 状 が著 減 ス ル テ認 メ

タ リ。

次 ノ7例 ノ・「ロ ヂ ン」酸 叉 ノ・「ヒ ノキ チ オー ル」投

與 後 、 一 時 的 ニ ノ・良 好 二赴 ク如 キ状 態 テ示 シ タ

レ ドモ、1途二死 亡 ヲ免 レザ リ シ者 ニ シ テ、 之 ヲ

剖 検 二 附 ス ル テ得 タル者 ナ リ。

第21例 ■ ■■54歳 、.男、 大 喀 血 ヲ以 テ始 り、

當 時 「レ」線 像 二両 側 肺 二 中等 度 ノ陰 影 ア リ、 喀

血 ノ後1ケ 月 ニ シテ雨 肺 一 面 二廣 汎 且 高 度 ナ気

管 枝 性 播 種 ノ像 ラ ア ラノ・シ タ ル例 ナ リ.菌 撒 ノ・

1視 野10程 度 ナ リ シガ、「ロ ヂ ン」酸 テ3ケ 月 二

五 リテ投 與 セ ル間 、 前 後 約1ケ 月 間 ノ・100視 野

10-30程 度 二減 少 セ ル コ ト多 カ リ シガ、其 後 再

増 加 シ、 全 経 過5ケ 月 、 最 後 ノ2ケ 月 間 ノ・「ツ

ベ ル ク リン」反 磨 陰 性 ノ状 態 ノ下 二死 亡 シタ リ。

第22例 ■42歳 、男 、撒 ケ月来3705-3808C

ノ熱 上 昇 ア リ。 雨 肺 二廣 汎 ナ ル陰 影 ラ有 シt肺

活 量 一68%極 値 ノ運 動 ニ テ呼 吸 困 難 テ起 シ、 毎

視 野 常 二・歎 百 ノ菌 ラ詮 ス。 「ロ ヂ ン」酸 テ前 後3

ケ月 與 ヘ タ ル 後 、 菌 ノ・1視 野10-20ト ナ リ、

喀 疾 量 ノ・1日 凡60ccmヨ リ5ccm二 減 ジ、 且

結 核1生中 耳 炎 ニ ヨル膿 分 泌 全 ク消 失 シタ リ。

第23例 ■32歳 、男 、癒 著 性 心 嚢 炎 テ合 併

セル肺 結 核 患 者 ニ シ テ、 肺 「レ」線 像 攣 化 僅 少 ナ

レ ドモ、1視 野1-2程 度 ノ菌 ヲ澄 明 ス。 「ロ ヂ

ン」酸 ラ約1ケ 月 投與 セ ル後 、菌 ノ・100視 野0-2

程 度 トナ リ タル モ 心臓 衰 弱 ノ状 態 ノ下 二・テ死 亡

シタ リ
o

第24例 ■60歳 、男 、1視 野40-100ノ 菌

テ護 シ、 左 肺 一 面 二障=影 ア リ、 人 工 気 胸 テ施 シ

テ3ケ 月 二及 ブ モ 菌 ノ・減 少 セズ、 且 膿 胸 ヲ合

併 シ、 又右 肺 下部 二 陰 影 著 明 トナル 。 之 二 「ヒ

ノキ チ オー ル」 ラ3ケ 月 間 與 ヘ タル ニ・、 投 與 開

始 後10日 内外 ニ シ テ 菌 ハ 急 二100視 野0-10

程 度 二減 少 ス。
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第25例 ■30歳 、男 、多量 ノ喀 血 ヲ・以 テ始

り左 肺 門周 園 二浸 潤 テ現 シ タ ル例 ナ ル ガ、 喀:疾

結 核 菌 ノ・1視 野4-14、 「ロ ヂ ン」酸 投 與2ケ 月

後 ヨ リ凡1ケ 月 間 ノ・100視 野0-10位 二減 少 セ

ル モ、 ソ ノ後 再次 第 二増 加 シ、陰 影 モ消lkセ ズ、

激 シキ咳漱 モ除 キ得 ザ リ シモ ノナ リ。

第26例 ■29:歳 、男 、「レ ン トゲ ン」像 ニ テ

廣 汎 ナ ル礎 化 テ示 シ、 淋 巴球 減 少 ア リ。 菌 ノ・1

視 野1-100、 「ロ ヂ ン」酸 投 興 復1ケ 月 ニ テ100

視 野10程 度 ノ 日ガ カナ リ 多 クナ レル モ。 徹 底'

的 二 八減 少 セ ズ、 途 二強 度 呼 吸 困難 ノ下 二死 亡

セ リ。

第27例 ■21歳 、男 、 喀 血 後 撒 ケ月 間38L

3go3ノ 駿 熱 ヲ・績 ケ、 右 腕 一 面 二濃 厚 ナ ル陰=影 ア

リ、左 肺 中部 ニ モ陰=影 ア リi激 シキ咳漱:ノ爲 睡 眠

障 碍 テ起 セ リ。 菌 ノ・1視 野20-80、 「ロ ヂ ン」酸

投 與 後 ソ、ケ月 位 ノ間 平温 ト ナ リ、 咳漱 著 シ ク

減 ジ、 菌 モ最 少 キ 時 ノ・100硯 野 中25程 度迄 二

減 ジタ レ ドモ、 後 再 ビ高 熱 ト激 シキ咳1軟ヲ緬 ケ

テ死 亡 セ リ。

以 上 ノ第21例 一 第27例 ハ武 藤 等 ニ ヨ リ詳 細 二・

病 理 解 剖 學 的 二検 索 セ ラ レタ ル ガ、 其 極 概 要 ラ

述 ブ レバ次 ノ如 シ。

第21例 ■ 、 第26例 ■ 、 第27例 ■ ノ3例

二於 テノ・普 通 ノ細 葉 性 増 殖:性乃 至細 葉 性結 節 性

病 竃 ノ他 二 「レ ン トゲ ン」像 ニ ヨ リ テ 死 亡 前1

ケ月 牛 乃 至3ケ 月 二 出現 セ リ ト推 察 サ ル ・廣 汎

ナ ル領域 二五 リテ存 在 ス ル大 豆 大 乃 至栂 指 頭 大

ノ滲 出 性病 竃 が著 明 ナ ル結 締 織 増 殖 ラ件 フ増 殖

性 結 核 性攣 化 ヲ以 テ圃 レ ソ ノ境 界 ノ・カ ナ リ鮮 明

ナ リ。 叉 第21例 ■ ■ 及 ビ第26例 ■ 二於 テ死

亡直 前 二獲生 セ ルモ ノ ト思 考 サ ル ・カナ リ廣 汎

ナ ル 乾酪 性 肺 炎 病 竃 三 著 明 ナ ル肉漿 テ 認 メ タ

リ。

第23例 ■ ノ・多褒性漿膜炎 ニ テ死亡 セル症例

ニ シテ肺臓 内一ノ・剖検時二於テノ・活動性 ト思ハ

ル ・病竃 テ認 メズ。僅 カニ雨肺尖部二散在性 ノ

増殖性病竃 アリ。

第25例 ■ ノ雨姉妹二左肺ニハ 死亡前7ケ 月

ヨ リ1ケ 月 二至 ル牛年 間 数 回 「レ ン トゲ ン」像 二

陰 影 ノ清 長 ア リ シ小 指 頭 大J滲 出性 病 竃 ア リテ

何 レモ カ ナ リ厚 キ結 締 織 被 膜 テ以 テ園 緯 サ レ ソ

ノ境 界 鮮 明 ナ リ.

第22例 ■ ノ左 肺 尖部 ニノ・限 局 性 ノ膿 胸 ア リ。

雨 姉 西 一 ノ・散 在性 或 ノ・密 在性 二境 界 鮮 明 ナ ル結

締 織 被膜 ラ園 ラ ス大 豆 大 乃 至揖 脂 頭 大 ノ滲 出 性

病 竃 ア リ。

第24例 ■ ノ左 腕 ノ・膿 気 胸 ノ 爲 メ無 氣肺 状態

二・シテ上 葉 内 ニ ノ・大 豆 大 乃 至栂 指 頭 大 ノ結 締 織

被 膜 ニ ヨ リ国 縫 サ レタ ル境 界 鮮 明 ナ ル滲 出 性 病

竃 多 獲性 一 存 シ、 ソ ノ大 部 分 ノ・中 心部 白悪 化

ス。 組 織 學 的 ニノ・石灰 沈 著 ラ認 ム ル モ ノ多敷 二

存 ス。 諸 病 竈 ノ・「レ ン トゲ ン」像 ニ ヨ リテ死 亡前

1年 二於 テ既 二認 メ ラ レ タル モ ノナ リ。 右 腕 下

葉 テ限 局 性 栂 指 頭 大 ノ滲 出性 病 竃 ノ・小病 竃 ノ融

合 セル モ ノナ レ ドモ、 周 園 ノ結 締 織 被 膜 形 成 サ

レ且 周 園 炎 ノ肉漿 セル ラ認 ム。

以 上7例 ノ病 理 解 剖 學 的 所 見 子通 覧 シテ其 虎 二

何 等 カ ノ共 通 鮎 テ求 ム レバ、 大 小 ノ滲 出性 病竈

即 チ乾 酪病 竃 が極 メ テ多.,ノ 場 合 二・於 テ著 明 ナ

ル結 締 織 ノ増 殖 チ件 フ増 殖 性 結 欄1ヒ遜 化 テ以 テ

国 縫 サ レ ソ ノ境.界 が鮮 明 ナ ル事 ナ リ。 コ ノ事 テ

以 テ直 チ ニ薬 剤赦 果 或 ・・治 癒 問題 テ云 々 スルノ・

尚 早 計 二 屡 ス レ ドモ、 多撒 ノ栂 指 頭 大 ニ モ及 ブ

乾酪 病 竃 が殆 ド室洞 テ形 成 スル ニ 至 ラズ シテ結

締 織 ノ被 膜 テ以 テ鮮 明 二境 界 サ レ、 殊=2,3ケ

月 ノ短 期 間 中 二於 テ大 ナ ル乾 酪 病 竃 が飢 二同様

ナ ル運 命 テ辿 ル傾 向大 ナ ルノ・極 メテ注 目二 値 ス

ト思 考 ス.倫 詳 細 ナ ル 記 載 ノ・原 著 雲譲 ル事F

入o

質 問 篠塚 鴫 野 濤)

供 試 物 質 二就 テ動 物 實 験 テ ナ サ レマ シ 夕 方。'

追 加

昨 年 ノ本 學 會 二於 テ長 谷 川 博 .Lノ・特 別 講 演 二結

核 ノ實 験 的 化 學 療 法 ノ研 究 二常 ツ テSlidecell

culture法 ・、推 賞 ス ベ キ モ ノ ト申 サ レテ居 りマ

ス ガiコ ノ方 法 二依 ツ テ供 試 物 質 ノ作 用 テ オ シ
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ラベ ニ ナル様 申上 ゲ'マス、

答 辮 桂 重 鴻 馬

海 狸 二人 型 菌 ノ1/2一 ソa。mgテ 皮 下 二注 射 シ、

後 左 旋 性 「ロ チ㌧ 」酸 テ毎 日投 與 シタ モ ノノ・、 対

照 動 物 二比 シ生 存 日数 二 ・・著 攣 ナ ィガ、臓 器特

二脾 及 肝 ノ結 核 形 成 が著 明 二軽 度 デ ア ル コ トテ

認 メ タ。 筒余 等 ノT7ツ タ「入 う イ ド、セ ノレ、 カ ル

チュア 」ノ結 果 デ ハ藥 物 数 果 ト ノ間 二・F行關 係 テ

認 メ難 イ。

99.肺 結 核 ノ混 合 感 染 二 封 シ2一(p・A・

minobenzene興lfonamido)pyridin

及 ビ 葡 萄 状 球 菌 精 製 「トキ ソ イ ド」

ヲ使 用 セ ル経験

離 薮(籍核研鼎
肺結核 ノ経過及豫後二封 シ混合感染が重要 ナル

意義 テ有 スル事二關 シテハ、既 二、小野、米田

第1表

等 ノ報 告 セ ル虎 ニ シテ水 撃 會 二於 テ モ伊 藤 等 が

報 告 スル塵 ナ リ.他 方 肺 炎 隻 球 菌 性 疾 患 二野 シ

2一(p-Aminobenzenesulfonamido♪pyridineガ

著 シキ治 療 的 数 、果 テ 有 スル事 ノ・1938年Whit一
げ

byノ 實験的研究以來、 臨休的及實験的二多数

ノ報告テ見 ル塵 二・シテ、余等 モ亦本物質 ノ肺炎

愛球菌感染「マウス」二封 スル實験成績 チ報告 セ

リ。 又傳研細管博1ソ 研究ニヨル葡萄状球菌精

製「トキソイ ド」ガ葡萄歌球菌性疾患 二野 シ著数

テ有 スル事 二關 シテハ既二多数 ノ報告 アリ。

余等ノ・此両 者ラ用 ヒ、夫 々肺炎隻球菌及葡萄状

球菌二因ル肺結核 ノ混合感染二封 シ治療 ・・行ヒ

タルヲ以 テ其 ノ経験 テ報告 ス。

混合感染菌 ノ検索ノ・早朝喀疾 テ生理的食盛水中

ニテ撤回洗條 シ、 ソノ膜状ナル一片 ヲ探 り血液

寒天zド板培地上二・テ血温24時 間乃至48時 間培

養 テ行ヒ、聚落性状 及検鏡上所見二依 りテ其 ノ

Sulfapyridinノ 数 果 ア リ シ例 、1)1,皿 型 及X鴎 菌 三 身 ・しモ ノ

識{肺 結核
姓1・ 病 状

1

S.P.使 用 前S.P.使 用 法is.P.使 用 後
9

副作用1備 考

1轡 病 聖 訓 混合感染剰::吾桑1霰 鰻 雛 随 感難
1

2 譲 繋贈驚 ‡1調≒bi諜1難lll購 腱
-〉

＼力

甘

甘

(

(
エ菌

菌

炎

球

肺
葡

℃3溺…型
症

型
症

瀦
等

合
筆

土
座

混
中

♂
お

3

　

　

　

　

+

+

什

什

一

く

く

く

く

ノ

慧

藝

肺
葡

肺
葡

.

瓢

」
腺
核

門飾
聯

立

+
29

■↓

5

一一一・

9
リ
ウ
～

3

3

P

_6

.7f

A

い

}19

昌

　 　 セ 　

蓬1纏 出鑑38・5C鵠罐Xl早ll廷1

　'「一;「 　

26中 等 症
　

・{

33庫 等 症!

鎌 響 鑑137・2C;肺 炎菌X(++)1
6

1

= 鳩 合型脚c驚 蕾Xl‡1
一

1・醒 鑑 膜 簑!37・(γC灘Xl早11

♀1圭滲出型138.1畷 菌X(什)1轟

2 5

5 15

618

27

肉♂

80

17

15

,4

1一一一 一 一

6

「 一一 一匿21

「

36・3C需灘 轟 轟 麟 膠 キ

36.9℃ 肺 炎 菌(一)ナ シ

36・σC1騎 離1ナ シ1

36・8蠣 罐1;1頭 痛1

36.8℃ 肺 炎 菌(一)ナ

1…
136

.KC月 市炎 菌(C)ナ

シ臓 消知
き

5

1一 …
2i2

it 畷i灘 魎 肺炎菌囎

ウ
、

「 三 輪 滲出鑑瞬 囎舘Xl早II

3

0
0

「

7
5

一超
鞭

二
不

二
在

服

慾
故

ヲ

内
食

ル
液

↓

シ

136
.8℃ 肺 炎菌8)

37.0℃ 喀:疾清 失 フi

3

食 慾
不 振

食 慾
不'振1

庚
少
一

著

ス

喀
減

一

音

テ

唾
明

72・1×37・3囎 欝;llナ

i37・3C灘1耳1,轟 蔽

シ ・
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第1表Sulfapyridinノ 数 果 ア リ シ'例 、2♪ 皿 型 菌 ニ ヨ ・レモ ノ

1性1肺 結 核iS.P.使 用 前S.P.使 用 法
姓.幅 綴 咄1

混織 菌:・日婚 矧 塞羅

僻 1雛 合鍵}38・3℃肺炎削 柵)13瓦5日

2■ 轟1緯 鑑38・・C肺炎菌略)37

S.P.使 用 後

3■ 嘉:奉鰹37・4C騰 皿1#1

4■ 協1膿 簑37・3C鵠舗 皿ξ#3

5■1娠 滲出難36・点q市炎菌皿㈹

6■ 協 炉 出裂37・げC麟 菌皿(++)

録 桶 難37倒鷺 藷皿繊

2

9
飼

4⊥

}

3

3

3

3・

骸 温i混 合感 染 菌

15瓦'37.〔1('肺 炎菌 皿(+)

2137.3C肺 炎 菌(一)

副作用 備

嘔 氣食
慾不振

,

己

σ

考

　

　
一
十

く

ノドま

菌

菌

炎

球

肺

葡
G

。
8詔40

酬

20

436037.OC肺 炎'菌(一)

82436.9C肺 炎 菌(十)

yコ537.3C肺 嫡(一)

61837.3》C肺 炎 菌(一)

ナ シ

食
不

食
不

要

9

　
　
お

レコサ
ぎ

こ
の
レ
ト

ロ
ヨ
コ
ラ

癖
[減

ハ
シ

}次

後

ナ

一漸

ル
用

慾
振

慾
振

ナ シ

嘔 氣
胃 痛

十 ン

第2表Sulfapyridin・ 敢 果 ナ カ リ シ例

肺結核
病 状

型

S.P.使 用 前 S.P.使 用 法 S.P.使 用 後

盤温 、濫 感染菌 一劇 翻

♀:毒餐鎌6 ・㍊ 卿 ㈱ 一5云 一一・・日

2■1態 耀38・9C肺 炎菌1(+)
13・

3■ ・継 穂 鑑.38・・C肺炎菌X(+)!1・5

盟 細 混舗難
33瓦 ・36.8-C肺 炎 菌(什)

5

ゾ
、

備用作副

「慾
娠

食
下

じ 　

♂i欄 鑑37・・C灘Xl‡!

338.ll℃ 肺 炎 菌(十)嘔

7.538.0'C崩i炎 菌(十)

437.4C肺 炎 菌(十)

砿
氣

　
し
ロ

冠

㎡
哩

慾
摂

食

叫

一食

不

7

一

2

113

氣購騨{

V

lI辱

i}一 「
11

1

諦 鱗38・ ・C1肺炎菌X(什)

欝3鴫 舗Xl早II

1:338・OC肺 炎 菌(++)↓ シ'

ウ
、

【
イ 1437.　 OC肺 炎 菌(十 十)ナ シ

篇 撃 鑑37・5C肺 炎菌X(+)

8■ 卜罐 手躍 舶・ぴC骸 菌X(+)1

111

25

1137.5C肺 炎 菌(十十)ナ シ

…

と
「
㍗

』

霞

10.39.O℃ 肺 炎 菌(十)ナ;/

第3表Sulfapyridinノ 奴 果 総 括

翁使用 例:27例

1:数 果,ヲ認 メタ ル例:一19例

下 熱 シ混 合 感 染 菌 清 ワこス ・し著 明 二 減 少 セ ル モ ノ

下 熱 ユ'Lモ 混 合 感 染 菌 減 少 著 明 ナ う ザ'1モ ・

下熱 セ ザ ・しモ混 合感 染 菌 減 少 著明 ナ ルモ ノ

内 副作 用:食 慾 不振 例

嘔 気5例

頭 痛1例

皿:攻 果 ヲ認 ノザ ル例:一9例

8例

3例

8例

馳
」
呂
丁

}
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菌 種 ラ決 定 シ、 又 凝 集 反 鷹 二依 りテ肺 炎 菌菌 型

ヲ・決 定 セ リ。 而 シテ数 回 二五 リ同 一菌 種 菌 型 テ

得 タ ル者 テ以 テ混 合 感 染 陽 性 者 ト認 メ タ リ。

2一(p-Aminobenzenesulfonamido)pyridinト シ

テ ノ・邦 産 品 「アデ ィ プロ}」 ラ用 ヒ タ リ。

實 験 成 績

肺 炎墜 球 菌 第1型 、 第n型 及X群 菌 二因 ル混 合

感 染 二野 シ、 「ア デ イ ブロ ン」ノ数 果 テ認 メ得 タ

ル モ ノノ・第1表 曳1)二 示 セル12例 ナ リ。 而 シ

テ第 皿型 菌 二 因 ル混 合 感染 二封 シ殻 果 ア リ シ例

ノ・第1表(2ノ 示 七 ル7例 ニ シテ、肺 炎愛 菌球 菌

二因 ル混 合 感 染 二野 シ本 物 質 ノ数 果 テ認 メ得 ザ

リ シ例 ノ・第2表 二示 七 ル8例 ナ リ.斯 ノ如 ク第

皿型 菌 二因 ル混 合 感 染 二封 シ第1型 、 第 皿型 及

X群 菌 二封 ス ル ト同様 ノ数 果 テ有 ス ル事 ハ、 従

来 「キ ニ一 句 剤 が第m型 菌 二封 シ数 果 少 キ事 實

二比 較 シ、 甚 グ注 目 スベ キ事 ニ シテ、 余等 が多

数 ノ菌 株 ヲ・用 ヒ テ行 ヒ タル動 物 實 験 ノ成 績 二___.

致 スn以 上 本 物 質 ニ ヨ ル治 療 経験:テ総 括 セ バ第

3表 ノ如 シ。 自ロチ27例 中19例 二於 テ下熱 或 ハ

混 合 感 染 菌{ilr失等 ノ数 果 テ認 メ得 タ リ。 而 シテ

内10例 二食 慾 不 振 、1嘔気 等 ノ副作 用 ヲ・認 メ タ ル

モ1重 篤 ナ ル症 状 テ呈 シタ ル音無 シ、 術 数 果 テ

認 メ得 ザ リ シノ・8例 ナ リキ。

次 二葡 萄 状 球 菌 二因 ル混 合 感 染 二封 シ葡 萄 状 球

菌 精 製 「ト ヤ ソイ ド」テ用 ・ヒ タル症 例 ハ第4表 二

示 セ ル如 ク、 全 症 例7例 ノ内5例 二於 テ数 果 テ

認 メ得 タ リ。 尚 敗 果 テ認 メ得 ザ リ シ2例 ノ・何 レ

モ肺 結 核 が重 症 ナ ル者 二・シテ、 第7例 ノ・数 日後

二・死 亡 セ リ。

第4表 葡萄状球菌精製 「トキ ソ イド」ヲ使 用 セル例

圏 肺 結 核i「 トキ ソ イ ド」使 用 前 「トキ ソ イ ド」使 用 法 「トキ ソ イ ド」使 用 後ク判 剛 毅
鵬1混 合鰍 菌一睡階矧 蟹

I
i副作用 備 考

留温 混合感染菌Il

含

60

12■ 満

♂

40

♀

25

闘
5■ 翁

16■}

[7圏3・

1

♂

L里
i♂

壷滲出裂　8・σcl白轡 菌}∵1』「
1
}0 .2

噸 剰 、!。

8日,3.7cci36.8C溺 菌(一)1ナ シ

聡 鑑i375C

瞳桶 裂38・・℃

　
21117.736.8℃ 葡 球 菌(一) ナ シ'

白轡 菌;Oll
516i2溶

1一百 琶 葡

球 菌10.2i一 一 一一

,(十),161.7

L肺 炎 菌(十)Io・5

36.γc,葡 球 菌(一)し シ

数 果ア リ

奉響 鐸β7・9・C

℃』38
型
症

合混
重

隔 色葡球菌1
(十)

肺炎菌(+)

壼滲出裂138・7cl白轡 菌ioご,

36・8C諜贈 粥

0.190.937.3℃ 葡 球 菌(一)

84.038.7C葡 球 菌(十)

　 く

蜜 螺37・ κ 順 欝 菌i・ ・3

1一 …一 一一 一

ナ シ

1013,037.7C葡i球 菌(十H・)

ナ シ

ナ シ

』 一一一i

ナ ・/

数果 ナ シ

以 上 余 等 ノ得 タ ル症 例 ノ・少 数 ナ ノ・モ 其 ノ成 績 ヨ

リ観 ルニ・、 此 等 雨 物 質 テ 適 當 二用 フ ル 事 ら ヨ

リ、 混 合 感 染 ノ肺 結 核 経 過 及 豫 後 一及 ボ ス悪 影

響 テ或 程 度 防 止 シ得 πモ ノ ト認 ム。

質 問 噸 倣(廣 島陸軍病院)

喀 疾 テ生 理 的 食:盤水 デ洗 縢 シテ云 々 ト申 サ レで

:.タ ノノ・何 力特 別 ノ方 法 デ均 等 性 ニ デモ ナ サ レ

タ課 デ セ ウ カ。

追 加 小 野 博(撫 誰 〉

肺結核混合感染三際 シテ出現 スル細菌種ノ・地方
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的季節的等ノ要約二依ツテ異ルモノト思､バレ

ル。余ノ春季ヨリ秋季二亙ツプ･検査シタ成績ヨ

リフヽレバ肺結核患者100例ノ喀痰培養上３日ノ

間隔ニテ３同以上略ｌ同一菌種テ連緬検出シタ

者ハ40例除デアリ有熱者二多列頃向テ示シタ。

菌種ハ緑色連球菌最モ多ク肺炎雙球菌、葡萄状

球菌等ごニ亜ギ、叉是等ノ各種混合セルモノモ

相常数ニアツタ。是等ノ患者二對シテ「アツテ」

系色素製剤（主トシテ「アクチゾ一勺、「アクチ

ワ４フヽ」、「テラポール」サ用ヒタ）ノ連績内服（１

日量1.5―2.0瓦）及ビ筋肉内注射テ行ヒ、之ト

平行的二喀痰中諸種細菌ノ消長テ検シタ。之二

嫁レバ緑色連球菌ハ最モ早期二消失或ハ減少シ

叉有熱者ノ解熱モ他ノ菌種二因ルモノト比較シ

テ著明デアツタ。肺結核ノ混合感染症状テ軽快

セシｙルコトハ、肺結核ノ経過ヴ好韓セシメル

意味二於テ有意義ナリト思フモノデアル（詳細

。・ヽ軍醤團雑誌二掲載ノ像定）。

追

　

加 皿お(胆沢i)
私共モ亦肺結核ノ混合感染二對シテ。･ヽ「スルフ

ァミン」類テ用ヒや相常ニヨ１成績テ得テヤリ

-> -/.､が、最近問題こナツテヲル「スルファミン」

こ「ピリヂン」ノ付イタ製剤「トリアノン」テ肺結

核患者二用ヒテ£－シタ。ソレハ肺門腺絡核ノ

患者デシタガ外泊ノ後急ニ39度以上ノ稽留熱

テ呈シ、脈扨叡及ビ呼吸数ノ斟イコトヽ理學的

所見無キ鮎ヨリ肺炎ノ併殺デナ4=1ト､ハ明デア

ルガ、コノ患者ニ｜トリアフン」ナ４瓦１同二奥

ヘマシタラバ急二下熱シマシタ爾後毎４時間ニ

１瓦宛２日間呉へ、爾後減量フ、ルト再ビ毅熱ス

ル1、4フョウナ具合デコノ鮎肺炎ノ場合ノ様ナ

作用ノ機韓卜同様デシタ、印チ１例デハアリ・

スガ肺門腺結核二對シテ良好ノ成績テ得－シ

タ、然シ他ノ肺結核患者デ下熱困難ナ３例二對

シテノヽ「トリアノン」３．０瓦分３程度ノ投呉デハ

格別ノ妓果テ得ヤレ’センデシタ。

　　

100. Azin, Oxazin系二属スル2, 3 /

　　　　　

色素及ビIndigo J賓験的結核ニ

1245

　　　　　

及ボス影響二就テ

　　　　　　　　　　

順賀井忠男

　　　　　　　　　　

大林

　

容二(傅

　　

則

　　　　　　　　　　

諏訪紀夫

Safranin ｌヽ同ジAzin系二属フヽルPhenosafranin

及ビAzocarmin >・ヽ共二結核形成阻止作用ハ著

明デナ４がOxazin系二属ソヽルNilblauダヽ著

明ナ阻止作用ガアル。然ルニnormal Potential

モ同ジ位デ構造モ似テ居ルCresyl-echt-vioiett

及どBrilliant-cresyl-blau 、ハ無敗デアル。In-

digoニ於テdisulfonat及ビtrisulfonatハ余

。・ヽ著明デナイガtetrasulfonatデーヽ梢ｌ著明ナ

結核形成阻止作用テ認ノル。

今暇ニNilblauトCresyl-echt-violettト

造式二就テ比較シテモ分子排列ノ如何ナル部分

二其ノ作用ノ差異せ生勣レノデアルカ解ラナ

４．叉lndigoノ場合モSｕlfonノ散ヤ分子ノ

結合状態ノ相違が結核形成阻止作用ト如何ナル

開係テ持ツテ居ルカト云フ説明モ着京二残サン

タ問題デアツラ茲ニ。･ヽ賓験ノ成績ノレサ報告フ、

ル次第デアル。

惟フニ色素ノ様ナ物質が賓験的結核二對シテ少

シデモ有救デｊい川ヽ云フ様ナ場合・ヽ非常ニdeli-

cateナ盲験成績ず示シ果シヅドノ程度二批判

ソヽベキデハレカ判定二苦シム様ナ場合モ起ツテ

来ルノデ之ハ基礎的賓験ニョツテ統計的ニモ賓

験誤差範園ノ基準サ立やヽ置ク事が必要デアル

ト考ヘテ居ル。

叉色素ノｎｏrｍａＩPotential ニ特二注ごテ沸ツ

テ居ル理由ハ吾カガ化學療法二於ケル薬物ノ敗

力1ヽ其ノ作用機序ヲ論ズルニ富り生胆二於ケル

病的髪化二對フヽル薬物ノ影響テ考フル際ノーツ

ノ武器デアツテ勿論化學療法剤が生能内酸化還

元系トドレ七・密接ナ開係二置カルベキカ一・ヽ未

知ノ問題デアルカラ之ノミ捉ハレテ居ル譚デハ

ナイ。然シ今日-・'デ知ラレタ適確ナル治政作用

テ示ソ､處ノ散々ノ薬剤二就テ見テモ生胆内二於

グ'薬物・還元作用が結核形成テ阻止スノレノデア

ラウト云フ此７種７ Ahnungニ對シテハ甚グ

興味深イモノガアルト思フ。ヨク吾々ノヽ或薬剤
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が生膿内二於テbakteriostatischトカbakte-

　

riolytischニ作用アルト云フ事サ聞クガ奏破機

　

序ノ説明1ヽシテ果シテ満足ナ表現デアラウカ、

　

抄ク共薬物が生膿内酸化還元系二影響シタ其ノ

　

破カテ現バスト云フ考へ方モ亦一ツノ行方デア

リリ今後盆ｔ賓験的基礎テ豊富ニシテ行カネバ｀ナ

　

ラナト遡､フ。、

　　　

101.軽症腸結核二對スル人工気腹療法

　　　　　　

ノ政果二就テ

　　　　　　　　　　　

討トユ(東京市療)

　

近年諸み國二於テ腸結核ノ治療トシや人工気腹

　

療法が行ハレ此ノ療法ノ破果二就テ、第１同報

　

告トシBauyai氏ハ1931年ニ44例二本療法ヲ

　

行ヒ症候的破果ヲ認ノタル者70 。4χ 完全二破

　

果ヲ･認ノタル者31．8％テ報告シ次ニ1934年第

　

２同報告トシテ100例二就テ破果ヲ･認ノ･タル者

　

71％救果テ認メダル者29．0％アリ。

　

David Salkin 氏／ヽ白人76例、黒人19例、總

　

計95例二於テ1936年二報告セルヅ見ルニ破果

　

サ認ｙタル者83χ、破果ヲ･認ノザリシ者17％

　

アリ。

　

Klopstock, Schiller M氏ハ1933年ニ21例ノ

　

報告二薬品等ニョツテ破果ヲ･認ノラレナカツタ

　

腸結核ノ諸症状ハ人工気腹療法ニョツテ非常二

　

良好ノ結果テ資シタト東京市療養所二於テモ今

　

同共同登表者ナル矢部陣士等ハ気腹療法ノ手技

　

及ビ臨休的観察ト題シテ第13同日本結核學會

　

二於テ腸結核患者二本療法テ行ヒ、其ノ結果ヲ

　

報告セリ、夫レ以来本療法テ憐績シ、其ノ中ヨ

　

リ特二軽症肺結核患者ニシテ腸結核ノ諸状テ

　

有フヽル者ヲ･選ビ本療法サ施行セル成績チ報告

　

フ｀。

　

１．

　

術式準備

　

(柏器械

　

東京市療養所式人工気胸療法器械ラ

　

使用シ。酸素吸入用ノ酸素繊管カラ、｢ゴム｣管

　

ヲ･以テ酸素ヲ･気宇二貯ヘテ用ヒタリ。

　

(ロ)針

　

2．

　

穿刺法

【第18巻

穿刺法二於テ・ヽ臍下部穿刺法ト横隔膜下穿刺法

tヽアレド臍下部穿刺法ニテ行ヘリ。

３．

　

膿位及ビ穿刺部位

穿刺前放尿サセ膀胱テ空ニシ仰臥位トシ臍下約

３自白條左側へ約３ｃｍノ所テ選ど皮膚静脈下腹

動脈サ避ケ注意シテ行フ。

４．

　

本療法賓施

先ヅ皮膚表面ヲ･消毒シ1% Novocain液2－、5

c(け腹壁二浸潤シ局所麻醇テ行ヒ皮膚面二直角

二立テ皮膚テ穿刺後抵抗少キ皮下組織珊テ通過

シ、次二外筋鞘ヨリ通過フＪレニツノ抵抗サ感ジ

針尖二抵抗ナキ腔二入ル感アリ。

５．｢マノメター｣ノ動キ

気腹ノ場合二於ｆダヽ腹腔内歴ハ中性ノタメ、｢－

ノノ'ター｣ノ動キハ気胸ノ際ノ如ク明カナラズ。

腹腔中こ針ノ達シタトjSダ｀レル場合。″゛｢７｀－ン｣

ラ開キ少量ノ酸素注入セバ｢マノメーター｣ノヽ気

胸機械ノ酸素ノ歴二依り弱陽性歴ダ示シ｢バー

ン｣テ閉メヤトキダヽＯノ所ノ前位ニモド゛ル腹腔

中二針ノ達シテ居ラタ場合／ヽ｢ノヽ－ン｣テ閉メ

ルモ｢フノメター｣ノ｀ヽソノ位置一止マリ、Ｏノ位置

-゛モトレ事ナシ。

６．

　

酸素ノ注入遼度

速度八一定セズ極メテ速カノ者ト遅キ者トア

リ。

７．酸素注入量

200CC－700CCテ注入セリ。

８．本療法同数

患者二本療法テ行ヘル同数ハ１同一15同施行セ

リ。

９．

　

気腹後酸素ノ有無

腹腔中二酸素が完全二注入セラレタカノ診断ハ

｢ジン1ヽゲント使用セ八十分ナルモ酸素注入後

肝臓濁音ノ消失シ打診ニョリ鼓音ノ現ハレテ気

腹が完全二遂行セラレタフレ事サ知リタリ。

10．酸素ノ吸収

気胸施行後約３日後二肝臓濁音ダヽ再ビ現ハル。

今同本療法夕施行セルハ11例ニシテ其ノ内男

子７例及ビ女子４例ニテ腸結核患者ニシテ最モ
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軽 症 腸 結 核 二 封 ス ル 無 腰 療 法 ノ 例 症

例酬 姓 名
1性 別1年

凸 一 一-,一 一_一

齢1回 晦 痛 ・腹 鳴 縦 陣 慾瞬 痛1盟 蚕
Il一 ♂

一 一 一 冒曹 一",一.曹 一;'}一 唱9'鞠'一}'

28D消 失 減 少 減 少 培1有 培
一 一〒一

皿1一 圏
一一 一一一一 一 一 一一 一 一一 一 一 一 一一 一

皿 一
一 一r一 一 一

IV一

♂ 284消 失 消」 実 停 止1培 1有
　　

不 攣

♂ 4112消 ワこ 消 失:レ ド 」ヒ 不 愛:イ ∫ 壇}

♂ 、
1

1一 一

223清 失 ・消 失 停 止 不 攣 、 有 不 攣

一V一 ♂

一一 一 一一一 一i

20↓ 清 失 消 失 停 止 稽 二培i有

一=

VI一
一 一一昌曽一一 「 一 一一 一 一 一一 一一一一一_一

V∬ 一

一_一 一一,一一 一

♂

一r-

3915消 失 旨消』 失 減 少 不 墾i1有 塘

♂ 18i了 消 失 靖 実 停 止1不 動 有
!減 少

V田:一
」▼一

♀
一

204一 消 失 停 止 不 攣 有 培

Ix一
一 一一一一 一一一一 一一

x一
皐一 一 一

♀

一一

19;71減 少1減 少 稚 く減 不 憂 有
一

'減 少

253溝 渠 消 失 停 止 不 愛1有
!

培
脚噌 一

XI■ ■ ■■■■
一 　 一一

♀ 2711一=二 一 一 停 止 不 攣1無 不 攣

一 ノ印 ・・始 メ ヨ リ白魔 症 状+キ 者

不 快 一}感ゼ シム,・・腹痛 腹 鳴 ノ・1同 乃 至2画 二於

テ殆 ニ ド消 失 シ下痢 ノ・直 チニ停1ヒ セ ル者 或 ノ・減

少若 シ ク・、軟 便 トナ レ ル者 ア リ。

表 二示 ス ガ如 ク腹痛 ・・始 メ ヨ リ無 キ者2例 、 減

少 ヒ,レ者1例 マ ・し ノミ他 全 部 漕 ワしへ。 腹 鳴 ノ・始

メ ヨ リ無 キ 者1例 、 減 少 セ ル者2例 ニ シテ他 ・・

消 突 へ。 下痢 亦 ノ・軟 便 二 於 テ ハ減 少 セJし者2例

一 テ租 ヒ減 少 セ,・者1例 他 ノ・停ll∵へ。 食慾 ・・増

進 セ,・者2例 ニ シテ1例 梢 」 曾遊 他 ・・不 憂 ナ

リ。 膿 重 ・・増 加 セ ル者5例 不 攣3例 、 減 少2例

ニ シテ1例 ノ・絶 禮 安 静 中 一 テ ハ膿 重 不 明 ナ リ。

肩 痛 ノ・本 療 法 施 行後2回 目 マ デノ・10例 二於 テ

認 メ タ ルモ3回 目 ヨ リ減 少 ス。1例 ・・酸 素 逡 入

量 少量 ノ爲 メ ガ肩 痛 ナ シ.

次 二数 例 ノ・膿 粗 衣 斗掲 ゲ特 二魚 腹 療 法 施 行 前 後

ノ下 痢 ノ状 態 ・・見 ル ニ、

第1例 熱 型 ハ殆 ン ド不 攣 ナvド 氣 腹 療 法 後 ノ

大 便 ノ状 態 ヲ観 ス,レニ軟 便 二成 リツ ・ アル.

.第2例 熱 型 ハ魚 腹 療 法 後4日11ヨ リ多少 下 降

セ ルモー般 二不 攣 ナ リ。

本 患 者 ノ・特 二腹 痛 著 シ ク、 夜 中腹 痛 ノ鵬 メ睡 眠

出 来 ズ ト訴 へ 直 チ 二本 療 法_}施 行 セ ル ニ1同 ニ

テ腹 痛 消 失 セ リ。 下 痢 モ2周 後 殆 ド普 通 便 トナ

ノレo

第3例 熱 型 ・・租 、下 降 セ,し観 ア リ・ 大 便 二於

テノ・軟 便 ナ リ タ,レ モ 本 療 法 施 行 後 普 通 便 け

(1例)
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【第18・ 巻

(4例 ク

(5例)
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一一下 痢 便

0便 秘

ノしo

第4例 熱 型 二不 憂 ニ シテ下 痢 便 二、 一.同ア リ

タル モ本療 法施 行 後 普 通 便 ト卸 し。

第5例 熱 型 利iミ下 降 『へ。 本 療 法 施 行後 下痢 便

ノ・:普通 ナ ル。

第6例 本 患 者 ノ、バ セ ドウ氏 病 ア リ、膿 粗 衣 ナ

見 ルニ脈 搏 頻 度 ナ ル ノ・心悸 先進 ノ影 響 ニ シテ熱

型 ノ・不 憂 ナ リ。 下 痢 便 ナ リク ル モ本療 法1同 二

:.テ下 痢 停IL普 通 便 トナ ノし。

1)結 論 本療 法 ノ・腸 管 テ損 傷 シ、穿 孔 性 腹 膜 炎

ラ誘 瑳 ス ル危 険 ナ キ ヤ ト懸 念 セ ラ ・し・モ危 険 ナ

ル績 磯 症 テ感 起 シタ ル事 ナ シ。

2)自 費 症 状 ト シテ右 肩 ・惨痛 子 訴 フル者 多 キ

モ、1同 選 入酸 素 量 約300ccト シ1週2同 施 行

後3回 目 ヨ リ酸 素逡 入量600ccト セバ 肩 痛 モ殆

ン ド認 メ ズ。

3)腹 鳴、腹 痛 二野 シテノ・特 二良 好 ナ ル数:果 テ認

ノ タ リn

4)下 痢 及 ビ軟 便 二封 シテ ノ・軽 度 ナ ルモ ノノ・施

行 後 直 チ ニ停 止 セ セ ル者 ア リ。v

5)本 療 法 ノ・腸 結 核 ン下 痢 二 封 ス ル特 殊 治 療 法

ト云 フ ヨ リモ一 般 下痢 二封 シ数 果 ヲ有 ス ル ノデ

ノ・ナ ィ カ トモ思 ノ、ル。

102.放 射 塵 食 ヲ以 テ セ ル 結 核 性 淋 巴腺1 ,

炎 ノ治 療 二就 テ

欝 講(欝麹
1.緒 論

近 来 原 千核 物 理 學 ノ進 歩 ニ ヨ リ元 素 ノ痩i性及 ビ

人 工 「ラヂ ウム」 ノ製 成 二 至 レル余 等 噛i谷 、竹

内)・・1935年 来、食 盛 ノNa核 テ 特 殊 方 法 テ以

テ不 安 定 ナ ラ シメ テ、 以 テ所 謂 人 工 「ラヂ ウ ム」

テ作 ノし事 二成 功 シ、 其 ノ物 理 學 的性 質 ノ・昭和

10年 目本 数 學 物 理 學 會 二於 テ報 ・告 シ、 ソ レテ以

テ セ ノ・生 物 學 的 第 一 研 究 報 告 ノ・、 昭 和12年 病

理 學 會 二於 テ報 告 セ リ。

其 後 余 等 ノ・(澁谷 、 竹 内)ノ・猫 實 験 ラ重 ネ種 々 ノ

人 罷 疾 患 二慮 用 シツ ・ア リ。 其 内 「淋 巴腺 結 核 」

三鷹 用 シ著 明 ノ数 果 ヲ 得 タ ル ラ以 テ人 工 「ラヂ

r')ム」ナ以 テ セ ル 淋 巴腺 結 核 治 療 ト シテ本 報 告

ヲ'公二 七}1・ 人。

2.實 駒 方 法 鼓 二材 料

竹 内 ノ法 二・ヨ リー 定 量 ノ 純 「クロ ・一 ルナ ト リウ

ムf探 りコ レニ γ線tBombardセ シム ル専

一 定 時 ノ後0 .85%ノ 割 合 二水 二溶 解 スrカ ク シ・

テ滅 菌 シタ ル後 コv=t1腫 瘤 毎 二其 ノ大 小 三態

ジ、3cc乃 至5cc宛 ヲ腺 實 質 内 二 静 カ ニ注 射 セ

リn實 駒 材料 ノ・頸部 結 核 性 淋 巴腺 炎 ニ シテ、 ソ

ノ大 サ鳩 卵大 、 乃 至 小 鶏 卵 大 ノ モ ノ ヲ 選 澤 セ

リ(軍純 肥 大 型 、 乾 酪 攣 性 型 有 痩 孔 乾 酪 型)。

.」
.實 験 成 績 ・

今回 實 験 セ ノし「25例 」ノ成績 次 ノ如 シ。
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乃チ、別表二示ス如ク、

全治セルモノ６名。

殆ド全癒セルモノ(此ノ場合淋巴腺腫ノ貧小指

頭大二残レルモノ)９名。

明ラカニ縮小シツヽア゛モ中止七ルモノ５名。

患者へ都合ニョリ其ノ結果楢判明セル早期二中

止セルモノ５名。

今此タ治療成績％ラ見ルニ、｢全治｣24X、

｢殆ド｀全癒｣36％ニシテ、之レテ合フヽルトキハ60

ガノ治癒例ヲ得タル事トナル。而シテ殆ド全癒

1ヽセルハ最後二小指頭大ノ硬キ腫瘤テ残セシモ

ノーシテ其ノ多ク八本治療前ニχ線治療テリーセ

ルモノナリ。

４．

　

副作用(軟化二就テ)

本剤注射ニョル所謂副作用一認ムベ゛キモノ全例

二於テ認メタル事ナシ。唯別表二示フ、如ク、32

％8名二於テ見ル如ク、注射３同一５同目二急

二軟化慨熱腫脹シ来ルモノ有リ。

余等ハ初ノコレヲ消毒不完全ニョル化膿菌ニョ

ルモノナルヲ5琴へ、種々4命査セルモ

(１)注射液ハ常二使琲前｢う≒プーレ｣ニ詰ノタ

ル後煮沸消毒シ楢使用時毎常其ノ液ノ培養賓験

陰性ナリシ事。

(２)軟化部ヨリ注射針ヅ以やソノ･少量ラ取り、

｢フ丿ヨン｣培地血液寒天培養りレモ常二其ノ成

績べ割圭ナリシ事。

(3J其ノ経過ヲ見ル二一定度腫脹セシ後ハ、更

二周園二炎症尹波及シリレ如キ事ナク、敬日－２

週間ニシタ自然二吸収シ去リ、叉川主射針々以

テ軟化液ヲ･吸引りレ事二依り痕ナク治癒フヽル事

(４)軟化例十考フルニ、其・初二於テ已二内部

軟化乾酪受性りレモノニ多ク、腫瘤ノ乾酪愛性

ヲ･来フヽモノト注射液ニョノレ軟化≒何等力胎質

上、細胞病理學上、一定ノ開係゛j〕レテ示唆ブ、ノレ

モノアリ。

郎チ若シ余等ノ想像ニシ々正シクンバ、乾酪愛

性セル淋巴腺ハ、元来已二軟化物質ノ吸収ノ悪

キテ示シ、更二今其ノ琳巴腺内ノ淋巴腺細胞ノ

放射性食囃注射ニョリ急激二死滅崩壊-いレ1ヽ

ヒ，

日

－ － 一 一

1249

キ、吸収ノコレニ伴ハずル総、該腺腫軟化腫鮫

ヲj3kスモノナル可シ。

５．結

　

論

１．余等ハ放射性食磯ヲ

３。

リ。

４．

明二縮小シッヽアル？認メルモノ20ガア

患者ノ都合ニョリテ中止セルモノ20χア

几

５．

　

注射ニョリテ腺腫ノ軟化セルモノ８名、32

％アリ。

放射性食堕ダヽ余等ノ数年間ノ生物學的研究ニヨ

郷林巴性白血晦二有敷無害ナルリ･信ジテ疑ハ

ズ。

103.孤立性結節性結核ノ肺葉切除治験

　　　

例

武田

　

義章阪

　　

大
菅野

　

冬雄(小渾外科)

手術手技ノ農達セル¨今日二於タハ結核肺ヲ切除

スノレコトハ敢々難事デモナク、叉危瞼ナル手術

デモナク適意如何ニョツテハ肺結核治癒ノ最モ

近道トナル場合ガアルノデアリマフ、。私が今日

申述ントいレ症例・ヽ正ノヽコ

　

ノ１例デアリマペ。

症例、患者ハ18歳ノ男子、蛾工所職ll、生来

健康約１ヶ月以前ヨリ胸痛ト咳漱こ｀訴へや内科

腎り訪レ、Ｘ検査ノ結果右下葉部二鶏卵大ノ腫

瘍ノ如キ陰影サ呈セルが篤ノニ、外科二燈ラレ

テ求心

全身状態ニモ、白畳症状ニモ、亦理學的検査ニ

ョツテモ、結核ｦ一確定ヴ､ル様ナ症状ハ何物モ冊

見出来べ･セこ。赤沈モ１時間7、72時間26、中

間値10デアリーi’フヽ。

肺腫瘍ノ診断ノ下へ右下葉ノ摘出術テ行フ事

ニシテ、手術準備トシテ気胸丿'行ツラ見マシタ

ガ肺肋膜間ノ癒着ハナク肺門部ノ方向ニョク萎

縮致シマ'ヽ。局所寂醇下二右下葉ノ全摘出尹行

ヒマシタ、、手術後ノ経過ハ極メ刊賦調ニテ、手

術後第55日目二全治退院シテ只今デハ農こ叩にｰ
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従事らテ居リーフヽ。

摘出標本ノ組織學的検査づ一行ツテ貼マ

　

ソ、ト意外

ニモ。コノ腫瘍ハ孤立性結節性結核デアツラ、

病理學的ニ・ヽＫ§､sige Pneumonie ノ像一･呈シ

テ居リフソヽ。

私が文献デ検べ｀マシタ所ニョル1ヽ斯クノ如キ孤

立性結節性結核ノ肺切除５例ハ今日迄僅ニ５例

二り

常こ良好ナル結果丿示シう｀ヰル。

一方斯ノ如キ孤立性結節性結核ノ運命十考ヘル

時、吸収せレ或ハ石灰化シ、自然治癒サ空洞形

成、肋腔／･、

　

ノ穿孔等モ十分可能デアリーこフヽ。孤

立性結節性結核ノ手術ノ結果ノ甚グ良好ナル事

１、之七

時、孤立性、結節性結核ダヽモツト多数ニ、モツ

Iヽ早ク、肺葉切除術月子フ可キモノｊいレノ確信

ノヽフレノデアリマハo

　　

104.

　

肋腔内癒着剥離術ノ適憲二闘スル

　　　　　

経験

武田

　

義章(7洋外jみ)

肺結核二外科的療法ヲ･最モ廣ク行ツテ居ル米國

二於テサヘモ人工気胸ノ適恵デアリ乍ラ肺肋膜

間ノ癒着ノ認ノ･ニ人Ｅ気胸術が賓際二行ヒ得＋

4モノガ平均15％乃至20χアリー・八未グ肺

結核ノ外科的療法が普及サレテ居ナイ我が國二

於テーハ此ノ叡學ハ恐ラクノヽモツト大キ４モノデ

アラウト想像サレマフヽ､、肺ノ癒着剥離術ハ斯ノ

如キ癒着ノ篤ノに一人工気胸一付け得ナイ者二對

シク人工気胸術ヲ行ヒ得ル様二人ﾉL。云ハヽ･人

工気胸ノ準備手術デアリーソヽ。然シ空気列主人

フ､ル空間ハ必ズシモ肋膜ノミニハ限シレテノヽ居

ナ仁ノデアリマシヘ肋膜外二於テ胸壁肋膜I・

肋骨々膜トノ間二人工的二一ツノ空隙ヲ作ツテ

茲二空気列主入シテ、肋膜腔口空気列主入シタ

ト殆ンド同様ナ救果ヅ肺二及ボフ。手術方法モ近

頃行ハレラ居リマス。従ツテ癒着剥離術・ヽ第１

表り口ク分類シ得ルノデアリマス。゛

コノ内n ・Ａ印]チ閉鎖式肋腔内癒着剥離術ハ内

ヒｊ

日 【第18巻

科聾二於ラモ簡軍二行ヒ得ルモノデアリ、今後

内科一二於ｆ盆ｌ屡い于ツテ頂キ度イ手術デアリ

ース。併シ乍ラ此・内科的癒着剥離術ニモ可ナ

リ危瞼ナル併殺症ガアリーフ、、後出血ト膿胸発

生ガコしぢアリーシテ、私・ヽ各種ノ癒着剥離術

リ･行ヒーシタ経験ヨリ是等併殺症ノ憬防法二就

子ﾐ述ベタイト思ヒフス。

第一一ﾉ後出血ノ問題

肺ト肋膜1ヽが癒着シタ場合二於ケル癒着グ介･｀シ

テ行バレル非生理的血液ノ交通ハコノ三ツノ可

能性が考ヘラに・フヽ（第２表）。従ツテ出血モコ

ノ内ノ何レカノ血管系カラ起ル譚デアリース。

（１）ノモ’ハ主トンキ・索状癒着二見ラレルモノ

デアリマシヘ之-十切断致シマストソノ雨断端

カラ動脈性出血が起りマヴ、。索状癒着ノ太サガ

直径５粍以上ノ場合ニハ電気焼灼ラ行ヒーシテ

モコノ動脈性出血ハ止ｙ難イ故ニ、後顧ノ憂ノ

無イ手術サ仕様1ヽ思ヘバ切断シタ雨断端ヲ結紫

セネバナリマセこ、コノ事ノヽ内科デハ出爽マセ

こノ故二閉鎖式癒着剥離術ヲ･行フ場合ニ｡ハ直径５

粍以上ノ索状癒着ハ切断シテ。・ヽナラナイノデア

リマフヽ、、

（２バ３ドモノハ膜状癒着切断ノ際二見ルモノ

デアい‘’シテ静脈性出血デアリマス。主トシテ

外科的癒着剥離術’際二見ラレルモノデアーリ

ｿヽ、。第ニハ膿胸殺生ノ問題デアリマス。

申フ､近モナクソノ原因ハ肋膜ノ感染デアリ、Å

が、私達ハ今日迄二最長４時間モ肋膜腔ラ開イ

テ居リーシタガ、空気中ノ微生物二依ツテ感染

シタ1ヽ思ノヽしリレ例ニハ遭遇シテ居リマセン、然

シ乍う少シデモ肺’病竃ヲ･傷付ケルト殆ド必衰

的二感染シテ居リーヽイ､。斯様ナ事賓ヨリ癒着剥

離術二於ケル膿胸蔓生ノ像防法。・ヽ肺臓ヲ損傷シ

ナイ事が第一ノ條件デアアリマス。閉鎖式肋腔

内癒着剥離術ヲ･行フ場合ニ､ハ短イ癒着即チ長サ

３糎以下ノ短イ癒着及ビ癒着セル肺臓ノ胸壁肋

膜二於ケル境界が判然トシテナイ時ニ｡ハHan-

gende Kaverne　ヲ･破損シタリ或ハ肺賓質ラ

損1結シタリフヽル事ガアル、従ツテ肋膜二感染ラ
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起スガ故二膿胸が貨生フ、ルノデアリマソベ第３

表)。胸腔鏡デ覗イう゛'以上申述゛タ如キ所見テ得

タナレバGalvanokaustik 4中止jいレ事二依ツ

テ後血出或ハ膿胸殺生ノ危瞼丿未然二防グ事が

出;来ルノデアリ゛ス。

　　

105.

　

肺結核患者ノ横隔膜駒経捻塵術施

　　　　　

行成績

　　　　　　　　　　　

橋本

　

啓一

　　　　　　　　　　　

大門

　

周治(刀根山病院)

　　　　　　　　　　　

柳津康夫

-‥-側ノ肺結核二虚脱療法ノ妓果ア･レコ1一ヽ現今

何人モ琵八万所デアル。横隔膜紳経ノ機能サ髄

絶シテ肺虚脱テ企へ以テ肺結核ノ治療列足進

セこI｀フ｀ル事｀ニ｀既｀ニ｀古りヽ其方法モ色々アル。

横隔膜御経ノ切断叉ハ捻除術ハ同御経ノ機能座

絶ニハ安全ナランモ永久一同御経ノ機能恢復七

ザ）レノ訣勤存シ、而カモ其遠隔斂果モ満足セデ

ルモノガアル。従テ木綿経機能ヲ一時的二座絶

シテ治療戟果ラ畢ゲ得ルモノアラパ理想的ト言

フベキデアリ。捻巫術iQuetzung) /如キベ或

程度此條件ニカナ･'･モノデアル。横隔膜御経捻

巫術トハ同御経ヲ頚部二於ラコ。ヘル氏針子ニ

テ軍二捻歴スル方法デアル。

現今横隔膜御経切断術叉刈

施用七ラノレ

　

｀ゝ様ニナカッタガ。捻昨年術施行例ノヽ

斟ナク、殊二本邦二於天然りデアル。刀根山病

院二於テハ叡年前カラ阪大武田講師二依頼シテ

横隔膜御経捻圃術テ施シテ屡吋目常ノ践果プ畢

ゲ得タノデ之テ纒ノテ學會二報告七丿ヽシタガ

症例モ斟ナイシ、系統的二観察サに7･ララタノ

デ、唯;1ノ11月末カラ材料ヲ撰ビとう追加シ

タ。サテ患者ノヽ主1ヽシテー－側性ノモノ、叉ハ他

側ノ軽皮ノモノヲ｢レしIヽゲン｣像こーヨリ撰ビ人

工気胸ヲ施シ、主二其不能ナルモノ二本術テ施

行入術前観察二必要ナ赤沈反礁其他ノ臨休諸

検査サナシ、術後１週１月、３月ノ如ク逐時的

二同様ノ検査ヲ･繰り返シ、病勢７経過ヲ観察シ

　ッヽ妓果ヲ判定シタノデアル。カクシテ施術ヲ

ｔJレモノ54例アルガ人工気胸テ併用シタモノ

特二検査不確盲'モフテ除や50例二就テ妓果

ヒ，

日
1251

ヲ批判吟味スルコIヽヽシタ。

治救成績二就イテハ術後短期間ト長期間トノ各

二就イう=･吟味-いレガ適常ナランモ前ノ様ナ事情

デ長期間ノ観察ハ未グ症例が少ナイノデ主1ヽシ

テ短期間ノ観察ノミテ述ぺ）レ。勿論後者二於テ

モ記載ノ明カナモノニ就イテ併述フヽル。

Ｉ．施術後３月以内二於ケル治識成績

其１．主1ヽシテ｢レントゲン｣學的並二理學的所

見ヨリスル成績

病竃・部位ニョリ識果ハ異ナル。郎チこら竃が上

野ニハレ程無識ノ者が多ク、病竃ノ下野ニマル

程良イ救果テ得テテル、然レドモ悩竃上部二存

ヤレ場合ニモ、叉相常筆大セル場合ニモ相常ノ

識果アルコIヽアリ、叉病竃下野二存在シナガラ･

殆ド無敗ノコIヽモアツタ。カ々シマ全酸50例

ノ申28例(56％)ハ良イ影響子得タノデヘル。

手術後噌悪シタモノガ２例アツタガ１ハ術後

２．５月デ進展叉ハ腸結核様症状々併登シタモノ

デアリ、他－ヽ｢レ｣像コソ悪化スレド先沈、酸温

等ハ好韓シテうぃレ。

其２

　

酸温、赤沈反恵二及ボソヽ影響

有熱患者42例ノ下降シテ平熱ニナツタモノ、

叉ハ下降傾向う示シタ者27例(64帽アリ、不

撥者13 C31％八上昇傾向サ示シタモノ2(5％)

アツタ。之刊術後３ヶ月近ヤニナヽソマノコトデ

ア

　

｀ｿ久勿論術後１週間以内ノ熱ノ動揺ハ除外

シタ。

赤沈丿丈恵モ同様ニョク好韓]いt 。郎チ47例中

遅延シタモノ、27(57①)、不m 17 3ドブ八促進

３(９％)デーヤレ。之モ多クハ術後３月近々ニナ

ツ刊足進シ入来タモノデアル。

其３

　

咳楸、喀痰二及ボフヽ影響

咳楸、喀痰レ初ｙヨリ訴へナカツタモノ５例ず

除外ｼﾀｰ45例中減少叉ハ消失う｡タモノハ共ニ

28('62薗、不撥15(33％八噌加2(5顛デアリ、

施術ニョリ喀痰、咳楸ノ減少叉ハ前失フ、ル１ト

ハ事賓デアル。喀痰中ノ結核菌7 Tiehl-Gabett

氏法ニョリ登見シ得ザルニ至ツタ者７例アツ

タ｡、
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其４

　

病型ト治政成績

惨出性ナルト、噌殖性ナルトニ不拘相営ノ政果

ヲ･車ゲ得ルモノナレバ病型ニハ開係ナク施行シ

テ可デアル。

其５

　

捻匝術ノ空洞ノ消長二及ボフヽ影響

≒･ントゲン｣像ニョリ明カニ空洞ヲ･澄明セシ者

20例中術後縮小叉ハ消失ラ示フ、モノ｡ハ９例(45

％jアリ､、之ハ病竃ノ下牛部二存フヽル者が多イ。

上野二存っヽル場合ニハ殆ド政果ナク披大ラ思セ

ル者２例アツタ。

其６

　

喀血、血痰ノ消長トノ開係

屡ｌ喀血叉ハ血痰ヅ訴フル患者10例(軍二喀血

ノ既往症ラ有スル者二非ズノ中術後３月間夫l／

ヲ･見ずルモノ５例アリ、無銭ノ者５例アツタ。

特二施術ノ篤ノニ噌悪シタ者一ハナイ。政果ノア

ツタ者ハ病竃肺ノ下牛部ニアツタ者デアル。

其７

　

副作用拉二合併症

文献二見ラルヽ副作用及合併症トシタ、１反對

側肺ノ悪化、２腸及粟粒結核ノ登症、３喀血、

４心臓及循環器障碍、５胃腸症状、６無気肺等

が車ゲラレラ居ルガ、吾人ノ例二於月又對側肺

　

ノ悪化が２名、術後2．5月位ヨリ腸結核ノ症状

　

サ示セルモノ１例アリシノミデ、殆ド副作用及

　

合併症ハ顧慮ソ、ﾉﾚ必要ナキ程デアル。

　

其８

　

横隔膜ノ車上程度ト治政成績

　

政果ヲ得ルニハ横曜i膜ハ1cm以上ノ車上せ要シ

　

４以上車上セラレタ場合ニハ非常二良力･ソタ。

然レドモ必ズシモ車上程度lヽ治政トノ間ニハ拉

行開係が存在シナイ。

II。　横隔膜祚経捻暗術施行４月以後ノ経過

施術後政果ナカツタモノハ遠隔政果ラ知jL上二

無意味ナル故二以後観察ヨリ除外シタ。術後４

月以上経タモノ50例中25例アリ、其中良好リ･

得タモノ16例アル。退院後住所不明等ノ篤ｙ検

査シ得ナカツタ者６例、結局今ハ残り10例二

就イラーノ観察ヲ述ベル。即チ引キ績キ良好ナリレ

者ハ７名(70％)、其中２ハ術後８ヶ月、10例ハ

11月、

　

２例ハ12月、

　

１例ハ16月、

　

１例ハ21

月７経過シテラリ、コノ中５例ハ夫々就學、就

ヒj
日 【第18巻

職、分娩シテ健康デ活動シテラルガ、尚良好ナ

ガラモ引キ績キ治療中ノ者２例アル。残りノ３

名ノゝ一一‘時良好ナリシモ２例。・ヽ術後７月位デ腸結

核せ合併シ入院中ニシテ、１名ハ術後18月デ

死[ごシテヲリレ。

ｍ．

　

横隔膜下降状態

一旦捻歴サレテ機能座組サレタル横隔膜紳経ハ

術後何々月位ニシテ機能テ恢復スルカ1ヽイフニ

普通ハ数ケ月トサレテルガ、余等ノ例二於テ・ヽ

極ノクー匹｡々タリト言フ・ヽごキデアル。３夕月位ニ

シラ朕二横隔膜モ元ノ位置二恢復シ、且運動モ

シクサルモノアルガ多クノ１例ｚヽソレ以上ヲ･要

フ、ル

之二!要ノヽルニ余等ノ施行セル50例ノ横隔膜祠1

経捻歴術ノ治政成績ハ相常ノ妓果サ畢ゲ得タト

fかいレ。而シテ其程度､ハ病型ノ如何二不拘、病

竃ノ部位肺ノ下牛部二存フヽル時二顕著デアル。

叉副作用拉二合併症ラ登症フヽルノ'ヽ極メテ稀ニシ

テ且二旦慶絶サレタ機能ハ早晩恢復フヽルヲ･以や

捻除術ヨリモ利鮎存シ、廣ク庶用フ、ベベキモノ

1ヽ信ズ。尚遠隔政果二就イテ､ハ観察中ﾅｱし

　

＼ﾅ以

テイ也日登表フヽルコトヽシヤウ､。

　　

106.

　

横隔膜絢経捻除術ノ遠隔成績

四回(琵ｎ)
東京警察病院二於テ施行セル胸廓成形術ノ成績

二就テ・ヽ昨年坂本、唐滞雨氏二依テ本學會二報

告サレタル所ナルガ今同ハ横隔膜御経捻除術ノ

成掃ヤ報告ス・ヽ

　　　　　　　

第

　　

１

　　

表

年　　齢 男 女

17―20歳ｉ　　８例 ４例

21―25‘　　19 12

26―30　　　　35 12

31―35　　　　38 ６

36―40　　　　16 ３

41―45　’　13

46―50　　　　　　　　　　2

55　　　　　　　　　　　1

計　　　　132 37
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昭和４年10月ヨリ昭和14年９月二至ル涵10

グ年間二本院二於テ横隔膜紳経捻除術テ施行セ

ル肺結核患者190例アリ。其ノ内胸廓成形術叉

,ハ肺剥離術サ行ピクル者テ除ク169例サ性別雄

二年齢別二示セバ第１表ノ如ク年齢ハ最低17

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
２
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歳、最高55歳ナリ。而シテ捻除セル横隔膜紳

経。・ヽ最短２糎、最長40糎、平均16.3糎ナリ。

上記169例二就秀昭和14年10月ヨリ同15年

３月二亙り主トシラ書信テ以テ其ノ現状ヲ調査

セシ所其ノ判明ゼル者142例アリ。こラ表示フヽ

　　　

表

手･術後ノ年撒 勤務 轄勤務 軽　快　１　不　受 悪　化 詳細不明 死　亡

O－3月 ｜ 19

3―12月 ３ ９ ２ ２ 17

1－2年 ４

２

９

声W １ 20

2－3年
’ ４

１ １ １ 10

3－5年 ９ ３ ↓ １ １ ２ ７

5－7年 ３ １ ２ １ １ １

7－9年 ３ １ ２

９年以上 １ １

計
　　21

14.8％
　　8

5.6％
　21

14.8％ 　7 4.9％ 　４　　　　　５２．８％･　i　3.5％
　76

53.5％

レバ第２表ノ如シ。但シ茲二勤務トア･丿ヽ健康

者ト同様二勤務（女子ニテンヽ家事テ含ム）セル者

ニテ殆ト全部・ヽ自受症状全ク無ク、軽快トアル

ノ｀ヽ手術前ヨリ軽快セルモ今倚ホ静養中ノ者、詳

細不明トアルダヽ生存セル事ノヽ判明セルモ其他ノ

現状不明ノ者ナリ。死亡者ダヽ必シモ悉ク結核性

疾患－≡わレ者ト限ラズ。悪化セル者甚グ少キモ

之レ患者ノ自惚症状ノ£ニョル判断ナレバ｀事賓

之ヨリ多キ可能性アリ。

　　　　　　　　　　

第３表

　

横隔膜神経捻除術ノミ

　

ノ

第２表ニョレバ軽快乃至勤務セル者合計35．2％

悪化及ビ死亡合計56．3％トナル。然ルニ手術

後３年以上せ経過セル者尹見レバ總敬44例中

勤務15例山犬、軽勤務５例(11％)、軽快６

例(14X)、不愛Ｓ例(7％)、悪化１例(2％)、死

亡10例(23白トナリ結果ハ諦程良好トリヽレリ。

第２表ヲ更二横隔膜紳経捻除術ノミノ者拉二之

二斜角筋切断術ヲ併用セル者ト二分テ八次表ノ

如シ。

者(總斂115例中89例判明)

手術後ノ年敷 勤　務　　輯勤務　　輯　快　　不　樋　　悪　化　１詳細不明 死　亡

O－3月　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
　　　　　１

13

3―12月 ｜ ５　　１　　１ 11

1－2年 ３ １ ー 13

2－3年 ｌ　　　　　こ　　２ １ ９

3－5年 ３ １ ２ ｊ ７

5－7年 ３ １　　；　　　２
１　　　　　　　‘　　１

　　　　　　　　１
１

7－9年 ３　１　　　， １　　１ １

９年荻上 １　１ ｉ １ ０

計
　12

13.5％ 　33.4％ 　1112.4％
　5

5.6％ 　22.2％ 　　5662.9％

之二依ツテ見レバ斜角筋切断術テ合併フ､ル方が

横隔膜紳経捻除術バノ者二比シ軽快卒多ク死

亡率少キ結果尹示セリ。

手術後ノ死亡率ヲ表示スレバ第５表ノ如シ。

自]チ横隔膜紳経捻除術ノミノ者ニテハ最初４年

間、之二斜角筋切断術テ合併セル者ニラ､ハ最初
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横隔膜紳経捻除術ﾂﾞ?l『

赳牡冲E画晨

總會演訊要

至言横隔膜紳経捻Ｈｊ数鸚皿術

術年｜．-．．，１

　　　　　　

１

　　　　

ｉ

　

．ｔ，ふ，１

　　　　　　

１

--I-I一一一一---一一･,一一一一一一一一一
2一釧

　

42

　

1

　

9

　　

21

　　

21

　　

1
-

　

一 一 一 一 一 一 一 ～ －

ｌ

ｊ

ｊ

ｌ

後徴

6－7

3－4 1 30
一一
←5 , 22
一一
5－6

　　

17

1―2 1　59　　13　1　22　　31　　7

7―8
-
8--9

　

i
-
9以上

÷
１２

－

　

８

－

６

－

２

５

－

２

－

１

０

－
０

１７

　　

１↓

--
９

　　　

５

一一
６

一一
０

一 一 一

25

一一

　

０

－

　

０

死亡者

０

－
０

死亡率

括弧内ハ４年３月二於ケル結恥

第

５

－
０

－

０

ﾋ1
日

－ 一 一

括弧内ハ手術後４年３ヶ月二於ケル結果ナリ

第

一 一 一 一 一 一 一 一 一 - → ﾐ ⇒ =

【第18巷

第４表

　

横隔膜神繩捻除術十斜角筋切断術(總敷54例中53例判明)

手術後ノ年敷¦勤務！軽勤務，軽快 不　受 悪　化 詳細不明 死　亡
－ － － 　 －

６O－ 311 ｉ　　　　　ｉ　　　　　ｌ

3－12月 ３ ４　　１　　１　　　　　２
　一一一一一一一　一一一-－一一一一

２

６

1－2年 １
f●哺　j

2－3年 ２ ２　！ １ １ １

3－5年 ６ ２ ２　　　　　１ １ ２

計
　　９　．
１７．０?ぶ

　5　　　　　10
9.4％　　18.9% 　　２　　　１　　　　４３．８％　１　７．５°ぶ

　3
5.7％

　　20
37.9ﾀ･

　　

２年間．・ヽ死亡率高ク17－24χノー間ニハt｡モ其

　　

レ以後ハ急二減少乙

　　

肺ノ病竃ノ廣せト現状ノ開係り表示ぺ．バ第６

　　

表ノ如シ、茲二病竃ノ廣サハ｢レミトゲ≒｣寫具

　　

－ヨリ手術側肺全野ノ廣サヲ一トシタ表ハシタ、

　　

ルモノナリ．

　　

之二依ハとレバ病竃以上二亙ル者刈

　　

捻除術ノ£ノ者ニテ．･ヽ75例中38例(51％)、斜

　　

角筋切断術ヲ合併七犬ル者ニや､ハ49例中19例

　　

(39頻ニシテ前者ノ方が多数ナルガ、各分類二

　　

於ヶル生存率ハ慨シテ斜角筋切断術列井用セル

　　

方二高≒尚ホ斜角筋切断術予行ヘル者ハ経過

６

　　　　

表

「 他　　側　　健　　仝 他　側　　モ　罹　患

病　竃　ノ　廣　サ 1/3以下 Vs―-/3 ≒以上　1　1/3以下　　1/3－2/3 2/3以上

横隔膜御経｛生存　　７（８）　　６　　　　７

捻　除　術　死亡5 (4〕　　10　　　10

０　　１　　　３　　７　　５（６ﾀﾞ、

3　　　　’3　　　16(15)

噴隔膜紳縄捻除術丿生存　　７　　　ｊ　　５ ９ ３ ３　　　　３

ぷt月wjvmm「　１死亡　　１ ３　　；　　↓ １　１　　７　　　３

計　　　　　　J　20　　　１　　21　　　　30 7　　　　1　　　　16　　　　　　27

病　竃　・種　類 壇　　殖　　型
　　混　　riヽ　型　　　謬　　出　　型

Ｗ　－　-．　　　　　　　　　-----―㎜㎜　㎜㎜㎜　　　--･㎜㎜心-==---　　　-〃-iJ〃-

　不　明　　　有　　　不　明　｜　有

　　　　3　　　5　　8（9）　11(12 >

　　　空　　　　　　　　洞　　　不　明　　　有

〃　・　．　　　　ﾏ-W　i－ －　　－　　　　　－　　　　　　　　　　　-----ﾐｰ-　　　　　　　　-㎜

　　稔隔瞭徊邨ｆ生存，　　１　　　　　　２

　●･iゝ　ll●4　fj́･　″●●　　●●--
捻　除　衛仁死亡 １　　　　　２ 4　　1　　6　　1　14(13)　17(16)

横隔膜神経捻除術ｆ生存i　　l
●　&JJ.鳶..ｰ.･●-.･･uJJhs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜ ６　　！　　　２　　　　　　７　　　　５　　　１　９

十新月励切除霜　１死亡 Ｏ　‘　　　３　　＝　　　１　　１　　　３　　１　　５

　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜

７

計　　　　　1　　3　’　13　　　　　10　　　　　21 32 44
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年数最高４年３月ナルヲ以ｆ該年敬二於ケル雨

群ノ成績升ﾋ較二:人レバ前表二於テ唯括弧内二記

シタル敷字ヲ異ニフヽルノミュシテ殆ト前者ト同

様チリ、、

「レントゲン」寫兵ニョル病宛ノ種類1ヽ現状トノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　

第
８

病９部位

他
側
健
全

他
側
モ
罹
患

横

　

隔

　

膜

　

紳

　

維

　

捻

　

除

　

術

勤務

-

　

３
-

　

１

-

　

１

-

　

３

１

軽勤務1軽快
１

１

一 一

1255

－－

開係テ示セバ第７表ノ如≒但シ肺察洞ハ明力

十’し行･ノミテ敬へ疑シキ者。・ヽ之テ不明ノ部二入

しタリ、、

「しバ

開係ラ示セバ第８表ノ如シ。

　　　

表

同左十斜角筋切断術

不愛

　

悪化

し¦_･＿
∠＿△＿_
２

ｊ

　

３

ｉ一一一一一一一一

｜

１

－
２

１

ト
こニ依々見レバ横隔膜紳経捻除術ハ病竃が上部

ヨリモ下部ニアル者二成績良ク、病竃が上部ニ

アル者拉二全部二亙ル者ニハ斜角筋切断術廿合

併-りレ方が成績良シ。

次二自惚症状ノ消長ヲ表示フヽレバ第９衣ノ如

シ。郎チ毅熱ハ｣こ昇７例、低下叉ハ解熱23例、

咳楸ハ噌加８例、減少叉・ヽ消失21例、喀痰ハ

噌加８例、減少叉。・ヽ消失25例、剪重・・ヽ増加24

例、減少12例トナレリ。

現状ノ報告ラ得タル生存者61例中手術部位叉

ハ其ノ附近二不快感サ訴フル者19例アリ。八

ノ内最モ多キハ肩ノ凝り及ビ息切レ起り易キ者

ニシヨ・各４例之二次デ腕ノ凝り、胸部匝迪感几

ビ手術部位二割令時二疼痛アル者各２例アリ。

上述ノ如ク本手術ノ遠隔成績ハ未グＥけ甚りと

第
９ 表

　　

，

！噌祖ﾄﾞ不磋　減少！消失

４皿ｆ初有ｉ　１ ２ 1　」22
7jゝ　jn･　　1初旅

-一一
ゅ刎兼

　　初旅

６

７

21

12 8　　13

１ 12

喀煥{初有

　　　袖無

９ 10 14 11
　－

２ Ｘ

僣　　　　重 2↓　う2 12　｀

-

　　　

＿_･____＿__

死亡う面務兼勤勢i軽快ﾚ不９

拍

－

　

２

－

２

11

－

6

－

　

2

一一-

-

14

４

４

－

７

一 一

２

－

１

１

２

‐

－

―

－

‐

３

－
２

１

１

１

１

悪化

-

　

１

２

１

死亡

-

　

５

ｔ

２

２例

19例

好卜柵ソ、ﾉﾚ事能.ハズ．然レドモ木例患者ハ第６

長二見ル如ク病竃廣範園二亙ル者ご多剔．叉第７

表二見ル如ク肺病憂・ヽ惨出性ニシ形き洞明カナ

ル者多々、人工気胸療法.ハ肋膜癒着ノ篤二不可

能ノ者大部分ニシテ之サ併用セ･レ13例(同側８

例、他側３例、j雨側２例)モ手術側ハ不完全気

胸ハ肋膜癒着起リテ績行不可能ノ者ナリキ、カ

クノ如々内科的治療ノ£－ラハ好結果サ期待シ

難午者多力リンチ以ｆ･上記ノ成績ハ梢；満足ス

ベキ者ナラン．

　　

107.胸廓成形術ニヨル肺結核症ノ治験

　　　　　　　　　　　

加納

　

保之で村松晴嵐荘）

村松晴嵐壮二於う一昭和13年３月以降約２年間

二亙り肺結核症患者二胸廓成形術ヲ･施行シタモ

ノガ21例二達シテヰル。之等二對レフ。・ヽ術前、

術後二於テソノ基礎新陳代謝、呼吸曲線「エレ

クトロカ･tヂオクラム」等テ調査シタガ今同ノヽ

像報トシテ臨林成績・一部テ此處二報告ソ、ル。

醤々が胸廓成形術テ施行シタ患者・ヽ20歳十ラ

32歳迄ノ男子21例デアツテ、ソノ内

ず丙工几ブ｀:ﾉ¦レヴフ氏ノ方法こヨル

　　　　

全胸廓成形術

上部部分的胸廓成形術
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デ’JL。こ等21例ノ内

右側胸部二施行セルモノハ

　　　　　

15例

左傾胸部二施行セルモノハ

　　　　　

６例

デアル。今之等ノ各症例二就キ、察洞ノ位置。

大サ、敬、手術術式及ビ其結果ラ表記なルト次

表り口クデア八

部ｊ･lコヽニ此ノ成がけ總括ンタ看ルニ

［］丿死亡例

死亡例

　

５例。早期死亡４例、晩期死亡１例デ
アノレ

直接手術二起因シタ「シヨ，ク」ニ吹ヽソラ死亡シ

　

タモノ･ハ２ﾀ!lヂア’l.、

　

手術後４日デ脂肋栓塞ノ塙二死亡シタド

　

湊モ

　

トガ１例デアル。

反對側肺二空洞ガアツラ･、其ノ空洞カラ他ノ健

康部二吸引悪化ン、術後35日ヂ死亡シタモノ

ガ１例デアル。

娩朋死亡例トシラハ、術後５ケ月間極ｙテ良好

ナ経過４トツタガ６ケ月目ョリ結核性腹膜炎テ

併賛

ヒj
日

1257

コノ内５例ハ集菌法二喩ツテ検査シタモノデ、

８外ハ培養法二條り検査シタモノデアル。

１時閉鎖性トナツタガ其後再ビ開放性二還元シ

タモノガ３例、依然開放性ノマヽノモノガ１例

デアル。

(５)赤㈲｡球沈降速度

越I凱球沈降速度二就テいレニ手術前及ビ手術後

二於ｆ共二正常値ノモノガ５例、術前二於テ促

進シラヰタモノガ術後正常値テ示フヽニ至ヽソタモ

ノ10例、術前促進シテヰテ術後著明二遅延シ

タモノガ２例デアル。

(６)膿温

幄温二及ボシタ影響二就テいしニ有熱者が術後

全ク無熱ニナツタモノーハ９例、術後微熱持績々

認ハレモノガ２例、術前術後共二無熱ギアヽフタ

モノガ６例デアル。

(７)膿重

値重ノ吸化ヲ調査シやしレニ、手術後筒重が増

加シ或ハ増加ノ傾向予示シラヰフレモノ／ヽ8例、

不９ノモノハ４例、減少シタモノ、ヽ５例デア

以上ハ託々ノ施行シタ胸廓成形術症状21例二

就刊折後２年以内ラフ比較的短期間二経験シタ

臨休成績デアルガ、人工気胸法其他へ肺虚脱療

法ノ施行シ得ナぐ且ツ空洞々有｀いレ比較的幄病

肺結核症患者二對シ胸廓成形術ハ治療的剛直ノ

ア'レモノデ≒”しコI、ニy賓設シ得タリト信スハレノ

デレメ'ﾌﾚｏ

vni

　

慄防及結核對策

108. B.C.G. J研究

　　　　　　　　　

･1 野付トg）

　　　　　　　　

第１編

　

緒

　

言

前17同日本結核病學會二於テカルーメ゛7ト博士

が生前北里研究所渡遭博士二燈ラし………タフレB.CG.

(4441ニ就キ人型結核菌死菌ト比較シ該菌株カ’

橡防的二相常該果ア侈コトテ認ノいにrけ更

二従刺呆存シｉ'リタルB.C.G. Ｉヽ比較シ其ノ毒
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力ぐビ免疫性二開シ賓験大行ヒタリ。

　　　　　　　

第２編

　

毒

　

力

　　　　　　　　

第１賓験

賓験方よ

　

海鯛ヲ２群二分チ第１群ニハ従来保

存シアリタルＢ．Ｃ．Ｇ.(奮Ｂ．Ｃ．Ｇ.)や第２群ニ･ハ

新B.C.G.コB.C.G. 444トｊ各５．０堰右側鼠蹊部

皮‾トべ王射り主射後１週間ノ間隔ヲ以々２頭宛

屠役シ肉眼的二解剖所見サ検査七ル後各臓器ヨ

リ結核菌チ培養七リ。

結核菌ノ培養。・ヽ住吉氏法刊顎に･培養基丿ヽPe-

tragnani

　

ノ培地ヂ使用セ几

　

盲験成績

　

Ｏ)病理解剖所見

注射部位ハ膿瘍テ形成シ直チュ珍開シ潰瘍ヲ形

成'ヽルモ第１群二於テハ潰瘍ハ痴皮り形成シテ

治癒ノ傾向ラ示し1長ク中心部二濃ヲ･瀦溜八

部属淋巴腺ハ腫大シ第１群動物二於ラノヽ第２

週、第了題二於テ大豆大Iヽナルモ乾酪様宛性｡ハ

認し

或ハソレ以上二腫犬シ中心部二乾酪様憂性テ認

腸骨線気竹枝腺及前縦隔皆㈲レヽ腫大ノ傾向アル

モ第１群二於テハ著明ナラズ、第２群二於･うヽ

著明ノ腫ﾉご認ムル動物アリ。

内臓二於う｀ハ著明ノ愛化ブ認ｙズ、タグ牌臓ヤ

ヤ腫大シ殊二第２群二於テハ約２倍大(重量)ニ

腫大ケ、

　

(ロ)培養所見

５０冠ノ大量菌ノ皮下注射ニョリ菌ノー嗜いヽ直

ヂェ・凱京二侵入いレモノヽ如夕第１週二於りし

培香成績二尨丿第１群(１例)ニ於テモ第２群

に例)ニ於やモ培養全臓器ヨリ結核菌？培養ス

ルコトサ得タリ。然シｆ全身各臓器ヨリ分離シ

得タル第１群ご一於ｆ．・ヽ第１週ノ１例ノ£ニシテ

第２群二於ラハ第２週マデ全動物二於テ培養ス

ノレノミナラズ第３週二於テモ１例二於ｆ培養セ

リ。

注牡誤位ヨリ淋巴流－ヨル菌ノ鐙明二開シヤ。・ヽ

第１群動物レ於テハ第３週－デ結核菌月生射部

ヒ，

日

－ － 一 一 一 一 一 一 一 － － 一 一
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位或ハ部属淋巴腺ヨリ培養フ、ルニ對ら第２群動

物二於テ丿ヽ第５週ごこ至ﾉ1モ注射部位部属淋巴腺

ヨリ多敷ノ結核菌サ培養シ得ルノミナナズ気管

枝腺前縦隔竃腺及牌臓ヨリ結核隊ド培養七リ．．

　　　　　　　　

第２賢験

　

賓験方法

第１賢験ノ成績ニョリB.C.G.(4↓幻が強度ノ病

髪ヲ動物二惹起七ル已以ｆ或ハ強毒菌ノ混入う

タルニｊ'ラザルヤノ疑念テ生ジタルラ以テ該菌

ノ郊ノ減少シ1．0駈0．1危O/01旺ノ菌量ラ前

賢験同様健康淘獄ノ右側鼠蹊部皮下二注射シ

30日口こ屠殺シ病理解剖所兄テ検査'リLト共二

各臓器サ培養シタリ、

　

賓験成績

菌早１．０旺几0．1駈皮下注射動物､こ於テ．・ヽ解剖

的二著明ノ病愛ｦ･認ムルノ£ナラズ培養土生菌

ヲ･認八タリ．０．１旺皮下注射動物ノ１例二於テ

強度ノ病愛ヲ･認ノ･培養土ニモ菌判土射部位部盾

腺ノ£ナラ：々気管枝腺前縦隔岩腺及牌臓ヨリ認

明シタルコトハ興味深キコ1ヽナリ、0．01駈皮下

注射動物二於テ・ヽ病理解剖上二病愛ヲ認．･ズ培

養上結核菌郷良明七ス、本賞験ニョリ有吉菌ﾉ'

混入ハ汲定サル．

　　　　　　　

第３編

　

免疫性

　

官験方法

動物

　

ＡＢニ２群二分チ其ノ各ｶﾉ:y更二第１

群、第２群、第３群、第３群二分チ第１群及第２

群lヽ蕉Ｂ．Ｃ．Ｇ．及ビB.C.G. 444 j各ノを０．５赴宛

右側鼠蹊部皮下二注射シ第３群．・ヽ對照トナヘ

然シタ免疫後30日ノ間隔々以テＡ群二對シマ

ハ強毒結核菌日赤株百萬分ノ１駈ヅ左側鼠蹊部

皮下べ1{射感染七シミＢ群二對シテ､八日赤株十

萬分ノ１旺→Ａ群同様左側鼠蹊部皮下二注射感

染七シノ感染後30日日二全動物ヲ･屠殺シ肉眼

的解剖所りノ検査七ル後各臓器ヨリ結核菌川含

養ス．

　

賢験成績

ＡＢ副官験動物耕コ通覧二フ免疫動物lヽ對照動

物Iヽ？對比シテ病理解剖拉ヒし培養所見ヨリ
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Ｂ．ＣＧ．’免疫性ず認ム･しモノ十Jレガ篤Ｂ.（ﾌ.Ｇ.

ト

　

Ｂ£.G. 444つy對比フ、･レ1ヽキB.C.「ﾚ;｡44」万

更二優秀十ル免疫性月功物二賦爾フ､ルコドハ詔、

ｙタリ。殊ニＡ動物群二於７百萬分ノ１肝ノ菌

iT刀十7･感染セシ）タル場俘Ｂ．Ｃ.Ｇ.444

　

～ヨ

リ殆ンド完全二動物ド感染ヨリ救へし=1レハ泌

メ

　

タ

　

リ。

　　　　　　

第４編

　

總

　

括（結語）

１．

　

毒力1ヽ免疫性し川判系

本肖験ニョリ毒カーりリ式験動物二對シラ悩歿ヲ･

形成ヴ､ル･｡-1ド犬ナル程免疫性モ弼キー1にハ忍ノ

タリ。

本賞験州莉’免疫作川ハ其・毒力1ヽ直接一才ぽ係

ア･トテフしーメ･レ氏ノ暇説ごり占認､ペルモノデア

り

･一●

- 一 一 一 一 一 一

一 一 - － -

]259

・

　

-i－

4. B.G.G.人鰐接種二於ケル皆所縁町

Ｂ．Ｃ．Ｇ．人高接種上最モ困難十ル問題ハ注射部

ぼノ硬結膿瘍潰瘍ノ形成ギアル。然レドモ寺り

強力らザレバ毫疫性・ヽ獲得出来で叫川ノツ會二

於テ問題1ヽナレル賢所ﾄえ嘸ラ恐ンヤハ完全ナル

免疫ノヽ獲得出来サうレモノデアル。

３．膿汁培養ニョツテ毒カハ眼二見エチル程度

切ラ低下フ､ルモノナリ。

　　

109.

　

大饅接種用B.C.G. J保存二就テ

　　　　　　　　　　

柳原

　

謙

　　　　　　　　　　

大林

　

容二c傅

　　

研)

　　　　　　　　　　

野上

　

痘堆

Ｂ．Ｃ．Ｇ．ノ人筒接種Ｊ施行ベタレ･

　

｡≒際シモ便旧

Ｂ．Ｃ．Ｇ．浮游液/ Haltbarkelt　イ､¦題ハ極ｊ･テ

重要りレ賓際的意義丿有フづレモノ1ヽ思しい≒

丹々州也ノ問題二就イテ以下ノ如キ賓験ごソヤ･

タノデソ'大要テ報告フ、ル。

備備賞験1ヽシテB.C.G.浮游液丿保存ノ､ルニ際

ごこニ胴フ､7し場合1ヽ氷蜜二置ヤ場合、

或ノヽ雫姐中二保存･いレ場八ヽ1ヽ無気中ご優良フノ［

場合、ソノＨａｌtbarkeitニドノ程度ノ相異ガア

ル１云フ黙二就イテ培養験試ニョリテ調ベタ。

生理的瓦皆仁二はテｌ ｃｃ中１ｍｇラ含ムB.r.r;

浮註良サ調製シク･宇温(季節ト月－９用字気

中、室温無冠中(B.C.G.浮游液テ容レリ式験管

ラJaｒ一人レ５ｍｍＨｇノ程度迄排でベセルモノ)

及ビ水宅(約５Ｃﾘ無気中二吊仁シ、F;日、1卜日

及ビ20日リ･紆テ夫々Petroff氏培地一侈植、４

週間培養七ル後菌量ヅ秤量レタ。ソノ仏皿-こヨ

レハ水宇無気中二保存七･レモノハ晨モ良好十

Haltbarkeit 1示シ、20日放置セルモノニ於イ

テモ尚菌ノ鍵育や認八こニ､jJデ、室温寸t気

中二優仁セルモ・ニアヽソテモ、10日後こ於イラ

尚保レ生存セルヲ･認ノタガ、室ぶじぺ人中二保仁

セルモノハ最モ劣リ５日間放置七ルモノハ既二

培養成績陰性1ヽナツタ．．

次ニＢ．Ｃ．Ｇ．ノ保存二常ツテ、Mediｕnlノ相

異こいﾉ’Ｈａｌtbaｒkeitニ如何ナ･バ:じ響サ及ダ

フヽカザ動物試験ニヨヽソラ検シタ､、叫二備防盲験

ニョツテ室温無気中二放置セ･･･モノモ可成りノ

リ、こ’暇説コ

人フレーモ

　

ｚテア几

｀ノハ免疫即上ノ叛明デ'jいレ丿言

Ｂ／．Ｂ．輿4

　

・毒力

B｡（T≒<;.444 ’ヽ従宋保仁シフリタルB.C.G. ｊ一比

シテ青加星キモ良性ノ治癒-しレ炳分子影成……’ヽ八

モ’－シテCalmittl J B.C.G.特衣常時ノＫｏｎ-

vichun, R。Kraus, Chieri NO bel u. Sole Hut-

yra, Petroff氏等ノ政ムセル如キ前借菌株ニア

ラズ良性ノ治癒｀こロレ結核－リド成スル菌株ナリ。

サレトし菌株り川勿通過ニョリ長年¦レ呼;でテ或

ハ病原竹川隻得-７ヽ４四アうずルヤ1ヽ思考シ動

物通過勺子ヒヽソヽ-ﾊＪ。

Ｂ．Ｃ．Ｇ．・毒カハ固定し謄汁培地・綴代培瓦ニ

ョリ毒力川咀咸セズ１論ズル學者ｊ’レドモ２種

ノ毒力異り丿レ菌株川習々ヽこノ説づ･火切ルモノ

ーシ刊剔十培咆ノ徴代培養ニョリベ第二晶カハ

低下Ｊ､･ごクＪ、号シＢ.Ｃ.Ｇ. 444 ニ就キ胆汁培地

二培養ブ縫絹シ本株ノ「グリセリン」馬鈴｡薯培地

ノ縫代培養ト比較セントー≒

３．動物賓験上感吹菌仁が重要九な義アリ。

Pasteur Institut, Chaussinand氏ハ像防接種

プナシタ研究室嘔由類二就ラノ結核研究ニハ接

種菌彫ハ約百萬分ぺ1危丿制限｀91゛･ -> V論ジテ

り;･レ。心資験’成績３”余゛亦ご讃意９夫タ・

ルモノヽ１Å，テ:アル’。
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Haltbarkeit ^示フヽコトテ知ツタノデ、更ヽ一二賓

験ノ場合リ･考慮シテ賓験ハ凡テ室温放置ノモノ

ノ£1ヽ≒叉一力Jar -ﾆｰ入レテ排気ソヽルノ煩

ヲ･避←アB.C.G.浮游液々「アムブレ」ニ封入保

存７ヽノしコIヽヽシ、之ニョツテ排気セル場合ト同

様ノ該果ご･期待シタ。

浮游液ノ種類・ヽ(1)4倍稀憚Sauton倍地、（２）

生理的食堕水（３）４％葡萄糖加１％「グリセリ

　

ご･」水ノ３種デ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．ノ「グリセリ･し・ブイヨ

　

ン」馬鈴薯３週間培養菌ニョリ以上各種ノ菌浮

游液(O.Scc中１ｍｇ）テ調製、之ヲ「アルブレ」ニ

容レ室温（９月－10月）ニ保存シ、頂けテ以上ノ

如クシや室温ニ１週間乃至４週間放置七ル各種

Ｅ.Ｃ.Ｇ.浮游液拉二調製直後ノＢ.Ｃ．Ｇ．浮游液り

海狽皮下二接種シタ。對照トシテベＢ．Ｃ．Ｇ．加熱

死菌接種海貌拉ニＢ．Ｃ．Ｇ．ごえ接種セデル健康海

貌７用ヒ、動物ハ１群15匹宛トシタ。而シう-10

週後二以上凡う｀ノ海狽二人型結核菌H2株ノ３

週間培養菌０．１ｍｇテ皮下二接種シテ結核二感

染七シノ‘、感染後10週ヲ経や解剖二附シ結核性

吸化テ精査比較シタ。匹ﾉ結果ニョレデB.C.G.

ノ免疫該果ハ４倍稀郡Sauton培地中デハ調製

後２週間、生理的食堕水中デハ４週間４が葡葡

糖加１賠にグリセリン」水中デハ３週間迄ハ明カ

テアツラ、固ヨリ調製直後・Ｂ.Ｃ．Ｇ.ニ比較ﾉ､レ

バソノ免疫紋カユ多少ノ喊少ハ見ラレルガ對照

　

´Ｂ八Ｇ．無接種海祝及ビB.C.G.加熱死菌接

種海槙二比較ダヽに゛著シキ差異アルヲ’認ノタ。

印チ’ノド・ノ責験ニョ

　

レノｉ

　

Ｂ．Ｃ．Ｇ．「ワクチこ」保

右７ Medium トシテ生理的食附ノレヽ、４倍稀

稗Saｕtｌｏｎ培地或ハ４％葡萄糖加１クゾグリセ

リン」水二比較シ９何等遊色ナタ寧口却ヽソタ幾

分膠｀ダヰノ゛カリ日キ成叙に得タ。

以上ノ貨験ハＢ.Ｃ．Ｇ.「ワクチン」サ比較的濃厚ナ

浮游液トシテ保存シタモノデアノレノデ。更ニノｋ

酎接種二陽丿賞際上川ヒシレタヰルB.C.G.浮

游液ノ濃度二於働ﾉﾚHaltbarkeit ゛検シタ。賓

験方法ハ略い前述ノモノト同様デ只Medium

lシテ。’｀生理的食嗜水ノレタ川ヒ、１ ｃｃ中0.02

【第18巷

mｇテ含ムB.C.G.浮游液サ調製、之ヲ「アムプ

レ」ニ封入室温（４月）ニ保存シタソノ免疫政力

二及ボフヽ影響ラ動物賓験ニョツｆ検シタ､、賓験

成績ハ大鱈前ノモノト同ジク人膿接種二用ヒラ

レルＯ
lｃｃ中0．02 mg 程度ノＢ．Ｃ．Ｇ．浮游液ニ

於イｆモ４週間室温放置後倚相常ノ免疫斂果ｊz

認ｙ得タ。

　　

追

　

加

　　　　　　

佐藤

　

秀三(傅

　　

研)

結核菌ノ毒性ト免疫カトノ開係1ヽ必ズシモ平行

ソヽ‘｀ヽ゛キモノデナク、Ｂ．Ｃ．Ｇ.ノ生ズ）レこ至ツタノ

モソノ２ヽソノ性質ノ必ズシモ平行シナ４１１ヽ７

慄想シテノ結果1ヽ思ヒー匹

ノ毒性ト免疫カトノ開係ノ如キモ或ル程度-・デ

ュ平行・ヽ見ラレテモ必ズヤ其ノ間二平行シナ４

モノアルコトサう琴ヘナケレバナラナ41ヽ､Ｓヒマ

フヽ、其鮎一寸意見トシテ申上ゲテ置キマヘ

　　

追

　

加

　　　　　

占部

　

薫（九大細菌）

Ｂ．Ｃ．Ｇ．「ワクチン」ノ生存期間ノ検索二際シテ

－ヽPetrofr培地ノ如キモノヨリモKirchner血

結力合成培地サ用ヒタ方ガヨ･flヽ思フ、、コノコ

トハ私Iヽ島木ノ次ノ如キ賓験成績が裏書キシｆ

居ル･。

Kiｒぐhner培液

Petragnani培地

追

　

加

室温保存

　

９日迄

　

２日迄

冷暗所保存

　

12日迄

　

９日迄

佐

　

藤

　

秀

　

三

Ｂ．Ｃ．Ｇ．浮游液ノ倣力保存期間へ生菌デナダ

しいバ｢ワクチン｣妓果ガナりヽ云フ考ト、生菌デ

アルニりヽノヽ培養ニョツテ検先シテ判断りLコト

ト、ニッノコIヽが交錯シテ混禍いい1恐レモアリ

マ

　

ノ､が、生菌デア･レコト・培養・方法デ判助ド

フレコ

　

トガ精確デアル1｀ノヽ申サし７七こ･'デ、妓

カノ有無八一二動物試験ニヨヽソテ検査－リレ方法

が殼モ適切デ・ヽナイカト云フぢデ、斂丿力保存

期間ヲ･研究シｆ居り乙ﾉ、。此ノヤウナ今後ノ

B.C.G.普及二開シテ重要ナル保存期間ノ決定

ノ如キハ極・･テ慣重ノ態度プトリタ４ト思ヒーi'

７ヽ。一言希望月丞べうぺ置キマヘ

　　

追

　

加

　　　　　

原

　

政敏(慶大内科)

私共ハ溥研二於テ人醵接種用1ヽ･シｆ調製分典セ
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ラレタルB.C.G.浮游液(Ice中0.02mg ｊ 含ム）

ノ生存期間ザ「ペトラユヤー」培鈴基二培養シテ

検シタルニ室温（７月）ニ於テ調製後４日ニ｡ハ集

落敬著シク減ズルモ10日後ノモノモ猶ホヨク

前記培養基二負育シ、前追加者ノ同培養法ニョ

ル期間ト著シク異ナルテ見心

　　

汝

　

辨

吾々ハ今日迄此ノ問題二開シ度カ賓験テ繰返シ

テ居ルガ培養成績ヨリシタB.C.G.「ワクチン」

保存期間ノ問題叉動物資験ヨリミタ免疫妓果ノ

持績期間ノ問題等二開スル詳細ナル「データ」ニ

至ツテハ毎同必ズシモ同一デナイ場合モアルコ

トテ経験シテヰル。斯カル理田二開シラハ目下

倚研究中デアルガＢ．Ｃ．Ｇ．ノ培養基ノ問題ソノ

他ＢＣ．Ｇ．「ワクチン」調製二開ソヽル技術的ノ問

題モ亦齢ナカラヂル影響サ典フルモノデーハナイ

カロ

サ重jヽテ得タ大鱈ノ傾向ヲ示シタモノデ、更二

今後ノ研究二俣チ度４ト思フ。

　　

110. B.C.G. J海瞑鼻腔内反覆滴法ニ

　　　　　

ヨル結核感染防止能カニ就テ

　　　　　　　　　　　

吉田

　

長之（九大細菌）

自分｡ハ嚢ニＢ.Ｃ.Ｇ.菌列毎倶ﾉ眼瞼内二反覆黙眼

スルコ1ヽニ依リ、弧度ノ結核感染防止能カヲ賦

奥七シ）ルコ1ヽニ成功シタガ、今同ノヽＢ．Ｃ.Ｇ.菌

ヲ反復鼻腔内二鮎滴シ、著名結核感染防止能力

テ奥ヘル事ヲ澄明シ得タノデ其ノ成績ヲ報告ス

ル。且ツ其ノ際一定量ノＢ.Ｃ.Ｇ．菌テ２分シ、

１群ニハ雨側ノ鼻腔内二黙滴シ、他ノ頁ニハ該

菌早ヲ一方ノ鼻腔内二鮎滴シ、「ツベルクリン」

反庶ノ鍵現状況拉二結核感染防止能カテ比較對

照シ「アレリレギー」1ヽ結核免疫トノ開係ヲ･研究シ

タノデ併セテ報告ﾉヽル事1ヽシタ。

資験方法1ヽシテハ10 mg ノ幼若Ｂ.Ｃ.Ｇ．菌や１

ノ生理的食螢水中二含一・シダタ菌液サ用ヒ、「ツ

ベヽルクリンｊ圭射器ヲ使用シテ鼻腔内二鮎滴ソヽ

先ゾ、海祝第１群ニ。’｀上述浮遊液７２滴テ右側

７鼻腔内二鮎滴シ、合計25同二及ブ。第２群

-

ヒj
日

1261

ニ・ヽ左右爾側ノ鼻腔内ニ１滴宛鮎滴シ25面二

及ビ、第１群、第２群共二菌量チ等シクセシノ

ル。鼻腔内鮎滴賓験開始後数同二渉リ「ツベル

クリン」反塵テ検査シ、片側免疫群拉二爾側免

疫群ノ「ツ・ヽヽごルクリン」反唐チ比較對照スル。而

シテ､Ｂ.Ｃ．Ｇ．鼻腔内鮎滴25同終了後18日目一

人型Ｆ株弼毒結核菌29日培養ノ0．001mgテ海

銚ノ後肢外側部ノ皮下二注射シ、結核感染防止

能カヲ調査シ、「アレルギー」ト免疫トノ開係チ

考究シタ､、

賓験ノ結果Ｂ．Ｃ．Ｇ．ノ鼻腔内片側免疫群及ビ雨

側免疫群ノ「ツベルクリン」反塵ノ登現状況・ヽ著

明ナ差異サ認ノ得ナカツタ。

而シう゛片側雨側雨免疫群ハ對照二比シテ、頗ル

大ナル結核感染防止能カヲ有シ、而モ雨群ノ間

－＝､ハ感染防止能ノカユ於テ大ナル差異ガナカツ

タ、、

　　

111. B.C.G. J人善接種二就テ

　　　　　　　　　　　

森田

　

澄一（日立病院）

日立製作所日立病院ノ看護婦及ビ養成所生徒

中、2000倍及ど100倍「ツベルクリン」皮内反庶

陰性ノモ’17 ?; ニ傅染病研究所佐藤秀三教授

ノ御好意ニョリ譲夷サレシ傅研保存Ｂ．Ｃ．Ｇ．テ

昭和14年２月24日0．01駈宛雨上膳二接種セ

シ成績ニツキ報告申シヽ’ス。

接種者ノ年齢｡ハ涵26歳１名23歳１名19歳1

Z18歳１名17歳２名16歳２名15歳４名14歳

５名合計17名デアリマス。

コノ接種ハ調製後５時間牛以内二完フシベ’シタ。

「ツーヽごリクリン」注射後48時間後直径５粍以上

ノ晋赤犬ヽ≒：ごツー反慰陽性1ヽシロフ、;ヽ接種後37

　　　　

㎜

　　　　

-･---―■四
日ご‥2y;｡5≒74日--53．0％130日ニ41.1% 111

日ニ58.8首∠191日ニ64.7% 240日一一81．2χノ

陽性轄化り示シーi･シタ。接種後191日､ﾆｰ､ハ全夕

陽性糖化セ

　

ヌモ

　

ノ２名アリマシタガコノ内１名

ハ退職セシ故ソノ韓蹄不明デアリマ

　

ーフ、が他ノ１

名ハ240日ニハ陽性韓化シマシタ。240日間二

疑陽性･Ｏ粍以下）サ束シタモノ２名11．8％－

シテi4名。’ヽ2．4％ハソノ宛化ノ程峻－ノヽ差ア
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リ亦 ソ ノ間 動 揺 ラ呈 シマ シタ が陽性 轄 化 ラ シマ 後 二於 テ陽性 轄 化 テ來 シ漸 次 減 弱 セ シモ ノ1名

シ タn接 種 後 陽 画 剃 ヒセ シu・ 内漸 次 反 癒檜7.1%攣 化 ナ キ モ ノ4名28.6%反 慮 ノ程 度 二強

張 斗 來 セ シモ ノ6名42.9%コ ノ内4名 ノ・170日 弱 ノ動 揺 ラ示 セ ル モ ノ3名21.4%デ ア リ マ シ タ。
'

B.C.G.注 射 後 ノ マ ン リ一 反 癒 ノ縛 移
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メ
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硬
結
ヲ
認
メ
ジ

日

袋＼

舌

B.C.G.接 種 後 局 所 二硬 結 が 顕 しマ シタ が膿 瘍

潰 瘍 等 ノ副 作 用 ノ・1例 モ認 メ マ 七)。 只硬 結 部

位 二 多少 歴 痛 惨 痛 テ訴 ヘ シモ ノア リ接 種 後 早 ク

陽 性轄 化 セ シ3例 二於 テ胸 部 ノ不J快感 テ訴 ヘ マ

シ タ。 硬 結 ラ認 メ シ ノ・早 キノ接 種 後16日1名

17日1名27日1名 ア リコ ノ3名 ノ・硬 結 出現 二

次 ギ登熟 ア リマ ンツ ー反 鷹 最 強 陽性(柵)テ 示 シ

赤 血 球 沈 降 速 度 ノ速 進 テ來 シマ シタ が他 ノ例 二・

テ ・・カ ・ル事 ・・認 メマ 七}テ シタ。 硬 結 ノ出現

二 關 シテノ・接 種 後33日r名41・2Z735日11名

64.8%46日1'?名70・6%74日9名53・09ジ128

日2名11.8%128日 以 後2名 テ残 シ テ硬 結 消 失

シ マ シ タ。 硬 結 ノ大 サ ノ・直 径18粍 が最 大 デ ア

リ15粍 以 上 ノ・5名 デ ア リ マ シ タ、17名 中4名

23.5%ノ ・硬 結 が顯 ノ・レマ セ ン デ シ タ。 亦1名 ノ・

右 方 ノ上 騰 三 顧 ノ・レ タ ノ ミ デ ア リ マ シ タ。 硬 結

手生 ジ次 デ 癸 赤 シ以 テ 紫 藍 色 テ 呈 セ シ モ ノ3名

ア リ1名 ノ・34日 他 ノ2名 ノ・50日 二 顯 レ マ シ

タ,3名 中1名 ノ・50日 二 顯 ノ・レ117日 一 テ 硬

結 消 失 シマ シ タ が他 ノ2名 ノ・210日 二到 ル マ デ

硬 結 紫 藍 色 ラ呈 シ コ ノ1名 ノ・カ ・ル 攣 化 テ 示 セ

ル ニ 拘 ラ ズ陽 性 轄 化 テ來 シ マ セ ン デ シ タ。191
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總分演沢要旨

出
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敷

　

及

　

斗

硬結ノ顔ハレシ徴受］i

右

　

１

－

　

１

－

　

９

　

べW

－

　

3

-

　

7

－
11

－
12

－
11
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9
－
8

－
2

－
2

-

-－一一

左

　　　

≒

　

１
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２

－

　

１２

－

　

３

－

　

６

－

　

９

一

尺

－

１２

８
．
７

２

－

２

１

り

すＷ

－

２

－

３

一一一

11

－

12

－

12

－

9

敷ｌ

　

％

11
－
11
－
17
－
41
－
64
－
70
－
70

Ｘ

-
２

２

　

日後二到ル迄陽性分化ラ宋サー｀リシ２行ハ無硬

結デｙリフシタ。

B.C.G.接種者ハ接種前及ビ接種後二於テ「レン

μゲ七間接撮影町于ヒ殊二著愛アルモノハソ

　

ノD勁ヽJ=ニ大撮影ヲ･行ヒマシタガ２ちサ除キ愛化

　

Ｊ゛認メ‾゛センデシタ。

　

コノ１行し昌17 ,λハ接種後191 R-・デ陽性轄

　

化セズ無硬結二終始シーi・シタガ赤血球沈降速度

　

ハ速進シ右肺門部ノ陰影。･ヽ接種後ノ撮影ニテハ

　

ヽソｊヽニ増強シテ居リーシタガ健康ニテ勤務レフ

　

居リマ≒

　

他ノ１名香⌒23歳・ヽ接種後17日ニテ硬結ラ認

　

ノ19［1頭痛毅熱アリソノ後熱感アリシモ胎温

　

刊則定セズ勤務シテ居リー・シタガ28日37度

　

７分29日37度４分べ’レヽソー反咆最強陽性（冊ﾉ

(発赤32粍硬結15粍水泡農生丿赤血球沈降速度

中間値56.5粍右肺下部二濁音アリ無響性柚包

昔ヲ聴取シ｢しントゲン｣寫具ニテ右肺下部二浸

潤ヲ認ノ･-・シタ故入院其後37度2－3分ノ登熱

時々アリシモ漸次良好ノ経過ヲトリ59日ニテ

退院常時胸部ノ理學的所見消失セシモ貧｢レン

トゲン｣ニテ浸潤アリ漸次吸牧ノ経過テlヽリ164

日ニハ全ク詐火シ一般状態良好ドナルド共ニ

ベ’ンツー反嘸採場性(十八良赤８粍)赤血球沈降

速度モdこ常値ニナリ接種部ノ硬結ハ117日二詐

硬結ノ顛ハ．ダ･ﾚ及消失セル撒及率

有
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35.2
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29.4
-
29.4
一一
47.0
-
53.0
-
88.2
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失しヽ･シタ其後健康二勤務セルニ196日頃ヨリ

右胸部ノ疼痛リ･訴へ深呼吸時二著シク漸次其度

ヲ･噌こ微熱・リ199日赤血球沈降速皮噌加（中

間値53．8町.［レントゲン］検査－テ右横隔膜

梢；高位トナリ運動限局セルモ惨出液ラ認メズ

摩擦音聴取セ几

　

211日マンツー反嘸再ビ強陽

性［朴川ヽナり、院治療セシニ漸次良好ノ経過ラ

丿惨出液ノ瀦溜フコに=］1ヽナク236日’ツンー

阪:睨不愛-い1モ赤血球沃降反嘸正常トナリ右横

隔ノ運動萬二恢復シーシタ。

B.C.G.接種ニョ

　

ノレ陽性轄化ト赤血球沈降速度

しﾉ開係二就ううヽ４例23.5%ニ於テ陽性糖化

後速進シマシタガコ・内ノ３例ハ接種後最モ早

ク最強陽性二韓化セシ例ニテＢ．Ｃ．Ｇ．ノ直接ノ

影響ト考フルヲ得ズ他ノ13例76.5泰二於テ｡八

一定川川係ヲ認ムルコトハ出来マセンデシタ。

則チB.C.G.接種ニョル陽性糖化1ヽ赤血球沈降

速度トノ間ニハ一定ノ開係ヲ認ムルコトハ出来

タIヽ云ヒ得乙ぺ醵重二開シテ,ハ毎月測定致シ

ーシタガ接種前二比シ皆増加テ来シ減少ヂ束セ

シモノハアリフセン。

　　　

112. B.C.G.人腫接種成績(第３報)

堂野前維摩
松

　

山
星野重
内

　

田

　

ｊ

　

大
科

　

替
内

　

葉
々

　

千
佐

　

ぐ

郷
靖
雄
豊
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演者等ハ昨年本學會ニ於ケル報告後、更ニ看護

婦ニ於ケルB.C.G.接種例テ噌加シラ合計6l

例及ビ之ガ對照トシや「ツ」Jえ唐階性者63例ニ

就キ「ツ」反庖ノ推移及ﾋﾞ礼咳良刑歌況ノ観察テ

績行シテヰルo其ノ各例ニ於ケル親察期間ハ最

長３年３ケ月、最短８テ月デアルカ、蛙ニ今日

迄ノ成績

「ソ」 反

BCG

～

　

～゛゛ヘヘヘ

̃｀-̃-＿

唸

第

　

１

皿

　

陰

- -

「ツ」反胞度･

所年度人員及ビぢ'゛゛゛、ヽヽ、
一 一 一

昭和11年

昭和長年

昭和13年

昭和14年

合 計

接種者
-

Å、、ａ

　　

２６

配

　　

ｎ

-
％

一
人

　

八

一

一
人

　

ｎ

-

　

.∂
一
人

-

　

％

－

0、

(註

　

｢ツ｣反塵摩

　

－‥無反吐

士

　

．
２

－
ｿ

ﾉｰ-d●

ヒj
日

結核汗厨例(表示j。
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被接種群ヨリノ稜病者､・ヽ３例デアル。郎チ湯性

肋膜炎２例、肺門炎１例デアルガ何レモ経過良

　　　　　　　

ｉ
好ニシラ６ヶ月以内二治癒シ、就中肺門炎砂しヽ

20日ニシテ主要症状が消退シタ。

　

尚ホ｡址等ノ

例二於ケルＢ．Ｃ．Ｇ．接種後殼病迄ノ期間ケ丸々、

１年６ヶ月、９ヶ月、１年５ヶ月デアル。

次二對照陽輯者中ヨリ特病セルモノハ６例ア

リ。、乾性肋膜炎、漁性肋膜炎軽度ノ肺浸潤各１

例及ビ肺門炎３例デアルガ、其内湯性肋膜炎ノ

１例ハ梢こ重症ニシテ殺病１ヶ年後ノ今日モ爾

小静養中デアルガ他ハ何レモ１ヶ月内外ニテ軽

快叉ハ治癒シタ。

　　

113.

　

阪大柵學部附属軽院看護婦二於ケ

　　　　　

ルB.C.G.接種成績二就テ

中々

　

摺乱Ｈ屏）

阪大婆學部附属婆院看護婦養生所こヽ人所セル看

　

／

護婦生徒二就テ昭和ｎ年以降入所時身幄検査

二傅研汚「ツベルクリン」２千倍稀憚液0．1耗テ

上勝皮内二注射シ48時間後ニとが判定テナセ

ルニソノ反撫度分布ハ第１表二示セル如クユシ

テ「シ」反庖陽性率ハ昭和11年度－テ.ハ35.6%

昭和12年度ニテノヽ35.8⑤、昭和13年度ニやハ

表「ツ」反感度分布

2卜,.り
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-
14
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Ｉ

Ｉ

ｊ

者 合

冊

　

ｉ水泡

　

訓

７

１

-
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-一一
２

8.6
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-一一
15
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----
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00
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↓
而一付司石了二百

61 38

　　

1
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_づ_＿,_･_＿－－－－－_･_＿＿

"6.6
13.0 I　8．１ト13.0 !　2．8

100

一一
125

100

171
一一
100
-
470
-
100

土‥晋赤４粍以1゛十‥我赤５粍乃至10粍

　

升‥費赤11粍乃至20粍

併‥我赤ごt任乃至30粍 柵‥登赤31粍以上

　　

水泡‥水泡、壊死形成
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42．4％

　

昭和14年度ニテノヽ52．0％ニシテ４ヶ

年テ通

り
テ43.4%陰性率ノ’ヽ56.6ガエシテ總人

員266名ナリ。此266名ヲ２分シテ128名ニハ

B.C.G.全量0．02危乃至0．06廷ヲ･１面乃至４

同二分チテ上勝外側皮下二接種シ、他方138名

､ハB.C.G.接種サ施行セズシテ接種者ノ對照タ

ラシメテ観察セ瓢

「ツ」反嘸陽性韓化二就テ・ヽ第２表二示ス如クェ

シテB.C.G.接種群ニアリテハ既二接種後１ヶ

月乃至３ヶ月ニシテ86．5％ラ示スニ反シ非接

種群ニテ八月１期間後二於テ23．6％サ示セリ。

　　　　　

第２表「ツ」反鹿陽性糖化

期

　

間

―

―

‐

B.C.G

人

員

陽性轄死者ノ陽性度分布

＋ 十十 　　ｆ併‘冊 水泡計

　1　7710 26 24 16

11.2 29.2 27.0 18. OiI.li86.5

６ ２ 則糾５ 17

8.3 ２．８２．８２．８6.923.6

０ ４ 13　j1
一一
43.3 36.7

1　29

0↓3.3 ３．３96.7

９ ２ ６ 10 4　131

21.4 4.8 14.3123.9 9.↓73.8

１至
ヶ３
目ヶ
引l

接種煮89 10 26 24 1　16 １

％ 100 11 .229.2 27.0 18. Oi　1.

非接種者 72ﾊﾞ　６ ２ 則馴５
％　1100 8.3 ２．８２．８２．８６．

種者’30 °（:ド４

至
３
ヶ
月

１
ヶ
月
乃

３至

ヶ６

月ヶ

乃月

％

　　

し100

　　

0

　

↓3.3

非接種者;４２ ９１ ２１ ６
---㎜〃-〃－〃

　

％

　　

100･21.4 4.8114.3

　　　

（註）「ツ」反喉度。･ヽ第１表（註）ニ同ジ

ｊグ月乃至６ヶ月後二於テハＢ．Ｃ．Ｇ｡接種群ニテ

ハ96．7％、非接種群ニテハ73．8％ラ示セリ。

郎チB.C.G.接種群ニテー・ヽ對照群二比シテ早期二

陽性糖化テナシ、陽性糖化者ノ「庖ト」丈憲陽性度

分布ノヽＢ．Ｃ．Ｇ．接種群ニアリテハ１ヶ月乃至３

ヶ月後－テ・ヽ登赤11粍乃至30粍ノ者多ク、３ヶ

月乃至６ヶ月後ニテハ彼赤21粍以上ノ者多シ。

印］チ時日ノ経過ト共二弼陽性ノ方二移行スル事

賓ハ非接種群ノ「ツ」反庶陽性轄化率が３ヶ月乃

至６ヶ月ニシテ既ニ73．8％トナル事ヨリ考フル

モB.C.G.接種ニョル個健ノ「ツベルクリン、ア

し／ノレギー」ハ結核感染ノ機會多キ看護婦二於テ

ハ減弱乃至前失フ、ル暇ナクシテ自然感染テ受ク

ル結果Ｂ．Ｃ．Ｇ．こ依ル「アレルギー」､ニ加フルニ、

結核菌二依ル「アレルギー」ノ重加セル芦一依ルト

考ヘラル。Ｂ．Ｃ．Ｇ．ニ依ル皮下膿瘍－ツイヤハ

＼

【第18巻

今ハ述べずルガ一般的ニノ｀ヽ膿瘍敬生セル場合ニ

｢ツ｣反陽性韓化ダヽ著明ナル傾向アリ。

結核性疾患敬病者二就キテダヽ第３表二示ス如ク

ニシテ接種群ニ13名(10．2X)、非接種群､ハ28

名(20．3χ)－シテ大約１對２ノ比卒トナリ、疾

病別二見レバ肺門腺結核､ハ接種群ニ１名(0．8

％)、非接種群ニ６名(4．3％)アリテ大約１對５

ノ比率トナリ、肋膜炎、腹膜炎等ノ所謂漿膜炎

二就テハ接種群ニ５名(3．9％)、非接種群ニ11

名(8．0が)アリテ大約１對２ノ比卒トナレリ。

更ニソノ経過ヨリ見ルニ接種群ニテダヽ１名ノ死

　　　　　

第３表

　

、結核性疾患晋病者

　　　　B.C.G.

　－　-=　-=　■　「ﾍﾟ犬　　　人　負

結核性疾　｀

患経過及ビ計

接種者(％) 非接種者(％)

128（100） 138（100）

肺　　粘　　核ｉ　5 ( 3.9) 9（6.5）

肺門肺結核　　1（0.8） 6（4.3）

湿性肋膜炎 4（3.1） 7 ( 5.1)

乾性肋膜炎；　1（0.8） 2 ( 1.4)

腹　　膜　　灸１　０（　Ｏ） 1（0.7）

肋　腹　膜　灸，０（　Ｏ） 1（0.7）

背　椎　骨　炎　　2 ( 1.6) 2 ( 1.4)

価　良　　　子　　8（6.3）
13 ( 9.4)

不　　　　樋　　　4C 3.1∩　　８（５．８）

悪　　　　化　　　1（0.8） 2 ( 1.4)

週　死　　　亡　　Ｏ（　Ｏ） 5 ( 3.6)

合　　　計　13 (10.2) 28 (20.3)

第４表費病二至ル期間

B.C.G. 接種者(％) 非接種者(％)

へ､､、顛者

我病ニ
ヤル期間　　　ダ

13 ( 100) 28（100）

2－6ヶ月　１　１（７．乳） 4 (14.3)

6―12>r月　　　　　2(15.4ド　10 (35.7)

12―ISヶ月 1 ( 7.7∧　　6 (21.4)

18―24ヶM　1　7 (53.8)ニ　4 (14.3)

24―30ヶ月 2 (15.4) i　　2(7.1)

30－36ヶF】 O（　o）　　2 ( 7J)

(註)登病二至ル期間・ヽ接種者ニアリテハ

　　　

B.C.G.第１同接種日＝･り非接種者

　　　

ニアリテハ入所時｢ツ｣反感検査日ヨ

　　　

り起算セ1)。
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亡者モナキェ非接種群ニテ。･ヽ既ニ６名ノ死亡者

ヲ･出セリ。

入所時(B.C.G.接種群ニテハB.C.G.第１同接

種日非接種群ニテノヽ｢ツ｣反恚検査日ノヨリ持病

二至ル期間ヲ比較スルニ第４衣二示セ7レ如ク

Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種群ニテノヽ１ヶ年牛ヨリ２ヶ年後こ一

賛病スル者多ク、非接種群ニテーハ６ヶ月乃至１

ヶ年牛後二登病スル者多シ。こ々１ｙ年牛々境

トシテ比較スルニ接種群ニテ､・ヽ１ヶ年牛以上経

過セル後登病フ、ルモノ69．2％ナルニ反シ非接

種群ニテハ１ヶ年牛以内二農病スルモn＼A%

ヲ占ノ･タリ。こサ前記｢ツ｣反座陽性韓化ト併セ

考フルニ接種群ニテ｡ハ｢ツ｣反座陽性糖化後１ヶ

年乃至１ヶ年牛ノ間二晋病フ、ﾌﾚ者多ク、非接種

群ニテハソノ貨病ハ｢ツ｣反座陽性糖化二引キ績

キテ来ル者多シ。郎チＢ．Ｃ.Ｇ．接種ハ感染二引

キ績キテ来ル登病サ防グモノト云ヒ得べ々、ソ

レしニテモ爾相常多敷ノ登病者テ出スハ大病院二

勤務ス･レ看護婦。・ヽ濃厚ナル結核感染サ受クル機

會多ク、今村救授ノ所謂、結核病磯ハ感染1ヽ素

因サ分子トシ、免疫吋

テ表ハシ得ルトセバ是等多数ノＢ．Ｃ．Ｇ．接種者

ヨリノ賃病者ニアリテズヽ感染が免疫二打チ勝チ

タルニ依ルコト少カラズト想像セラル。

要フヽルニＢ．Ｃ．Ｇ．接種ダヽ結核政病像防特二感染

二引キ絹キテ来ル特病テ橡防ノ､ル篤二利用フ､ｙヽご

キ價値アリト信ズ。(胸部Ｘ線像縮少版供諾･

　　

114. B.C.G.接種後ノにツベルクリン)

　　　　　

反感ノ消長トB.C.G.接種者二於

　　　　　

ケル肺結核登生

　　　　　　　　　　　

岡西順二郎(傅

　　　

研)

傅染病研究所附属醤院勤務ノ看護婦二對シテ昭

和10年以来Ｂ．Ｃ．Ｇ．ノ皮下接種ヲ行ツテ居ル

ガ、B.C.G.接種後｢ツ゛クリン｣反座万状態二

就テ観察シタ。看護婦探用ト同時二茸｢ツベル

クリン｣２千浪液デ皮内反座テ行l=･、陰性者ニ

ダヽ更ニ500倍、100倍液ザ用l＝、尚陰性ナル者

二對シテＢ．Ｃ．Ｇ．サ皮下接種シタ。 Ｂ.Ｃ．Ｇ.接

種量ハ昭和10年、11年ノヽ0．01廷、其後､ハ0．02

1269

廷トシタ。B.C.G.接種後「ツベルクリン」反感

が陽性韓化スル迄１ヶ月毎ニ、其後モ一定期間

勾ニニ「ツ」反憲ヲ･検査シ、１年牛－４年間こヲ･追

究シ得タ者72名二就テ観察シ久其ノ結果「ツ

ベルクリン・アレルギーケノ消長ノ状態ｦ一次ノ４

型二大別スル事が出来タ。

第１型

　

Ｂ．Ｃ．Ｇ．サ接種シテ１－３ヶ月後二陽

性輔化シ、暫ラク其状態が縫柏スルガ、１年後

ニハ再ビ陰性トナリシ者。

第２型

　

Ｂ．Ｃ．Ｇ．ヲ･接種シテ１－３ヶ月後二陽

性糖化シ、１年以上陽性ば嘸ヲ縫柏シ、或ノヽ反

憲ノ噌強セル者。

第３型

　

B.C.G.接種4―12ヶ月後二陽性糖化

セシ者。

第４型

　

B.C.G.接種後１年以上ラ経過フヽルモ

陽性轄化テシナイカ、或八時カ疑性反憲二或､ハ

軽度ノ陽性ヲ示シ、直チェ陰性トナリシ者。

第１型二属フ、ﾌﾚ者13名（18が）、第２型37名

(51.4が）、第３型12 ･Z（16．7％）、第４型10名

（13．9％）デアヽソ久我ごいヽ「ツ」反憲陰性者ニーハ

Ｂ．Ｃ．Ｇ．ヲ接種シ、陽性韓化’りレ迄ハ結核病舎二

勤務セシタナイ方針ラトツテキルガ、夫迄ノ間結

核感染ノ機りこげ全然否定シ得ナ４カラ、Ｂ．Ｃ．Ｇ・

接種後「ツ」ば憲が陽性トナツテモ、とがＢ．Ｃ．Ｇ･

接種ニョル者力、或ハ結核自然感染ニョルモノ

カ断定ソ､ル小‥・ヽ出来ナ几然シ乍ラ第１型ハ

B.C.G.接種こヨル「ヽソベリレクリン、アレルギー」

デアフレト考ヘテ良･fト思フ。第２型ノ中ニハ

B.C.G.接種ニョル者モアラウシ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種

ト前後シテ自然感染せ受ケタ者モアリ、更二叉

B.C.G.ニョリ「ヽ≒!｡え嘸が陽性トナリ其上二自

然感染が加ヽソタ場合モアルト思バレル。第３型

ノヽ寧口Ｂ．Ｃ．Ｇ．ニョリドアンルギー」テ生ビシメ

ル1こs.テ得ズ、自然感染け受ヤタ者ト考ヘラレ、

第４型ハB.C.G.ニョリ「ｊ’シルキー」子生ビシ

ノ得ナイガ、不全「アレルギー」ヲ生ジタユ過ギ

ナイト考ヘランノレ。

第１型ノ者が二固嘸陰性トナツや後再度B.C.

Ｇ．接種ニョリ叉第１で型トナリシ者１名、第２型ト
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ナリシ者３名、第４型トナリシ者７名デアツタ。

第４型テ示シタ者10名二再皮Ｂ．Ｃ．Ｇ．サ接種シ

テモ依然トシテ第４型テ示フ､者６一乱第２型lヽ

ナリシ者３名、第３型トナリシ者1 ･?1デアツタ。

３同、4fBl B.C.G.接種ニョリ尚ト≒｣以晰が陽

糖セザリシ者､ハ７名デ、４同・接種後漸ご’一卜;易輸

セルモノ４名デアツタ。漸クノ如キ荷二對シヤ

ハB.C.G.接種量ヲ噌九

ス必要ガアルト考ヘル。宍叉B.C.G.接種後３

ヶ月以内二陽性糖化セズ、4―12ケ日後二陽韓

セル者が12名(16．7％)アリ、而モ其中9 ?1ハ7

－12ヶ月後二至ツテ始ノヨ｀陽糖七ﾉﾚ事ニモ注

意スベキデアルト思フ。、

Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種者二肺結核ノ殺生七ル者ハ10 ?1

(13.りフのデアツテ、第１型ヨリ１名ｊ．7頻、こ

ハB.C.G.接種後１年－シテ再ビ限いいヽナリ、其

後第２同接種ニョリ不全7アレルギー｣々呈うテ

ヰタガ、２年３夕月後二極陽性トナリこト前後

シテ政病シタ者デアル。第２型ヨリ４名10.8

％)殺病シタ。４名共Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種翌月ヨリ｢ツ｣

μ庖が陽性トナツテヰル事。･ヽ典昧アルト盲ト

思フ､、第３型ヨリ３名(25％ﾉ。第４型ヨリ２:Z

(20％j登病シタ。此ノ２名ハ共二鍵病ト厄後シ

テ陽性韓化シテヰル。第１型第２型ヨリノ殺病

率が第３．４型二於ケル者二比シテ著ら夕少イポ

ハ注目二價スルト思フ。以上10名ノ鍵病状況

べ

２、惨出性肺結核３デ、死亡者ハ2?;デアツタ､、

是等ノ者ハ早期浸潤１名サ除イテ皆患者ノ自観

症状二基イテ検査我見シタ者デアル。従ツう一所

謂無自受性二始マル者二就テ。･ヽ不明デアアノヘ

Ｂ．Ｃ.Ｇ.接種ヨリ登病迄ノ期間が１年末満ノ者

１名、１－２年３名、２－３年６乱平均約２

年デアツタ、、以上ノ外微熱、咳楸等ノ結核テ思

ハシメル自受症状アリ。而モ結核性疾患ノ診断

ヲ･下シ得ナカツタ者が９名アツタ。

｢ツベルクリン｣反庖陰性者デＢ．Ｃ．Ｇ．列妾種七

ズシや１年２グ月以内二陽性轄化七ﾉしi6 ?1中

１年乃至４年ノ間二結核ノ狸生ヒルモノハ８名

【第IS巻=
● 〃

･50加デ、肺結核３、惨出性肋膜炎４、肋膜炎

後肺結核１瓦死亡者２名デアツ久。此ノ結果

トＢ．Ｃ．Ｇ．接種者ノ場合トテ比較フヽル1ヽ明カニ

肺結核ノ殺生が減少シテヰルガ、例叙が少イ

カラ、更二多クノ例二就テ検査ソヽル筈デアル。、

以上ノ観察ニョリ結核感染ノ機會ノ多イ看護婦

一Ｂ．Ｃ．Ｇ．テ接種セル場合ニハ絶エズ「ツ」反島

ヲ･検査シ、一旦陽輯シテモ後叉陰性ニナ～場合

ガアリ、叉B.C.G.接種後「ツ」反島が陽轄シナイ

場合ガアルカラ、是等ノ場合ニバＢ．ＣＧ．接種

量ヲ･噌シ、或ハ頻同接種スル必要ガアルIヽ思フ､。

「ツ」反島陽性ト結核免疫ノ程度トハ必スごモ拉

行シナ４ト云ノゝＬテヰルガ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種後３ヶ

月以内二陽轄七ル者二於ケル利病率が、３ヶ月

以内二陽輯シナイ者二於々ル場合ヨリ著ごク少

イコトハ注目二價スルト思フ。

　

Ｂ．Ｃ．Ｇ．非接種

「ツ」反島陰仁者ノ場合二比シケ、Ｂ．Ｃ．Ｇ．接種

例二於テノヽ結核利病率が著シク少カツタ。

型
例

斂

費　費　：
病’病　參病状況

敷で造ﾐ　ｉ　竿

B.C.G.接

種ョリ費

病-ヽ'デノ
間間

ｆ　　ｌ　１３　１　　１7.7%溶出性肋膜炎２年3J=l

ｎ 37 ４ 10.8％

膠出性肋膜炎１年10月
肺門淋巴腺結核１年２月
鎖骨下浸潤,２年
渉出性肺粘杵２年5 n
　　　(死　亡]

Ⅲ 12 ３ 25.0％

肺門淋巴腺結核　６ヶ月
肺炎圓形浸潤３年

参出性結核１年２月
　　　・死　亡）

TV 10 ２ 20 0％姉門淋巴腺結板２年１Ｈ
　’?ｉ澪出性肺結核12年５月

含ヽ計ﾚ72 10 13.9%i

　　

追

　

加

　　　　

、西川

　

篤雄(阪

　　

大)

?L見一Ｂ．Ｃ．Ｇ．皮下接種テ施行シラ約ｎ年ノ

臨球的経過施行シ、既二度々木學會二於テ報I I

セル所ナリ。皮下接種孚L見群二於テ、ヽ對照群孚L

見-ﾆ=・比シフ一般的二慌重噌加率ノ良好及ビ感冒

罹患阜ノ減少ヲ･認ノ･タリ。

最近二至りB.C.G. 皮下接種ヲ･従前ノ接種量ノ

恥或・ヽVs'-nでニ十へ:い^月毎二綜合ご、接種七

ルニ、１回接種ノ場合二比シヘ硬結-･､ル事ナ
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ク、且ツ長夕陽性糖化テ持績シ得ル事ラ認メタ

リ。２年前ヨリ施行ノ309名ノ皮下接種乳見群

ト對照乳見群270名トノ比較臨休経過ノ観察中

ニテ他日詳細二報告セントス。唯、概略シテ對

照乳見群ヤ明確二結核ト診断シ得ル疾病ニテ死

亡セルモノ11名-おり、皮下接種乳見群一於テ

明確こ結核ト診断シ得タル死亡者ナシ、是等２

群ノ乳見ハ同一地匯二居住シ、生活條件同一ナ

ル経湾階級二属スルモノナリ。

追

　

加 む田財(素裟論)
B.C.G.が初感染農病ヲ･確カー一防ギ得ルカドウ

カノヽ未グ充分二鐙明サレタトーハ言ヘナイデアラ

ウガ、確賓ナゴドバ結核療養所、大病院ナドデハ

「ツ・、ごルクリン」反忠陰性ノ看護婦ノ負病が多イ

コトデアル。「ツ、゜ルクリン」反庶陰性ノ看護婦

ノ馥病ラ防グコトーハＢ．Ｃ．Ｇ．ノ践果如何ニカカ

ーハラズ緊急ノ重要問題デアル。ムシロ「ツベ‘ルク

リン」反忠陰性ノ看護婦テ結核療養所、大病院二

採用シナ４ト４フコトガ必要デアラウ。 Ｂ．Ｃ．Ｇ･

ノ斂果ヲ検査スルタメニ「ツベルクリン」μ忠陰

性ノ看護婦ノ感染ノ防止（タトヘバ勤務時間ノ。

制限、完全ナル「－スク」等）ガフヽコシデモ怠ラ

レラノヽナラタ。今後ノＢ．Ｃ．Ｇ．ノ妓果判定ノ寅

験ハ充分ナ感染防止ノ顧慮ノナサレタ條件ノモ

トユ比較サレルコトサ希望ソ、ル。

戸田

　

忠雄(九 大

吾々ノ大學デモ病院看護婦二就テB.C.G.接種

し'-!一行ヒソノ救果問題プ観察シテサ･レガ阪大乃至

ハ傅研ノ成績ノ如ク確カニ妓果ガアルト云フコ

トサ感ジテリリレ。移動ノ多イエ場等デ・ヽ統計が

困難ダガ看護婦等万ﾉ如キ者二於テハ精確サガ期

待シ易仁

追

　

加 清水

　

寛(昔馬内森)

B.C.G.接種者ノＸ線検査デ農見シタ肺門結核

ノ１例サ追加ス･レ。二1レハ余ノ唯一ノ経験デア

ニ1レハ16歳ノ中學生デ、B.C.G.接種常時「ツ」

反唐ノヽ2000倍、100倍共二陰性デ、３ヶ月後ニ

一 一 一 ・ － ・
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最僅陽性(冊)ヲ呈シ、Ｘ所見ハ著明ナ右肺門腺

結核デアツタ、、

本例・ヽ多分Ｂ．Ｃ．Ｇ.接種前ノ自然感染者デ、接

種時｢アレリレギー｣前駆期ニアツタモノト思ノ｀ヽレ

今日迄１年10ヶ月間二約1200名ノＢ．Ｃ．Ｇ．接

種晋Ｘ線検査デ、余ノ登見セル。・ヽ右ノ１例ノミ

デアル。

　　　　　　　　

特別講演

　　

115.

　

満洲ノ結核間題

ｎｎ(窟轟豊)

　　　　　

特別講演

116.

　

定期健康診査二開スル諸問題

唯ｓ二(壽姦ja)

　　

117.

　

結核慄防接種ノ集績(第1)余等

　　　　　

７提唱スル結核勁防接種二就テ

　　　　　　　　　　　

有馬

　

頼吉(有馬研究所)

結核像防接種ニハ廣義ノ馥防接種ト狭義ノソ1／

トガアリ得ル。賓際的ニハ其範昭二開シテ前者

ヲ･尚シトスル理由ガアル。但シ後者モ忽ガセニ

ハナラタ。結核感染二開シテ一般國民ヲ適常二

分類フ､レバ｀、コノ開係が明カトナル。廣狭雨義ノ

結核像防二適用サルリレ接種材料ラ掌中二収ムル

=１トテ以テ理想的トスル。過敏元ラ多量二含有

ス材料ノヽコノ資格二於テ訣クルモノデアル。

　　

118.

　

結核撞防接種ノ集１(第2)小中等

　　　　　

學校二於ケル結核罰防接種ノ成績

奢ぶ

　

靉響r有馬研究所）

小學見童及ビ男女中等學校生徒二對スル余等ノ

結咳憬防接種ハ昭和14年－デエシテ團暦数約

600、人数約25萬人二達シタ。コノ数ハ漑ネ或

ル地域ノ全住民テ對象トシタ場合ノ學童及ビ生

徒等ノ外デアルカラ、賓際コノ成績ハ殊ニ30

萬人ヲ越耳タ。ソノ成績ハ殊二虚弱者二在ツテ

著明二良好二現ハレ、虚弱學生問題ノ大部分ガ

コレニョツテ容易二解決サレル。若干ノ賓例り

畢ゲテ説明ス･レ。
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119.

　

結核憧防接種ノ集績(第3)町村

　　　　　

等二於ケル住民結核憧防接種ノ成

　　　　　

績

　　　　　　　　　　

省霜

　

這jy(有馬研究所)

我國内地二於ク町若クハ村等ノ

　

ー－‘定地域り限

リ、ソノ全住民リ･對象1ヽシフ結核受防接種･'施

シタルモノハ昭和14jト'デエンテ、350諦箇所

二及ビ、ソノ人敬ハ46萬除人一達シタ、、而シ

テ朕二完全二結核清掃ノ目的ニ'-旦達シタ箇所

モ梢い多数二特現シ、択ホ未グ然）ずル箇所モ

良好二遂行サレテキヘ若干ノ官費い畢ゲタ'説

明スル。

　　

120.

　

結核憧防接種ノ集績ぐ第4)公私

　　　　　

諸團磯二於ケル結核憧防接種ノ成

　　　　　

績

Zj木
よａ肇(有馬研究所)

有馬

　

頼迦

官公吏員及ビ家族ニシテ種々ノ年餅ド含ムモ

ノ、銀行會計員、民間工場従業員サ對象トセル

結核像防接種ノ状況1ヽ結果升概説ス･レ。ニ

ノ團膿敬ノヽ昭和14年・デュシテ130除二及ビ、

ソノ人散ハ７萬６千飴人二達シ、常二良好ナヽ

成績テ示シラ居ル。賓例ご'拳データ説明ソ､･レ。

　　

121.

　

結核撞防接種ノ集績r第5)結核

　　　　　

憧防接種ノ際二見ル副現象二就テ

　　　　　　　　　　

響
馬

仙でC(仔馬研究所)

性ト年齢トユ開ラズ、多敷ノ人々ニ對シ余等ノ

所謂結核像防接種？施セバ、種々ノ副現象二遭

遇ス≒就中、従来原因的説明-ｶ訣キ、従ツテ

治療法ニモ定説ナｔ種々ナル疾病現象二原因的

解郡ラ典へ有妓適切ナル治療法け提供シ得ル場

合ガア゛。

　　　　

IX

　

動物結核及ビ其對策

　　

122.結核菌二對スル猫ノ感受性二就テ

　　　　　

(第３報)

　　　　　　　　　　

桑原

　

忠盲(北

　　

研)

健康ノ日本猫ハ牛型結核菌二對シテハ容りに感

－ - － 一 一 － ’ - - ¶

【第18巻
一 一

染シ得レドモ人型結核菌二對シテ.・ヽ殆ド不感受

性ナル=１トサ官験立鐙シ昭和13年14年ノ本學

會二於テ貨表シタリ、再来引績キ其ノ機韓り研

究シ今一、ニノ現象二就テ知り得タ･レ勁アレノぐ

其レ斗此所二報陛セントフヽ、

賓験材料及賓験方法

官験二供シタ･レ日本猫ハ煎重2500瓦内外ノモ

ノタ選ビ此レサ３群二分チ其ノ

第１群・ヽで汁10瓦ソ隔日５同乃至10同静脈内

　

二注射ス

第２群ノヽ「・゛ンソール」０．５「オレーフ」油０．５

　

ノ割今べ昆合シタルモノ６日毎ニ１托宛６同

　

皮下二注射ノヽ．

第３群ハ對照トシタ前處置７行・ヽズ飼育ぺ

而シテ第１群第２群印チ墨汁叉ハ「べ｀ンソール」

７以々「ブロ.､キーレ白シタル群ノ｀ヽ最後注射後

１週間々経テフランクフ･レト株人型結核ヲ滅菌

生理的食堕水-・テ浮游液トナシ菌重５赴ヲ各猫

ノl凱管内二注射フ、、コレト同時二前處置テ施サ

ずル對照タ･レ第３群猫ニモ同様二同ジ分量リ･注

射フヽ。

以上雨３群トモ｢フランクフ｣レト｣株人型結核菌

り皿管内二注射ス･し前日其ノ１ヶ月後二次ノ検

査う行ヒタリ。

(１)皮内反懲

　

北研製造ノ罵｢ヽソペ｀ノしクリン｣原

液ヲ･滅菌生理的食堕水－テ10倍、50倍、100

倍1000倍二稀郡シ、其ノ0．1托テ皮内二注射

シ24時間乃至48時間目二其ノ反慮成績サ判定

・２)赤血球沈降速度

　

左田氏沈降速度法サ用フ

(３)喰閑現象

　

大型結核菌ハ｢フランクフ･レト｣

株結核菌浮游液ニ７牛型結核深レヽ三輪株結核菌

浮游液ニテ大谷氏法二従ヒ検査勺

図)臨休所見

　

健常猫ノ状態サ精細二観察ス、

郎チ顛温、呼吸器、優養状態等ヅ観察ス。

以上３群共何レモ３頭ヅヽヲ使用セシモ個々ニ

ヽソキ記述ﾝいレ=りヽヲ省キ組織検査ノ他ハ各群ト

モソノ乍均率ヲ･以テ表示ブ､(第１表參照)。

總

　

括
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第２表 組織検査表

ｋ型結核菌接種-は

墨終ヶ
汁了月

i肉眼所見興_

　

瞰港

丿

　　　　

肥

　　

大一
血後後∧-一一‥･

管菌所ｉ
内接見‘顧
注種

　

所
射１

　

ｉ

　　

見

一一一一一一

ご下接見¦肉眼所見
ｙ注種

　

ｌ
ツ射１

オ終ヶ

１了月

ル後後

皮‾両所

「．-､こ

對１

照ヶ

群月

爾後

接所

鏡
ぼ
七

徴穎
所

顛
所

－

･T mg

＋

一 一

- ＋

＋ 四

十十 ＋

- -

＋ ＋

十

四
十
一

- -

十｜一
一

＋ ＋

十｜－
＋

－

＋

－

＋

-

-
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＋

－

－

－

－－●

－

－

＋
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-
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一
一

四
-
-
--
一
一
-

四
-

ｌ‾

一一
ｉ＿

‐

Ｉ

一
一
一
一
-

一
一

一
一

ソ

　　

ー

　

４．

　　　　　

第

　　　

１

　　　

λ

喰菌卒及皮内反感赤血球沈降速度検査表

墨

汁

血

管

内

注

射

群

猫

　＿

墨汁注射前

喰
菌
現

象

赤沈
4

球度

皮

内
反

吐

35‰ 12mm 一

一－

-墨汁注射終了
１　週　間　後

２‰　11mm

結核菌注射
１　ヶ　月　後

30％ﾄﾞ13mm

　　　｜:H‰吋5nlm

10仙遊3mm

　　　！

-

ズ

ご猫

「‘‾≪　ン　ツ４‾ノレ」
汪　　射　　前

-

rベシッ４－ルj主
射終了１週間後

-

結核菌注射
終了１ヶ月後

35ｸ。 11mm -

-對
照

群
猫

結核菌注射前

ﾐ→-　　　　　　　－　ご''-"―㎜㎜
結核菌注射

１　ヶ　ｎ　後

36‰　・　14mm
　　　　　1
　　　　　---

38％
15mm -

喰菌現象及赤血球沈降速度共

咎３匹ノ早均瞰り示ス

（１川臼帽丈轡

　

賞験シタル凡テノ猫ハ健常猫二

等シり灸性二終しり。

　　　　　　　　　

･･

（２）赤1仙球沈降逍度

　

肖験猟ハ13mm―14mm

内外-=一元と叉健常猫卜淳シク剔ﾄ血管内注射拉

ニ「’゛ンヘール」皮下注射及菌接種後モソ

　

ノ間

ニルＪ示サズ。

（３）喰菌現象

　

健常猫ノ喰菌そハ卯八八蝸巻

ナレドモ苓汁一川仙管内一注射シ網状織糾咆ヤ

「ブロフキーレン」ベト２多ニー;卜習ヽご一下いしl」‘ヒノ

猫二菌接種ヤルう１゛月後､－べ加秀一40町内外

７喰菌率尹現ハ’ヽ、叉卜八ヘー勺丿ドドユ注

射ソヽルト8％－10％内外二下り、菌接種１ｙ月

二丿沼愚っ’ヽにト3:厄

　

:拓㈲内外二昇ｙ、

對照群ンヽ几型結核隊i接種ト雖モ健常猫二万シ。

（４）熱、半引し丿

シ々･･猫・ヽ菌接種後A .)週間目ニハ39ダー40丿

内外ぐ上下フヽルモ「‘ヽﾆ｀ペパー勺｡7皮下注射猫

ハ此ノ試験ニテハ心裂結核菌接種後モ分化殆ド

ナシ。

叶り萄重、で計注射終了１週後ニギレバ健常猫

二比シ減少シ菌接種後尚減・jペリ。

結核菌

乾酪慢性

-←四･

　

一

浸

　　

潤

‥-一一一一-一一一

結

　　

節

肥

　　

大

結核菌士

結

　

触十

　

十ｉ

　

--

　　

-

　　

＝

　

--に一一一l-一一“

乾酪樋性－１－｜一

¦一一--̃＝⌒

j

一一------ﾍﾞｰ--一一'一一，

ほ

　　

専十｜十ｌ十

　　　

－

　　

にｰ･‾‘‾‾¦‾‾レー-
ｌ

　　　　

ダ"

　　

"ｙﾆｰil一一-･］乱ドゴ寸三三

　　　　

肥

　　

万一

　

－‘－

　　　　

"ﾐﾐﾐ“一一̃-“--

　　

--J･゜9-9→一一

　

卜-皿〃

　　　　

結核菌十

　

－；一

　　　

粕怜，困十

　

－；－｜-

　　　

一一

　　　　　　　　　

一一一一･

　

.一一__.____¦_

微沁

　　

１

　

－

　　　　

．

　

--一一一-づ

　　

ヶ乾酪礎性一丿一

¦

二て二

ｉ

　

種見

　　　　　

I浸

　　

潤，一

　

一｜－，一

備考（－）ハ肉眼結核結節ブ認ノテ顕微鏡的

心肘ﾀ菌及結核結節り疏明センモ

で十）ハ結核二感染セザ･レモノ

咬下注賄終了後一二於尹･ヽ尚菌接

種後二至･レモ健常備1ヽノ間ニハ其洽ヲ･認ノズ｀、

叉でT汁ニ､テ「リロ、キーレンゴシタル猫ハ食慾訣

除シヤ舟万引片シヅ・リ１迦間内外二於ラタレ、

町?名シ、賤仁いレ猫八菌接種後尚一層食慾減

退｡及全身衰弱甚シ々シテ１リ1以上モ生存いレ

モノ甚グ少シ。【ペンヘー勺皮下注射猫モ菌接

種後と叉1，2リヨ】生存りレ幄少シ。

次二人型結核菌接種後１グ月乃至２川ソド・各

:4群共一定敷バ2シ次・検先テ行フ。

１．

　

肉眼的拉二組織學的検査

（り苓汁血管剛主射後菌接種群猫ハ肉眼的及顕

微鏡的二於テ肺二結核結節サ作り其・所二結核

μレ認ｙ尚墨汁沈著アリ、肝臓肺臓ニ・ヽ罫汁沈

片付こ肥大著シキ４認ノノレモ結核結節及結核菌

ﾆ戸月十弓太。

（ロ）「ペンヽソに･い」皮下注射後菌接種群猫ハ肉

眼的顕微鏡的二結核性帰化・ヽ第１群二比シ認ノ･

難シ。
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(・ヽ)對照群猫・ヽ肉眼的及顕微鏡的二結核性帰化

鐙明シ難シ。(第二表參照)

２．

　

各臓器ヨリ結核菌ノ培養試験

雨３群トモ肺臓及肝臓牌臓腎臓サペlヽロ_乙氏拉

ニルベナウ氏培養ご-３週間培養セシニ、墨汁注

,射群・ヽ肺二結核菌ノ貨育？無叡二認丿肝臓、肺

臓腎臓之－ツギ、第２群二於テ。・ヽ肺ニ20個、

牌臓肝臓ニ10個内外ノ結核菌特育尹算シ第３

群二於テハ肺及肺臓ニ3,4個ノ費育ヲ･認ムルノ

　

そ。

結論

余ノ施シタル賓験範園内二在テハ１汁ニテ猫ヲ･

網状織細胞「ブロつ､キーレンハル事二依テ人型

結核菌二對スル感受性ヲ･噌ソ、が如シ。

　　

123.

　

満洲二於ケル豚結核症二開スル研

　　　　　

究、特二其菌型二就キテ

J宍木皿(犠型窃)

人類結核問題ノ疫學的考察ノ一部トシテ、余等

.・ヽ既二満洲二於りレ各種哺乳動物及ビ鳥類ノ結

核二開シ、系統的調査テ賓施中デアルガ、今同

.ハ其ノ一部トシテ、満洲二於タル豚結核症特二

其ノ菌型二就キ、其ノ大要チ報告スノレコ

　

トこス

ルｏ

(1)満洲二於ケル豚結核流行ノ頻度

豚結核症ハ特二人類結核症ノ疫學的見地ヨリシ

テモ、考察ノ要アリ、頗゛興味アルモノナルこ

モ開ラズ、本邦及ビ満洲二於テモ甚グ遺憾ナガ

ラ殆ンド見ル・ヽごキ報告ガナイ．従ツテ、余等ハ

比較考察ス・ヽごキ材料ナキタノ'、コヽニ．・'ヽ唯グ余

等ノ調査成績ノレヲ･述ベルコト回いレ．

印チ昭和９年ヨリ昭和12年迄ノ奉天屠畜場二

於ゲ゛報陛、昭和12年吟爾演屠畜場ノ検査成

績グ地't･ニ、奉天地方二於テ・ヽ下均0． 134％、

吟爾演地方2．507％トナツテ居､･レ．

而シう'コレラノ結核豚ハ何レモ所謂開放性結核

ノシカモ相常病撥ノ進行セルモノデアリ、宍ホ

豚結核．・ヽ従来ノ文献二依レバ、最モ屡ｔ生後１

年以内二好費シ、丁目ノガタメニ瞥死ソ、ルモノ多

【第12巻

シlヽサレｆ居ルガ、屠畜場ニノ'ヽ斯タレ幼豚ノ｀ヽ庸ザ

レヌカラ、斯ル鮎チ考1フルトコハ満洲こ於ケル

豚結核症ノ流行ハ相常濃厚ナルモノト考ヘラ･

ノレｅ

(２)分離培養所見1ヽ動物接種所見

分離培養法トシテハ、住吉氏ノ硫酸處置法(５

％硫酸水)(30分放置遠心沈澱20分)ヲ使用シ、

培地lヽシテハPetragnani氏培地(Glycerin f

キレ4いヽフリサ使用シタ。

動物接種ノ場合ニ｡・ヽ、硫酸處置後・材料テ牛量

八分離培養二使用シ、残部ノ牛量二約４托ノ生

理的食囃水サ加へ、コレテ２匹ノ海狽ノ腹部皮

下二接種シ。６週乃至８週後剖検所見－ヨリ成

叙け判定シタ。

分離培養ノ成績ヲ一括表示フヽレバ｢第２表｣｢第

３表｣ノ如キ結果トナル。

卯チ全管雑菌稜育ノ結果、検出不能二終りタル

モノ２例、陰性二終リタルモノ３例即チ分離培

養ノ場合72齢二於テ菌検出陽性。

動物接種成績ノ場合ニ､ハ、試獣早期艶死ノタノ･

検査不能二終リタルモノ１例郎チ約92％ヽ・於テ

菌検出陽性。

卸チ動物結核材料ノ如キ相常甚ダシキ汚染セラ

レシモノ及ビ病理菌数ノ比較的少ナキｆノト考

ヘラルヽ場合、分離培養法ト共ニ、動物接種試

験･ハ出家ル限り併用スベキモノト考ヘラレリレ。

倚ネＮ０. 4、Ｎ０．5、Ｎ０．15、Ｎ０．17 ノ４例

二於テ｡・ヽ、分離培養ノ場合No. 5 /I例、動物

接種試験ノ場合。・ヽ4例二於テ、菌検出ハ陽性ナ

リシモ、次代移植ヨリ菌登育甚グ不良デアツ'

テ、３代目－ハ殆ンド消失シ、建二菌型決定不

能二終ツタ。

(３)菌型決定試験

本試験二供シタノ｡・ヽ14菌株デアル。方法ノヽ従

来最モ確賓ナ菌型決定法トサJレヽ動物接種法デ

アル。接種菌量ハ家兎ノ場合５駈、海狸ノ場合

１赴lヽシ、海狸４週前後ヨリ６週後、家兎ノ場、

合ノヽ最短期間７週以後二検ん･レコトヽシタ。

郎チ、




